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口絵。1

信太入子ノ台遺跡全景 (空中撮影 上が北)



谷部31ド レンチ 基本層序 西台地南半部北側法面 (粘土層)

縄文時代の土器 (第96。 99号土坑)



口絵.3

弥生時代の土器 (第 13・ 16・ 32・ 34号住居址)

古墳時代の土器 (第 13・ 16・ 21・ 26号住居址)



口絵。4

平安時代の土器 (第23号住居址一括)

蔵骨器 (右から 1′ 2′ 3号 )



美浦村の信太は、古代からの郡名に由来する由緒ある地

名で、楯縫神社が鎮座するなど、従来から郡内の要所とし

て栄えた土地と考えられてきました。今回、「JRA美 浦

トレーニング・センターの乗馬苑移設工事に伴 う造成工

事」に伴って行われた信太入子ノ台遺跡の発掘調査は、当

地において初めてとなる本格的な考古学調査であり、現地

説明会に予想を上回る多くの方が参加されたことは、歴史

に彩られた信太の地への関心の高さの表れといえます。

本書は、平成 21年 10月 から約 8ヶ月間にわたつて現

地調査を実施した、その信太入子ノ台遺跡の報告書です。

調査の結果、縄文時代から平安時代にいたる数多くの遺

構や遺物が検出されましたが、中でも、「志太」「佛」と

墨書された土器や、火葬された遺骨が納められていた灰

釉陶器や須恵器の蔵骨器の存在は、当地が古代仏教の影

響のもと営まれた信太郡内の村落であったことを示して

います。特に、蔵骨器の蓋に書かれていた 「大伴」の墨

書は、墓碑銘として希少な発見となりました。

今後、以上のような調査成果をもとに進められる研究

によって、新たな地域史が描かれ、それが地域文化の発

展に活用されていくこと、そしてこの貴重な調査を支援

された、日本中央競馬会の益々のご発展を願 う次第です。

最後になりましたが、発掘調査にご協力・ご尽力を賜 り

ました方々に、この場を借 りて心より御礼申し上げます。

平成 23年 12月

美浦村教育委員会

教育長 門脇厚司



例   言

1.本 書は、「美浦 トレーエング・セ ンター乗馬苑移設に伴 う造成工事」に伴い、事業主である 日本中央競
馬会 (」 RA)が 大 日本土木株式会社 に委託 して行つた、埋蔵文化財調査の発掘調査報告書である。
2 調査に関わる事項及び調査組織は以下の通 りである。
遺跡名     信太入子 ノ台 (し だい りこのだい)遺跡

遺跡所在地   茨城県稲敷郡美浦村大字信太狐塚 2361番 他

発掘調査期間  平成 21年 10月 1日 ～平成 22年 6月 1日

調査面積     約 13,200∬

調査主体者    大 日本土木株式会社東京支店 今井吉治 仙 田守英
監督指導    美浦村教育委員会  中村哲也

調査担 当者    宇佐美義春 (ア ジア航測株式会社 )

調査員・補助員  関健吾  山田誠司 丸山和浩 坂 田裕之 (ア ジア航測株式会社 )
3.調 査参加者は以下の通 りである。

(現 地調査 )

宮本富夫  四ツ谷栄 石川和男 藤枝小千子 小野邦代 矢 口克  沖 日出夫 市村浩男 堀舘孝行
贅井二郎 木野内照子 根本和恵  山田富子 関フミ 加藤通紀 谷畑節子 丸山勢津子 清原卓
江 口弥男 大沼義則  山崎一義 安藤春枝  寺田恵利  宮本博文  池 田美佐子 大野ふみ江
墳崎富男 塚本清 岩波博美 奥山俊一 坂本哲男 前 田次男 黒沢章江 池 田隆子 吉本藍
埜 口町子 小泉実 針 ヶ谷紀夫 長谷川嘉代子 相島伸一 佐藤正作 谷畑千秋 寺崎清次 表豊
荒井哲  下山豊二 若泉亜紀 渡辺藍  岡田谷 森永典昭 柿崎昇  工藤はるな 鈴木利勝
沼田久男 玉木秀隆

(整理作業 )

土屋一未  大川明子  山下雅江 堀越晴子 須藤香織 佐藤京子 高橋洋子 草庭裕美 市 田武子

青木千賀子 荻原員理子
4.本 書作成にあたっては、人骨については谷畑美帆氏に鑑定をお願い した。また、蔵骨器の実測につい

ては川井正一氏にお願い した。なお、出土炭化材の樹種同定、鉄器 の X線写真及び保存処理について

は、株式会社パ リノ・サー ヴェイに委託 した。

5。 本書の編集 。執筆は、美浦村教育委員会による 「Ⅱ一調査に至る経緯」を除き、美浦村教育委員会の

指導・助言のもと、以下の通 り分担執筆 した。

I、 Ⅱ―調査の方法～調査成果の概要、Ⅲ-5:宇 佐美  Ⅲ-1、 V一縄文時代 :関

Ⅲ-2・ 3、 V一弥生時代・古墳時代 :坂 田 Ⅲ-4、 V一平安時代 :丸 山
6.本 書の挿図図版は、土屋一未 を中心 としてデジタル処理・編集によ り作成 したものである。
7.調 査に関わる図面・写真 。遺物等の資料は、美浦村教育委員会が一括 して保管 している。
8.下 記の諸氏・諸機関にご指導 。ご協力を賜った。記 して感謝の意 を表 します。
上野正 佐野良平 瀬 田哲夫  中村岳彦 前 田和昭 茂木孝行
日本中央競馬会美浦 トレーニング・セ ンター 山下工業株式会社



例

1.全 体図及び遺構平面図に示 した方位の北は、座標北を表 し、座標値は世界測地系に基づ く平面直角座

標第Ⅸ系を使用 している。

2.グ リン ドの基点杭 (Al)は 、 Aラ イン座標値 Y=43,000、 1ラ イ ン座標値 X=-1,800で あ り、グリ

ッ ド南西隅の杭名 をグ リン ド名 とした。大グ リッ ド 8× 8m、 小 グ リン ド 4× 4mで 、小グ リン ドは時計

回 りに a、 b、 c、 dを 付 し、大グ リッ ド「Al」 、小 グ リン ド「Al a」 等 と表記 した。

3,「 第 1図  信太入子 ノ台遺跡の位置図」は、国土地理院発行の 1/200,000地 形図『水戸』『 千葉』を、

また 「第 2図  信太入子 ノ台遺跡周辺遺跡分布図」は、同 じく国土地理院発行の 1/50,000地 形図『佐

原』『 玉造』を使用 した。

4 遺構等の略称は以下の通 り。

竪穴住居址 :J 土坑 :D 柱穴・ ピッ ト :P 溝状遺構 IM 焼土址 iS 古墳周溝 :KS

蔵骨器 :Z 埋甕 :U  トレンチ :T 炭化材 :C 撹乱 :K

なお、単独 ピッ トは lP、 2P、 3P～ 、遺構に伴 う柱穴・ ピッ トは Pl、 P2、 P3～ と表記 した。

5.遺 構・遺物の縮尺は、原則以下の通 り。

遺構  全体図 1/300(付 図 )、 1/1,000 竪穴住居址 。掘立柱建物址 1/60 カマ ド・炉 1/30 土坑 1/60

溝状遺構 1/100(断 面図 1/50) 古墳周溝 1/100(断 面図 1/50) 焼土址 1/60

蔵骨器 1/60、 1/30 埋甕 1/30 単独 ピッ ト 1/60

遺物 土 器 :イ・椀・小型壺類 1/3 拓影 1/3 麦・甑・壺類 。大型土器・深鉢 1/4

石器 ・石製品 :剥 片石器 2/3 石斧・磨石・石皿・砥石 1/3

土製品・金属器 。金属製品 :1/2

6.遺 構、遺物の計測値 の うち、 ( )は 復元値、[ ]は 現存値 を表す。土器の口縁部径・底部径や紡錘

草径等では、遺存率が 1/2に満たない場合は復元値 とした。また、高台付郵の底径は高台部の径 とし

た。

7.弥 生～平安時代の住居址の主軸は、炉に近い壁や、カマ ドのある壁 にはぼ直交する軸を主軸 とした。

8.遺 構 。遺物実測図に関 しては、以下のように表現・表記 した。

遺構実測図  ・住居址床面硬化面は一点鎖線
・断面図の うち、土層断面図は大文字 A一 A'、 エ レベーシ ョン図は小文字 a― a'

・出土遺物 ● :土器  ○ :時期外の土器  △ :石器類  □ :土製品 × :金属器類

上記 を原則 としたが、意味 。内容の異なる場合は図版 中に明記 した。

・カマ ド・炉等の赤化部 :―  カマ ド構築材の粘土 :■lⅢⅢil

焼土分布範囲 :にⅧⅧ‖ 灰分布範囲 :ii=■■1 木炭分布範囲 :匠訴澪潮

遺物実測図  ・灰釉断面・赤彩土器・繊維土器 。石器滑沢面 :■■II■

須恵器断面 :中  内黒土器 :Ⅷ
。土器実測図の側縁に付 した 「一」は、縄文土器や弥生土器では縄文施文部の境 を示 し、

須恵器・土師器では調整痕の境 を示す。

9,土 層注記 中の 「斑状 ローム」 とは、ロームブロックとは異な り、ローム粒が丸 く斑状にま とまったも

ので、軟質である。土層全体では霜降 り状にみえる。
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遺跡の立地 と歴史的環境

信太入子ノ台遺跡の位置と地形

信太入子ノ台遺跡の所在する茨城県稲敷郡美浦村は、

茨城県南部に位置し、村の北部および東部は霞ヶ浦に面

し、南部は稲敷市、西部は阿見町に隣接している。

美浦村の地勢を概観すると、霞ヶ浦湖岸を中心に広が

る沖積地と、樹枝状に開析した谷地形の頭著な稲敷台地

とからなる。稲敷台地は、約 14万年前の下末吉期の海進

により形成された平坦地形が、その後の海退によつて陸

地化したもので、最上部には常総粘土層とよばれる灰白

色の粘土層が見られる。この上に関東山地の火山活動に

よってもたらされた火山灰が堆積している。

本遺跡はこの稲敷台地東縁部の、南にのびる苦状台地

の上に営まれた集落址である。標高約 25～ 27m、 周囲の

谷津との比高差は約 16～ 18mである①

信太入子ノ台遺跡の歴史的環境

美浦村では、旧石器時代以降から中近世にいたるまで

の人間活動の痕跡を確認することができる。

旧石器時代では、良好な石器群の発見はないものの、

岸内遺跡 (第 2図 21)のナイフ形石器をはじめ、陣屋敷

(4)、 根元 (6)、 原 (26)、 興津白井 (41)等の遺跡で頁

岩系の剥片が採取されている。

縄文時代では、著名な陸平貝塚 (2)、 前期後半・興津

式土器のタイプサイ トである興津貝塚 (35)、 前 。中期の

虚空蔵貝塚 (39)をはじめ、木原城llL(27)、 内出 (14)、

下の下 (17)、 原 (26)等の遺跡で、前期から中期にかけ

て乙思われる集落址の一部が確認されている。高野台遺

跡 (38)では、早期の竪穴状遺構や炉穴が検出され、ま

た法堂遺跡 (19)では晩期の製塩llLが検出されるなど、

縄文時代の生業を考える上で、貝塚とともに貴重な遺跡

となっている。

弥生時代では、後期の集落址が多い①前 。中期の集落

址はいまのところ確認されていないが、多古山Ⅱ遺跡 (3)

で、中期の土器片が採取されており、注目される。後期

では、27軒の竪久住居址が検出された陣屋敷遺跡や、23

軒の根元遺跡をはじめとして、ノ(ヶ 山 (24)、 請領妙山(25)、

笹山 (34)、 大谷谷津台 (40)、 野中 (61)の各遺跡のほ

か、高野台遺跡の南西部に隣接した十二塚遺跡において

も、後期の集落址が確認されている。

古墳時代では、前期から後期にわたつて集落が営まれ、

弥生時代後期とともに活発な人間活動の痕跡が各地に残

されている。古墳も村北部を中心に造営されている。前

期では、本遺跡のほか野中遺跡などが知られるが、いま

のところ多くはない。古墳では、山王山古墳 (42)や木

原白旗古墳群 (46)中の愛宕山古墳が、比較的規模の大

きな前方後円墳として前期に遡る可能性が考えられてい

る。中期では、陣屋敷、木の根田 (13)、 宮後 (16)、 下

り内 (28)、 虚空蔵、ミコヤ (11)等の各遺跡で中期の集

落址や住居址が確認されており、この時期の遺跡の広が

りを示しているのかもしれない。後期では、下り内遺跡、

大輪遺跡 (18)、 野中遺跡などが知られる。古墳では、大

半の古墳がこの時期に造営されたと思われるが、調査さ

れた古墳は少ない。常陸笹山古墳群 (56)中 の光仏古墳、

大塚古墳群 (43)中の弁天塚古墳、人枚原古墳群 (51)

中の庚申古墳などは箱式石棺を埋葬施設とする後期の古

墳である。古墳群中の盟主墳とされる前方後円墳は、舟

子塚原古墳群 (55)で 2基、常陸雀山群で 1基、木原原

古墳群 (59)で 3基が確認されている。そのほか、木原

白旗 2号墳は埴輪を有し、双円墳の可能性が指摘されて

いる。信太美駒古墳群 (57)では、谷津を挟んだ本遺跡

西部に円墳 10基が現存しており、本遺跡北側の円墳も同

じ古墳群中の 1基かもしれない。

奈良 。平安時代では、陣屋敷、下り内、稲荷山 (36)、

原畑 (37)等の各遺跡で平安時代の集落址、竪穴住居址

が検出されており、そのほか御霊平 (7)、 天神平 I(9)、

押井戸 (12)、 魔迦陀 (33)な どが知られる。多古山Ⅱ遺

跡や陣屋敷遺跡では、住居址とともに蔵骨器・火葬墓も

検出されており、本遺跡との類似性が注目されよう。

平安時代以降、本遺跡では確実な人間活動の痕跡を見

ることができず、おそらく近世末から近代にかけてのこ

ろにようやく道路状遺構 (第 2号溝)が掘削されたにす

ぎない。

一
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1信太入子ノ台遺跡
8多古山Ⅱ遺跡
15宮前遺跡
22御茶園遺跡
29城ノ内遺跡
36稲荷山遺跡
43大塚古墳群
50大谷人幡台古墳
57信太美駒古墳群

2陸平貝塚    3宮 脇遺跡   4陣 屋敷遺跡   5陣 屋敷低湿地遺跡
9天神平 X遺跡  10天 神平Ⅱ遺跡  ■ ミヤコ遺跡  12押 井戸遺跡
16宮後遺跡    17下 の下遺跡  18大 輪遺跡   19法 堂遺跡
23茂呂天神遺跡  24ノ (ヶ 山遺跡  25請 領妙山遺跡  26原遺跡
30舟子宮平遺跡  31殿 田遺跡   32木 原神田遺跡  33摩迦陀遺跡
37原畑遺跡    38高 野台遺跡  39虚 空蔵貝塚  40大 谷谷津台遺跡
44茂呂根本台古墳群 45大須賀津古墳群 46木原白旗古墳群 47茂呂カリマタ古墳
51人枚原古墳群  52木 原清月古墳群 53城山古墳   54東 崎古墳
58沢田古墳群   59木 原原古墳群  60大 日遺跡   61野 中遺跡

6根本遺跡   7御 霊平遺跡
13木の根田遺跡  14内出遺跡
20平木貝塚   21岸 内遺跡
27木原城址   28木 原台遺跡
34雀山遺跡   35興 津貝塚
41興津白井遺跡  42山王山古墳
48古墳 (湮滅) 49古 墳 (隠滅)
55舟子塚原古墳群 56常陸笹山古墳群

第 2図 信太入子ノ台遺跡周辺遺跡分布図
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Ⅱ 調査の経過 と概要

調 査 に至 る経 緯

平成 19年 12月 10日 、美浦村教育委員会に日本中央競

馬会美浦 トレーニング・センターより、乗馬苑移設に伴

う埋蔵文化財の取扱いについての照会があつた。照会地

は周知の遺跡ではなかったが、周辺の遺跡分布や地形か

ら埋蔵文化財が包蔵されている可能性が高いと考えられ

たことから、美浦村教育委員会は平成 19年 12月 26～ 28

日に試掘調査を行い、その結果遺跡の所在を確認し、翌

年 1月 9日 付でその旨を回答 した。また同日付で茨城県

教育委員会教育長宛に、当該遺跡の発見について信太入

子ノ台遺跡の名称で通知した。平成 21年 7月 1日 には、

日本中央競馬会より土木工事等に伴 う埋蔵文化財発掘の

届出が茨城県教育委員会教育長宛に発送され、遺跡の保

存対策について協議を進めたが、現状保存が困難である

ことから、県教育委員会より事前に発掘調査を実施する

よう通知された。平成 21年 9月 1日 付で、事業者である

日本中央競馬会と、同会から調査を受注した大日本土木

株式会社東京支店、及び美浦村教育委員会の 3者で協定

書が締結され、併せて大日本土木より埋蔵文化財発掘調

査の届出が県教育委員会に発送された◎発掘調査は大日

本土木株式会社東京支店の監督のもと、アジア航測株式

会社が担当し、現地調査は平成 21年 10月 1日 から平成

22年 6月 1日 の期間実施されている。

調査の方法

調査区とグリッドの設定 (第 3図 )

遺跡の範囲は、ほぼ標高 25mの 等高線に沿つて設定さ

れている。この等高線を境に、かなり急な斜面地となっ

て谷部を形成している。

調査区の設定にあたつては、先行して行 うトレンチ調

査の結果をふまえ、美浦村教育委員会との協議の上、全

面発掘部分、トレンチ調査部分という調査区を設定した。

トレンチ調査部分は西台地南部の 16ト レンチ以南と

谷部、全面発掘部分はそれ以外の全域である。調査区総

面積は約 13,200雷 である。

グリッドは、大グリンド8× 8mで、西より東に向かつ

てAライン、 Bラ イン、……、南より北に向かつて 1ラ

イン、2ライン、……と付し、グリッド名は南西隅の杭

名をグリッド名とした。基点Alの座標は、Aライン平

面直角座標Ⅸ系座標値 Y=43,000、 1ラ イン同座標値X

=-1,800で ある。小グリッドは大グリンド四分割の 4

×4mで、北東小グリンドから時計回りに a～dと 付 し、

Al― a等 と表記した。

発掘の方法

トレンチ調査では、幅 lm、 lom毎に 1本の トレンチ

を設定したが、西台地南部では、5m毎に 1本 として、

できる限り遺構の見逃 しが無いように配慮した。表土掘

削は、小型のバックホーで行い、遺物が検出された時点

で人力掘削にきりかえた。

トレンチ調査後の表土層は、重機 (バ ックホー、クロ

ーラー)を使つて掘削・リト土運搬した。この際、表土層

が薄いため、掘削した表土を盛って重機の索道とし、最

終的にこの索道を除去しながら表土掘削を終えた。

人力による遺構確認後、とくに遺構の密な地区に関し

ては確認遺構の配置図 (概略図)を作成し、遺構 /1B土掘

削に備えるとともに、遺構番号の重複等の混乱が生 じな

いように工夫した。

各遺構は、サブ トレンチによつて覆土、床面や底面、

壁の状況を把握し、土層観察用のベル ト (畦)を残 しな

がら、土層の層位毎に掘 り下げることを原則とした。こ

の際、覆土中の人為痕跡の見逃しがないように留意 した。

遺構内の遺物は、遺構内の小区画 (住居址では a～ dの

4小区画)毎に層位別に取り上げ、有意義な出土状況を

示す遺物に関しては、出土位置、層位、標高等を遺物台

帳に記録 し、出土状況の写真撮影を行つた。

包含層出土遺物及び トレンチ出土遺物のうち、遺構に

伴わない遺物に関しては、小グリッド単位あるいは トレ

ンチ毎に層位別に取り上げたが、集中資料は一括遺物群

(土器群)と して番号を付し、出土状況を記録 した①

沢J量は、 トータルステーションによる地上測量と平板

測量を併用した。また、一部空中測量を援用した。遺構
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配置図は地上測量、個別遺構図は平板測量及び手実測を

主としている。

なお、遺跡内に残る相当量の切 り株の処置については、

美浦村教育委員会との協議により、遺構にかかる切 り株

は根切 りのうえ除去して搬出、それ以外の切 り株は根元

までの根切 りを行い、遺構の見逃しが無いように対処し

た。この一連の作業は全て手作業で行つた。

調査の経過

現地調査

現地の発掘調査は、平成 21年 10月 6日 のプレハブ設

置、7日 より9日 にかけての器材搬入、9日 の遺跡現況の

空中撮影を経て、13日 より本格的に開始した。

降雨 。降雪による現地調査中止日は、4月 以降に予定

される見学会の準備も兼ねて、遺物の洗浄・注記・接合

を行っている。また、作業上の安全確保のため、月初め

には「安全大会」を実施して、安全意識の向上をはかっ

た。以下、調査 日誌抄を掲載する。

10月 13日 西台地南部南端よリトレンチ設定 (lT～ 42

T)開始。 (～ 19日 )。 10月 20日  本 日より作業員が参

加 して、lTよ リトレンチ調査開始。2Tよ り弥生土器群

出土。周辺を拡張して、土器群の分布範囲を追う。10月

23日  弥生土器群 (包含層N01土器群)の精査開始。本

日より重機によるトレンチ表土掘削開始 (～29日 )① 10

月 29日  西台地の トレンチ (lT～ 29T)調査終了①10

月 30日  谷部の トレンチ (30T～ 32T)調査開夕台。谷部

の中央を通る 31Tで は、縄文時代の遺物包含層の調査と

なったが、遺物量はそれほど多くはなく、自然流入の遺

物と判断されたが、後日 (11月 26日 ～12月 6日 )拡張

してこの点を再確認した。11月 2日  東台地の トレンチ

(33T～ 42T)調査開始。11月 5日  トータルステイシ

ョンによる lT～ 17T配置図の地上測量。東台地の トレ

ンチ調査終了。空中撮影に備えて、 トレンチ内清掃

11月 10日  本日までに西台地南部の遺構調査 (弥生土

器群、 1・ 2坑 )も終え、 トレンチ調査終了。11月 16日

村教育委員会による西台地南部の終了確認 (lT～ 16Tま

で)と第 2回空中撮影。午後より、西台地北部北西から

重機による表土掘削開始 (～ 12月 15日 )。 11月 18日 人

力による遺構確認を西台地北部より開始 (～ 12月 2日 )。

住居址 (1～ 7住 )、 古墳周溝、土坑、蔵骨器N01、 ピント

等確認。11月 26日  西台地では遺構確認を継続しつつ

蔵骨器の精査を先行 して行い、東台地北半部では根切

り・抜根 (～ 12月 9日 )、 谷部では 31Tの拡張開始 (～

12月 1日 )。 11月 30日  グリッド杭打設。地上沢J量によ

る調査区範囲測量。12月 2日  西台地北部の遺構調査開

始 (1・ 2住、古墳周溝等 )。 本日より表土搬出開始 (～

12月 15日 )。 12月 9日  東台地北半部の抜根・根切 りを

終わらせ、西台地の遺構調査に合流。12月 15日  西台

地北部 1～5住、周溝 (～ 12月 17日 )の調査継続◎本日

中に重機による表土掘削。排土搬出終了。12月 17日 西

台地北部の確認遺構配置図 (概略図)ほぼ終了。12月 22

日 グリンド杭打設。本 日より遺構の排土運搬の効率化

をはかるため、軽ダンプによる排土運搬開始。12月 25

日 遺構調査継続。年末年始の休み (12月 26日 ～1月 5

日)に向けて、遺跡内の安全管理を徹底。1月 6日 東台

地北半部の遺構確認開始 (～ 1月 14日 )。 西台地では、4・

6・ 7住の調査継続。1月 15日 東台地北半部の遺構調査

開始 (10。 11住 )。 グリンド杭打設、調査区範囲の地上

測量実施。1月 27日 東台地北半部の確認遺構配置図 (概

略図)終了。1月 28日  本日までに東台地北半部では 12

～19住の調査開始。西台地では、引き続き 4・ 7住、土

坑、ピット等の調査継続。1月 29日  本日までに検出さ

れていた西台地北部の遺構調査に、ほぼ目途がついたた

め、中央部の遺構確認を開始。地上測量による西台地北

西のピット群 (古墳周溝を切るピット群)平面図作成。

BM設置。2月 4日  東台地では 20住調査開始。西台地

では 1～7住等の調査が終了し、地上測量による 7住、5

溝等の平面図と遺構配置図作成。2月 9日  抜根・根切

りと併行して西台地中央部の遺構調査開始。確実な住居

址はなく、土坑が主体。2月 24日  西台地北部北側の調

査を終え、中央部の調査に合流。2月 25日  中央部南東

隅に住居址検出 (9住 )、 周辺を拡張する。3月 1日  東

台地では、本 日までに 21・ 22住調査開始。本月より土曜

日も調査を行 うことにする。3月 3日  6溝 (方形区画溝 )

調査開始 (～4月 7日 )。 地上測量による遺構配置図作成。

3月 4日  西台地中央部では、土坑として調査を開始し

ていた遺構群が掘立柱建物址と判明。残 りの柱穴を探査

(～ 3月 12日 )。 9住より「佛」の墨書土器出土。3月 17
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第 4図  トレンチ設定図
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日 東台地では、本日までに 23・ 24住調査開始。西台地

中央部では、8住、2号焼土址調査開始 (～ 4月 13日 )。

3月 29日  空中撮影準備。3月 31日  第 3回空中撮影 (西

台地中央部 )。 4月 13日 西台地中央部調査終了。本日

までに、東台地では 25～ 27・ 34住、西台地では 28・ 30

～33住調査開始。4月 21日  見学会準備 (～ 24日 )。 4

月 25日  見学会開催。多数の見学者が来跡し、大盛況で

あった。5月 7日 本 日までに、東台地では 35。 36住、

西台地では 29。 37・ 38住調査開始。5月 8日 第 4回空

中撮影 (東台地南半部 )。 西台地 4号焼土より完存の須恵

器盤出土。5月 18日 地上測量による遺構配置図作成。

5月 19日 西台地 2溝調査開始。5月 27日  谷頭部包含

層調査開始 (～ 31日 )。 5月 29日  第 5回空中撮影。5

月 31日  本日までに、東台地 40～42住・基本土層、西

台地 39。 43住 。2溝・基本土層の調査を終える。撤収準

備。6月 1日  美浦村教育委員会による最終の終了確認。

これをもつて全調査終了。

整理作業

整理作業は 6月 2日 より開始 した。遺物の洗浄。注記・

台帳作成・接合・修復・実測・ トレース・写真撮影と併

行して、遺構図の修正 。デジタル トレース・遺構図版編

集作業を実施した。その後、写真図版作成、原稿執筆を

12月 16日 まで行つた。

調査成果 の概要

トレンチ調査 (第 4図 )

本調査に先立つ トレンチ調査では、幅 lmで 43本のト

レンチを設定しており、そのうち西台地南部では 5m毎

の 16本の トレンチ (lT～ 16T)を 調査した。2Tから弥

生土器群、6Tで第 1号土坑、1lTで第 2号土坑が検出さ

れたにとどまり、全体的に遺物もごくわずかである。弥

生土器群出土地点では、住居址の可能性も考えられたた

め、周辺を拡張したが、炉や柱穴、床面の痕跡は無く、

最終的には一括土器群 (包含層配1土器群)と して取り

上げた。

谷部では、30T～32Tの 3本を設定した。中央の 31T

では比較的多くの土器片が出土したが、人為的な廃棄行

為を示すような出土状況や数量ではなく、同一層位内で

も土器の時期にはばらつきがあつて、谷部埋没過程で上

方から流入した土器片と思われる。 トレンチ南端部西側

の拡張掘り下げの結果でも同様の所見を得ている。

基本層序 (第 5図 )

台地平坦部と谷部とでは、堆積土は全く異なるが、同

じ層序番号を用いた。遺構断面図中の基本土層は全て平

坦部における基本土層である。

平坦部  I層 :表土層。Ⅱ層 !やや赤味のある茶褐色ロ

ーム。西台地北部北側を中心分布。遺構確認面、遺物包

含。Ⅲ層 :H苦黄褐色ローム。ロームブロックを含まない

層で、色調で 2枚に分層 (Ⅲ
′
層)される。上面が遺構確

認面、遺物包含。Ⅳ層 :暗黄褐色ローム①色調・ローム

ブロック混入の度合いから 3枚に分層 (Ⅳ
′
層、Ⅳ
〃
層 )。

V層 :灰 白色粘質土。粘土層。

谷部  I層 :表土層。Ⅱ層 :淡黄褐色土。砂質の流出ロ

ーム。Ⅲ層 :黒褐色土。Ⅱ・Ⅲ層では平安時代や縄文時

代の遺物包含。Ⅳ層 :明茶褐色土。流出ローム。縄文遺

物包含。 V層 :黒褐色土。斑状のロームを含むVa層 、

斑状の黒色土を含むやや明色のVb層 、粘性をもつきめ

の細かいVc tt。 縄文時代の包含層と思われるが、今回

の調査では層序の時期を特定できるほどの資料を得てい

ない。Ⅵ層 :黄茶褐色土。流出ロームと思われる。締ま

りのあるⅥa層、硬質のⅥc層、その中間のⅥb tto Ⅶ層 |

漸移層。Ⅷ層 1灰 白色粘質土。平坦部のV層に相当。

遺跡の概要

今回の調査では、縄文時代～平安時代の遺構 。遺物が

検出された。遺構は、縄文時代では竪穴住居址 7軒 (前

期 )、 土坑 10基 (中期)、 埋を 1基 (前期前半)、 土器集

中地点 4ヶ 所、弥生時代では堅穴住居址 9軒 (後期)、 土

器集中地点 lヶ所、古墳時代では竪穴住居址 9軒 (前期 )、

古墳周溝 1基分、平安時代では竪穴住居址 18軒、掘立柱

建物llL l棟、土坑 2基、焼土址 1基、方形区画溝 1基、

蔵骨器 3基、時期不明の上坑 201基、溝状遺構 8条、焼

土址 7基、ピット161本である。

遺物は、早期中葉～後期前半の縄文土器や石鏃・石皿

等の石器、後期の弥生土器や紡錘車、古墳時代前期の土

器、須恵器・土師器 。刀子・釘などの平安時代遺物があ

る。
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第 6図 遺跡全体図
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Ⅲ 検出された遺構 と遺物

1.縄文時代の遺構と遺物

縄 文 時代 の概 要

縄文時代の遺構としては、竪穴住居址と土坑、埋甕が

検出されている。竪穴住居l■ 7軒はいずれも前期の住居

址で、形状から前期前半と考える第 43号住居址は遺物が

少ないうえに、据り込みも浅く、時期決定には不安が残

る。いずれにしろ、縄文時代の竪穴住居址は西台地北部

にまとまり、中央部や南部、東台地には検出されていな

い。土坑のうち、遺物が豊富で、確実に縄文時代と思わ

れる土坑は 8基であり、その他 2基は主として覆土や掘

り込み状態から縄文時代≧したものである。後者の基準

では、まだ教基の上坑がこの時代に含まれると思われる

が、「Ⅳ その他の遺構」に一括して掲載した。この時代

の確実な土坑は、いずれも中期中葉～後葉に属し、竪穴

住居l■と同じく西台地北部に展開するが、全体的にみる

と点々と散在するような分布状況である。前期前半の埋

甕は、ただ 1基東台地北端部にある。この他、中期後半

の土器集中点が4ヶ 所ある。西台地の西斜面地に3ヶ所、

東斜面地に lヶ所である。

遺物は、土器、石器、土製品である。U29グ リッドよ

り北東側のグリンドについては、現代の宅地跡として削

平を受けており、その周辺の遺物の散布状況は、削平工

事の際の撹乱の影響を考慮する必要がある。土器は早期

中葉から後期前半のもので、前期後半が主体を占め、つ

いで中期中葉・後半が多い。石器には、石鏃・石錐・石

匙・打製石斧・磨石・凹石・石皿の他、剥片・チップ類

があるが、量的には少ない◎

竪穴住居址

第 1号住居址 (第 7図、図版 4。 42)

グリッド 033。 遺存・重複 西台地北寄りにある。第
5号溝状遺構と第 6号土坑に切られる。住居址北東側を

倒木痕で破壊されている。さらに、住居llL南側でも木の

根撹乱が入り、壁の検出を難しくした。形状・規模 長

軸を東西にもつ楕円形。上面径 4.00× 3.32m、 床面径

3.78× 2.92m、 最大壁高 0.22m、 床面積 11.04だ。床面・

掘り方 掘り方にローム土を敷いて床面とし、硬化面は

無い。炉 炉は 1基あり、住居址南東よりにある。床面

上に上面径 0.98× 0,36m、 深さ 8 cmの 浅い精円形の窪み

を掘つて作られ、使用面は、赤化して硬化している。炉

覆土には焼土がブロック状に混じつている。さらに、住

居址北東よりに、直径 18cmの 円形の赤化した硬化面が床

面上に見られた。これも炉として利用されていた可能性

がある。炉の覆土からは縄文土器胴部片 2点、剥片石器

1点が出土。住居内施設 柱穴が 15本ある。深さは、P

l-32 cm、  P2-30 cm、  P3-35 cm、  P4-37 cm、  P5-45 cm、

P6-38 cm、  P7-58 cm、  P9-35 cm、  P ll-46c皿、 P14-47

cm、  P15-43 cm、  P17-47 cal、  P18-50 cm、  P20-31 cm、

P21 50 cal。 柱穴平面配置から、住居址上部構造を支え

る柱穴列が東西方向に 2列伸びていたと推測される。柱

穴の覆土には黒茶褐色土と灰色がかった黄褐色土のもの

があり、第 1号住居址は 1度建て替えられた可能性があ

る。出土遺物 本遺跡の縄文時代の住居址の中ではもつ

とも遺物が出土した。住居址の 1・ 2・ 4・ 7層 と柱穴から

遺物が出土しているが、大半は 1層から出土した。1～ 12

の上器片は、4を除き、縄文時代前期後半の土器である

と考えられる。1は深鉢の口縁部で、口縁部に縦の条線

を引き、横方向に有節の沈線と刺突文が施文された土器

で、興津 I式。2は口縁部に縦方向の沈線、さらにその

下に横方向の半載竹管状工具による平行沈線のある浮島

式。3は、深鉢の口縁部で、口縁部に縦の条線を引き、

横方向に半我竹管状工具による平行沈線と有節の平行沈

線と刺突文が施文された土器で、興津 I式と考えられる。

4は、横方向に凍痕が見られ、沈線が入つた胴部片。や

や薄い黄褐色で、白色の粒子や礫が含まれ、密度の粗い

―-11-―
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第 1号住居址
1 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。斑状のロームやや多。土器片包含。
2 黒茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームプロックゅェ～20mmやや多。
3 黒茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ロームプロックゅ5mm多量。
4 茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 5号溝覆土。
5 暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。斑状のローム多量。
6 暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ロームブロック o10mmゃや多。
7 黒茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。斑状のローム多量。

第 1号住居址 炉
1 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。焼土ブロックφ5mm少量。
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第 7図 第 1号住居址
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第 6号住居址
1 黒褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームプロックゅ5mm少量、炭

化物・焼土ブロックゅ2～3mm微量。

2 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロック o5mm少 量、
礫・炭化物微量。

3 黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。壁崩落土。

第 6号住居址 炉
1 黒褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土プロック o5～ 10mm少量。
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層

胎土を考慮すると、撚糸文系土器と沈線文系土器の間に

位置する早期中葉の土器であると考えている。5は、縦

方向に沈線の引かれた深鉢の胴都片。6は三角文と輪積

み痕の見られる浮島Ⅲ式の胴部片。7は波状口縁を持つ

破片で、沈線と貝殻腹縁文が見られ、興津Ⅱ式の可能性

がある。8も 同じく沈線と貝殻文をもつ興津Ⅱ式の胴部

第 8図 第 6号住居址

(1層 )

(1

片。9～ 11は、波状貝殻文を施された胴部片。12は、ヘ

ラ削りされた後、波状貝殻文が施文された胴部片。他に

出土した遺物で時期が特定できたものは、1層からは、

前期前半の口縁部片 1点 。胴都片 2点、前期後半の口縁

部片 15点・胴部片 74点、中期の胴部片 2点、さらに土

師質の高台都の底部片 1点・不の口縁部片 1点、土師器

―-13-―



の甕の口縁部片 1点、剥片石器 7点が出土。2層からは、

前期後半の口縁部片 6点 。胴部片 21点、3層からは前期

後半の胴部片 3点、7層からも前期後半の胴部片 2点が

出土。柱穴では、P14・ 17・ 18・ 20。 21か ら遺物が出土

した。時期が特定できたのはP14出土の胴部片 2点 とP

17出土の胴都片 1点で、いずれも縄文時代前期後半のも

の。P14出 土の胴部片 2点のうち 1点は底面で出土した。

備考 最下層の 3層や柱穴から縄文時代前期後半の土器

片が出土し、覆土から出土した大半の土器も同じ前期後

半の、浮島Ⅲ、興津 I、 興津Ⅱ、粟島台式のものである。

従つて、本住居址も同時期に利用された可能性が高いと

考えている。

第 6号住居址 (第 8図、図版 5。 42)

グリッド R33。  遺存・重複 西台地北東寄りにある。

住居址東側を木の根撹乱によつて破壊されている。さら

に、住居址北西部と南西部にも木の根撹乱が入 り、住居

址壁の検出を難しくした。形状・規模 長軸を東西にも

つ台形。上面径 4.06× 3.26m、 床面径 3,76× 3.00m、 最

大壁高 0.18m、 床面積 H.28∬。床面・掘り方 掘り方

にローム土を敷いて床面≧し、硬化面は見られない。炉

住居址東よりにある。上面径 0.28× 0.38m、 深さ 1l cm

の精円形。焼土の量は少ない①住居内施設 柱穴・周溝

は検出できなかった。出土遺物 土器が出土したのはす
べて 1層からである。1～9は、全て縄文時代前期後半の

土器である。1は、深鉢の破片で、2段の輪積み痕に凹文

が施され、横方向の沈線が胴部に引かれている。浮島式

と思われる。2・ 3は、深鉢の口縁部で、国縁部に縦の条

線を引き、輪積み痕に横からの刺突を施 したもので、3

には、横方向の沈線が加わる。4は横方向に半我竹管状

工具による平行沈線の描かれた胴部片。5と 6は、半載

竹管状工具による平行沈線が縦と横方向に施され、6は

波状貝殻文が見られる。7・ 8は、平行沈線と貝殻腹縁文

が施された、興津Ⅱ式の深鉢の胴部片。9は、波状貝殻

文を施された胴部片。さらに、同じ 1層出土で、時期が

前期後半と特定できた土器片は、口縁部片 4点・胴部片

17点である。石器では黒曜石の剥片が 1点、磨石らしい

ものの破片が 1点出土している。備考 1層から出土し

たものは前期後半の土器である。第 6号住居l■周辺で出

土しているのも同じ前期後半の土器が中心である。この

ことから、第 6号住居址は縄文時代前期後半に属するも

のであると考えている。

第 31号住居址 (第 9図、図版 14・ 43)

グリッド P o Q31。 遺存・重複 西台地北東寄りにあ

る。住居址北西側の上部は、農道によつて壊されていた。

さらに、住居址南西部を、第 4号住居址 (平安時代)に

よつて切られている。南部と南東部には木の根杭乱が入

り、住居址の壁を一部壊していた。形状・規模 長軸を

東西にもつ円形。上面径 4.82× 4,76m、 床面径 4.62×

4.34m、 最大壁高 0.24m、 床面積 2005ピ。床面・掘り

方 掘 り方にローム土を敷いて床面≧し、硬化面は見ら

れない。炉 住居址床面北東よりにある。上面径 059×

0.65m、 深さ 2 cmの楕円形。焼上の量は多く、使用面は

赤化しているが、硬化はしていない。住居内施設 柱穴

が 9フトある。湧ミさ′ま、 Pl-26 cm、  P2-10 cm、  P3-1l cm、

P4-9 cm、  P5-10 cm、  P6-13 cm、  P7-13 cm、  P8-50 cm、

P932 cm。 出土遺物 1～5は胎土に繊維を含む前期前半

の上器片である。1は、無節の羽状縄文が施文され、ヘラ

状工具による刺突が横方向に加えられている国縁部片。2

は、3本歯の櫛歯状工具と、半我竹管状工具による平行沈

線で文様が描かれた胴部片。3は、撚 りの異なる縄を巻

いた撚糸文が見られる胴部片。4は、無節 Lの縄文に沈

線が描かれた胴部片①5はヘラ状工具による横方向の刺

突と、R巻きの木目状撚糸文が見られる胴部片。6は、早

期中葉の沈線文系土器。薄い黄褐色で、自色の粒子や傑

を多量に含み、密度の粗い胎土を持つ。7は交差するよ

うに沈線が描かれた胴部片で、前期後半のものか。8は、

口縁部に縦の条線が引かれ、胴部に貝殻腹縁文と貝殻刺

突文が見られる土器で興津式と考えられる。9は波状貝

殻文を持つ胴部片で、10は、LR縄文が施された口縁部で、

胎土に砂や礫を多量に含む。いずれも前期後半の土器片

であると考えている①他に時期が特定できる土器片は、1

層から出土したものでは、前期前半の胴部片 3点、前期

後半の胴部片 7点、4層からは前期前半の胴部片 5点で

ある。さらに、5層からは前期前半の胴部片 1点、前期

後半の口縁部片 1点・胴部片 2点、床面直上からは前期

前半の口縁部片 1点である◎覆土の一括として採取した

のは、前期前半の口縁部片 2点・胴部片 34点・底部片 2

点、前期後半の口縁部 1点 。月同部片 9点である。備考 覆

-14-
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第31号住居址
1 黒褐色土 締まり有、粘性やや有。ロームブロック 02～ 5mln 焼土ブロックφ2～ 3tlun微量、斑状のローム少量。
2 暗茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ロームブロックゅ51m・ 斑状のローム・焼土プロックφl～ 5mm・ 炭化物微量。
3 淡茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒微畳。
4 茶褐色土 締ま り有、粘性やや有。斑状のローム微量。
5 茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。 ロームブロック o2～ 10mn・ 焼土ブロック ol～ 2mm少量、斑状のロームやや多。
6 Π音茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のロームやや多、焼土ブロックゅ1～ 2m微量。
7 暗茶褐色上 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックφ3～ 5mm・ 斑状のローム・焼土プロックゅ2～ 5tIIn少量。
8 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。斑状のロームやや多、焼土ブロックφl～ 2mm微量。
9 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ロームブロックφ2～ 51m・ 斑状のローム少量、焼土プロックゅImm・ 炭化物微量。
10 暗黄茶褐色土 締ま り弱、粘性やや有。ロームブロックゅ1～ 2rm微 量。
11 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒多。

第31号住居址 炉
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックφ20m・ 焼土ブロックゅ20～ 501m多 、炭化物 ol～5mm少量。
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第38号住居址
1 黒褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロック

φ51un微量、焼土ブロック ol～ 2mm微量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロッ

クゅ10mm微量、炭化物微量。
3 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームプロ

ックo lOmm少量、炭化物微量。
4 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒多、

ロームブロックo lomm微量。
5 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土粒微

量、炭化物少量。
6 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性弱。ローム粒少量、

ロームブロック 02～ 3mm微 量。
7 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム

粒多。
8 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ローム粒多、

ロームプロック o5m微量、炭化物少
量。

第33号住居址 炉
1 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ロームブロ

ンクφ2～ 5mm・ 焼土プロック o5～
10mm少量、炭化物微量。

0              1 160             2m

b 2680 b

ρ 2
(3層 )

0            113
(1層 )

土と住居址周囲からは、縄文時代前期後半と思われる土

器片も出土するが、繊維を含む縄文時代前期前半のもの

と思われる土器片のほうが多い。胎土に繊維を含むので

土器表面の文様がはつきりしなくとも前期前半の土器片

の時期を特定しやすいことを考えれば、時期が特定でき

なかった土器片の中に前期後半の上器片が多く含まれて

いる可能性が高く、第 31号住居llLの前期前半と前期後半

の土器出土量は、変わらない可能性が高い。しかしなが

ら、前期後半の住居址と考えられる第 1号・第 6号住居

址では、前期前半と思われる繊維を含む土器片が殆ど出

土していない。従つて、第 31号住居址から出上の前期後

半の土器は、第 1号 。第 6号住居址が利用された際に流

入したものと考えれば、第 31号住居址の時期を縄文時代

前期前半に属すると結論つけるのは妥当だと思われる。

隠
庁
３

層

凶
Ｈ
川
日
冊
く

第10図 第33号住居址

第 33号住居址 (第 10図 、図版 15。 43)

グリッド N29。  遺存・重複 西台地北東寄りにある。

住居址西側 と南側は、本の根撹乱によつて住居址の壁が

不明瞭であつた。住居址南側で、48Pが本住居址を切つ

ている。形状・規模 長軸を東西にもつ円形。上面径 3.86

×3.661n、 床面径 3.82× 3.60m、 最大壁高 0.1lm、 床面

積 13.75だ。床面・掘り方 ローム層を地床としている。

床面は周囲のローム層よりは締まっているが、硬化は部

分的である。炉 住居址南東よりにある。上面径 0.42×

0.38m、 深 さ H clllの 楕円形。焼上の量は少ない。住居内

施設 柱穴は 6本である。深さは、 P172 cm、 P252

cm、 P3-14 cm、 P4-38 cm、  P5-6 cm、  P6-32 cm。  :当三L更圭

物 遺物の出土量はとても少ない。土器は 1層 と 3層か

ら出土している。1・ 2は繊維を含み、縄文時代前期前半

[Ocm
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の土器と考えている。1は、外面は磨耗し、一部は剥離

しているが、縄文が施された胴部片。2は、LR縄文に半

載竹管状工具による有節の平行沈線が描かれている胴部

片。3は、外面に条痕文、内面に凍痕が見られる土器片

で、早期後半のものと考えている。これ以外で、時期が

特定できる土器片では、1層から、前期前半の胴部片 4

点、中期の胴部片 1点、3層からは前期前半の胴部片 3

点が出土した。備考 第 33号住居址から出土し、表面が

ナデの調整か、縄文が施文されるのみで、時期が特定で

きない胴部片は 5点あり、それ以外の出土土器片はすべ

て繊維の含む土器片で、図示してある 3を除き、前期前半

の土器片と考えられる。従つて、この第 33号住居址も、縄

文時代前期前半の時期に属するものであると考えている。

第 37号住居址 (第 11・ 12図、図版 16・ 43)

グリッド P30。 31。 遺存・重複 北壁からの床面、炉

の一部が倒木痕で破壊され、床面が坑状の掘り込みに、

南壁の一部が第 38号住居址に切られる。形状・規模 長

軸を東西にもつ精円形で、掘り込みは比較的深い。上面

径 5.10× 3.44m、 床面径 468× 3.00m、 最大壁高 0.44

m、 床面積 14.04だ。床面・掘り方 ローム層を床面と

しており、貼床はない。壁全体を除き全体的によく締ま

るが、とくに硬質面はみられない。炉 床面北東部に寄

つている。焼土量は少ないが、底面はよく焼けて赤化し

ている。住居内施設 柱穴は 10本。深さは、Pl 16cm、

P2-64 cm、  P3-22 cm、 P6-58 cm、 P7-24 cm、 P8-12 cm、

P934 cm、 P10 23cm、 P l1 21cm、 P12 97 clll。 出土遺

物 床面直上の遺物はない。また、住居址覆土中の土器

と床面を切る土坑内の土器との分別ができず、ここでは

一括として扱っておく。遺物の出土量は第 1号住居址に

次いで多い。遺物が出土したのは 2層からが大半で、他

にP6と 倒木痕から出土している。1は繊維を含む土器片

で、単節 RL縄文に竹管による円形刺突文が見られる。前

期前半の土器と考えられる。2～ 12は前期後半の土器と

考えている。2は半載竹管状工具による、平行沈線文と

連続爪形文が描かれた興津 I式の胴部片。3は、半載竹

管状工具により、国縁部に縦方向の沈線溢胴部に横方向

の平行沈線、さらに刺突文が施されている深鉢の破片①4

は輪積み痕と刺突文、平行沈線のある口縁部片。5は口

唇部を刺突することによつて波状口縁を作り出している

鉢の破片で、外面に波状貝殻文と平行沈線が見られる。6

は、沈線間に半我竹管状工具による刺突列が加えられた

興津 I式で、沈線と貝殻腹縁文がみられる。7は、興津

Ⅱ式の胴部片。8は、半我竹管状工具による平行沈線が

施された深鉢の胴部片。9。 10は波状貝殻文のある胴部

片。11・ 12は無節縄文 Lを使つた結節文の見られる破片

で、粟島台式か。13～ 15は 中期前半の土器片。13は押し

引き手法による区画内に三角形印刻文が施される口縁都

の突起で、工領ヶ台式の鉢の破片と思われる。14は隆帯

に沿つて角押文一列が施された、阿玉台 I式の胴部片。

15は、輪積み痕を残し、胎土に、自色泣 。金雲母粒を含

む胴部片。阿玉台式のものか。2層から出土した土器片

で、他に時期が特定できるものは、早期中葉の土器片 1

点、前期前半の土器片が口縁部片 1点・月同部片 34点、前

期後半の上器片が口縁部片 6点・月同部片 56点、中期前半

の口縁部片 1点・胴部片 3点、土師質の不底部片 1点、

土師器の不の口縁部片 1点・胴部片 1点、土師器甕の胴

部片 2点。 P6からは、前期前半の胴部片 1点、前期後

半の口縁部片 1点、土師質のイの胴部片 1点。覆土一括

として取り上げた遺物は、前期前半の胴部片 1点、前期

後半の胴部片 1点、中期前半の口縁部片 2点、土師質の

杯の胴部片 1点。さらに、倒木痕からは、前期前半の胴

部片 3点、前期後半の口縁部片 1点・胴部片 2点、土師

質の椀の口縁部片 1点、土師器の甕の胴吉[片 6点・底部

片 1点が出土した。備考 土坑とともに前期後半と思わ

れる。 P6は坑状の深い掘り込みで単独の土坑の可能性

もあるが、住居址との切り合いは確認することができず、

ここでは住居址に伴 うピットとしておく。この種の円形

の掘り込みには、単独の土坑として第 37号土坑がある。

第 37号住居l■の 2層からは、早期から古代までの遺物が

出土しているが、倒木痕が広範囲にわたつて住居址の覆

土堆積状況に影響を与えているため、2層出土遺物が本

住居址に伴 う遺物であるかどうか断定はできない。出土

遺物では、縄文時代前期の土器が多い。繊維を含むゆえ、

胎土から時期を特定しやすい縄文時代前期前半の土器片

の数は、文様から時期を絞り込んでいる前期後半の土器

片より数が少ない。従つて、本住居址から出土した土器

片において、時期を特定できなかった遺物の中で、前期

後半の土器片の数はかなりの量を占めると思われる。こ

のことから、第 37号住居址の時期は、縄文時代前期後
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締まり有、粘性有。黄ロームプロックゅlo～20mm・ 黄ローム粒少量、

黄ロームブロックφ50m微量、斑状のローム・赤茶ローム粒やや多。
締まり有、粘性やや有。黄ロームブロック o lo～ 50mm少 量、黄ローム

粒多。

締まり有、粘性やや有。黄ロームブロック o50～ 80mm・ 黄ローム粒多
量。
締まり有、粘性有。斑状のローム・黄ローム粒少量、赤茶ローム粒や

や多。

Pl・ P2
締まりやや有、粘性やや有。赤茶ローム粒やや多。

締まりやや有、粘性やや有。黄ロームプロック 01～ 2mm少量、黄ロー
ム粒やや多。
縮まりやや有、粘性やや有。黄ローム粒やや多。

締まりやや有、粘性やや有。黄ロームブロックφ5m微量、黄ローム
粒やや多。
縮まり有、粘性やや有。黄ロームプロックゅ1～ 5mm微量、黄ローム粒

やや多、斑状のローム少量。

締まりやや有、粘性やや有。黄ロームプロック 01～ 5mm少量、黄ロー
ム粒やや多。

締まりやや有、粘性やや有。黄ロームブロンクφ5mm・ 斑状のローム

少量、黄ローム粒やや多。

P3・ P7～ PH
締まり有、粘性有。黄ロームブロックφ lmm微 量、黄ローム粒少量、

黄ローム斑状。

第37号住居址
1 黒茶色土 締まり有、粘性やや有。赤茶ローム粒多、斑状のロームやや多。
1'  黒茶色土 締まり強、粘性やや有。赤茶ローム粒多、班状のロームやや多。
1"  黒茶色土 締まり強、粘性やや有。赤茶ローム粒多、班状のロームやや多。
2 黒茶色土 締まり有、粘性有。赤茶ローム粒少量、斑状のロームやや多。
3 黒茶色土 締まり有、粘性有。黄ローム粒・赤茶ローム粒少量。
4 暗茶色土 締まり有、粘性やや有。黄ロームブロック 010～ 20Hun少量、黄ローム

粒やや多。
5 黒茶色土 締まり有、粘性有。 1層 に黄ローム粒少量。
6 黒茶色土 締まり有、粘性有。黄ローム粒・黄ロームブロック o lmm少 量。
7 暗茶色土 締まり有、粘性有。黄ロームブロック o lmm少 量。
8 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。黄ロームブロック ol～5mm微 量、黄ロー

ム粒やや多。
9 暗茶色土 締まり有、粘性有。赤茶ローム粒・黄ローム粒少量、斑状のロームや

や多。
10 茶褐色土 締まり有、粘性有。黄ロームブロック 0 1mIF・ 黄ローム粒少量、黄ロ

ームブロックφ lo～ 30mm微 量。
11 暗黄色土 締まり有、粘性やや有。黄ロームブロック o lo～ 50mm・ 黄ローム粒や

や多。
12 茶褐色土 締まり有、粘性やや有。黄ロームプロックφ lo蜘微量、黄ローム粒・

赤茶ローム粒少量。
13 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。黄ロームブロックゅlo～60mm微 量、黄ロ

ーム粒やや多。
14 暗茶色土 締まり有、粘性やや有。黄ローム粒・赤茶ローム粒少量、斑状のロー

ムやや多。
15 暗茶色土 締まりやや有、粘性やや有。黄ロームプロック0 1mm微量、赤茶ロー

ム粒やや多。

16 暗茶色土

17 暗黄色土

18 黄褐色土

19 黒茶色土

第37号住居址
1 暗茶色土
2 暗黄色土

3 茶褐色土
4 暗茶色土

5 暗黄色土

6 暗黄色土

7 H書黄色土

第37号住居址
1 黒茶色土

第11図 第37号住居址 (1)
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第37号住居址
1 黒茶色土
2 黒茶色土
3 暗茶色土
4 黒茶色土

5 暗茶色土

6 暗茶色土
7 暗茶色土
8 暗茶色土
9 茶褐色土

10 暗黄色土

P6
締まり有、粘性やや有。黄ローム粒・斑状のローム少量。

締ま り有、粘性有。 1層類似。
締まりやや有、粘性有。黄ローム粒やや多。

締 まり有、粘性有。黄ロームブロックo lmm微量、黄ローム粒・斑状
のローム少量。

締まりやや有、粘性有。黄ロームブロック ol～ 5mm・ 斑状のローム少
量・黄ローム粒やや多。

締まりやや有、粘性やや有。黄ローム粒多。

締まり有、粘性やや有。黄ローム粒・斑状のローム少量。

締まり有、粘性やや有。黄ローム粒・斑状のローム少量。

縮まりやや有、粘性やや有。黄ロームブロックゅ5mm微 量、黄ローム

粒やや多。

締 まりやや有、粘性やや有。黄ロームブロック o lo～ 20mm微 量、黄ロ

ーム粒やや多。

第37号住居址
1 1音茶色土

2 黒茶色土

3 黒茶色土
4 黄褐色土

5 茶褐色土

P12
締まりやや有、粘性やや有。黄ロームブロックo5mn微 是、黄ローム

粒少量。
締まりやや有、粘性やや有。黄ロームブロックo10mm微 量、黄ローム

粒少星。
締まり弱、粘性やや有。黄ロームプロック 01～ 5mm・ 黄ローム粒少量。
締ま りやや有、粘性やや有。黄ロームブロックo lo～ 20mm少 量、黄ロ

ーム粒多。

締ま りやや有、粘性弱。黄ロームブロック ol～ 5mm少量、黄ローム粒
多。

躍
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(2層 )
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(2層 )

羽
〃
〃
偽
卿

２
層

′

唸

2層 )

75
(2層 )

６
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く
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0            1:3

半に属する可能性が高いと考えている。

第 39号住居址 (第 13図、図版 16・ 44)

グリッド 030。 遺存・重複 西台地北寄りにある。住

居址西側の壁を木の根撹乱によつて破壊されている。さ

らに、第 30号住居址、第 38号住居址、第 203号土坑、

第 215号土坑に切られている◎形状・規模 長軸を南北

にもつ楕円形。上面径 4.74× 6.34m、 床面径 4.62× 6.14

m、 最大壁高 020m、 床面積 28.37だ。床面・掘り方 ロ

ーム層を地床としている。床面の硬化は部分的である。

炉 住居址南西よりにある。上面径 0。 76× 0.98m、 深さ

5 cmの精円形。炉の周囲には焼土粒子・炭化物が散らば

第12図 第37号住居址 (2)

つている。住居内施設 柱穴は 12本である。深 さは、P

l-14 cm、  P2-64 cm、  P3-39 clll、  P4-14 cm、  P5-12 cm、

P6-1l cm、 P7-30 cm、  P8-15 cm、  P9-9 cm、  P10-12c皿 、

Pl1 9cm、 P12 28 cm。 出土遺物 遺物はすべて 1層か

ら出土 している。 1は外面が条痕文、内面に擦痕が施 さ

れた繊維を含む破片で、早期終末のものと考えられる。2

～4は前期前半の土器。2はヘラ状工具による沈線 と、撚

りの異なる縄を巻いた撚糸文が施 された繊維を含む胴部

片。3は、2と 異なり、外面をナデ調整した後、L巻きの

木目状撚糸文が施された繊維を含む土器片。4はヘラ状

工具で沈線が施された繊維を含む土器片。5。 6は前期後

半の土器。5は半載竹管状工具によつて有節の平行沈線
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第39号住居址
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームプロックφ5mm微 量、斑状の

ローム多、焼土ブロック o lm献 量。
2 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒多。
3 Л音黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ロームブロックゅ5mm微 量、ローム粒多。
4 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のローム少量。
5 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒多量。
6 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒主誉。
7 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム粒多。

A,2670       炉

0        1:30       1m

0        1:60        2m

第39号住居址 炉
I 茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ロームブロック 0 1omm。 ローム粒・焼土ブロ

ックφ2～ 1 0Hun・ 焼土少量、炭化物 ゅ2～ 5m n微 量。

唖
Γ 4
(1層 )

淳 6
(1層 )

0 鰯
＞

サ

仰

∽ 亀 （日ｒｉ日日日［］日日日日呼）　７明

第13図 第39号住居址
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土 締まり有、粘陛有。ロームプロックゅ5～ Юm・ 焼土ブロ

ックφl～ 3mm少量、炭化物微量。

奪:3協魏丑
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文が施され、輪積み痕に刺突文が見られる興津 I tt。 6

は貝殻腹縁文が施された外面に、ヘラ状工具によつて沈

線が横方向に施された興津Ⅱ式の胴部片。7は石錘。他

に時期が特定できる土器片は、前期前半と推定される口

縁都片 1点・胴部片 10点、前期後半の口縁都片 1,点・胴

都片 4点、中期の胴都片 5点、土師器の菱口縁部片 1点・

胴部片 3点、須恵器の甕胴部片 1点、土師質の寮の胴都

片 2点出土。備考 平面形が楕円形の住思址で、炉があ

ることから、第 39号住居址は縄文時代の住居址であると

考えられる。住屋址とその周囲からは、縄文早期から中

期までの遺物が出土するが、中心となる遺物は前期の遺

物である。さらに、周辺の住居址も前期のものと見られ

ることから、第 39号住居址も縄文前期の住居址であると

考えている。

第 43号住居址 (第 14図、図版 17・ 44)

グリッド M31。  遺存・重複 西台地北寄りにある。第

2号溝状遺構と、溝状遺構に平行して掘られた方形の穴

(床

く
|

Cm

第14図 第43号住居址

に切られる。さらに、本住居址内に木の株があり、撹乱

が入る。この溝状遺構と木の根撹乱ゆえに住居址の範囲

を検出するのに時間がかかつた。第 2号溝状遺構に上部

を削平されており、検出段階で住居址として残つていた

のは殆ど末面の土のみである。形状・規模 長軸を南北

にもつ方形。上面径 3.46× 4.60m、 床面径 338× 4.50

m、 最大壁高 0.08m、 床面積 15.21だ。床面・掘り方 ロ

ーム層を掘り込んだ面を地床とし、硬化面は確認できな

い。炉 中央よりやや北東よりにある。上面径 40cm、 深

さ 2cmの 円形の窪み。焼上の量は少ない。住居内施設 柱

穴・周溝は検出できなかつた。出土遺物 本住居址から

の出土した遺物は 3点のみ。1は胎土に繊維を含む胴部

片。第 2号溝状遺構の覆土の下の、本住居址床面上から

出土した。外面は磨耗 しているが、縄文が施されている。

内面は磨かれている。時期は縄文時代前期前半の土器か。

ほかに床面上から剥片石器 1点 と、前期後半の土器と思

われる、半載竹管状工具による平行沈線が描かれた胴都

1   片 1点が出土している。この 2点は、床面が殆ど削平さ

-21-

[_



れた第 43号住居址の南西部で出土した。備考 床面出土

の土器は、前期前半の胴部片 1点 と前期後半の胴部片 1

点。本住居は溝状遺構や木の根抗乱で壊され、床面出土

の土器が、明確にこの住居に伴うか断定できない。住居

址形状は前期前半の可能性はあるが、この住居址周辺で

は、縄文時代前期前半から後半にかけての土器が出土し

ていることから、この第 43号住居址は縄文時代前期のい

ずれかに利用されたと考えている。

土坑

第 15号土坑 (第 15・ 17図、図版 21。 44)

グリッド M・ N32。 遺存・重複 西台地北西寄りにあ

る。堆積土からみて、土坑の天丼部分は、大部分が既に

崩落している。形状・規模 平面形は円形、断面形はフ

ラスコ型。上面径 190× 1.70m、 底面径 2.04× 2.00rll、

最大壁高 0.59m。 出土遺物 遺物は 1層 を中心に出土し

た。1～5は前期後半の縄文土器。1。 2は、半我竹管状工

具による平行沈線文が見られる。3は 口縁直下の縦位の

沈線文と半我竹管状工具による刺突文からなる前期後葉

の土器。4は、口縁部に 1段の輪積み痕。L無節の結節文

が施文されている。内面調整はミガキ。5は単節 LRの結

節文。これ以外の土器で、時期が特定できるものでは、1

層からは、前期前半の胴部片 6点、前期後半の口縁部片

1点 。胴部片 7点、中期前半の胴部片 3点が出土した。2

層からは、前期前半の口縁部片 1点・胴部片 1点、前期

後半の口縁部片 1点出土している。備考 形状からいわ

ゆるフラスコ状土坑で、縄文時代の貯蔵穴であると推定

される。第 15号土坑の時期については、1の土器が本土

坑の底面から出土していることから、縄文時代前期後半

に利用されたものと推測している。

第 60号土坑 (第 15・ 17図、図版 21・ 44)

グリッド N32。 遺存・重複 西台地北西寄りにある。

第 62号土坑に切られている。形状・規模 平面形は円形、

断面形は台形①上面径 0,46× 0.86m、 底面径 0.32× 0.64

m、 最大壁高 055m。 出土遺物 第 62号土坑を掘削中

に第 60号土坑を検出したため、第 60号土坑の遺物はい

ずれも最下層出土である。1～5は、前期後半の縄文土器

である。1は、櫛歯状工具を利用した平行沈線文である。

2は輪積み痕を残す胴部破片で、破片の上下断面も輪積

みの部分である①段の部分に RL縄文が施されている。3

は、直立した状態で出土し、表面に波状貝殻文が施され

た底部である。底面の調整はナデ。4は、波状口縁を持

ち、口縁部が外反する深鉢である。半我竹管状工具によ

る平行沈線と刺突文が見られる。さらに表面には結節文

とRLR+2LRの 付加条が施されている。浮島 Ia式土器で

あると思われる。5は外面がヘラ状工具で削られた後、

すデ調整され、平坦な底面がヘラ状工具で磨かれている

土器。舟底型土器の一種であると考えている。3と 同様、

口縁部を上に向けて直立した状態で出土した。 1・ 2・ 4

の土器片は、5の内部から密集した状態で出土し、この

ことから5の土器も前期後半の土器であると考えている。

備考 第 60号土坑の覆土は、ローム層の土と殆ど変わら

ず、検出するのに時間がかかつた。3と 5の土器は直立

した状態で出土し、5の中には、1。 2・ 4の上器片が入つ

ていた。これらのことから、第 60号土坑の出土土器は、

土坑が掘られた後、何らかの意図をもつて土坑に埋めら

れた可能性を考えている。本土坑の時期については、最

下層の出土土器が縄文時代前期後半のものと考えられる

ことから、同時期のものと考えている。

第 68号上坑 (第 15図、図版 21)

グリッド P33。 遺存・重複 西台地北寄りにある。第

7号住居址に切られている。土坑の北東部の壁の一部を

木の根撹乱に壊されている。形状・規模 平面形は楕円

形、断面形は台形◎上面径 1,90× 2.16m、 底面径 0,90

×1.04m、 最大壁高 147m。 出土遺物 遺物が出土した

のは 1層 と 2層である。時期が分かるものでは、1層か

らは、前期前半の胴部片 3点、前期後半の口縁部片 4点・

胴部片 2点、中期初頭の口縁部片 2点、土師質の高台郭

の胴部片 1点出土した。2層からは、前期前半の胴部片 2

点、前期後半の胴部片 1点、中期中葉の把手 1点、土師

質の蓋の端部片 1点 出土した。備考 壁の傾斜のきつい、

底面が平坦な深い土坑である。土坑の深さと壁の傾斜を

考えると、第 68号土坑は落とし穴である可能性が高いと

考えている。切りあいから、第 68号土坑は第 7号住居址

より古い。本土坑周囲から縄文時代早期～中期の土器片

が多く出土しており、第 68号土坑は、縄文時代のもので

あると考えている①
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第 69号土坑 (第 15。 17図、図版 22・ 45)

グリッド Q32。 遺存・重複 西台地北寄りにある①土

坑の北側の壁の一部を木の根撹乱に壊されており、土坑

の範囲を周囲の壁の形状から確認した。形状・規模 平

面形は円形、断面形は台形。上面径 1.98× 2.04m、 底面

径 1.48× 1.62m、 最大壁高 0.48m。 出土遺物 遺物は 2

層から底面まで出土している。1は、体部から口縁部に

向かって直線的に開く深鉢の破片で、口縁部は肥厚する。

表面は半我竹管状工具を使つた平行沈線文が波状に縦に

描かれている。前期後半の上器か。2は、口縁に突起を

持つ深鉢の破片で、隆帯に沿つた沈線を囲い、中に沈線

で鋸歯状に文様を描く。阿玉台Ⅳ式であると考えられる。

3は、2と 同様に、胎土に白色粒子を多量に含む鉢の口縁

吉htt。 隆帯溢沈線で表面に文様が施文されている。口縁

直下に施された無節縄文をナデにより消している方法と

胎土から、2と 同様の阿玉台式の土器と推定している。4

は、胴部上半を隆帯、沈線、刺突文と突起で文様が施さ

れているキャリパー形の鉢の破片である。隆帯上の刻み

目は勝坂式の影響か。月同部下半は、LLの反撚の縄文が施

されている。胎土に金雲母粒を含むこの破片は、中期前

半の土器か。他の出土土器の内、時期が分かるもので、2

層からは、前期前半の口縁部片 1点・胴部片 1点、3層

からは、前期前半の胴部片 1点が出土Q4層からはもっ

とも多く遺物が出土し、時期が分かるものでは、前期前

半の口縁部片 3点・胴部片 4点 。底部片 2点、前期後半

は胴部片 7点が出土。さらに磨石の破片 1点出土。底面

からは前期後半の胴部片 1点出土。備考 底面が平坦な

土坑である。土坑の覆土中位から底面にかけて土器片が

まとまって出土した。4層 に大きめの土器片がまとまっ

て出土していることから、第 69号土坑は、土器の捨て場

として利用された可能性がある①前期前半から中期中葉

まで遺物は出土するが、最下層の 5層から、2の土器が

出土しているので、第 69号土坑は、縄文時代中期中葉に

利用されたものと考えられる。底面出土の前期後半の上

器片 1点は混入した遺物であると考えている。

第 96号土坑 (第 15。 18図、図版 22・ 45)

グリッド N29。 遺存・重複 西台地北寄りにある。68

Pは土坑を底面まで掘った段階で確認 しており、第 96

号土坑と同時期に利用された可能性がある。第 96号土坑

の堆積土を見ると、土坑の天丼部分は殆ど崩落したと考

えられる。形状・規模 平面形は精円形、断面形はフラ

スコ形。上面径 1.26× 1.52m、 底面径 1.34× 140m、 最

大壁高 0.61m。 出土遺物 遺物が出土したのは 1層・4

層・8層・9層である。4層からは、もつとも土器が出土

した。1は、張り出した口縁部が内湾するキャリパー形

深鉢で、潰れた状態で出土した。隆帯に沿つて角押文が

一列施され、沈線が横に引かれ、胴部上半には無節縄文

Lが施文されている。胎土には金雲母粒が含まれる。阿

玉台 Ib式 と考えている。2は、張り出した口縁部があま

り内湾しない深鉢で、横に倒れた状態で出土した。突起

と把手が見られ、隆帯に沿つた幅の広い角押文と沈線で

区画された中に、縦方向の条線を施して文様を描いてい

る。胎土中に金雲母粒を多量に含む。阿玉台Ⅲ～Ⅳ式と

考えられる。これ以外の土器片で、時期が分かるもので

は、1層からは中期の口縁部片 1点・胴部片 4点出土。4

層からは、前期前半の胴部片 4点、中期の口縁部片 1点・

胴部片 1点が出土。さらに土師質の胴部片 2点、土師器

の胴部片 1点が出土。8層からは前期前半の胴部片 1点、

前期後半の口縁部片 1点、中期中葉の胴部片 2点が出土

した。備考 形状から、いわゆるフラスコ状土坑で、縄

文時代の貯蔵穴であると推定される。大半の出土土器は、

第 96号土坑利用後に北側から自然混入したものと考え

られるが、図示した 2個体の土器 (中期中葉)は、完形

に近い形でまとまって出土しており、自然流入したとい

うよりも、土坑に投棄されたものと考えている。従つて、

天丼が崩落した土である 9層の上の、8層堆積時の縄文

時代中期中葉には捨て場穴として利用されていたと考え

られることから、第 96号土坑は、縄文時代中期前葉～中

葉頃利用された土坑と推定される。

第 99号土坑 (第 15・ 19図、図版 22・ 23・ 45)

グリッド N29。 遺存・重複 西台地北寄りにある。形

状・規模 平面形はほぼ円形、断面形はフラスコ形。上

面径 1.64× 1.70m、 底面径 1.47× 1.50m、 最大壁高 0.77

m。 出土遺物 遺物が出土したのは 1層・4層・6層・7

層・底面である。1～7の遺物はいずれも縄文時代中期の

ものと考えられる。1は、鉢の口縁部で、外に張り出し

た口縁部がやや内湾し、口縁部に隆帯で区画された中に

縦方向の条線が施される。R無節縄文が施され、胎土に
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4 暗黄茶褐色竺
量
濡管ナぞ旱者

`亀

纏ヨlmと生螢絶筆尋多、口_ムブロックo2～
臥暗黄茶褐色土締まT勲 粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックφ ttn

少量。

6 R吉黄茶褐色上 締まり弱、粘性やや有。ローム粒多、ロームブロック o10～ 20mm

ζi騒興亀査土韓巳η弟Ⅲ焔弓F百全接竃易≧F百全蚕う音争ケ称総審督許

:188g拿を色堡萱稗g手二鷺を与尋毛三�二F:Z雲毒ぞモう「:至:;:;チ
m

3暗 黄茶褐色土 驀誓ザ磐争是稚有。ローム粒やや多、ロームブロック o2-3 nm微
量。

4 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒多、礫微量。

:i蔑姿興名古土扁笠写岸驚砦胃推性弱′吾空私主に。ロームブロックo2～Юm
少量。

暗黄茶褐色土 締 ま りやや有、粘性やや有。 ローム粒多量、ロームブロック o5
～ 10mm少量。

暗黄茶掲色土 締ま りやや有、粘性有。 ローム粒多、礫微量。 ロームプロック
φ3～ 5mm少量。

響

略

是蓋簗褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック o2～ 師m少量、炭化

物微量。

2 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒多量、ロームブロックφ2～ 5mmやや
多。

まそ自褒掻:圭 籍g撥撼権肇壬会毎霧言絶Ξ告娑ぞ尋多肝肥銘昂歩
量。

6 黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム粒多量、ロームプロックφ10～ 20mm
やや多。

7 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒多量。
8 晴黄茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ローム粒やや多。

留

隠

量壱雹土 締まりやや有、粘性有。ローム粒少量、ロームブロック o5-20m微

締
驀ま辱ぞ1構選:発三至こ標ζ邑±曇歩者9発 :孟鵠躍攀量。
締まりやや有、粘性有、ロームlyr少量。

締まりやや有、粘性有。ロームプロックゅ5m微量、斑状のロームや
や多。
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は白色粒子と金雲母粒を含む。阿玉台式。2は粗製の深

鉢の口縁部で、金雲母粒を少量含む。表面に半載竹管状

工具による平行沈線で文様が描かれている。3は、口縁

の突起で、隆帯と沈線が表面に施され、胎土は金雲母粒

を含む。阿玉台式のものか。4は深鉢の胴部下半で、表

面は RL単節縄文が施され、胎土に白色粒と金雲母粒が多

量に含まれる。5は口縁部が肥厚した浅鉢で、胎土に白

色粒と金雲母粒が入る。6は深鉢の口縁部で、破片のう

ち 1点のみ第 96号土坑の 1層から出土した。口縁直下に

2条の隆帯を巡らし、上の隆帯には刺突を上下に加え、

下の隆帯はV字状にした文様で、阿玉台Ⅳ式～加曽利

EI式並行か。縄文は単節 RL。 7は 4層を中心に出土した

深鉢で、肥厚した口縁部直下とその下に沈線を 2本ずつ

巡らしている。RL縄文が器面全体に施されている。平坦

口縁には上から鈷形状に貼付文が付される。tt S字状添

付文が 2つ連結した形であると考えており、大木 8a式の

影響を受ける阿玉台Ⅳ式平行の土器か。これ以外の土器

片で、時期が分かるものでは、1層からは、前期前半の

口縁部片 1点、前期後半の胴部片 2点、中期中葉の口縁

部片 3点・胴部片 1点が出土。4層からは前期前半の胴

部片 2点、中期中葉の胴部片 6点が出土した。備考 形

状から、いわゆるフラスコ状土坑で、縄文時代の貯蔵穴

であると推定している。7の上器は土坑天丼部分が崩落

した上である 6層の上の、4層 を中心に破片がまとまつ

て出上しており、かつ土坑底面と7層にも破片が出土し

ている。このことから、第 99号土坑が利用されずに天丼

が崩落し、自然堆積が始まる時期に、7の深鉢は第 99号

土坑周辺に投棄されていたと推定される。従つて第 99

号土坑の利用時期は、縄文時代中期中葉の阿玉台Ⅳ式の

時期であつたと考えている。

第 108号土坑 (第 15。 18図、図版 23・ 46)

グリッド M27。 遺存・重複 西台地北寄りにある。土

坑南側と東西の両側の壁部分の一部に木の根撹乱が入り、

壁の一部を壊している。形状・規模 平面形は不定形、

断面形は台形。壁は一部でオーヴァーハング状になって

いる。上面径 2.68× 248m、 底面径 2.30× 2.34m、 最大

壁高 0。 77m。 出土遺物 遺物が出土したのは 1層 と8層

で、大半が 1層から出土した。1～9は縄文時代中期の土

器片で、2・ 3・ 5・ 6・ 8は加曽利 E式と考えられる。 1

は口縁直下に隆帯と沈線を巡らし、器面全体に RL縄文を

施した浅鉢の破片。2は、複節 RLRの縄文に 2条を単位

とする沈線で文様が描かれた深鉢の底部。3は単節 RL縄

文に 3条を単位とする沈線文をもつ深鉢。4も深鉢の破

片で、器面全体に RL縄文が施されている。5は RL縄文

を施し、2条 と1条単位の沈線文を組み合わせた底部片。

6は 3条を単位とする沈線と 1条単位の沈線を組み合わ

せ、RL縄文を施文したもの。7は 2条を単位とした沈線

に単節 LR縄文が施されている。8は内湾する口縁部の文

様帯に、隆帯と沈線、RL縄文が付されている深鉢の破片。

9は沈線で渦巻き文を描いた胴部片で、浮線文に刻み目

が入る。工領ヶ台式か。他に時期が分かるもので、1層

から出土したのは、前期前半の胴部片が 7点、前期後半

の口縁部片 1点・胴部片 24点、中期の口縁部片 2点・月同

部片 32点 。底部片 1点。8層からは、中期の国縁部片 2

点・胴部片 5点が出土。備考 1層出土の中期の上器は、

工領ヶ台、阿玉台、加曽利 E式と思われるものが出土す

るが、中でも加曽利 E式が多い。さらに第 108号土坑利

用時の自然流入土と思われる 8層出土の土器片のうち、

口縁部片 1点は加曽利 El～E2式に属すると思われる。こ

のことから、第 108号土坑は、中期後葉の加曽利 E式の

時期のものと考えている。

第 118号土坑 (第 15図、図版 35)

グリッド L26。 遺存・重複 西台地にある。形状・規

模 平面形は楕円形、断面形は台形。上面径 1.35× 1.56

m、 底面径 0.88× 0.86m、 最大壁高 0.81m。 出土遺物

遺物が出土したのは、2層から胴部片 1点、底面直上で

口縁部片 1点。表面調整は磨かれている。縄文土器であ

ると考えている。備考 断面形態から、いわゆるビーカ

ー形状の土坑であると考えられる。1～6層は埋め戻しの

土である。この土坑の形状と土坑底面から出土した縄文

土器より、第 118号土坑は縄文時代のものであると考え

られる。似た形状の土坑に第 109号土坑がある。第 118

号土坑周囲からは前期前半と中期の土器片が採取されて

いるが、数はいずれも多くは無い。第 H8号土坑のある

丘陵部分より西に斜面を下つた箇所に縄文時代中期後葉

の土器を多量に含む、縄文の包含層 No 3・ 4土器群が見

つかっており、第 118号土坑も同じ中期後葉のもの≧考

えている。
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0        1:30 lm

第 1号埋甕
1 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。炭化物・ ローム粒・ ロームブロック

ol～ 3mm微 量。

0         1 :4       10Cm

第20図  第 1号埋甕

第 146号土坑 (第 16図、図版 23)

グリッド 」23。 遺存・重複 西斜面地に占地するため

西壁はやや低くなっている。北壁には深さ 25 cmの坑状の

掘 り込みがあり、別遺構とすれば当土坑が新しいと思わ

れる。形状・規模 円形。上面径 2.31× 2.00m、 底面径

1.80× 1.72m、 最大壁高 0.72m。 壁は直に近く、しっか

りした掘 り込みである。底面は平坦。出土遺物 遺物は

少ない。確認面より縄文中期土器の大片出土。覆± 2層

からは、阿玉台 I式の口縁部片 1点、縄文土器月同部片 3

点 。底部片 1点が出土した。覆土一括の土器として出土

したのは、縄文時代中期の胴部片 1点、土師質の蓋の天

井都片 1点、時期不明の胴部片 3点。備考 形状、規模、

覆土の状態から縄文時代の上坑と考えておきたい。

第 218号土坑 (第 16。 19図 、図版 23)

グリッド M30。 遺存・重複 西台地北寄りにある。第

2号溝状遺構と、第 2号溝状遺構に平行に連続して掘ら

れている方形の撹乱 (落ち込み)に切られている。土坑

南東部は方形の撹乱 (落ち込み)で壊され、西部は土坑

上部を第 2号溝状遺構に壊されている①形状・規模 平

面形は不定形、断面形はフラスコ状。上面径 1.60× 152

m、 底面径 1.50× 1.46m、 最大壁高 0.59m。 出土遺物

遺物が出土したのは 2層 と 3層で、大半が 3層から出土

した。1は、口縁に刻み目を持ち、口縁直下に三角文と

刺突文を持つ浮島Ⅲ式の深鉢の破片。2は、波状貝殻文

と半我竹管状工具による平行沈線文が施された胴部片。3

も平行沈線文が縦方向に施された胴部片。他に時期が特

定できる土器片では、3層から、縄文時代前期前半の胴

部片 1点、前期後半の胴部片 1点、中期中葉の口縁部片

2点・胴部片 2点が出土。覆土一括として採取した遺物

では、縄文時代前期前半の胴部片 2点、前期後半の胴部

片 5点、黒曜石の再調整された剥片 1点が出土している。

備考 形状から、いわゆるフラスコ状土坑で、縄文時代

の貯蔵穴であると考えている。土坑天丼部分は、第 2号

溝状遺構と、方形の撹乱 (落ち込み)の間の部分で残つ

ており、3層は土坑天丼部分が崩落した際の土であると

考えている。3層からは縄文時代前期前半から中期中葉

までの上器片が出土しているので、第 218号土坑は、縄

文時代中期中葉の阿玉台式期に崩落して使われなくなっ

たと考えられ、縄文時代中期中葉頃の土坑であると推測

している①

埋餐

第 1号埋甕 (第 20図、図版 46)

グリッド U30。 東台地北西部、南北に走る現代の道路

のやや東側の平坦な場所から出土。遺存・重複 付近で

は過去に造成工事が行われており (おそらく昭和に入つ

てからであろう)、 当該遺物の上半部はそのときの削平に

より失われたものと思われる。形状・規模 幅 33.5 cIIl、

長さ 38 cm、 深さ 14.5 cmに ローム面を掘り込んでおり、

覆土には炭化物が微量に含まれている。遺物は東へ傾斜

した状態で検出されていて、掘り込みの底面や立ち上が

りに硬化は認められない。半我時点で既に、土圧や経年

劣化により器面にはひびが入り、砕けた状態であったた

め、細かな破片として取り上げる他はなかった。出土遺

物 1が 、破片を接合できた、胎土に繊維を含む胴部。

胴部が強く張り出しており、外面は L撚 りの撚糸文で文

様を施している。内面調整はナデ。縄文時代前期前半の

土器であると考えている。備考 埋甕内部では遺物は採

取できなかった。

Ｑ

ど

Ｑ

ど

一彪
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包含層調査

包含層 No土器群

No 2土器群 (第 21・ 22図、図版 24。 46)

グリッド J24。 遺存・重複 西台地南西の斜面上で土

器片がまとまつて出土した。形状・規模 1.53× 171m

の範囲にわたつて遺物が集中して出土した。出土遺物

出土遺物は縄文時代中期のものと思われる。1は深鉢の

口縁部で、隆帯と沈線で渦巻文が施され、中空の突起が

口縁部についている。口縁の内湾度は弱い。胴都には 3

条の沈線を単位とする懸垂文と、LRLの複節縄文が施文。

加曽利 E式。2は、口縁部に突起を持ち、沈線で渦巻文

が施された粗製の深鉢の破片。加曽利 E式か。3は土器

片錘。4は、波状口縁を持つ粗製の深鉢で、縦方向の条

線文が器面全体に施される。これ以外の遺物で時期が分

かるものでは、前期後半の胴部片 1点、中期では、キヤ

リパー形深鉢の口縁部から胴部上半部まで部分的に残存

しているのが 1個体、さらに口縁部片 3点・胴都片 12

点・底部片 1点が出土。磨石の破片も 1点出土している。

備考 時期を特定できなかつた出土土器片の大半も、器

厚と焼成の程度、胎土の色調の点で、中期のものと考え

られる。加曽利 E式が出土しており、出土土器片の中に

は雲母が入るものもあることから、本包含層は縄文時代

中期中葉から後葉にかけての土器片が含まれるものと考

えられる。土器片は、ローム層中から出土しており、斜

面上のローム層が風雨で斜面を移動して二次堆積してい

く中で、これらの土器片も堆積され、包含層が形成され

たと考えている。

No 3土器群 (第 21・ 22図 、図版 24・ 47)

グリッド 125・ 26。 遺存・重複 西台地西側丘陵斜面

の傾斜が緩やかに変化する場所に土器片が溜まるかたち

で検出。形状・規模 0.97× 1.71mの範囲にわたつて、

ローム層中から遺物が出土。特に南西部の 0,46× 0.80m

の範囲に遺物が集中している。出土遺物 出土した土器

片のうち、南西部に固まつて出土した土器片が接合し、

それを図示したのが、1の土器である。1は、3条と2条

を単位とする沈線による懸垂文と、条線文が器面全体に

施され、部分的に条線の上に LR縄文が施される。黄茶褐

色の胎土で、白色粒を微量に含む。焼成は良好。深鉢の

胴部で、加曽利 E式 と思われる。接合はしないものの、

本包含層から出土した土器片の大半は、1の土器の破片

であると思われる。時期が分かる遺物で、他に出土した

ものは、早期後半の条痕文系土器の胴部片 2点、前期後

半の胴部片 1点、阿玉台式の口縁部片 1点、加曽利 E式

の胴部片 1点、中期の胴都片 30点・底都片 2点。磨石の

可能性のある礫片 1点出土。備考 本包含層から出土し

た中期の土器は、隆帯と沈線、複節縄文を持つ破庫で、

一部の土器片は胎土に金雲母粒を含む。これは、出土し

た土器の大半を占める中期の土器片が縄文時代中期中葉

から後葉に属するものである可能性を示す。斜面傾斜が

緩やかになる箇所のローム層中から土器片が出土して
い

ることから、斜面の上から風雨で移動してきたローム層

と共にこの場所に二次堆積されたと考えている。従つて、

本包含層は縄文時代中期中葉から後葉にかけて形成され

たと考えられる。

No 4上器群 (第 21・ 22。 23図、図版 24・ 47)

グリッド 126。 遺存
i重複 西台地西側の調査区際で、

丘陵斜面の傾斜が緩やかになった場所に、土器片がまと

まつて出土した。形状・規模 3.25× 3.70mの範囲にわ

たって遺物が出土。特に南西都の 1.56× 1.65mの範囲に

遺物が集中している。出土遺物 1～ 4は、加曽利 EⅡ 式◎

1は、口縁都文様帯に隆帯と沈線による渦巻文を施し、

胴部の文様帯に 3条 と 1条を単位とする沈線による懸垂

文が描かれた深鉢で、複節縄文 LRLが施文されている。2

～4も 、内湾する口縁都を隆帯と沈線によつて区画して

いる深鉢の破片。 4は R無節縄文が区画内に施される。

5は粗製土器の口縁部で、中空の突起である。口唇部に

沈線が施される。加曽利 E式か。6は、縦方向の条線に

沈線で紋様を施した胴部片。胎土に白色粒と金雲母粒を

多量に含む。7は Lを巻いた撚糸文地に、3条を単位とす

る沈線で、渦巻文・懸垂文を描いた胴部片。加曽利 E tt。

8は粗製の深鉢の底部で、2本の沈線で懸垂文を施してい

る。9はキヤリパー形の粗製深鉢で、口縁都は横方向に

磨かれており、胴部は半我竹管状工具を使つて条線が施

されている。他に時期が分かる土器片は、加曽利 E式の

胴都片 1点、中期の口縁都片 10点・胴部片 25点・底都

片 2点である。口縁部片は、内湾したキャリパー形口縁
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と言われるもので、胴部片は、隆帯、懸垂文や縦方向の

条線が施されたもの。胎土には金雲母粒を含むものがあ

る。他に出土している時期が特定できない土器片も、器

厚と焼成の程度、胎土の色調から、中期の土器片と思わ

れる。さらに黒曜石の剥片が 1点出土している。備考 本

包含層の出土遺物は、斜面傾斜が緩やかになる箇所のロ

ーム層中から出土していることから、斜面の上から風雨

・ 中片  ・ 大 片

包含層配 5土器群

第21図 包含層配 2～ 5土器群 (1)

で移動してきたローム層と共にこの場所に二次堆積され

たと考えている。時期が特定できた出土土器片は加曽利

E式で、他の中期と思われる出土土器片の中には、五領

ヶ台式や阿玉台式にのみ見られる特徴を持つ土器片は無

い。このことから、出土土器の大半は、加曽利 E式と考

えられ、本包含層は縄文時代中期後葉に形成されたと考

えている。
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0             1:3           10Cm

0        1:4       10Cfa

包含層N05土器群

0         1:4       10Cm

No 5土器群 (第 21・ 23図、図版 24・ 47)

グリッド 025。 遺存・重複 西台地東側で、斜面がや

や東へ傾斜 している箇所の、木の切 り株周囲で土器片が

まとまって出土した。形状・規模 0.90× 059mの範囲

にわたって遺物がまとまって出土した。出土遺物 遺物

は接合する土器片が大半で、3個体の上器が出土。1は L

無節縄文を器面全体に施した後、沈線で口唇部と器面全

体に文様を描いた深鉢。縄文時代中期のものか。2は、

RL縄文を胴部に施文し、口縁直下の縄文をナデ調整で消

している。3は小型の粗製深鉢の口縁部分で、表面に半

第23図  包含層NO.2～ 5土器群 (3)

我竹管状工具を使って、縦方向に条線が引かれている。

他に時期が分かる出土遺物では、中期の口縁部片 1点・

胴部片 1点。さらに土師質の不の月同部片が 1点出土して

いる。備考 図示している土器は、器厚と焼成の程度、

周辺から出土する土器片から、いずれも縄文時代中期の

土器と考えている。1・ 3は木の根の間に狭まれた土の中

からまとまって出土した。2はローム層上に散布 してい

た土器片が接合した。接合する土器片が狭い範囲にまと

まって出土し、ローム層上面から出土したことから、こ

の周辺に投棄された土器である≧考えている。
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谷部 口谷頭部の調査

谷部は、3本の トレンチ (30T～ 32T)と 谷都の中央

を通る 31Tの拡張という 2段階を踏んで調査を行つた。

土層の堆積状態は良好で、31Tでは I～Ⅶ層が確認され、

Ⅷ層は灰白色の粘土層である。31T南端部でこの粘土層

までは深さ2.22m、 標高は 19.54mで ある。

谷頭部の調査 (第 24図、図版 24・ 48)

グリッド R o S27・ 28。 (包含層No 6)遺存・重複 西

台地と東台地に挟まれた丘陵の谷部分の遺物包含層。調

査区内で谷部の頭にあたるところで、沢部分の黒褐色堆

積土中に含まれる遺物を採取した。形状・規模 上面径

15.3× 6.9mの範囲にわたつて沢に堆積 している土を掘

削した。出土遺物 1～ 3は、胎土に繊維を含む縄文時代

前期前半の土器片である。1は、Lを巻いた撚糸文を外面

に施している。2は横方向に沈線を巡らした胴部片で、

穿孔されている。3も 沈線を巡らした胴部片。2・ 3は黒

浜式か。4～ 7は縄文時代前期後半の土器片。4は、半我

竹管状工具を使って胴部に平行沈線や連続爪形文を施し

た土器片で、浮島式か。5は、組紐文を地溢して、半我

竹管状工具で平行沈線を施した胴部片。6は、平行沈線

を縦と横方向に施した胴部片。7は 口唇部に刻み目を持

ち、輪積み痕の段に刺突文を施した口縁部片で、浮島Ⅲ

式か。

これ以外の出土遺物で、時期が分かるものは、Ⅳ層出

土遺物では、早期後半の条痕文系土器の胴都片 5点、前

期前半の口縁部片 4点・月同部片 56点・底部片 2点、浮島

Ia式の胴部片 1点、浮島Ⅲ式の胴部片 4点、浮島式の

胴部片 1点、興津式の胴部片 1点、粟島台式の口縁部片

1点・胴部片 1点、前期後半の胴部片 9点、阿玉台式の

口縁部片 2点、加曽利 E式の胴部片 1点である。さらに

剥片石器が 3点出土している。

Vc層 出土遺物では、早期後半の条痕文系土器の胴部

片 1点、黒浜式の胴部庫 6点・底部片 1点、前期前半の

口縁部片 1点・胴部片 16点 。底部片 2点、中期の底部片

1点が出土した。備考 ローム層の沢へ流入した土層の

上の黒褐色土を掘削し、遺物を採取したが、早期～中期

の上器片が含まれていた。

谷部の調査 (第 24図 、図版 48)

グリッド R24～ 27。 遺存・重複 確認調査の段階で、

西台地と東台地に挟まれた丘陵の谷部分に南北に トレン

チ (第 31ト レンチ)を入れ、層位ごとに遺物を採取した。

所々に木の根撹乱や現代のゴミの混ざる境乱が入つてい

た。形状・規模 幅 12m、 長さ278mの方形にトレン

チを入れて遺物を採取した。出土遺物 Ⅳ層から出土し

た土器片は 8～ 18。 8は沈線を縦と横に引き、さらに短沈

線を口唇部と口縁直下にもつ破片。早期中葉の沈線文系

土器。9～ 11は繊維を含む前期の黒浜式の土器。9。 10

は横に沈線を巡らした胴部片で、10に は竹管による円形

刺突文が施されている。11は沈線を 2条単位で、胴部に

縦と横方向に施している。12～ 16は縄文時代前期後半の

土器。12は輪積み痕を残して、縦方向に沈線を引いた鉢

の口縁部。13は、横方向に半裁竹管状工具による平行沈

線、有節平行線文を施したもので、浮島式。14は、口縁

直下に縦条線と貝殻刺突文に貝殻腹縁文を施した、興津

式の深鉢。15。 16は結節文をもつ粟島台式か。15は単節

LR縄文、16は L無節縄文。17は、3条 と 1条を単位とす

る沈線による懸垂文が描かれた深鉢底部で、複節縄文

RLRが施文。加曽利 E式か。18は磨消縄文をもつ胴都片

で、後期の称名寺式か。

Vc層 出土土器は 19～ 27ま で。19～ 24は繊維を含む縄

文時代前期前半の上器。19は貝殻腹縁文が施された胴部

片。20～22は黒浜式か。20・ 21は沈線が縦と横方向に引

かれるが、21は、沈線 2条を単位として引いており、さ

らに Lを巻いた撚糸文が施される。22は、3本歯の櫛歯

状工具を使つた平行沈線文。23は沈線に短沈線を加えて

文様を施す。24は羽状縄文を施した胴部片。25。 26は前

期後半の上器片。25は横方向に半裁竹管状工具による平

行沈線を施す。26は平行沈線と波状貝殻文を施した胴部

片。27は、国縁直下に縦と横方向の沈線を巡らした、や

や内湾する口縁部片で、中期前葉の工領ヶ台式と思われ

る。

それ以外の土器片で時期が分かつたものの層位ごとの

内訳は、次の通りである。

I層からは中期中葉～後葉の胴都片 3点、Ⅱ層から前

期前半の胴部片 3点、前期後半の胴部片 12点、阿玉台式

の胴部片 2点、中期の口縁部片 2点・胴部片 9点出土。

Ⅲ層からは前期前半の胴部片 2点、中期中葉～後葉の口

縁部片 1点 。月同部片 4点・底部片 1点、Ⅲ層下部からは、
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前期前半の胴部片 1点、加曽利 E式の胴部片 1点、中期

の口縁都片 1点・胴部片 2点が出土した。Ⅳ層からは、

前期前半の胴部片 2点、五領ヶ台式の口縁都片 2点、加

曽利 E式の胴部片 1点、中期の口縁都片 4点・胴部片 18

点、底部片 1点が出土している。Va層からは、前期前

半の胴部片 3点、前期後半の胴部片 4点、中期前半の口

縁部片 1点・月同部片 8点、底部片 1点、Va層下からは、

中期中葉～後葉の胴部片 1点が出土。Vb層からは、前

期前半の胴部片 9点・底部片 1点、前期後半の口縁都片

1点・胴部片 2点、中期中葉～後葉の口縁部片 2点・胴

部片 4点、底部片 1点。Vc層からは、前期前半の胴部

片 8点、前期後半の口縁都片 1点・胴部片 4点、工領ヶ

台式の口縁部片 1点、中期前半の胴部片 2点、中期中葉

～後葉の胴部片 4点が出土した。

石器では、Ⅱ層からは、黒曜石の剥片と、二次調整さ

れた剥片が 1点ずつ出土。磨石の可能性のある礫片が、

Ⅲ層下部からは 2点、Ⅳ層から 1点出土。Ⅳ層は石鏃 1

点 (第 33図 4)も出土。Vb層 からは黒曜石の剥片 1点

出土。備考 ローム層の沢への流入堆積土 (Ⅵ層)の上

に堆積しているV層は、a～ c層までいずれも前期前半か

ら中期後葉までの上器片を含んでいる。縄文時代の前期

と中期の遺構にはV層姑応の黒褐色土が覆土として堆積

しており、辻棲があうものと考えている。

グ リッ ド出土遺物

8× 8mの グリッドごとに採取した、時期が分かる土器

片の分布図は、第 25。 26図に示した。出土した層位はⅡ

層の下部からローム層の上面にかけてである①第 25・ 26

図にあるように、グリッドにおける時期別の土器片数は

場所による偏 りを示しており、早期後半の土器は、東台

地北都、前期の土器は調査区北都、中期の土器は西台地

南よりで出土する。

西台地の上器 (第 27・ 28図、図版 49・ 50)

1～5は、淡黄褐色～灰黄褐色で、密度が疎で、白色粒・

礫を含む胎土を持つ早期中葉頃の土器片。 1。 2・ 5は沈

線文系土器。3は凹線文で、沈線文系でも古い段階のも

のか。4は表面が横方向にヘラ削りされた尖底部で、撚

糸文系土器と沈線文系土器の間の時期のものと考えられ

る。6は、早期後半の条痕文系土器。7～ 13は、胎土に繊

維を含む前期前半の土器。7は、半我竹管状工具により

有節の平行沈線文で、原体の異なる羽状縄文が施される。

8は RL縄文上に、竹管による円形刺突文を施したもの。

91ま RL縄文を羽状に施し、半我竹管状工具による有節の

平行沈線が見られる。10は、2RL tt rの 付加条縄文に平行

沈線と円形刺突文を施文。黒浜式か。111ま 目の粗い RL

縄文が施され、ヘラ状工具による横方向の刺突が見られ

る。穿孔されている。12は 、RL縄文上に半我竹管状工具

による横方向への刺突が 3列施され、瘤状貼付文が見ら

れる口縁都片。関山 I式。13は、軸の中央都を境に、撚

りの異なる撚糸文を施した胴部片。14～ 24は、前期後半

の土器。14は、連続爪形文と円形刺突文が見られる口縁

突起で、浮島 I式。15は、口縁直下に縦条線が施され、

輪積み痕上に貝殻による押圧と、その下には平行沈線が

引かれる。興津式。16は、横方向への平行沈線と縦方向

への沈線を組み合わせた波状口縁。17は、半載竹管状工

具により縦方向への刺突文がある胴部片。18は、7本歯

の櫛歯状工具を利用して平行沈線を施している。19は、

横方向への隆帯上に刺突がある胴部片。20は、沈線間に

貝殻文が見られる興津Ⅱ式の波状口縁部片。21～23は、

棒状貼付文と集合沈線を持つ諸磯 c式。24は、瘤状貼付

文に貝殻腹縁文、平行沈線文を施した興津Ⅱ式。25～ 31

は、中期の土器片。25は 口縁部が張り出した深鉢の破片

で、沈線と刺突文、隆帯が見られる。五領ヶ台式か。26

は、隆帯と沈線、有節沈線文で文様を描く。胎土に、白

色粒と金雲母粒を含む。阿玉台Ⅱ式か。27は、鉢の口縁

突起で、押引手法による区画内に三角印刻文が施される。

内面にも三角印刻文が施され、工領ヶ台式と思われる。

28は波状口縁部片で、隆帯とそれに沿つて施された有節

沈線文が施される。阿玉台 I式か。29は RL縄文を施し

た器面を、沈線と有節沈線で区画した胴下半都。五領ヶ

台式か。30は隆帯上に刻み目をいれ、隆帯に沿つて沈線

を引いた口縁部片。阿玉台式。31は、隆帯と沈線で口縁

部文様帯を作つている、加曽利 EⅡ 式の深鉢。32～34は、

後期の称名寺式と思われる。32は、内湾した口縁部片で、

円形刺突文と磨消縄文が施文される。縄文は RL単節。33

は、渦巻状に文様が施され、縄文が充填されて磨り消さ

れた胴部片。34は、やや外湾する口縁部片で、口唇部に

沈線が引かれる。さらに縦方向に沈線が施され、縄文が
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第30図  時期外遺構出上の縄文土器 (

充填されて磨 り消されている。

東台地の土器 (第 29図、図版 50)

1～6は早期後半の土器で、胎土に繊維を含む。1は、

外面が沈線と刺突からなり、内面は条痕が施 される。2

は細隆起線文で区画して中に刺突文を施 し、細隆起線交

点に竹管状工具で押捺文を加えている。鵜ヶ島台式の口

縁部片。3・ 5は、外面と内面に条痕文が施された早期終

末期の土器片で、3は 口唇部に刻み目が加えられている。

4は、器面に段が施され、段に沿つて刺突文が加えられ

た胴部片で、茅山下層式か。6は尖底で、外面調整はナ

デ。7・ 8は前期前半の土器で、いずれも胎土に繊維を含

む。7は無節の羽状縄文で、沈線が横方向に施される。8

は、横方向の刺突文と、大木 2a式 との関連をしめす網目

状撚糸文が施された胴部片で、黒浜式か。9～ 11・ 13は 、

前期後半の土器。9は、口縁部突起で、半載竹管状工具

による連続爪形文で文様が描かれる。浮島 Ia式か。10

は、貝殻腹縁文を器面に施した後、横方向に沈線を施し

た口縁部片◎11は、縦方向に条線を描き、半我竹管状工

具によつて平行沈線文を胴部に描く深鉢の口縁部片。輪

積み痕を残 し、穿孔されている。浮島式。13は 口唇部に

刻み目を加えた破片で、いわゆるツーメン状浮線文で文

様を描き、添付文を外面に加えて三角形の挟 り込みをも

つ。前期終末の十三菩提式であると考えられる。12は張

り出した口縁部を持つ深鉢の破片で、沈線、隆帯、刺突、

RL縄文が施される。中期初頭の土器か。

石器・土製品 (第 33・ 34図、図版 53・ 54)

石器には、石鏃、石錐、石匙、削器、磨製石斧、磨石、

敲き石、スタンプ形石器 (?)、 承1片がある。そのほか、

砥石片、礫、礫片があり、砥石は横断面長方形や縦断面

山形を呈し、側面に条線状の切 り出し痕をもつものもあ

つて、中 。近世以降の砥石 と思われるのでここでは割愛

する。礫は所属時期不明であるが、ここで集計しておき

たい。

石器・土製品は遺跡内に広く、ほぼ満遍なく分布 して

おり、特に集中する地区はみられない。器種別にみても、

この傾向はほぼ変わらない。ただ、東台地のグリッド27

ライン以南の南半分では、平坦部が狭い上に、遺構も多

く、そのためか磨石片と撰片 2点が採取されたにとどま

6
(37D)
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る。

石鏃 5′点 (第 33図 1～ 3・ 5・ 6)、 削器 1点 (10)、 石

錐 1点 (11)、 石匙 2点 (12・ 13)、 磨製石斧片 1点 (17)、

磨石 19点で、図示したのは完存 8点の内の4点 (21～ 24)、

敲石 2点 (19。 20)、 剥片は 54点あり、黒曜石が最も多

く29点、チャー ト8点、ホルンフェアレス 7点、メノウ 5

点、珪質頁岩 2点、粘板岩 2フ点、硬質砂岩 1′点である。

頁岩製の承1片は、他に表採が 1′点あり、旧石器時代に属

する可能性がある。なお、片側側面に自然面をもつチャ

ー ト製のスタンプ形石器の大片がグリッドQ31か ら採

取されている。礫は安山岩が多く、円礫 5点、棒状の自

然礫 3ッく、礫片 14点。

土製品は土器片錘 1点 (第 34図 31)、 不明土製品 5点、

焼成粘土塊 14点。不明土製品のうち、棒状 2点 (32)、

板状 2ッ点、小円環状が 1′点である。板状のうち 1点は、

土器底部片のようにもみえるがはつきりしない。

トレンチ 出土遺物

確認調査の段階で トレンチから出土した遺物のうち、

時期が特定できる縄文時代の遺物の内訳を記載する。

西台地の上器

西台地の トレンチ、lT～29Tま でのうち、時期が特定

できた縄文時代の遺物は次の通りである。

3Tよ り前期後半の胴部片 1点、4Tよ り前期後半の胴

部片 1点、6Tよ り、横ヘラ削りされた早期中葉の胴部片

1点、前期後半の胴部片 1点、7Tよ り前期後半の胴部片

1点、9Tよ り阿玉台 Ib式の月同部片 1点、10Tよ り中期

前半の胴部片 1点、1lTよ り前期後半の胴部片 2点、阿

玉台 I式の口縁部片 1点、中期の胴部片 1点、12Tよ り

前期前半の口縁部片 1点、14Tよ り、前期前半の口縁部

片 1点、前期後半の胴部片 1点、五領ヶ台式の胴部片 1

点、阿玉台 I式の胴部片 1点、中期前半の胴部片 1点、

中期中葉～後葉の深鉢口縁部片 3点 。胴部片 1点、15T

より、前期後半の胴部片 2点、16Tよ り、加曽利 E式の

深鉢の胴部片 2点、中期の深鉢の胴部片 1点、17Tよ り

阿玉台 I式の鉢口縁部片 1点、中期の鉢胴部片 1点、後

期の称名寺式の胴部片 1点、18Tよ り中期前半の鉢胴部

片 1点、中期の口縁部片 1点、19Tよ り中期の鉢口縁都

片 1点、20'Tよ り前期後半の胴都片 1点、中期中葉～

後葉の鉢口縁部片 2点、21Tよ り前期後半の胴部片 1点、

22Tよ り早期中葉の平行沈線文系土器の口縁部片 1点、

前期後半の胴部片 1点、加曽利 E式の胴部片 1点、23T

より阿玉台 I式の鉢口縁部片 1点・胴部片 1点、加曽利

E式の深鉢口縁部片 1点、中期の口縁部片 2点・月同部片 1

点、24Tよ り早期中葉の平行沈線文系土器の胴部片 1点、

前期前半の胴部片 1点、前期後半の胴部片 1点、中期中

葉～後葉の胴部片 3点、25Tよ り前期前半の口縁部片 1

点・胴部片 3点、浮島式の鉢口縁部片 1点、前期後半の

月同部片 1点、阿玉台 I式の口縁部片 1点、26Tよ り前期

前半の胴部片 3点、前期後半の胴部片 1点、27Tよ り前

期後半の胴部片 7点、中期前半の口縁都片 1点、28Tよ

り興津式の口縁部片 1点、興津Ⅱ式の胴部片 2点、前期

後半の口縁部片 2点・胴部片 13点、中期の胴部片 1点、

29Tよ り興津式の胴部片 1点、阿玉台 Ib～ Ⅱ式の胴部片

1点。

東台地の上器

東台地の トレンチ、33T～42Tま でのうち、時期が特

定できた縄文時代の遺物は次の通りである。

33Tよ り早期後半の胴部片 4点、前期前半の胴部片 3

点、浮島 正式の胴部片 1点、前期後半の胴部片 4点、34

Tよ り早期後半の胴部片 4点、前期前半の胴部片 2点、

浮島式の胴部片 1点、興津Ⅱ式の胴部片 1点、前期後半

の胴部片 4点、35Tよ り早期後半の胴部片 4点、前期後

半の口縁部片 1点・胴部片 2点、36Tよ り横ヘラ削りさ

れた早期中葉の胴部片 1点、早期後半の胴部片 2点、黒

浜式の胴部片 1点、前期前半の胴部片 5点・底部片 1点、

浮島式の胴都片 1点、興津Ⅱ式の胴部片 1点、前期後半

の胴部片 1点、37Tよ り早期後半の胴部片 2点、前期前

半の胴部片 5点、38Tよ り、鵜ヶ島台式の胴部片 1点、

早期後半の胴都片 1点、前期前半の胴部片 1点、前期後

半の胴部片 2点、40Tよ り前期前半の鉢の胴部片 1点。

石器・土製品 (第 34図 、図版 54)

トレンチからの採取は少ない。西台地中央部の 22Tよ

り石皿片 1点 (第 34図 26)、 北部 24Tよ り磨石片 1点、

25Tよ り焼成粘土塊 1点、26Tよ り剥片 2点 (チャー ト)

と焼成粘土塊 1点、西台地 36Tよ り礫 2点である。
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時期 外遺構 出上 の縄 文 時代 遺物

西台地の上器 (第 30図、図版 52)

1は胎土に繊維を含まない、早期の尖底土器。2は繊維

を含む前期前半の土器。口縁直下に隆帯が巡り、RL縄文

に竹管による円形刺突文が施されている。3。 4・ 6は前

期後半の土器。3は、ヘラ状工具による刺突を縦方向に

施して、文様を作り出している国縁部片。4は、半我竹

管状工具による平行沈線文を施した深鉢の胴部。6は、

口縁部に縦方向の沈線を施 し、器面に三角文を施した深

鉢の口縁部で、浮島Ⅲ式。5,7～ 9は、中期の土器。5

は、張り出した口縁部がやや内湾する深鉢の破片で、扇

状把手がつき、粘土紐の輪積み痕が 3段見られる。阿玉

台 I式。7は小型の深鉢で、縦方向に条線が施される。8

は、器面に隆帯と有節沈線で楕円形区画を持つ文様を描

き、輪積み痕を残した鉢の胴部片で、阿玉台 Ib式か。9

は鉢の突起で、国唇部と口縁直下に角押文を施している。

阿玉台 Ia式か。10は、描かれた沈線の間に、縄文を施

して磨 り消した後期の称名寺式と思われる。

東台地の土器  (第 31。 32図、図版 51・ 52)

1～20は早期の土器。3～20は胎土に繊維を含む。1は

胎土に自色粒子や礫を多量の含み、密度の粗い胴部片。

器面を横方向にヘラ削りされており、撚糸文系土器と沈

線文系土器の間に位置する早期中葉の上器と考えている。

2は早期中葉の沈線文系土器。3～ 6・ 8は外面と内面に条

痕が施され、細隆起線による区画内に条線が施された破

片で、早期後半の野島式。7・ 9～ 15は、鵜ヶ島台式。7・

9・ 10は、細隆起線文上に、一定の間隔で竹管状工具に
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第34図 石器 (2)・ 土製品

0       112      5 cm

よる押捺文を加え、内面に深痕が施される。 11・ 15は、

沈線による交点に、円形刺突文を加え、沈線の間に刺突

を加えた胴部片。15の 内面は条痕文が施される。12は、

外面に沈線と円形刺突文、刺突文が施され、内面に擦痕

を持つ口縁部片。13は、条線による交点に竹管の押捺を

加え、区画内に刺突を施している。内面に擦痕が施され

る。14は肥厚 した口縁部に刻み目を持ち、横方向の沈線

の間に刺突が加えられている◎16は胴部上半が外へ張り

出す鉢の破片で、外面の隆帯上に刻み目を持ち、器面に

擦痕が見られる。内面には条痕が施される。茅山下層～

上層式か。17は、外 。内面に擦痕を持ち、胴部上半の段

に刻み目を持つ。茅山下層式か。18～ 20は、外面と内面

に条痕が施された早期後半の上器で、18と 20は 口唇部

に刻み目を持つ。21～ 29は胎土に繊維を含む前期前半の

土器。21は波状口縁を持つ鉢の破片で、外面には LR縄

文が施され、半載竹管状工具による連続爪形文が施され

る。22は竹管を 4本組み合わせた工具で刺突を横方向に

加えた胴部片。23は 口縁部に沿つて半我竹管状工具によ

る刺突を加え、器面に RL縄文を施 した深鉢の破片。24

は無節の羽状縄文に、ヘラ状の工具で縦方向に刺突を加

えたもの。25。 26は、沈線を横方向に平行に巡らした胴

部片で、黒浜式か。27は、網目状撚糸文が施された、黒

浜式。28。 29は、R巻きとL巻きの撚糸文が施された胴

部片。30～ 45は前期後半の土器。30は、Lに巻いた撚糸

文上に半我竹管状工具による平行沈線文と連続爪形文を

施 した深鉢の胴部片で、浮島 I式。31は、変形爪形文を

横方向に施した浮島式。32は半我竹管状工具による平行

沈線文を縦と横方向に施した胴都片。33は、有節の平行

沈線文で胴部に文様を描いたもの。34は、薄手の鉢の破

片で、横方向に平行沈線と有節の平行沈線を引き、輪積

み痕部分に棒状の突起を貼 り付けた胴部片。興津 I式。

35は、横方向に 3本歯の櫛歯状工具で平行沈線を引いた

(22T)
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胴部片。36は、口縁に縦条線、胴部に半我竹管状工具に  片がわずかながら採取されている。14は片面自然面、15

よる平行沈線文を横に巡らす深鉢の破片。37は、国縁部  は扁平な楕円礫の端部に調整を加えたもの、16は小型の

に刻み、胴部に凹文を施 した浮島式の深鉢。38は平行沈  磨製石斧片と思われ、上 。下面の剥離面が滑沢な磨 り面

線を鋸歯状に施 した浮島 I式の胴部片。39・ 40は短沈線   となっている。

を縦方向に施した胴部片。41は、口縁部下に隆帯を巡ら   土製品は、耳飾 3点 (第 34図 27～ 29)。 27は環状、28。

し、口唇部乙器面に LR縄文を施文した鉢の破片。繊維を  29は 段状である。

含まないが、早期の土器の可能性もある。内面はナデ調   なお、石鏃 4は 31Tの 基本層序第Ⅳc層 出土、2次加

整。42は、平行沈線によつて区画された中に半我竹管状  工した磨製石斧片 18は時期不明遺構とした 173号土坑、

工具で条線を充填した破片。43～ 45は、単沈線で文様を  土器片錘 30は 同じく 207号土坑出土である。

描いたもので、44・ 45は Rに巻いた撚糸文上に沈線を施

している。

石器・土製品 (第 33・ 34図、図版 53・ 54)

石器は、石鏃 3点 (第 33図 7～ 9)、 石錐 1点 (14)、

礫器 (あ るいは削器)1′点 (15)、 磨製石斧片 1点 (16)、

凹石 1点 (第 34図 25)で、石鏃 8と 凹石以外は、弥生

以降の住居址混入の石器である。このほか、磨石片、剥

():復元値

No 出上位置 層位 器  種 遺   存 長さcm 幅cm 厚さcm 重さg 石材・凋台土 備   考

1 U30-d Ш層上 石  鏃 完存 225 1 31 037 125 チャート

2 X30-c 皿層上 石  鏃 先端・基部欠損 [237] [121] [11] チャート

3 N24- Ⅲ層上 石  鏃 先端・基部欠損 [280] 1 30 [103] チャート

4 31トレンチ (Ⅳ 中 ) 石  鏃 先端・基部欠損 [22] [045] [185] ホルンフェルス

5 Q34-c Ⅲ層上 石  鏃 先端欠損 [203] 054 E13] チャート

6 Q30-c 皿層上 石  鏃 基部欠損 295 [3 ホルンフェルス

7 13住 覆土中 石  鏃 先端欠損か 1 47 1 07 035 チャート

14坑 覆土中 石  鏃 先端 .茎部欠損 [167] 143 [085] メノウ 騒部をもつ三角形鏃。

9 2住 覆土中 石  鏃 完存 284 370 ホルンフェアレス キ面に一部 自然面あり。

10 N33 皿層上 削  器 完存 315 ホルンフェアレス キ面に一部 自然面あり。

V28 Ш層上 石  錐 先端欠損 [305] 1 35 黒曜石

12 Q31 Ⅲ層上 石  匙 先端欠損 [26] 140 黒曜石

18 K35-c Ш層上 石  匙 1/2欠 損 [301] ホルンフェルス キ面 自然面。

14 3住 覆土中 石  錐 先端欠損 [625] [258] ホルンフェアレス キ面自然面。

5 13住 覆土中 礫  零 完 存 625 370 48 15 チャート 扁平礫の先端を調整。削器か。

16 22イ主 覆土中 磨製石斧 欠損品 [365] [265] [087] [102] 蛇紋岩 波損部両面に滑沢面。転用品か。

17 L23-c Ш層上 磨製石斧 欠損品 [54] 4 10 [471] 緑泥片岩

18 173坑 覆土中 磨製石斧 欠損品 [765] [48] [1 3] [532] 蛇紋岩 百斧の転用品か。

19 T34 Ш層上 敲  石 一部欠損 755 6955 砂岩 百側縁に潰し痕。

K24-d Ш層上 敲  石 一部欠損 30 245 6995 ホルンフェアレス 蜀端部に敲打痕。

21 M23-d Ш層上 磨  石 完存 110 585 6570 安 山岩 全面滑沢、とくに一部スベスベ。

X30 Ш層上 磨  石 完存 10 10 375 3150 安山岩 (多子L質 ) 全面に磨り痕。両面に潰れ痕。

Ш層上 磨  石 完存 370 4050 安山岩 百面、側面に磨り痕。

X30 Ш層上 磨  石 完存 575 360 1730 安山岩 片面のみ磨り痕。

M24-b 6溝中 凹   石 欠損品 [140] [1195] [995] つくば石

22トレンチ Ⅲ層上 石  皿 欠損品 径 66 [1200] 安 山岩 (多孔質 )

27 3住 覆土中 耳   飾 欠損品 外径 (36)、 内径 (16) 白色粒、石英粒

41住 覆土中 耳  飾 t/2久損 外径 1350 長石、雲母細片 央状耳飾。

2住 覆土中 耳  飾 1/2久損 外径 (5) 105 [1555] 黒色鉱物粒 瑛状耳飾。

207坑 覆土中 土器片錘 完存 1 35 2625 砂粒

L32-a Ⅲ層上 土器片鍾 完存 2210 雲母片多 中期の上器片転用

V28 皿層上 円 柱 状 欠損品 [46] 270 [2445] 白色・赤色粒 ナデ成形。

―-48-―



弥生 時代 の概 要

弥生時代の遺構としては、竪穴住居址 9軒が検出され

ている。いずれも後期の住居跡で、第 7号住居llLが西台

地北部の北側に、第 32号住居址が同北部の東端に占地し、

他 7軒は東台地に展開している。弥生時代の遺構・遺物

は西台地では分布が薄く、南部南側の土器群 (包含層N01

土器群)と グリッドN24周辺 (第 2号焼土址周辺)の土

器片が目に付く程度である。ただ、グリンドN24周辺の

上器は、後述するように 2次移動したローム土に混入し

た土器片の可能性が強い資料である。

弥生時代の遺物は口縁部に貼瘤を付け頸部を無紋とし

その他の器面に縄文を施す弥生時代後期の壺・甕がほと

んどであつた。施される縄文は附力日条第 1種 (RL+2L、

LR+2R)が 圧倒的に多く、その他に無節・単節・撚糸・反

撚などの縄文が確認できる。また、竪穴住居址の遺物出

土状況では第 32号住居址のように床面から弥生土器、覆

土上層から確認面にかけて古墳時代前期の土器が検出さ

れるというように、弥生時代後期後半から古墳時代前期

への移行期を考えるうえで興味深い現象を是供している。

竪穴住居址

第 7号住居址 (第 35・ 36図 、第 2表、図版 6・ 55。 59)

グリット P32・ 33。 遺存・重複 西台地北側平野部に

占地する。住居の遺存は良好だが、南西隅を第 47号土坑

により損なわれている。また、北東隅で第 44号土坑を壊

している。北壁で第 66号土坑を切り、北東隅を第 9・ 68

号土坑、東壁を第 64・ 63号土坑が切つている。形状・規

模 方形。上面径 6.2× 5.85m、 床面径 5,7× 5.4m、 最

大壁高は南壁にあり0.56m、 床面積約 30.78∬。主軸方

位 N-18° ―W。 床面・掘り方 ローム面を床面とし

ており、貼床はない。硬化面はないがよく踏み固まって

いる。炉 住居中央部やや北寄りに位置する。上面径 0,76

×0.68m、 底面径 0.63× 049m。 深さは約 0.lmを測る。

浅い皿状の掘り込みで中心部が赤化している。覆土中に

焼土粒・焼土ブロックが多く含まれていた。土師器片が

1片出土している。住居内施設 周溝は住居壁を全周せ

2.弥生時代の遺構造遺物

ずに断続的な状態で巡つている。東壁のものはU宇形の

断面形をし、西壁は断面形が鋭いV字形のようなもので

あった。深さは 4～ 8 cmを 測る①ピットは計 24本検出さ

れた (Pl～ 24)。 その内Pl。 2・ 4・ 5は住居の主柱穴

であり、掘り込みがしつかりしている。その他のビット

も主柱穴のピントの覆土と類似する覆土であるため住居

に伴 うと考えられる。 P3は出入り口に関わる施設と考

えられ、付近のP9・ 10も 同様のものと考えられる。ま

た、炉の周辺で確認されるP15～ 18は炉に伴う施設のも

のと考えられ、これら以外のピットも住居の間仕切りに

関わる可能性が考えられる。

鰤 離 cm 深 さ cln

Pl 40× 46 7× 8

52× 51 6X14

38× 38 H× 11

77× 70 12× 14

80× H5 9× 9

50× 40 8× 10

P7 32× 28 19× 15 8

60× 54 50× 38

出土遺物 弥生土器の壺・甕 (3～¬)、 高杯 (1・ 2)、 紡

錘車 (12)が 出土した。その他に弥生土器のこ・奏片 9

点、高杯片 2点、土師器壺。奏片 78点、小型土器片 4点、

lH片 1点、その他土師器片 5点が出土した。住居覆土全

般にかけて縄文土器の混入が確認できた。古噴時代の遺

物で良い資料はなかつたが、床面付近では古墳の遺物も

確認でき、弥生土器と共伴している様相が確認できた。

備考 床面から古墳時代の土師器も出土するが P7・ 8の

出土土器から弥生時代後期後半。

第 13号住居址 (第 37・ 38図、第 3表、図版 8・ 55・ 59)

グリッド W・ X29① 東台地北都中央やや東よりに占地

する。遺存・重複 住居の西半分は 4本の切り株によつ

て破壊されており、さらに南壁の一部を撹乱により壊さ

れる。形状・規模 方形。上面径 598× 5.21 rll、 床面径

5,41× 4,78m、 最大壁高は西壁にあり0.52m、 床面積約

25.86∬。主軸方位 N-65° 一W。 床面・掘り方 ロー
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第 7号住居址 炉
1 黒褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームプロックφ

5mm微量、焼土ブロックφ5剛多量。
2 黒褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームプロック多

量。
3 暗黄褐色土 締まりやや有、北性弱。ロームブロ

ックφ lmm微 量。
4 黒褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土ブロック多量。

第 7号住居址
1 茶褐色土 締まりやや有、雅性弱。撰少量。
2 黒褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒

少量、礫少量。
3 黒褐色土 frま りやや有、粘性やや有。ロームブ

ロックゅ2mm微 量。
4 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロ

ック o2～ 3mm微量。
5 暗褐色土 締まり有、粘性やや有。ロームブロン

クφ3mm・ 礫微量。
6 暗黄褐色土 締まり有、粘性やや有。ロームプロ

ックゅ2～3mm少量。
7 暗茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ロームブロ

ンクゆ14un/J/｀量。
3 黄褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロック多

量 。

第35図 第 7号住居址 (1)
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3 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。礫微量。

第 7号住居址 P3
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3 黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒・礫微量。
4 黄褐色土 締まり弱、粘性弱。礫微量。
5 黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。ロームブロックφ2～81m少量、礫微量。
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第 7号住居址 P5
1 灰褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロックゅ1～ 5鰤少量。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームプロックゅ2～ 3mm微量、礫少量。
3 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック o2～3m微量。
4 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロックゅ2～3mm少量。
5 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロック o lmm少 量。

第 7号住居址 P6
1 灰褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックゅlmm少量。
2 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームプロックゅlmm少量。
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2 灰褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒微量。
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2 黄褐色上 締まりやや有、粘性やや有。ロームプロック多量。
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ム面を床面としている。全体的に炭化物が分布し、何箇

所かに炭化材が検出されている。その直下で床面がガチ

ガチに赤化・硬化し、ボロボロになっているといつた状

況がみられる。その他では炉の周辺等がよく硬化してい

る。炉 住居中央よりやや西に位置する。幅 36 clll、 長さ

58 cm、 深さ 3 cmの精円形で底面は皿状を呈する。遺物は

伴わなかった。住居内施設 周溝は確認されなかった。ピ

ットが 6本検出されている。 (Pl～ 6)。

No 上面径 clll 底面径 cm 深さ cm

Pl 2× 22 14× 12

32× 19 13× 11

20× 19 11× 7

P4 35× 32 13× 6

26× 25 21× 15

20× 17 14× 10

住居覆土第 4層 と土質が近いためどのピットも住居に伴

うものと考えられる。しかし、P3を除いて覆土内に焼

土は混入していなかった。出土遺物 弥生土器の壼・甕

5個体 (1～ 5)、 高杯 1個体 (6)、 FH 2個体 (7・ 8)、

小型土器 (9)、 紡錘車 2′ミ (11・ 12)、 砥石 1点 (10)

が出土した。2は横位、国が東を向いて出土。11ま大壺で

胴部に焼成後に施されたと思われる穿孔痕が見られ、切

り株に抱えられるような形で出土し、器面は摩滅が著し

い。その他に弥生土器壺・甕片 66点、土師器壼・甕片

108点、高杯片 19点、増片 16点、小型土器片 5点、椀

片 15点が出上している。

備考 床面出土土器から弥生時代後期後半。

第 16号住居址 (第 39。 40図、第 4表、図版 9・ 56・ 59)

グリット X27・ 28。 東台地傾斜部に占地する。遺存・

重複 重複する遺構は見られないが、住居東壁は丘陵の

影響により西壁に比べ低く明瞭な壁ではなかった。形

状・規模 隅丸長方形。上面径は 5.0× 662m、 床面径

4.6× 6.18m、 最大壁高は西壁付近にあり 0.72m、 床面

積約 28.42だ。主軸方向 N-45° 一W。 床面・掘り方

ローム面を床面としており、貼床はない。住居中央部が

踏みかためられ硬化している。また、東壁寄りの床には

弥生土器壺の胴部下半部 (2)が床面に埋められていた。

掘り込みを確認した結果、床面と類似する土が堆積し、

壺の隣には磨石 (7)が壼を支えていたと考えられる状態

で出土していた。そのため、廃棄以外の目的で埋められ

たと考えられる。炉 住居内では硬化した燃焼面を伴う

明確な炉は検出しなかったが、P4と P5の上層かに焼土

が含まれ炉の可能性が考えられる。また、北東隅壁に隣

接する第 199号土抗では硬化した底面をもつ事から屋外

炉の可能性も考えられる。住居内施設 周溝は確認され

ずピットが 9本確認された (Pl～ 9)。

上面径卿 底面径 cm 深さcnI

50× 48 32× 30

68× 60 24× 20

P3 44× 35 16× 9

40× 85 16× 10

53× 59 43× 38

35× 35 16× 10

37× 25 12× 8

32× 26 18× 10

40× 32 13× 10

出土位置からPl・ 3・ 8。 9を住居の主柱穴と考えられる

ことができ、その他のピットも住居に伴う施設のものと

考えられる。出土遺物 床面付近からは弥生時代、床面

より上層からは古墳時代の遺物が出土した。住居から弥

生土器壼・甕が 5個体 (2・ 3・ 4・ 5含む)、 蓋 1個体 (1)、

土師器壼・甕 1個体、高杯 1個体、鉢 1個体 (4)、 対 2

個体、球状土錘 1点 (3)、 磨石 1点 (7)が 出土した。

その他に弥生土器壼・空片 37点、土師器壺・審片 75点、

高杯片 4点、椀片 3点、対片 8点、その他土師器片 12点

が出土した。

備考 床面出土土器から弥生時代後期後半。

第 24号住居址 (第 41図 、第 5表、図版 12・ 56)

グリッド X25。 26。 東台地中央部東斜面に占地する。

遺存・重複 住居北西隅が後世の撹乱により切られてい

る。また、南壁には切り株が 1本住居に絡み壁を一部損

なっている。規模・形状 上面径 5.45× 4.10m、 床面径

5.18× 3.83m、 最大壁高は北壁にあり 37 cm、 床面積約

19.83だ。主軸方位 N-27° 一W。 床面・掘り方 ロ

ーム面を床面とし、貼床は見られなかった。住居西壁～

中央部がよく踏み固められ、東側は斜面の影響により明
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第13号住居址
1 茶褐色上

0            1 :60           2m

第13号住居址

1 暗灰褐色土 締ま り弱、粘性弱。焼土粒
・炭化物微量。

2 黒掲色土 締まりやや有、粘性弱。焼土
粒・炭化物少量。

3 暗黄褐色土 締ま り有、粘性弱。焼土粒
・炭化物少量。

4 暗茶褐色土 締 まり有、粘性弱。ローム
ブロック ol～ 10nr・ 焼土
粒少量、炭化物多量。

5 赤褐色土 締ま り強、粘性弱。ロームブ
ロック ol～ 10mm・ 炭化物微
量、焼土ブロックゅlo～ 20mn

多量。

Pl

2 明茶褐色土

締まりやや有、粘性弱。木炭片・ ロームプロッ

クゅ2～3mm少量、焼土プロンクφ2～3mm微量。

縮まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック

ゅ2～31m微量。

第13号住居址 P2
1 明茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームプロックゅ2

～3mm少量。

第13号住居址 P3
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。木炭片・ローム粒・

焼土粒少量。
2 明茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック

ゅ2～3mm少量。

第13号住居址  P4
1 明茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック

ゅ2～3mm少畳。

第13号住居址  P5
1 茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロックゅ2～

3nm少量。

第13号住居址 P6
1 茶褐色上 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロック o2～

3mm少 量。

3ヒ  26 60

８

ミ

＜‐

B 2690

生  26 90

二  26 80
６
／
」
下
７
芽
９

A'

0       1:30

⑮ 掏
炉

A.2620     1

lm

第13号住居址 炉
ユ  黒褐色土 締まり弱、粘性弱。木炭片少量。

P2
A 2630」

▲冗銘」

V
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0        1:30        1m

第16号住居址 埋甕
1 明茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ロームブ

ロックゅ5～ 10nln少量。
2 明茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。本炭片

ロームブロックφ2～ 3mm微量。

0         1:60         2m

第16号住居址
1 暗灰褐色土 締まり弱、粘性弱。砂質土。焼土粒・炭化物微量。
2 黒掲色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブック ol～ lomm・ 焼土粒・炭化物少量。
3 暗黄褐色土 締まり有、粘性弱。ローム粒多量、ロームブロックゅ20～30mmや や

多、焼土粒・炭化物微量。
4 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームプロック 02～ 3mm微量。
5 暗茶褐色土 締ま りやや有、粘性弱。ロームブロックφ2～3mm少量。
6 黒褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土ブロックゅ2～ 3mm。 ローム粒少量。
7 灰褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック 02～ 3mm少量。

8 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒少量。
9 灰褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームプロック o2～ 3m n少 量。
10 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームプロックφ5～ 10mm少 量。
H 黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロンク 05～ 10mr少 量。
12 明黄褐色土 締ま り弱、粘性弱。ロームブロックゅ5～ 10mm多量。
13 明黒褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム紅少量。
14 暗灰掲色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量。
と5 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロック 02～ 3rm少 量。

第39図 第16号住居址 (1)
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A 2610 ,生

第16号住居址  P6
1 暗黄褐色土 縮まりやや有、粘性やや有。

第16号住居址  P7
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。

第16号住居址  P8
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。

▲ 260『
5 
」

V

1:60        2m

第16号住居址  Pl
l 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック少量。

第16号住居址  P2
l Л音茶褐色土 絡まりやや有、粘性やや有。 ローム粒少量。

第16号住居址  P3
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックゅ2～ 3mm少量。

第16号住居址  P4
1 暗黒褐色土 締まり弱、粘性弱,焼土ブロックφ2～3m4少 量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックゅ2～3mm少 量。

第16号住居址  P5
1 暗黒褐色土 締まり弱、粘性弱。燒土粒・焼土プロック少量。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒少量。

(3層 )

ロームプロック少量。

ローム粒少量。

ロームブロックφ5～ 10mm。 ローム粒
少見。

第16号住居址  P9
1 暗黄褐色上 締まりやや有、粘性弱。ロームプロック 05～ 10mm少 量。

0        1:4       10Cm

戸

鱒
0            1:3          10cm

(2層 )

0       1:2       5 cm

Ⅷ

(3層 )

(2)



確な床面が流出していると考えられる。炉 床面中央部

やや北壁寄りに位置し上面径 1.09× 0,78m、 底面径 0,95

×0.64m、 深さ約 15 cmを測る。硬化した焼土ブロックを

伴う赤化面が 2箇所存在した。1箇所は炉の北端部に位

置し、炉の北側掘り込み上に硬化面が広がっていた。硬

化面の範囲は 0.31× 0.24mで深さは 3 cmで あつた。もう

一方は炉の南部に位置し、炉の掘り込み内に存在した。

そのため、本来の炉が南側であり、南側を使い終えた後

に北で炉を使用したと考えられる。住居内施設 周溝は

確認されず、床面からはピットが計 4本確認された (Pl

～4)。 Plは上面径 0.30× 0.30m、 底面径 0.14× 0.18

m、 深さ 54 cluを測る。P2は上面径 0.27× 0.35m、 底面

径 0.15× 0。 17m、 深さ 58 cmを測る。 P3は上面径 034

×0.41m、 底面径 0,13× 020m、 深さ 64 calを 測る。 P4

は上面径 0.34× 036m、 底面径 0.13× 0 20xn、 深さ 56

cmを測る。出上位置、深さ、類似する堆積層から住居に

伴う主柱穴といえ、よく掘り込まれている。遺物は出土

しなかった。出土遺物 弥生土器壺・器 3個体 (1～ 3)

が出土し、ほとんどの弥生土器片が 1・ 2に接合した。 1

は口縁部のみであり、口縁を床につけた状態で出土した。

2は住居壁に隣接する根の影響で破砕されている。 1・ 2

ともに胴部片は確認 されなかった。その他に弥生土器

壺 。甕片 15点、土師器壺・甕片 13点、その他土師器片

1点が出土した。

備考 床面出土土器から弥生時代後期後半。

第 32号住居址 (第 42図、第 6表、図版 14・ 57)

グリッド T29・ 30。 遺存・重複 東に接して現代の道

路が通り、東壁はかなり削平されている。形状・規模 ほ

ぼ南北に長軸をもつ隅丸長方形。上面径 330× 2.59m、

床面径 3.15× 2.42m、 最大壁高は西壁にあり0,351n、 床

面積約 7.62だ。主軸方位 N-73° ―W。 床面・掘り方

ローム面を床面としており、貼床はない。壁周辺を除き、

よく踏み固まって硬質化している。とくに炉周辺は滑沢

なまでに硬化している。炉 床面のやや西壁寄りにある。

上面径 0.64× 0.78m、 底面径 0.52× 0.70m、 深さ6 cmを

決」る。焼土量は多くないが、下層に黒灰色の灰の純層が

みられる。西壁との間にも厚い灰層があるが、この直下

の床面に被熟痕はみられず、またこの灰層が、床面上に

広く拡散した痕跡もあまりない。住居内施設 炉以外に

確認できなかった。出土遺物 覆土上層から確認面にか

けては古墳時代前期の土器が、床面からは弥生時代後期

の土器が出土している。弥生土器小型甕 (4)、 壺 (2)、

壺・甕 (1・ 3)土師器高杯 (6)、 器台 (5)が 出土した。

弥生土器小型甕・壺は色調・器形が他の弥生住居出土土

器に比べて粗雑な印象を受ける。弥生終末期の土器は前

段階に比べて粗雑になる特徴を持つことから当住居内で

出土した土器は終末期の可能性が考えられる。その他に

弥生土器壺・秦片 28点、土師器壺・養片 60点、高杯片

2点、lH片 4点が出土した。

備考 床面出土土器より弥生時代後期後半～終末。

第 34号住居址 (第 43図 、第 7表、図版 15・ 58)

グリッド Y29。 30。 東台地北東の平坦地から斜面地に

移行する境目付近に位置する①遺存・重複 住居のおよ

そ 1/3を第 11号住居址に切られている。また、南西部分

は比較的新しい撹乱にかなりの部分が乱され上層部の遺

存は悪く、北西部も切り株などの根による撹乱の影響で

壁の立ち上がりがあまりはつきりとしなかった。形状・

規模 方形。上面径 5,76× 4.84m、 床面径 5.60× 4.66

m、 床面積約 26.1だ。最大壁高は西側で 42 clll。 主軸方

―   位 N-32° ―W。 床面・掘り方 ローム面を床面とし、

貼床は確認できなかった。全体的にやや踏み固められて

いるが硬化面は確認できなかった。 炉 住居中央部や

や西壁寄りに位置する。上面径 0.26× 0,24m、 底面径 0.2

×0.16m、 深さ 20 cmを測る。炉東壁に硬化した赤色硬化

面があり、覆土上層からも焼土ブロックが多く出土した。

住居内施設 炉以外の施設は確認できなかった。出土遺

物 弥生土器壺 (1～4)、 紡錐車 (5)が出土した。1・ 4

はともに住居西壁寄りで倒れた状態で一括して出土した。

この 2点以外の弥生土器はあまり接合しなかった。その

他に弥生土器壺 。甕 4片、土師器壺・甕片 6点、高杯片

1点、その他土師器片 1点が出土している。

備考 床面出土土器から弥生時代後期後半。

第 36号住居址 (第 44図 、第 8表、図版 15)

グリッド W26。 東台地ほば中央、第21号住居址の東・第

22号住居址の南西に占地。遺存・重複 住居の北壁の一部

を第22号住居址によつて壊されている。東壁及び床面は切

り株が入 り込み撹乱されている。西壁の一部は撹乱によ
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炉
A 2630                  ▲

0          1:30         1m

第24号住居址 炉
1 黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームプロック o2～ 5mrn少量。
2 黒褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土プロック多量、炭化物少量、

ロームブロックolm微量。

Pl
J全L  26 30   笙

P3
A 2630

P2
A 2630 ▲

P4
A2630 二〆

一

９

ヽ

司

第24号住居址 Pl・ 4
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームプロックφ2～ 3mll

少量。

第24号住居址 P2・ 3
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック o5～ 10mm

微量。

第24号住居址
1 明茶褐色土 縮まりやや有、粘性弱。木炭片少量、ロームブロ

ックφ5噸微量。
2 黒褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックゅ5Hm少藍
3 灰褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロック o2～ 31m多量。
4 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックφ5～ 10mIF微 量。

0        1:60       2m

A 2670

二3L 26 70

瑾 盤 饗 遵
==ケ

3

第41図 第24号住居址

0         1 :4        10Cm

(1層 )
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0        1:30       1飢

第32号住居址
1 暗黄色土 締まり強、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロックφl～ 2mm少量。
2 暗黄色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロックφ5～ 10血・

焼土粒・焼土ブロック o2mm微 量。
3 暗黄色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックφ lo縞微量。
4 暗黄色土 締まり有、粘性有。 ローム粒やや多、ロームブロックφ lomm微 量。
5 黄褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒多量、ロームブロックφ lo～ワomm少量。
6 黒茶色土 締まり弱、粘性有。 ローム粒・焼土粒少量、灰多量。
7 黄褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒多、ロームプロックφl～ 5mm少量。

第32号住居址 炉
1 暗黄色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロック o2mm微 量、

焼土粒・燒土プロック o lmm少 量。
2 暗灰茶色土 締まりやや有、粘性有。灰多量、焼土粒少量、焼土プロック o2～ 3mm

微量
3 灰茶色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒・焼土粒少量、焼土ブロック ol～ 2mr

微量、灰やや多。
4 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームプロックゅ5mm微量、焼土粒・灰少

量 。

ユ  26 90

0         1:60        2m

0            1:3           10Cn

「
＝
打
打
川
川
打
肘
肝
的
醒

り明確に立ち上がらない。形状・規模 楕円形か。上面

径4.56× 3,98m、床面径 4,45× 3.86m、床面積約 17.2ポ、

最大壁高は南壁にあり0.29m。 主軸方位 N-23° ―W。

床面・掘り方 ローム面を床面としていて広範囲に硬化

面が確認できる。特に炉や P4・ 6周辺では硬化が著しく、

ガチガチ。住居北西部 。南東部には炭化物が多く散布す

るが赤化は認められない。炉 幅 44 cm、 長さ 57 cm、 深

さ 13 clllの楕円形で底面は皿状を呈し、赤化 。硬化が認め

られる。覆土には焼土ブロックが多量に混 じり、灰は確

上面径 cm 底面径 cm 深さcm

Pl 26× 24 11× 8

22× 19 9× 7

22× 22 14× 8 12

70× 58 18× 17

26× 22 17× 13

30× 25 8× 7

認できない。2層 には炭化物が多量に混じり、底面には

第42図 第32号住居址
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第34号住居址
1 暗灰褐色土 締まりやや有、粘性弱。砂質土。ロームプロック 01～ lomm・ 炭化

物微量。
2 黒褐色土 締まり有、粘性弱。 ロームブロック 01～ 10mm少量、焼土粒・炭化物

微量。
3 暗茶褐色土 締ま り有、粘性弱。ロームブロック o10～ 20H mやや多、焼土粒微量、

炭化物多量。

A 2540

2

0        1:30       1m

第34号住居址 炉
1 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土ブロック o2～5mm少 量。
2 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロックゅ2～ 3mm少 量。
3 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土ブロックゅ5mm・ ロームプロック 02～ 3mm

少量。

駕穀可 2
(1層 )

第43図 第34号住居址

3

(3層 )

0            1:3          10Cm

(3層 )

団 D5
(覆土)

0        1:2       5 cm0        1:4       10Cm (3層 )

―-60-―



身

A 2710

マ

P3(DY_″ ィ~ゃ
P2

A 2670
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マ
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P3
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可

P5
A2670塾 '

第36号住居址 炉
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロックゅ1～ 10mm少 量、

ローム粒微量、焼土ブロックφl～ 10H m・ 炭化物や

や多。
2 黒掲色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック ol～ 10mm・

焼土粒少量、炭化物多。
3 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック ol～ 10mn

少量、焼土ブロック o20～ 301m多 量。
4 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。ロームプロック o10～ 201n r・

焼土粒やや多。上方が被熱で赤化。

イ

⑧

P2
A 2670」

V

▲ 26704 二

Ψ

P6
望全ヒ  26 80   」

了

0        1:30        1m

0        1:60        2m

第36号住居址
1 暗黄褐色土 締まり強、粘性弱。 ローム粒少量、焼土粒・炭化物微量。
2 黒褐色土 締まり有、粘性弱。ロームプロックゅ10～ 20mn・ 焼土粒・炭化物少量。
3 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。 ロームブロックφ10～20mm少 量、焼土粒・炭化

物やや多。
4 黒褐色土 締まり有、粘性弱。 ロームブロックゅ1～ 10mm・ 焼土粒少量、炭化物

やや多。

第86号住居址  Pl
l F昔茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームプロック 01～ 10mm少量、焼土粒・

炭化物微量。

(1層 )

2`

第36号住居址  P2
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロック 01～ 101uF少 量、焼土粒・炭化

物微量。

第36号住居址  P3
1 暗茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。ロームプロック ol～ 10mmやや多、焼土粒・炭

化物微量。

第36号住居址  P4
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロックゅ10～ 20mm・ 炭化物少量、

焼土粒微量。

第36号住居址  P5
1 暗茶掲色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロックゅ1～ 10mm・ 焼土粒・炭化

物微量。

第36号住居址  P6
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロック ol～ 10m n少 量、焼土粒・炭化

物微量。

第44図  第36号住居址

(1層 )
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A 2630

0        1:30        1m

第40号住居址 炉
1 黒褐色土 締まり有、粘性有。焼土プロック ol～

3mm多 量。
2 暗貴褐色土 締まり有、粘性弱。焼土粒 φ lmm少 量。
3 黒褐色土 締ま り弱、粘性弱。礫少量。

A'

Pl
ど全ヒ  26 50      ▲

ー
1

第40号住居址  Pl
l 暗黄褐色土 締まり有、粘性弱。 ロームプロック

ゅ2～ 3■un少量。

第40号住居址
1 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロック

φ101m微量。
2 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。 ロームブロック

少量。
3 暗黄褐色土 締まり強、粘性弱。 ロームプロック

ゅ5mm少量。
4 暗黄褐色土 締まり弱、粘性強。ロームブロック

o2～ 31m少量。

0        1160        2m

01

A 2650                                    A'

1         4

フ

倣
‐

層

羅∫2
(1層 )

‰乙
(確認 面 )

m

i③―

7

層 )

0       1:2       5 cm

①
ｔ

備考 出土遺物から弥生時代後期後半。

第 40号住居址 (第 45図、第 9表、図版 16・ 58・ 59)

グリット W30。 東台地北部平野部に占地する。遺存・

重複 東台地北側では整地が行われた事が確認され整地
の影響で住居確認面と床面が非常に浅い。北壁 。東壁付

近には根による撹乱の影響で明瞭な壁は消失している。

８

層

硬化も認められるが赤化はしていない。遺物は伴わなか

つた。住居内施設 6本のピットが確認される(Pl～ 6)。

いずれのピット覆土にも焼土粒・炭化物を含む。また、

色調や内容物が住居第 3層の覆土と酷似 している。粘性

に多少バラつきがあるが住居に伴う遺構であると考えら

れる。出土遺物 弥生土器の壷・甕片 7点 (1～ 4含む )

が出土した。その他に土師器壺・甕片 5点が出土した。

0        1:4       10Cm

第45図 第40号住居址
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ぐ

シ⑭

12

第42号住居址
1 暗灰褐色上 締まり強。ロームブロックo10mm・ 黒色土塊プロックφ lOmm少量。
2 暗褐色土 締まりやや有、粘性有。ロームブロックφ151rm少 量。
3 暗褐色土 締ま りやや有、粘性弱。 ロームプロック o15剛微量。
4 暗褐色土 F4ま り有、粘性弱。黄褐色砂質土ブロック少量。
5 黒褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロック o10「 m少量。
6 黒掲色土 締まりやや有、粘性弱。
7 暗褐色土 締まり有、粘性弱。
8 黒色土 締ま り強、粘性有。ローム粒・炭化物少量。
9 黒褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒少量。
10 暗褐色土 締まり強、粘性弱。 ローム粒やや多。
11 暗褐色土 締ま りやや有、粘性弱。ローム主体。
12 暗褐色土 締ま りやや有、粘性弱。

第42号住居址  Pl
l 黒色土 締まり強、粘性有。住居覆± 3層類似。
2 暗褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒ブロック10mm少 量。
3 暗褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロック o15mm多。

第42号住居址  P2
1 黒色土 締ま り強、粘性有。住居覆± 8層類似。
2 にぶい黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒少量。

第42号住居址 P3
1 黒色上 締ま り強、粘性有。住居覆± 8層類似。
2 Π音褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒少量。
3 にぶい黄褐色土 締まり弱、粘性弱。 ローム粒多。地山崩落土。

ぐ・

▼

〆
一

第42号住居址 炉     3
1 黒色土 締まり強、粘性有。住居覆± 8層類似。
2 黒褐色土 締まり弱、粘性弱。炭化物・焼土多。
3 灰褐色土 締まり弱、粘性弱。炭化物・焼土多。灰。
4 赤褐色土 締ま り強、粘性弱。地山の硬化。赤化層。

▲ 26品
2 
」  ▲ 26見∫ ▲

生 2島『 」
In

0             1:60           2m

形状・規模 方形。上面径 4.16× 4.35m、 底面径北壁 3.9

m・ 西壁 3.6m・ 南壁 3.Om・ 東壁 2.6m、 最大壁高は南壁

にあり 18 cmを測る。主軸方位 N-17° 一W。 床面・掘

り方 ローム面を床面とし、貼床は確認できなかった。

床面全体で硬化 している所は見られなかった。炉 床面

中央部北壁寄 りで検出された。上面径 0.6× 0.45m、 底

面径 0.5× 0.27m、 深さ約 10 clllを測る。住居内施設 周

溝は確認されなかった。床面にピットが 1本検出された。

上面径 0.48× 0.44m、 底面径 0.31× 0.25m、 深さ 5 clllで

第42号住居址 P4
1 黒色土 締まり強、粘性有。住屋覆± 8層類似。
2 暗褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒少量。
3  P3 3層 と同じ。

第42号住居址 P5
1 黒色土 締まり強、粘性有。住屋覆± 8層類似。
2 P3 3層 と同じ。

第46図  第42号住居址 (1)

ある。出土遺物 古墳時代前期の遺物が確認面から出土

し、弥生時代の遺物が床面から出上した。弥生土器壺・

甕 5個体 (1～ 5)、 土師器壺・養 1個体 (6)、 紡錘草 1点

(7)、 球状土錘 1点 (8)力式出土した。その他に弥生土器

壺・養片 23点、土師器重・養片 54点、高杯片 1点、靖

片 1点、高杯・器台片 1点、小型土器片 10点が出土した。

備考 床面出土土器から弥生時代後期後半。

第 42号住居址 (第 46・ 47図、第 10表、図版 17・ 58・ 59)

Ａ
一
Ｐ．・（〔〔］〕））　　　　　　　＼＼＼

Pl
A 2660   笙

M

Ｐ４一す″｝
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へ 2
(1層 )

9       1:3 10cm

仕________二とfど生______―どとFm

(P2・ 1層 )

グリット W27・ 28。 東台地中央部に位置する。遺存・

重複 北に第 15号住居址、西に第 17号住居址、南に第
22号住居址が隣接するが重複関係はない。規模・形状 方

形。上面径 4.88× 4.05m、 底面径 4.67X3,75m、 最大壁

高は西壁に 40 clllを測る。床面積は約 17.51だ。主軸方位

N-36°  W。 床面・掘り方 ローム面を床面とし、貼床

を持たない。住居全体がよく踏み固められている。 炉

床面中央部北壁寄りに位置する。上面径 0,76× 0.68m、

底面径 0.55× 0.47m、 深さ約 5 clllの 皿状の掘 り込みであ

る。床面約 15 cmを 掘り込み炉として使用している。底面

は硬化している。住居内施設 計 5本検出された (Pl
～5)。 Plは上面径 0.49× 0.54m、 底面径 0,30× 0.33

m、 深さ 20 clllo P 2は 上面径 0,46× 0.50m、 底面径 0.08

×0.18m、 深さ 50 cm。 覆± 1層から弥生土器壺底部 (2)

が出土した。 P3は上面径 0.37× 0,40m、 床面径 0,07×

0,08m、 深さ約 50cmo P4は上面径 0,4× 0.37m、 底面

径 0。 1× 0,12m、深さ 63 clllo P 5は 上面径 0.36× 0.35m、

底面径 0.15× 0.15m、 深さ 51 cm。 住居覆± 8層が上層

第47図 第42号住居址 (2)

に入り込んでいるため住居に伴 うピットと考えられる。

P5を除く 4本は住居の主柱穴と考えられる。出土遺物

弥生壷・秦 4個体 (1～4)、 土師器壺 1個体 (5)、 紡錘

車 1点 (6)が 出土した。その他に弥生土器壺・甕片 27

点、土師器壺・甕片 30点、対片 1点が出土した。

備考 出土遺物から弥生時代後期後半。

包含層遺物

包含層 No l土 器群 (第 48図、第 11表、図版 24・ 58)

グリッド 012・ 13。 西台地南端部で トレンチ調査にお

ける 2～ 3ト レンチで検出。形状・規模 表土下深さ 4～

16cmに ローム層を検出した。そのローム層上面で、南北

に伸びる尾根の頂部に沿つてやや硬化したローム層が薄

く堆積している。その硬いローム層中に弥生土器は包含

されていた。出土遺物 弥生土器重・姿片がほとんどで

あり計 191片出土した。 しかし、明確に個体として確認

できる資料は 9～ 11のみであり、その他の破片はあまり

6

(床上 )

0       1:2       5 cm
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第48図 包含層No.1土器群
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9       1:4      10Cm

0             1 : 3           10Cm

接合しなかった。原体はその他の住居同様に附力日条が多

く、附力日条第 2種と思われる資料も確認できた。色調は

黄・白色系が大半であり、器面に砂質的な質感があり住

思から出土する土器片とは若干異なっている。

グ リッ ド出土遺 物

(第 49図、第 12表、図版 58)

グリンドからは、277点の土器片が採取されている。

グリンドUライン以東の東台地で 191点、以西の西台地

で 86点である。東台地では、第 40。 13。 34号住居址に

囲まれたグリッドX30が 101点 、西接グリッドW30が

18点、W29が 13点で、他のグリンドでは 1～ 5点、26

ライン以南では 6ヶ 所のグリンドで各 1点 と少ない。こ

うしてみるとX30が異様に多いことが分かる。先述した

ように、この周辺は旧宅地造成で整地をうけており、第

40号住居址もこの時壁上半が削平された可能性が強いこ

とから、X30の上器片のなかには第 40号住居IIの土器

も混在 していることが考えられる。

西台地では、グリッド25ラ イン以南でみると、N24の

第 2号焼土上面出土の 46点、この西方の 132号土坑のあ

るK24で 7点、M23で 2点、K22で 3点、N22で 4点、

25ラ イン以北から 30ラ インまででは 7点とかなり少な

く、30ライン以北の第 7号住居址周辺で 17点である。

第 2号焼土址上面出土の土器は、後述するように、2次

移動したと思われるロームから検出された土器群である。

土器の様相は住居出土土器と同様であるが、1点のみ

櫛描波状文の口縁部片が東台地W27か ら採取されている。

図示した土器は 1点である。第 52図 2は N24採取土器。

木葉痕をもつ底部で、附力日条第一種の縄文を施す。

第49図 時期外遺構出上の弥生時代遺物

トレンチ出土遺物

トレンチからは 49点 の土器片を採取している。西台地

では 39点。lT～6Tで計 30点あるが、このうち 2・ 3T

で 20点、他は 1～4点である。包含層N01土器群と関連

する土器であろう。16Tで 1点、25。 26Tで 8点あるが、

第 7号住居址のかかる 27Tでは採取されていない。東台

地では 10点①33・ 37・ 41・ 42Tで各 1点、34・ 38Tで各

3点である。土器の様相は住居出土土器と同様である①

時期 外 遺 構 出上 の弥生 時代遺物

(第 49図 、第 12表、図版 58)

ここでは時代・時期の判明した平安時代の遺構に混入し

た弥生土器片について集計しておきたい。縄文時代や古

墳時代遺構あるいは時期不明遺構出上の弥生土器につい

ては、その各遺構あるいは本文の各項で集計してある。

土器の様相は住居出土土器と同様である。東台地では

8軒の平安住居から76′点採取されている。北側の第 11・ 12・

18号住居址の3軒で50点、南側の第 17・ 20。 23。 25・ 35

号住居址の5軒で26点 と、北側に多い点はグリンドの場合

と似ている。西台地では6軒の住居を含む8遺構から34点

採取されている。第7号住居II周辺の第2～ 5・ 38号住居址、

第14号土坑で計18点、谷部を望む東斜面地の第29号住居

IIで14点、第6号溝 (方形区画溝)で 2点であり、第29号

住居址の 14点は特異である。この住居の位置するグリッ

ドQ27周 辺では、弥生土器の分布はほとんどない。

図示した土器は 1点である。第 52図 1は、時期不明と

した第 174号土坑出土。2段の複合口縁で、貼瘤に細い

穿孔をもつ本遺跡唯一例の口縁部片である。
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=口 中段 =器高、下段 底 ():復元値 [J:現存値

位置

層位

別

種

種

器
遺存度

法 量
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

1

覆±3層 弥生

高鉢

1却音Б
‐―坪音[ 4/5

[44]
木面・tTN内面 :赤彩後ミガキ調整。脚部内面 iナデ

月整。脚部 :内 面が大きく開く。

石英 少

自色粒 少

良好 外・tlN内 赤

内・断  黄

2

P71層

覆±2層

弥生

高 14N

口縁 1/8以 下 (288)

[64]
外面・内面 :赤彩・ヨコミガキ。日唇 口縁内面 :縄

文。日縁 :急な外反。杯部 :直立的。

石英

自色粒 少

良好 パ・内 赤茶

断  黄

3

P81層 弥生

甕

丹同言[2/5

[143]
木面:頚部、無文。胴部:附加条第一種LR+2R。
勺面:ナデ調整。

石夷 多

砂粒 多

良好 橙掲色

覆 土 弥生

壺・妻

口縁 1/3以 下

[3
朴面:頸部、無文。胴部:附加条第一種RL+2と。
対面:ヨコナデ。日唇部:縄文。

石英 少

白色粒 少

艮好 赤茶褐色

5

覆±3層 弥生

‐ ●惑

口縁1/8以 下

[25] 外面 :附加条第一種LR+2R。

砂粒 多

石英 少

良好 暗黒褐色 表面摩滅。

6

覆±3層 弥生

壺 甕

回縁1/8以 下

[29] 日唇部 :縄文。 内面ナデ調整。
砂粒 少

石英 少

良雛 橙色 表面摩滅。

7

覆±3層 弥生

三・窮

口縁1/8以 下

[25] 外面 :LR縄。日唇部 :縄文。内面 :ナデ調整。

長石 少

砂粒 少

石英 少

良好 暗茶色 摩滅著しい。細片。

8

P81層 弥生

圭・甕

口縁 1/8以下

[30]

石英 多 良好 断内面

暗茶色

9

覆±2層 弥 生

書 ・ 姦

口縁 1/8以 下

[16] 外面 :回 唇部、縄文、無文。内面〔ナデ調整。

砂粒 多

石英 少

良好 暗茶色 表面摩滅気 味。

10

覆±3層 弥生

壺・姿

口縁1/8以 下

[39]
複合 口縁。日縁下端に縄 目の刻みと貼瘤 1個。複

合日縁外面、附力日条籍一種 Rし +2し。内面ナデ誹
整。

砂粒 少

雲母 少

良好 黄茶掲色

11

覆±2層

覆±3層

覆±5層

弥生

壺・甕

頸～胴部 1/8

[60]
頸都i無文、頚部～胴部 附加条第一TBLR十
2R。 内面:ナデ調整。

石英 少

砂粒 少

白色粒 少

良好 橙色

12

覆 ±3層 土製 品

紡錘車

70J0

直径 42厚 18穴 径 05
石英 多

白色粒 多

砂粒 少

良好 赤茶褐色

3 13 出 土 演 物 観 祭 法 上段 =日 径、中段 =器高、下段 =底径  ():復元値

位置

層位

別

種

種

器
遺存度

法量
器形・技法の特徴 胎土 焼成 色 調 備  考

1

床 上 弥生

き ・ 恣

頸部～底部 1/2

[510]

(180)

頸部 :すばまる。胴部が大きく膨らみ、穿孔が施さ

れる。外面 :頸部無文。胴 :附加条第一種RL+21
とLR+2Rの 羽状文が連続。内面 :ナデ調整。

砂粒 多

石英 多

白色粒 少

良好

黒斑

茶褐色 内面の器 面摩滅者しい。

2

床 上 弥生

壺・獲

口縁 1/8以 下

[24]
複合 口縁。日縁下端に亥」み。外面 :附加条第一

種LR+2R。

砂粒 少

白色粒 少

良好 赤茶褐色

3

覆 ±3層 弥生

こ・甕

口縁 1/8以下

[39]
複合 日縁。日縁下端に刻み。外面 :附力日条第一

種LR+2R。 頸部無文。

砂粒 多

石英 多

白色粒 多

良好 暗黄色 摩滅著しい。

床 上 弥生

奏

底部1/4欠損 170

265

(76)

口唇部に縄文。複合 口縁。日縁下端に亥1みと貼

瘤がめぐる。頸都無文帯をはさんで附加条第-4E
Rし +2Lが施される。両面ナデ調整。

石英 多

砂粒・白

長石 多

良好

黒Lll

暗茶色 被熟の影響により、外面が

摩滅。

5

覆±2層 弥生

言・を

底言[ 1/4

[24]

(66)

底部に木葉痕。外面 :附加条第一種しR+2R。 底
部 :直立的に立ち上がった後、外方する。

砂粒 多

石英 少

良好 赤褐色 被熱の影響による、摩滅

著しい。

6

覆±2層 土師器

高杯

体吉卜～ 1却吉Б1/1

[35]
脚部内側が大きく開く。tlN部 :ミガキ調整。脚内面
ナデ調整。

石英 少

砂粒 少

良好 暗茶褐色

7

覆±2層 土師器

対

回縁部欠損

体菩Б 1/1 [35]

375

算盤玉形状を呈する。外面刷毛 目状工具による

整形。内面指圧整形。下部指頭によるナデ。底面

上げ底。

白色粒 多

石英 少

良好

黒班

策褐色

8

床 面 土師器

lH

口縁 部一部欠損 84

55

24

日縁部が体部に対し大きく外方する。体部は算盤
玉状を呈する。外面タテ・ヨコのミガキ、内面タテの
ミガキ、ナデ調整。底部上げ底。

自色粒 少

石英 少

良好

黒班

橙色

9

覆±2層 土師器

小型三

口縁～底部 3/4 [47]

42

34

外形 :不定形。底部から緩やかに外反し、口縁部

付近で内湾。外・内面 :口縁部付近ココナデ。体

都外面刷毛目後、ナデ調整。内面ヨヨナデ。

白色粒 多 良好 茶掲色 吊」毛 目 11本/cm。

覆±2層 砥 石 原型不明 長さ[50]幅 [34]厚 [085]5つ の使用面。
穿孔が1つあり上下から穿孔が行われている。石材は疑灰岩。流文

岩。大きさから手持ち。新しい傷が所々残る。重さ 24g
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No
位置 別

霜

種

栗
せ存度

法 量

(cm)
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

11

覆±3層 土製品

紡錘草

完 形

直径 51厚 14穴 径 05～ 08
側面指圧痕。断面長方形状。重さ 4855g

白色粒 多

秒粒 多

良好 策茶負

覆±3層 土製品

紡錘草

完形

(所々欠損 )

直径 47厚 14穴 径 06。 側面に2条沈線を8条もつ。
断面長方形状。片面に沈線がはりめぐらさる。手順は浅い十字を細
い半哉竹管で描き、後に円形を2つ描くと考えられる。

砂粒 多

白色粒 多

良好

黒班

橙色

16号住居 llL出土 法 上段 =口 径、中段 =器高、下段 =底径  ():復元値 []:現 存値

No
位置

層柿

別

冠

種

哭
遺存度

法量

(cm)
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

1

覆±3層 推
　
　
蓋

ロイ尿 2/5 79]
外面 :つまみ部、タテ方向の指ナデ。不都 :横方
向のナデ調整。内面 :横方向のナデ調整。

石英 少

砂粒 多

良好 黄褐色 つまみ部・イ体部ともに

中心部にへこむ。

2

覆±3層 推

士奮

底部完形

丹同言L 4/5 [134]

100

咽部が膨らみ、底部がすばまる。外面 :直前段多
条RL。 内面 :ナデ調整。

石英 少

砂粒 少

自色粒 少

良好 外 「音黄色

断・内

明茶色

3

覆±3層 弥生

小型甕

4/5 10 1

164

54

素回縁。日唇部 :縄文。日縁部貼瘤2個 1組を等盾
偏に4組。外面 i附力日条第一種RL+2R。 顕部無
文。胴部RL+2R。 内面 :ナデ調整。

石英 多

白色粒

良好 黄茶褐色 同部、膨らまず直立気味。

4

覆土

1・ 2層

土自下器

椀

口縁～底部 4/5 213

122

47

コ豚 :μ 1ヽ灰ヾかな外反。日椋・四外 ml:ヨ ョナ
デ。体部 :扁平な球形状。頚都 :斜めのハケメ後、
従のミガキ。胴部外面 :タテのミガキ。内面 :ヨコの
|ガキ

石英 少

砂粒 少

自色粒 多

良好

黒班

T.N色 底部内面、摩滅により

調整不明。

底都付近、黒班あり。

5

覆±3層 弥生

壺・甕

日縁 1/8以 下

[55]
複合 口縁。日唇部縄文。外面 :附加条第一種RL
+2し。複合 日縁下端に貼瘤、現存 1個。内面 :ナ
デ調整。

白色粒 少

石英 少

良好 外 明黒

断・内

黄茶色

6

覆±3層 弥生

但! を事

日縁 1/8以 下

[48]
複合 口縁。日唇部縄文。外面 :附加条第一種RL
+2と。

白色粒 少

石英 少

良 好 外 明黒

断・内

黄茶色

7

覆±3層 磨石 完形 長さ 100幅 82厚 44
全面に磨き痕 (滑沢面 )。 両側縁に深めの捺痕。石材 安山岩。重さ

555g

8

覆±2層 土製品 完形
直径35高 さ 345穴 径  07

外面 :手びねり後ヘラミガキ。全体的にミガキがかかる。重さ 419g

砂粒 少

白色粒 少

良舞 掲色

土器観察表 法量 :上段 =口 径 中段 =器高、下段 =

No
位置 別

霜

種

哭
遺存度

法 量

(cm)
器形・技法の特徴 胎土 焼成 色 調 備  考

1

覆± 1層 弥生

広日壺

口縁 1/1 193

11

段の低い複合 日縁。日縁下端に一列の刺突列と
貼瘤が伴う。外面 i顕部無文帯をはさみ附加条第
一種LR+2Rが施される。内面 :ナデ調整。

砂粒 少

石英 少

良好 暗茶褐色 貼瘤は2個 1組で等間隔に5組

貼り付けられる。

2

覆±1層 弥生

広 日壺

回縁 1/2

胴部上半のみ1/1

170

178
素 口縁。日縁 1日 唇部に縄文。革節しr、 刺突列 2
列、貼瘤2個 1組が巡る。頸部無文帯。胴部 :単節
し1と単節 Rしの羽状文。内面ナデ調整。

長石 多

砂粒 少

白色粒 少

良好 暗茶色 表面 やや摩滅。

3

覆± 1層 弥生

老

底部 1/4

[18]

(74)

底部 :内湾に近い立ち上がり後緩やかに外反。外
面 :附加条第一種RL+2と 。内面 :ナデ調整。

石英 少

砂粒 多

良好 黄茶掲色 器面摩滅。

6三見 つ雷32 量 :上段 =口 径、中段 =器高、下段 =底径  (
位置

層位

別

種

種

器
遺存度

法 量
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

床 上 弥生

小型獲

(126)

125

55

口唇部に縄文。莱日縁。日縁～体部無節 1、 頸部
無文。貼瘤は1つのみ現存している。

砂粒 少

白色粒 少

良好 茶掲色 撮形。不定形。

2

覆±3層 弥生

広口壺

口縁―頚部

ほぼ完形

150

[114]
煮口縁。口唇部に縄文。日縁・胴 附加条第一種
Ŕ+LR。 頸 :無文帯。日縁～頸部は直線的で、
同部は頸に対してlシらむと推定。内面ナデ調整。

白色粒 多

雲母 多

良好 白掲色 事滅の影響あり。

3

覆±2層 弥生

三・甕

口縁 1/3 (134)

[43]
素 日縁。日唇部は縄文。外面 :反撚りしし、内面 :

ナデ調整。

砂粒 少

石英 少

白色粒 少

良好 黄茶褐色

1

覆±2層 弥生

偏
=・
牽 :

日縁1/8以 下

[55]
素日縁。日唇部に縄文。外面 :反撚りとし、内面 i

ナデ調整。

自色粒 少 良好 自茶褐色

5

覆±2層 土師器

器台

日縁―月却部 2/3 84

[57]

穴径 18

受け部は小さく、やや内湾する。脚部は「ハ」の字
を呈し受け部に対し同様に外方する。摩滅著しい
ため調整不明大か。

自色粒 少

石英 少

砂絶 少

良好 赤褐色 外・内面赤彩後、

ミガキを施していたと

考えられる。

6

覆±2層 土自下器

高t4N

脚部のみ 1/1

[100]
却部 中実状を呈する。中空あり。裾部に続く。外
&タテのハケメ調整後丁寧なナデ調整。内面 :ヨ
ヨナデ。裾部 :刷毛目.

砂粒 少

白色粒 少

石華 少

良好 明茶褐色 ハケメ8本 /cn。

裾部やや厚手で、

重量感がある。
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7表 第 34号住居址出 法量 :上段 =ロ )

位置

層位

別

種

種

器
遺存度

法量

(cm)
器形・技法の特徴 胎 土 焼 成 色 調 備  考

覆±3層 弥 生

広 口壺

90% 16 1

230

63

複合 口縁。日唇部に縄文。日縁部施文はなく、下

端に縄文の刻みと貼瘤。頚部無文帯。附加条第
一種RL+2と。

石英 少

自色粒 少

砂粒 少

良好 黄茶褐色 全体的に被熱の影響あり。

貼瘤3個 1組が6組。

2

覆±1層 弥生

_・ 翅 事

口縁 1/8以 下

[27] 外面 :附加条第1種RL+2と。内面ナデ調整。

砂粒 少

石英 多

良好 黄茶掲色

3

覆±3層 弥生

重・甕

月同音Б1/8

[85]
頸部:無文。胴部:附加条第一種しR+2R。 内面 :

ナデ。胴部が膨らみ底部がすばまる。

石英 多

砂粒 多

白色粒 少

良好 黄茶褐色

4

覆±3層 弥生 月同吉卜 4/5
[190]
「70司

胴部が膨らみ底部がすばまる。頸部 :無文帯。そ

の下から無節Rlが施される。底部から大きく内湾し

胴部は立ち上がる。内面 :ナデ調整。

砂粒 多

石英 多

白色粒 少

良好

黒班

黄茶褐色 皮熱の影響が見られる。

5

覆 土 土製品

紡錘車

1/3強
直径42厚 16穴径07

所々にナデ調整がある。重さ 126g

白色粒 少

石英 多

良好 自茶掲色

居 址 =口 俸 中蟄 =鶏高 下段 =底径  ():復元値 IJ:現 存値

No
位置

層位

別

種

種

器
遺存皮

法量

(cm)
器形・技法の特徴 月台土 焼成 色 調 備  考

覆± 1層 弥 生

壺・甕

胴都1/8以 下

[62]
朴面:頸部:無文。頸部以外〔附加条第一種RL+
」L。 内面:ナデ調整。

砂粒 少

石英 少

良好 暗黄褐色 零滅されている。

2

覆±1層 弥生

抱ξ・ 翅ξ

胴部 1/8以 下

E40]
朴面:頸部、無文帯。胴都:附加条第一種RL十
ど比内面 :ナデ調整。

砂粒 少

石英 少

良好 黄掲色 雲滅されている。

3

覆±2層 弥生

三・甕

胴部1/8以 下

E157] 外面 :無節馬内面 :ナデ調整。

砂粒 多

石英 多

白色粒 ろ

良好 黄褐色 筆減されている。

4

覆±1層 弥生

壺・甕

胴部1/8以 下

[103] 外面 :無節 r。 内面 :ナデ調整。

砂粒 多

石英 少

良好 策茶褐色 緊滅されている。

住 居 =口 径 、中段 =器高、下段 =底径  ():復 元恒 [J:現 存 4E

No
位置

層位

別

緒

種

哭
遺存度

法 量

(cm)
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

1

覆± 1層 弥 生

壺・査

日縁1/8以 下

[50]
コ唇部に縄文。外面 :附加条第一種LR+2R、 廉1
疼列2列 (針状工具による)。 内面 :ナデ調整。

白色粒 少 良好 黄褐色 峯滅あり。

2

覆± 1層 弥生

馬

=・
芝 ξ

1/8以下
「32]

十面!附加条第一種LR+2R。 刺突列1テ1(針状工
ミ)。 内面:ナデ調整。

自色粒 少 良好 白茶掲色 宰滅あり。

3

確認面 弥生

壺・甕

日縁 1/8以 下

[40] 木面〔反撚RR。 内面:ナデ。

自色粒 少 良好 黄褐色 峯滅著しい。

4

覆± 1層 弥生

壼

口准粛―月同吉Б 4/5 (180)

[189]

像合 日稼。日唇部 に縄 X。 日稼 ド端に穐 又のス」

みと貼瘤。頸部が長く、胴部との境に無文帯。無

文をはさんで無節 r・ rの羽状文、無節 r施文。内面

石英 少

砂粒 少

白色粒 少

良好 黄褐色 勺面摩滅者しい

5

床 上 弥 生 底部 1/1

[48]

13 1

蚕部から直立に近い外反をへて外報する。外面 :

付力日条第一種RL+2L。 内面 :摩滅。

自色粒 少

砂粒 少

良好 黄褐色 勺面の摩滅著しい

6

確認面 土師器 口縁部 1/2 (172)

[47]

日縁部 :「く」の字状の外方。頸部に紐をはりつけ、

指圧を加えている。外・内面にヨコナデが加えられ

る。

白色粒 少 良好 暗茶色

7

覆上 1層 土製品

紡錘車

直径 40厚 み 03底 径 05
指ナデ調整。重さ 204g

白色粒 多

砂粒 少

石糞 少

良好 黄茶褐色

8

覆± 1層 土製品

球状土錐

一部欠損
直径 39厚 み 29底 径 08

指すデで整形の器面表面の所々にミガキもかかる。

白色粒 少

石英 少

良好 赤茶褐色

10表 第42号住居址出 =口 径 、中段 =器高、下段 =底径  ():復 元値 [J:現存恒

No
位置

層位

別

種

種

器
瞳存度

法 量

(cm)
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

l

覆 土 弥生

壺・萎

胴部1/8以 下

[50] 外面 :直前段多条RL。 内面 :ナデ。

自色粒 多 良好 茶褐色

2

覆±1層 帷

　

　

士
甲

頸 1/8以下

E4 3]

頸部 :無文帯。無文帯下端に貼状のものを連続し

て貼りつける。内面 :ナデ調整。貼瘤下端に附加

条第一種RL+2とが施される。

砂粒 多

石英 多

良好 黄茶褐色 附加条部分せまい。

3

P21層 帖

一笛

底部のみ

2/3

95

胴部が膨らみ、底部がすばまると推定。外面 :附

加条第一種RL+2境 内面 :摩減のため確認でき
ない。

白色粒 多

砂粒 多

良好 褐 色

―-69-―



No
置

付

位

層

別

種

種

器
這存度 鱚
ぐｃｍｊ

器形・技法の特徴 胎 土 焼 成 色 調 備  考

覆±2層 忙

　
　
・霊

底部 1/1

月局
=Ь

 90,` [169]

94

同部が膨らみ底部がすばまると推定される。外面 :

熙節 r・ 単節 Rしの羽状、内面はナデ調整。

白色粒 多 好

班

良

黒

貢褐色

5

覆±1層 土師器 口縁 一月同言ヽ  1/4 (170)

[79]

日縁 :短く直立気味に外反。顕部 :球状を呈する。
日縁外内面 :ヨコナデ。胴部外面ツ ケヽメ・ナデ。
内面 :ヨヨ方向のヘラナデ。

自色粒 多

石英 少

好

班

良

黒

茶褐色 被熱の影響あり。

ハケメ10本/cm。

6

床 上 口ｍ
　
　
草

裂
　
　
錘

土

　

紡

完 形 直径 45厚  14穴 径 04
側面中央部に一列の刺突列。片方の穿子L部の周りにも刺突列が周

る。黒斑など被熱の影響あり。

少

多

母

粒

雲

砂

好

班

良

星
ト

茶褐色

含 N01土器群 法量 !上段 =日 中段 =器高 下

No
置

汁

位

塵

別

種

種

器
遺存度 腱

ぐｃｍ＞
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

1

Ⅱ(2～ 3T) 推　　講

口縁 1/8以 下

41 日唇部 縄文。外面 無節 1。 内面ナデ調整。

自色粒 多

砂粒 多

良好 暗黄褐色 華減。

2

Ⅱ 推　　諄

口縁1/8以 下

[55]
口縁部:縄文。外面 :貝占瘤1個。附力日条第一種RL
+2と。内面:ナデ調整。

白色粒 少

石英 少

良好 黄茶色 室滅の影響あり。

3

Ⅱ 魅　　議

口縁1/8以 下

[31]
外面:日 唇部、縄文、貼瘤1個、縄文の刺突列、反
撚りとしR(?)が めぐる。内面:ナデ調整。

石英 少

雲母 少

砂粒 少

良好 暗黄褐色 肇滅している。

4

E 推　　三．姿

口縁 1/8以 下

[28]
外面 :日 唇部、縄文、貼瘤2個 1組、附加条第一種
RL+2と。内面 :ナデ調整。

多

多

英

粒

石

砂

良好 黄褐色 室滅著しい。

5

B 帷　　議

口縁 1/8以 下

[30] 外面 :反撚りし(?)。 内面 :ナデ調整。

白色粒 少 良好 暗黄色 摩滅著しい。

6

Ⅱ層 推　　攀

口縁1/8以 下

[27]
日唇部 :縄文。外面 :附加条第一種RL+2L。 内
面 :ナデ調整。

少

少靱
藝

良好 黄茶色

7

Ⅱ層 帷　　撻

胴部1/8以 下

[35] 付力日条第跡敷 ?)。 内面 :ナデ調整。

自色粒 少 艮好 暗灰色 撃滅の影響あり。

8 帷　　裁

胴都 1/8以 下

[66] 然糸文、横方向ほ内面 :ナデ調整。

自色粒 多

石英 少

良好 美白色 室滅の影響あり。

9

Ⅱ層 弥生

広 口壷

口縁 ―胴部 1/2 (160)

[152]
妄合 日縁。日唇部に縄文、下端に縄文の刻みと
姑瘤。頸部無文杵を挟んで無節 r、 単節RLと無節 l

D羽状文が施文される。内面 :ナデ調整。

砂粒 少

白色粒 少

良好 暗黄色

弥 生 底部 1/1

[60]

84

衷都～胴部に力ヽ すて緩やかな外反を持つ。外面 :

叶加条第一種LR+2Rと RL+2しの羽状文。内面 :

ナデ調整。

砂粒 多

石英 多

白色粒 多

良好 黄褐色

11

Ⅱ層 推

士奮

胴部 1/2

[306]

胴部が大きく膨らみ、頸部すばまり直立的に伸び
ると推定。頸部 :無文、無文帯をはさみ附加条第
一種RL+2ととしR縄の羽状文。

粗 t~多
白色粒 多

石英 少

良好 黄褐色 外面の摩滅著しく

しR縄の原体特定困難。

表 法量 :上段 =口 径、中段 =器高、下段 =底径  (

No
位置

塵 付

別

緒

種

哭
遺存度 漣
くｃｍ＞

器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

1

174号土坑

覆± 1層

覆±2層

姓
　
　
姿

口縁約 1/8

[104]

2段の複合 口縁。各段下端に縄文の亥1みを持つ。
1段の下端には弁孔が施された貼瘤。日縁1段
日、2段 目下に附加条第一種RL+2し施文。

石英 多

砂粒 多

白色粒 多

喪好 茶褐色

2

2号焼土

覆土
魅
　
壺

底 部 1/1

[57]

103

底部 :若千の内湾後緩やかに外反。外面 :附加条
第一種 Rし +2し。内面 :ナデ調整。底部 :木葉痕。

砂粒 少

雲母 少

石革 少

良好 黄褐色 摩滅著しい。
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古墳時代の概要

古墳時代の遺構としては、竪穴住居址 9軒、古墳周溝 1

基分である。このうち堅穴住居址 8軒は、前期に属し、

東台地に展開している。西台地中央部の第 8号住居址は

土器小片と球状土錘以外に時期を知る遺物がほとんどな

く、位置づけは難しいが、ここでは、住居形態から前期

と考えておきたい。西台地に単独で 1軒が占地している

ことになる。遺跡北端の調査区外に古墳の墳丘が残 り、

遺跡内に周溝がかかることは事前に予想された。この古

墳は、位置的に西方の信太美駒古墳群中の 1基と考えら

れるが、墳丘の残 りもよく、規模も比較的大きな古墳で

ある。周溝内からは、時期を知るだけの遺物は検出され

ていない。遺物には、土師器の壺・秦・高杯・器台 。小

型土器、土製紡錘車、球状土錘、砥石などがある。

竪穴住居址

第 8号住居址 (第 50図 、第 13表、図版 7・ 55)

グリッド M・ N22。 遺存・重複 中央部を方形区画溝

が切る。形状・規模 方形。上面径 5.07× 4.76m、 床面

径 4.29× 4.53m、 最大壁高 066m、 床面積約 19.4r。

主軸方位 N-43° 一 E。 床面・掘り方 壁周辺と東側

過半を除き、よく踏み固まるが、とくに硬質面はみられ

ない。炉から西側の床面はローム面であり、東側から南

側にかけて約 10 cmほ どほぼ平坦に掘り下げて床を貼って

いる。炉 床面中央の北壁寄りにある。上面径 49.0× 38.0

cm、 底面径 27.0× 17.O cmの楕円形、深さ6.O cmの皿状の

掘り込みである。焼土は少なく、微細な木炭片が混入す

る。底面は一部赤化・硬化する程度で、使い込まれた状

態ではない。住居内施設 南東隅に二段掘 りの貯蔵穴が

あるが、北側は第 6号溝に切られる①上面径 [55]× 50.0

cm、 底面 [48]× 38.O cm、 深さ 29.O cmの方形の掘り込み

である。底面はほぼ平坦である。長さ約 28 clll、 径約 5 cm

の炭化材が底面より若千浮いた状態で出土している。周

溝は、現状では 2ヶ所で途切れる。深さ 10 cm前後、底面

幅 4～ 10 cm。 ピット3本。西壁際にあるが、住居に伴う

かどうか不明。床面からの深さは、P127.O cm、 P2200

3.古墳時代の遺構と遺物

cm、 P卜 14.O cm。 出土遺物 土師器甕胴部片 2点、球状

土錘 1点、軽石 1点 (1)、 チャー トの剥片 1点が遺物の

全てである。このうち、甕片 1点 と剥片は覆土中出土、

他は床面である。掲載遺物は軽石 (1)の 1点。

備考 床面より浮いた状態で、北壁の 2ヶ 所に焼土が分

布し、床面上には微量であるが木炭片が散布していた。

焼失住居の可能性がある。時期を知る遺物には不足する

が、ミガキをもつ甕片 (あ るいは壺)や住居形態から前

期と判断しておく。

第 10号住居址 (第 51図 、図版 7)

グリッド Z・ A A29・ 30。 東台地北部の最東部斜面に

占地する。遺存・重複 切り合い関係は無く、東壁 。南

壁ともに傾斜の影響により明確な壁が流出している。形

状・規模 方形。上面径 2.98× 2.97m、 床面径 2.8× 2.65

m、 最大壁高は 031m、 床面積約 742N。 主軸方位 N

-60° ―W。 床面・掘り方 粘質土を床面としており、

全面にわたつて硬く締まっているが、炉の周辺は特にガ

チガチに硬化する。炉 幅 60 cm、 長さ約 58釦、深さ 6

cmの楕円形で、底面は皿状を呈する。上層では灰が多少

混ざり焼土粒が多く見られる。下層には焼土ブロックが

多く見られ、一部赤化・硬化する。遺物は出土しなかっ

た。住居内施設 炉に隣接してピットが存在する。上面

径 25× 38 cm、 深さ約 10 cmで楕円形。覆土内には焼土粒・

炭化物がやや多く、底面に硬化した場所もなく、灰が検

出されたわけでもないが、焼土粒・炭化物等がやや多い

ように思われる。住屋に伴うものか不明陳。出土遺物 土

師器壼 。甕片 39点、高杯片 2点、小型土器片 2点、弥生

土器壼・甕片 13点が出土した。細片がほとんどで、接合

関係も少なく個体も確認できないため図化した遺物はな

ヤヽ。

備考 出土遺物から古墳時代前期。

第 14号住居址 (第 52図 、第 14表、図版 9)

グリット X・ Y28。 東台地北部東側傾斜部に占地する。

遺存・重複 北壁は第 12号住居址に重複され上部が切ら

れ、東壁～南壁は傾斜の影響により壁が流出している。

形状・規模 方形。上面径 429× 3.56m、 床面径は 3.98
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A 2670貯
蔵穴
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だ
一

８

ミ

＜‐

貯蔵穴
b 2670      」壁

第 8号住居址
1 黒褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒少量、ロームブロッ

クφ10n m・ 黒色土粒多。
2 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ローム

ブロックゅ5m微量。
3 暗茶掲色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、斑状

のローム微量。
4 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・黒色土粒や

や多、斑状のローム微量。
5 暗黄褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒多、ロームブロッ

クゅ10～ 20mm少 量。
6 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームプロックφ15mm

微島
7 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックゅェ～51n

微量。
8 茶掲色上 締まり弱、粘性やや有。ロームブロック o10～ 20HIr少

量
9 暗黄色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒やや多。ロームブロ

ック o iO～ 20n m少量。掘 り方。

第 8号住居址 炉
1 暗茶色土 結まり弱、粘性有。 ローム粒・焼土ブロックゅ1～ 2mm

・木炭片少量、焼土粒やや多。

第 8号住居址 貯蔵穴
1 暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、斑状のロ

ーム徽量。
2 茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒少量、ロームプロック

o10～ 20mmや や多。
3 暗茶掲色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・木炭片やや

多、焼土粒少量、焼土ブロックφ lmm微 量。

(床 上 )

gL 26 70

掘り方
一
＜

第 8号住居址
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第 10号住居址
1 暗茶褐色土 締まり有、

粒微量。
2 暗茶褐色土 締まり有、
3 暗茶褐色土 締まり有、
4 暗灰褐色土 締まり有、

サ戸。

第10号住居址 炉
1 暗灰褐色土 締まり有、粘性弱。焼土ブロックやや多、焼土粒多量、炭化物少景。
2 赤褐色土 締まり強、粘性有。焼土ブロック多量。

第10号住居址  Pユ
1 暗茶褐色土 締まり強、粘性強。焼土粒・炭化物少登。

粘性有。 ロームブロック 01o～ 20mm・ 炭化物少量、焼土

粘性有。 ローム主体。壁崩落土。
粘性有。焼土粒・炭化物少量。
粘性弱。焼土ブロックやゃ多、焼上粒多量、炭化物少量。

A2480

×3.Om、 最大壁高は西壁にあり 60 cm、 床面積約 13.53

だ。主軸方位 N-8° 一 E。 床面・掘り方 ローム面を

床面としており、貼床もなく、硬化面も確認されなかっ

た。炉 床面の中央部北壁寄りに位置する。上面径 0.43

×0.38m、 底面径 0.27× 0.23m、 深さ約 4 cmを測る。焼

土量は多くなく、底面に硬化した箇所は確認されなかっ

た。住居肉施設 周溝は確認されなかった。床面中央部

でピットが 2本検出された。Plは上面径 062× 0.45m、

底面径 047× 0.27m、 深さ約 10 cmで ある。P2は上面径

0.35× 0.48m、 底面径 015× 0,31m、 深さは約 20 cmを測

る。覆土内から土師器鉢 1個体 (1)、 妻 1片が出土して

いる。色調・混入物など住居内覆± 3層 と変化が少ない

ため住居に伴 うものと考えられるが住居主柱穴と断定で

きない。出土遺物 遺構内から土師器壺・甕 5個体 (2～

6)が 出土し、その他に土師器壺 。甕片 98点、椀片 1点、

高杯片 4点、lH片 3点、その他土師器片 23点が出土した。

備考 出土土器から古墳時代前期と推定される。

第 19号住居址 (第 53・ 54図、第 15表、図版 10・ 56)

グリッド V・ W28・ 29。 東台地北部中央よりやや西側

に占地。遺存・重複 住居南西側から南東側にかけて、

近現代と思われる撹乱を受ける。他遺構との切 り合いは

ないが、東側の一部に切 り株がかかり、壁が壊されてい

る。形状・規模 方形。上面径 6.17× 5.78m、 床面径 571

×5.26m、床面積約 3003だ、最大壁高は東壁にあり051

m。 主軸方位 N-55° 一W。 床面・掘 り方 ローム面

を床面としており、広範囲にわたって硬化が確認できる。

特に炉の周辺ではガチガチに硬化 しているが、住居南側

においては撹乱により床面が失われているため確認はで

きない。また、住居覆± 2層においては焼土ブロックが

散らばり、炭化物が多量に含まれる状況を確認する事が

できた。さらに、4層には多量の焼土粒。炭化物が混じり、

住居壁際に沿うように分布 していたのではないか≧考え

られる。炉 住居中央よりやや西側に位置する。幅 54�、

長さ 72 cm、 深さ4 cmの精円形で底面は皿状を呈する。赤

化 。硬化が激しく、覆土には焼土ブロックが多量に含ま

上面径 cm 底面径 cm 深さ cm

Pl 28× 27 11× 8

26× 17 7× 4

29× 22 15× 9

P4 40× 28 29× 15 17

20× 14 10× 7

28× 23 11× 10

P7 24× 23 8× 8 16

40× 31 12× 13

50× 40 16× 15

24× 18 12× 10

第51図  第10号住居址

0          1160         2m
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第14号住居址 炉
1 黒褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土ブロック o2～ 3mm微 量。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。焼土粒微量。

Pl
A 25701  =ど

一

▲ 25月
2 
▲

ウ

(P2・ 1層 )

第14号住居址
1 暗灰褐色上 締まり弱、粘性弱。砂質土。焼土粒・炭化物微量。
2 黒褐色土 締ま りやや有、粘性弱。 ローム粒・焼土粒・炭化物少量。
3 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。ローム粒多量、ロームブロック ol

～ 10mm・ 焼土粒・炭化物少量。
4 暗黄褐色土 締ま り有、粘性弱。ローム粒多量、ロームプロックゅ10

～20mm・ 炭化物少量。
5 黄褐色土 締まり強、粘性強。 ローム主体。

第14号住居址 Pl
l  暗黄褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。ロームブロック o2～ 3111■少

量。

第14号住居址 P2
1 暗黄褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。ロームブロック o2～ 3mH少

畳 。

0         1:60         2m

D    l:4    10Cm

れ、炭化物が少量検出されたが、灰の含有は確認出来な

かつた。住居内施設 ピット 10本 (Pl～ 10)と 周溝を

確認 した。

P2～ 4、 7～ 10はその覆土の色調・内容物の同一性からみ

て住居に伴 うものと考える。周溝はほぼ全周し、深さ 4

～6 clllで あつた。出土遺物 遺構内から土師器壺・甕 3

個体 (4含む)、 高杯 1個体、靖 3個体 (1・ 2含む)、

器台 2個体 (3含む)が出土した。その他に土師器壺・甕

片 128点、高杯片 13点、その他土師器片 47点、弥生土

器壼・養片 29点が出土した。

備考 出土遺物から古墳時代前期。

第 21号住居址 (第 55・ 56図、第 16表、図版 11・ 56・ 59)

グリット V26。 東台地中央部に占地する。遺存・重複

(3層 )

第52図 第14号住居址
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_A

炉

第19号住居址
1 黒褐色土
2 暗茶褐色土

3 茶褐色土
4 暗茶褐色土
5 黄褐色土
6 明黄褐色土
7 黄褐色土

Ｐ．

一

寸

′

Ａ
一

締まり有、粘性弱。ロームブロックゅ1～ lolnm。 ローム粒・焼土粒・炭化物少量。
締まりやや有、粘性弱。 ロームプロックφ lo～ 20mm・ ローム粒少量、焼上ブ
ロック ol～ 10aun・ 焼土粒 ,炭化物やや多。
締まり有、粘性弱。 ロームプロックゅlo～20mm多 量、焼土粒・炭化物微量。
締まり有、粘性弱。ロームブロック 01～ lomm少 量、焼土粒・炭化物多量。
結まり強、粘性弱。ロームブロックゅ20～ 30m nやや多、焼土粒・炭化物微量。
締まり強、粘性有。 ロームブロック o lo～ 20mmや や多、ローム粒多量。
締まり有、粘性弱。 ロームブロック 01～ lomm。 ローム粒少量。周溝。

A 2640 A'

第19号住居跡 炉
1 赤褐色土 締ま り有、粘性弱。 ロームブロックφ lo～ 20mn・ 炭化

物少量、焼土プロックφ lo～ 2011m多量。
2 暗赤褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロック 01o～20mll少量、

焼土粒・炭化物微量。

▲ズオl▲
W

２

４０

Ｐ

ａＡ
一

だ
一

笙  生 2『鳥J
了

▲ 2『温笙
V
第19号住居内 Pl
1 明茶掲色土 締まり強、粘性強。 ロームブロック ol～ lomn・ 焼土粒・炭化物少量。

第19号住居内 P2
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性有。 ロームブロック 01o～20m少量、焼土粒微量、

炭化物やや多。

第19号住居内 P3
1 暗茶褐色土 締まり強、粘性有。ロームブロックφ lo～ 20Hud・ 炭化物やや多、焼

土粒少量。

第19号住居内 P4
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ロームブロック 020～ 30mm・ 炭化物やや多、

焼土粒微量。
2 黄褐色土 締まり有、粘性有。 ロームプロック 020～ 30mm少 量、炭化物微量。

第19号住居内 P5
1 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロックゅlo～ 20mm・ 炭化物・黒色土粒

やや多、焼土ブロックゅlo～20mn少量。

▲丞盈J
す

0         1:30        1躙

0            1:60           2m

第19号住居内 P6
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。 ロームブロック 01～ lomm少量、焼土ブロック

φl～ 10mm・ 焼土粒・炭化物微量。

第19号住居内 P7
1 暗茶褐色土 締ま り有、粘性弱。ロームブロック 01o～ 20mm少 量、炭化物微量。

第19号住居内 P8
1 暗茶褐色土 締ま り有、粘性弱。 ロームブロックφ lo～ 20mm・ 炭化物やや多、焼

土ブロック o lo～ 20mm少 量。

第19号住居内 P9
1 暗茶褐色土 締ま り有、粘性やや有。ロームブロック 01o～ 20mn多、焼土粒・炭

化物微量。

第19号住居内 P10
1 茶掲色土 綿まり有、粘性やや有。 ロームブロックゅlo～20mmやや多、焼土粒・

炭化物微量。

P7
A 2640 ▲

了

P8
▲ 2640 _塗

V

P4
A 2640  」

移

▲ 2a乱
9 
▲

0

第53図 第19号住居址 (1)
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0        1:4       10Cm

重複する遺構はないが、住居西壁南半分は丘陵の傾斜の

影響により流出している。形状・規模 方形。上面径 8.52

×8.35m、 床面径 8.0× 7.8m、 最大壁高は北西隅にあり

67 cmを測る。床面積約 624∬。 主軸方向 N-2° ―

W。 床面・掘り方 ローム面を床面とする。貼床はない。

壁側周辺が若千踏み固められているが中央部は硬化した

場面はなかった。床面から約 25 cm下まで掘 り方が存在す

る。炉 床面中央部やや北壁よりに位置する。上面径 0.58

×0.38m、 深さ約 6 cmを測る。堆積層内に硬化 した焼土

ブロックを多量に含み、底面も硬化していた。住居内施

設 周溝は確認できず、掘り方覆土の下からピットが計 7

本検出された (Pl～ 7)。

上面径 cm 底面径cm 深さcln

Pl 64× 76 22× 22

90× 62 20× 20

46× 52 24× 18

94× 64 8× 10

86× 56 30× 30

30× 26 10× 6

P7 42× 30 16× 10

堆積土の様相からどのピットも住居に伴 うと考えられ、

Pl～4が主柱穴、P3は出入口施設と推定される①出土

遺物 土師器三・麦 4個体 (2含む)、 高杯 1個体 (1)、

小型土器 1個体 (3)、 紡錘車 (4)、 球状土錘 (5)力I出

土した。他にも土師器壺 。甕片 187点、高杯片 2点、対

片 1点、小型土器片 21点、その他土蛹器片 31点、弥生

土器壺 。甕片 126点、砥石片 5点が出土した。また、覆

土上層部から土師質の郭片 H4点、皿片 5点、鉢片 2点、

甕片 63点、甑片 2点、須恵器のイ片 2点、蓋片 2点、甕

片 19点、甑片 1点、灰釉陶器片 2点、土師器甕片 59点

が出土している。当住居の周辺には平安時代の住居が多

第54図 第19号住居址 (2)

く、これらの住居からの廃棄場として利用されていたと

考えられる。

備考 床面出土土器から古墳時代前期。

第 22号住居址 (第 57・ 58図、第 17表、図版 11・ 59)

グリット W・ X26・ 27。 東台地中央部に占地する。遺

存・重複 住居西壁で第 36号住居llLを切つている。形状・

規模 上面径は 7.84× 7.48m、 床面径は 7.6× 7.26m、

最大壁高は西壁にあり46 cm、 床面積約 55.18∬。主軸方

位 N-3° ― E。 床面・掘り方 ローム面を床面とし、

貼床は見られなかった。床面全体はあまり踏み固められ

ず硬化したした所は確認できなかった。炉 床面で炉は

確認できなかった。しかし、床上 10 cm付近では住居中央

部に焼土が散在していた。特に北壁寄りには大きな焼土

塊があり、3。 4を含む土師器壺・秦 94片が出土している。

住居内施設 周溝は確認されない。ピントが計 6本検出

された (Pl～ 6)。

上面径 cm 底面径 cm 深さ cm

33× 37 9× 20

33× 40 17 ×20

29× 40 13× 18

25× 40 15× 19

87× 47 11× 17

30× 35 7× 10

住居覆± 2層 と色調や混入物が類似する覆土であるため

ピットは住居に伴うものと考えられる。 Pl・ 2・ 5・ 6が

住居の主柱穴と推定され、また、住居北東隅に貯蔵穴が

検出される。上面径 08× 088m、 底面径 0,7× 0.66m、

深さ 28 cmを測る。出土遺物 土師器壼・甕 5個体 (2～ 4

含む)、 lH 2個体 (1含む)、 球状土錘 1点 (5)が 出土

した。その他に土師器壺・甕片 237点、高杯片 4点、対
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d 2690

Pl
A 2600 A 2600

A 2610

第21号住居址
1 暗茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。ロームブロック o2～ 3mm少 量、本炭片微量
2 黒褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック 02～ 34mや や多、斑状のロ

ーム少量。
3 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ローム粒微量。
4 暗茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。 ロームプロック少量。
5 暗黒褐色土 締まり弱、粘性弱。 ローム粒少量、ロームプロック o2～ 3mln微 量。

第21号住居址  Pl
l 暗黄褐色土 締まりやや有、北性弱。ローム粒微量。

第21号住居IIL P2
1 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒微量。

(3層 )

0        1:4       10Cm

P6
A 2610 ▲
y

P7
A 2600   ▲

第21号住居址 P3
1 暗茶褐色土 締ま りやや有、

第21号住居址 P4
1 暗黄褐色土 締まりやや有、

第21号住居址 P5
1 暗黄褐色土 締まりやや有、

第21号住居址 P6
1 暗黄褐色土 締ま りやや有、

第21号住居址 P7
1 暗黄褐色土 締まりやや有、

A2620 
炉
   ▲

一
第21号住居址 炉
1 黒褐色土 締まり弱、粘性弱。焼上プロック多

量、焼土粒少量。

0        1:30       1m

0             1:60           2m

粘性やや有。ロームブロック・ ローム粒少量。

粘性やや有。 ロームブロック少量、ローム粒微量。

粘性弱。 ロームブロックφ2～ 3Hun少 量。

粘性弱。 ロームブロックゅ2～3mm少量。

粘性やや有。 ロームブロック o2～ 3mm少量。

(2層 )

第56図  第21号住居址
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A 2700

」3= 27 00

b 2700

1,60

第22号住居址
1 黒褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒・ ロームブロックφ2～3mm少 量。
2 明茶褐色土 締ま り弱、粘性やや有。ロームプロックゅ3～ 4mm少 量。
3 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックゅ2～3HH少 量。
4 暗黄褐色土 締ま り弱、雅性弱。ロームブロック多量。

第22号住居址 (1)

―-79-―
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Pl
A 2630   A

P2
A 2640   A

P3
A 2640

A 2670 ｒ
一

P4
A 2650

0          1160 2m

P5
生 2650

0        1:4       10Cm

P6
A 2650

焼 士

第22号住居址  Pl～ 3・ 5'6 貯蔵穴
ユ  茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック o2～ 3ndll少量。

第22号住EIL P4
1 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームプロック 02～ 3mm少 量。

一
2

第22号住居lt 焼土
1 明灰褐色土 締まり弱
2 黄褐色土 締まり弱、

、粘性弱。焼土粒 木炭片多量 焼上ブロック多量。
粘性弱。焼土粒少量、ローム粒少這。

①
く0        1:2       5 cm

5

1層 )

片 3点、その他土師器片 41点、弥生土器壺・甕片 31点、

軽石 1点が出土した。

備考 出土遺物から古墳時代前期と推定。

第 26号住居址 (第 59。 60図、第 18表、図版 12・ 57・ 59)

グリット W o X23。 東台地南端部の東に下る傾斜面に

占地する。遺存・重複 住居東壁は撹乱と傾斜面の影響

により流出している。形状・規模 方形。上面径 6.12×

5,75m、 床面南北径 565m、 北辺径 [3.35]m、 南辺径 5.57

m、最大壁高は北西隅にあり約 68 cm。 主軸方位 N-40°

一 E。 床面・掘り方 ローム面を床面とし、貼床は確認

できなかった。住居が台地傾斜面付近に占地した影響と

考えられるが、床面の一部が硬化する他は硬化した場所

が確認できなかった。また、床面付近からやや硬化した

焼土粒子や焼土ブロック・炭が散在 していたため焼失住

居と考えられる。炉 床面中央部西壁寄 りに位置する。

上面径 0.27× 0.30m。 西半部分で焼土ブロックを確認で

きる。住居内施設 床面北壁～西壁にかけて周溝が確認

できる。深さは 3～ 13 cmである。床面でピットが計 6本

第58図 第22号住居址 (2)

検出できた (Pl～ 6)。

上面径 cm 底面径 cm 深さ cm

Pl 38× 42 20× 12

42× 42 12× 18

54× 44 20× 22

38× 38 16× 12

60× 68 36× 36

56× 48 20× 14

住居の床面付近の覆土と類似するためピットは住居に伴 う

もの澄考えられる。 しかし、住居の主柱穴と思われるもの

は無かった。また、住居南西隅で貯蔵穴が 1基検出された。

上面径 0.33× 0.46mの楕円形で、底面径 0.16× 0.2m、 深

さ62 cm。 貯蔵穴内からは土師器壺・甕胴部 2′点が検出した。

その他に住居中央部で床下土坑が 2基検出された。1は上面

径 103× 0.78m、 底面径 0.85× 0.58m、 深さ 37 cln。 確認

面からつくば石が 1点出土した。2は上面径 0.96× 0.53m、

底面径 0.2× 0.35m、 深さ 52 cm。 出土遺物 土師器壺・甕

10個体 (4～8含む)、 高杯 1個体、対 1個体 (3)、 器台 2

(1層 )
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第26号住居址  Pl
l 明茶褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロック o2～ 311n少 量。

第26号住居址  P2
1 明茶褐色土 締まり有、粘性有。ロームプロックφ2～3mm少 量。

第26号住居址  P3
1 明茶褐色土 縮まり有、粘性有。ロームブロック少量。

第26号住居址  P4
1 明茶褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロックφ2～3mm少 量。

第26号住居址  P5
1 明茶褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロックゅ2～3mm少 量。

P3
」全ヒ  25 50     ▲

第26号住居址 P6
1 明茶褐色土 締まり有、粘性有。 ロームブロック o2～ 3m n少 量。

第26号住居址 貯蔵穴
1 明茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロックφ2～3mm微 量。
2 明黒褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土粒・礫多量。
3 暗黄褐色土 締ま り弱、粘性弱。 ロームプロック o2～ 3m n少 量。

第26号住居址 床下土坑 1
1 黒褐色土 締まり弱、粘性弱。炭化物少量。
2 明茶褐色土 締まり有、粘性有。 ロームブロックφ2～3mm少 量

第26号住居址 床下土坑 2
1 灰褐色土 締まり有、粘性有。 ロームプロック o2～ 3mm少 量。
2 明茶褐色土 締まり有、壮性有。 ロームプロック少量。

第26号住居址 (1)

-81-

A2560

m

，長
ａ

第26号住居址 炉
1 明黒褐色土

2 暗黄褐色土

締まり弱、粘性弱。焼

土粒多量。
締まり弱、粘性有。
ロームブロック o2～
3mm微 量。

A 2620

Ｐ２◎

3

4

5
6

7
8

Ｒ

ヽ

劇

▲2&6声
蔵穴 ど

生途『∵
lJ

P6
A  25 60    笙

第26号住居址

1 暗茶褐色土

2 黒褐色土

暗黄褐色土

暗黄褐色土

暗黄褐色土

明茶褐色土

暗茶褐色土

黒褐色土

9

P5
A 2560  ▲

床下土抗 2
A 2560       笙

締まり有、粘性弱。ロームプロック

o2～ 3mm少量。
締まり有、粘性弱。 ロームブロックゅ
lmn多量。
締まり有、粘性有。ロームブロック

φ2～3mmやや多。

締まり有、粘性強。ロームプロック

少量。
締まり弱、粘性弱。焼土粒やや多。

締まり有、粘性有。ロームブロック

多量。
締まり弱、粘性弱。礫少量。

締まり有、粘性強。 ロームブロンクφ
2～3mm微量、炭化材・焼土ブロック少

量。

暗茶褐色土 締まり有、粘性強。ロームブロック
やや昼

〆
一

Ｐ ・

一

〉

Ａ
一

P4
A  25 60    .ど

Vご下上坑1

床下土坑 2
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第60図 第26号住居址 (2)

ピット等の付属施設は見つかつていない。出土遺物 土

師器壷・奏 2個体、高杯 2個体、lH l個 体 (1)出土して

いる。その他に土師器壺・甕片 30点、高杯片 3点、lH片

4点が出土した。どの破片も器面の磨耗が著しいが、被熱

の影響と考えられる。

備考 出土土器から古墳時代前期。

第 41号住居址 (第 62図、第 20表、図版 41・ 58)

グリット W・ X28・ 29。 東台地北部平野部に占地する。

遺存・重複 住居南壁の一部を第 224号土坑により切ら

れている。また、住居北東壁は掘 り下げすぎのため不明。

形状・規模 長方形。上面径 4.35× 5.64m、 床面径 4.25

×5.45m、 壁高は 5 cm、 床面積約 23.16∬。主軸方位 N

-53° ―W。 床面・掘り方 ローム面を床面とし、貼床・

硬化面も確認されなかった。所々に硬化した焼土が入 り

5 cm

（
＝
Ｗ
）
く
ｗ

９

層
7

(3層 )0        1:4      10Cm

個体 (1・ 2)、 球状土錘 (9)が 出土した。その他に土師器

壺・甕片 250点、高杯片 1点、対片 12点、器台片 1点、弥

生土器重・甕片 35点が出土している。

備考 出土土器から古墳時代前期。

第 27号住居址 (第 61図、第 19表、図版 12)

グリッド W22。 東台地の最南端やや東よりに占地。遺

存・重複 他遺構との切 り合いは無いが、住居大半が調

査区外にかかつている。形状・規模 方形か。上面径 [3.6]
×[2.95]m、 床面径 [3.52]× [2.84]m、 床面積約 [9,99]

だ、最大壁高 0.34m。 床面・掘り方 床面は粘 り気のあ

る粘質土主体で、全体的によく締まる。特に東端付近に

て検出された遺物集中地点の直下・周辺では、焼土粒が

多量に散らばり、一部赤化 。硬化 している状況を確認し

た。また、炉は検出されていない。住居内施設 周溝や
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0       1:4      10Cm

第27号住居址
1 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。現表土。
2 暗茶褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロックゅ1～ 10mm・ 焼土粒・炭化物

・粘質土粒少量。

0        1:60       21

込んでいる。炉 床面中央部で検出された。上面径 0.89

×0.72m、 底面径 0,77× 0.61m、 深さ約 10 cmを測る皿状

のものである。硬化した底面は確認されず、炉中央部に

焼土粒子の塊が確認された。住居内施設 周溝は確認さ

れず、床面からピットが 3本検出された (Pl～ 3)。 Pl

は上面径 0.47× 0.5m、 底面径 0,11× 0。 23m、 深さ69 cm。

P2は上面径 0.67× 0.37m、 底面径 0.14× 0.14血 、深さ

39 cm。 /TC土内から土師器重・寮片 1点が出土した。 P3

は上面径 035× 0.35m、 底面径 0.25× 021m、 深さ 16

cIIl。 覆土内から土師器壷・甕片 14点が出土した。住居覆

土との関係からP3は住居に伴 うものと言えるが、Pl・ 2

は根穴の可能性も考えられる。出土遺物 土師器高杯 1

個体 (1)、 壺・甕 4個体 (2・ 4・ 5含む)、 台部 1個体 (3)、

剣形土製品 1点 (6)が出土した。その他に土師器壺・甕

片 210点、台部片 2点、高杯片 8点、小型土器片 13点、

その他土師器片 1点、弥生土器壺・甕片 25点、黒曜石 1

点が出土した。

備考 床面出土土器から古墳時代前期。

周溝

周溝 (第 63図、図版 19)

グリッド 」～N33～ 36。 西台地北部に占地する。 遺

存・重複 調査区外北に残存する古墳の周溝の一部と考

えられる。周溝南西部にブリッジ状の平坦な場所が確認

されており、それより北西の掘り込み部分は、東側が長

方形状の坑状の掘 り込みや第 2号溝によつて壊されてお

り、ブリッジより東側の掘 り込み部分は第 1号溝や切 り

株などによつて壊される。形状・規模 南西部にブリッ

ジを持つ。円形と思われる。立ち上がりはグラグラと緩

やかに立ち上がる。北側の調査を外域の墳丘規模と図上

からの復元によると周溝の内径は約 23～25mほ どになる

と思われる。現状では西側では幅 1.89m、 長さ 6.78m、

深さは表土から 74 cm、 確認面から 36 cm。東側では幅 1.56

m、 長さ 8.54m、 深さは表土から 89 clll、 確認面から 56

clll。 床面・掘り方 あまり締まらないローム面を底面と

する。出上遺物 古墳時代の遺物は土師器壺・甕片 8点

と非常に少ない。その他に縄文土器片 259点、奈良 。平

安時代の土師質須恵器郵片 15点、椀片 1点、土師器奏片

2′く、灰釉陶器片 6点、須恵器片 5点が出土している。

備考 奈良・平安時代の資料の混入から埋没時期は古墳

時代以後と考えられる。

グ リッ ド出土遺物

(第 64図、第21表、図版 58)

グリッドからは 411点の土器片のほか、勾玉 1点、砥

石 1点、球状土錘 1点が採取されている。石製品は時代

が確定的でないが、この項で扱つておく。採取された土

器片は、住居と同様前期に属するもので、器種の点でも

第61図  第27号住居址
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A 2690                                         A'

第41号住居址
ユ 暗茶褐色土 締まり有、粘性有。 ロームブロック 02～ 3mm少 量。
2 暗黄褐色土 締まり有、粘性やや有。 ロームブロックφ2～3m少量。

A2680   炉
     ▲

0        1:30       1m

第41号住居址 炉
1 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。ロームプロックゅ3～4mm少 量。
2 黒掲色土 締まり弱、粘性有。焼土ブロックゅ2～3mm多 量。

Pl
A2680  塗

P3
A 2680  笙

寸

第41号住居址  Pl
l 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック 02

～3atnl少量。
2 明黒褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームプロックφ lmm微量。

第41号住居址 P2
1 暗黄掲色土 締ま り有、粘性強。
2 明黒掲色土 締ま り弱、粘性弱。ロームブロックゅlmln微量。

第41号住居址  P3
1 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロック o2～ 3mm少 量。

0           1:60           2m

ml
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第62図 第41号住居址

〇
〇

壺・審 。対・高年・器台など住居出土の土器と違いはな

く、器種によつて分布が偏在する様子もみられない。

東台地では 368点である。グリンド27ラ イン以北の北

半部で 269点、南半部で 99点 と北半部に集中する。特に、

V～ X28・ 29(14・ 19。 41号住居周辺)で 169点 あり、

きわだつている。

西台地では 43点ある。28ラ イン以北の北部で 26点、

6
(確認面 )

0       1:2       5 cm

25ライン以南の中央部で 17点を教える。北部では第 32

号住居址周辺の S,T29・ 30の 12点が多く、同住居址上

面で検出された土器群との関連性が窺われるが、接合関

係はない。耳ヒ部では他にまとまった分布はみられない。

中央部では、N24で 6点、他は第 8号住居址周辺のグリ

ッドK～ 021～ 23で各 1、 2点採取されている。

図示にたえる資料は 2点で、第 64図 5は東台地X28
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0    1:loo   2m

-

二
                 景
C2580
―預テく≡三系こ≡≡≡亜憂垂く5房蜜天正三ひ房

三こるこ¬嘗
障
一

二
古墳周溝
1 明茶褐色土 締まり弱、粘性弱。表土層。
2 茶褐色土 締まり有、粘性弱。ローム粒やや多、炭化物少量。
3 暗茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒やや多、炭化物少量。
4 暗黄掲色土 締まり強、粘性有。ロームブロックやや多。

採取の勾玉、7は砥石で、擦痕が頭著である。

トレンチ出土遺物

127点の土器片が採取されている。西台地では南部の 1

～14Tで計 58点、中央部 19～20'Tで 11点、北部 25。

26・ 28Tで 6点採取され、南部に目立った分布がある。

谷都 31Tでは基本層序第Ⅱ層から11点、Ⅲ層から2点、

Vc層から 1点が採取されている。東台地では南端の 42

Tを除くトレンチから計 37点出上しているが、際だつて

多い トレンチはなく、最大でも 8点である。

第63図  古墳周溝
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0         1 :4       10Cm

第64図  グリッ

時期外遺構出土の古墳時代遺物

(第 64図、第 21表、図版 58・ 59)

弥生時代同様、平安時代の遺構に混入 した古墳前期土

器片について集計しておく。大半の土器の様相は住居出

土土器と同様であるが、第 8号住居址周辺の第 6号溝 (方

形区画溝)覆土中の土器はハケメ調整をもたず、段階的

にはやや新しい様相をしめしている。

東台地では 9軒の住居から 223点採取されている。グ

リンド27ラ イン以北の 7軒で 202点 と多く、グリッドの

場合と数量的に類似しているが、斜面に位置する第 20号

住屋址では 73点あり、上方からの流れ込みであろう◎つ

ド・時期外遺構出上の古墳時代遺物

いで第 12号住居址の 47点が多い。南半部の 2軒では 21

点である。

西台地では 114点採取されている。北部の第 2～ 4。 29

号住屋址、第 14号土坑で計 17点 と少なく、大半が台地

中央部の第 6号溝覆土中出土である。この溝の南辺に第 8

号住居址が切られていることから、第 8号住居址の遺物

であつた可能性が強いが、とすると、第 6号溝掘削時の

排土が再び溝の埋土として戻つたことになる。

図示した遺物は、第 18・ 23号住居址混入の壺、器台、

第 6号溝の球状土錘、時期不明とした東台地の第 174号

土坑上面採取の甕である (第 64図 1～4・ 6)。

域 所 は  ｀ 3

4
(174D)

♂

D
⑥  5
(X28b)

Φ 6

(6M)

0        1:2       5 cm

日

「

ｕ

7

(W26a)

0           1:3           10Cm

1 法量 :上段 =口 径、中段 =恐高、下段 =

No
位置 別

種

種

繋
遺存度 遇
くｃｍナ

器形・技法の特徴 月台土 焼成 色 調 備  考

1

床 上 軽 石 10000

長さ69幅 455厚 さ445
石初 :安 山岩。痕跡 :6面の摩滅。 重さ2310g

=日 径、中段 =器高、下段 =底径  ():復元値 []:現存値
置

位

位

層

別

種

種

器
違存度 鱚

ｍ
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

J

P21層 土自下器

椀

体～底部

1/2

広剖)二 tフ 底。痛十υフ千亦形を二つる。件 HI上十
に最大径持つ。日縁は体部に対し大きく外方す
ると推定。外面 :赤彩・ミガキ 内面 :赤彩・ミガ
キ ^

白色粒

石英 多

良好 断・内

黄茶褐色

内面摩滅する。

2

覆±3層 土師器

甕

日縁 (180)

[3 7]

口縁 :短く、頸部から急に外反。「く」の字を呈す
る。外面 :日 縁ヨヨナデ、胴ヘラナデ。内面 :口 縁
ヨコナデ、胴ナデ調整。

白色粒 4

石英 少

良好 赤茶褐色

3

覆±3層 土師器 口縁 1/8 Ｄ

呵

“

酸
口縁 :短く緩やかに外反する。外面 :刷毛 目後 口

縁付近ココナデ。内面も同様。一部にすデ調整。

白色粒

石英

ケ

少

良好 外 赤茶色

断・内

膳苦魯

刊毛 目 9■ 5本/cm。
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No
位置

層位

別

種

種

器
遺存度

法量

(cm)
器形・技法の特徴 胎土 焼成 色 調 備  差

4

覆±3層 土師器 口縁 1/2

胴部 1/5

(176)

[197]

日縁 :緩やかな外反。月同部 :球体状を呈し胴部下

半が最大径。日縁 :刷毛 目後ヨコナデ。胴 :刷毛

目。内 :口 縁刷毛 目。胴 :ナデ。

白色 粒 蓼

石英 少

良好 赤褐色 刷毛 目 10本 /cm

5

覆±3層 土師器 口縁 一月同 1/3

E22]
緩やかな外反。日縁に対し胴部はあまり膨らまな
�ヽ。頸部 :刷毛 目調整。胴部 :ナデ調整。内面 〔

ナデ調整。頸部付近のみに刷毛 目残る。

白色粒 少 良好

黒班

橙色 刷毛 目5本 /cm。

6

覆±3層 土師器

壷

底部全周 1/1

[49]

62

底部やや膨らみを持つ。胴部 :球形状に膨らむと

推定。外面 !ナデ・刷毛 目後ミガキ。内面 :ナデ調

整後ミガキ。底部 :ケズリ調整。

白色粒 少 良好 外 暗茶色

断・内

本 魯

刷毛 目9～ 10本 /cm。

法量 :上段 =日径、中段 =器高、下段 =底径  ():復 元値 []:現存値

位置

層位

別

種

種

器
遺存度

法量

(cm)
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

1

覆±4層 土師器

」t

体部 1/1

58
36

げキ。体部 :横の指すデ後、横のミガキ。底部 :す

デ調整。内面 :頸部付近ヨコナデ。体部 :指ナ

砂粒 少

石英 少

白色粒 少

艮好 赤茶色

2

覆± 1層 土師器

lTI

体部 と/3

[35]
専盤玉状を呈する。外面 !縦のミガキ調整。内

百:斜めのミガキ調整。

石英 少

白色粒 ケ

良好 外断 黄色

内 H音責色

8

覆土

8層・4層

土師器

器台

日縁～底部 1/2 134

[100]

琵け部一部をすかし状にする。受け部外面 :縦¢

ケヽメ。所々ミガキ。内面 :横の刷毛 目。脚部外

団:縦の刷毛 目。内面 :刷毛 目・ケズリ調整。

石英 少

砂粒 少

良好 暗茶色 語」毛 目10本 /cm。 浅い刷毛 目。

4

覆±3層

覆±2層

土師器 月同言焉約 1/8

[75]
求状を呈する。外面 :頸部付近ヨコすデ。胴部 :

斗めのハケメ。内面 :横方向のナデ調整。

白色粒 紛 良好 黄茶褐色 語」毛 目11本 /cm。

16ラ驚 ε骨21 上段 =口径、中段 =器高、下段 =底径  ():復 元値 「]:現存値

位 置

層締

種

器 種
遺存度

法量

(cm)
器形・技法の特徴 胎 土 焼 成 色 調 備  考

l

覆±3層 土師器

高郭

1却言Б 2/8

[76]

(112)

脚部 〔中実状を呈する。裾部 :急な外方。外面 :ク
ズリ後ミガキ。端部付近ヨコナデ後ミガキ。内面 :

ナデ調整。

砂粒 少

白色粒 多

良婦 茶褐色

2

覆±3層 土師器 口縁 (230)

(92)
月確な稜を持つ有段 口縁。稜～ 口縁 :直立に近

外ヽ反。頸～稜 :直立に近い外反後外方。

白色粒 蓼

石英 少

砂粒 少

良好 赤茶褐色 内外面共に摩滅。

本来外面・内面共に

全体的なミガキ。

B

覆±2層 土師器

小型鉢

完形 61

50
36

蛋～体部 :内湾気味に立ち上がり、日縁部は内

弯する。日縁部 〔ヨコナデ。体部外面 :刷毛 目後
ケズリ、内面ナデ調整。

雲母

白色粒 )
良好

黒斑

赤褐色 毛 目

事滅 により単位不明瞭。

4

覆±2層 土製品

紡錘草

直径45厚15穴径05。 表面、側面、裏面に指ナデ整形、
筒状工具による刺突あり。側面に沈線2条。 重さ221g

砂粒 少 良好 赤褐色

5

梶り方 土製品

球状土錘

完形
直径23厚 24穴 径 08。 全体的にミガキがかかり、

所々に指ナデがかかる。穿孔 :やや片側によっている。 重さ114g

石英 少

白色粒 少

良好 黄茶褐色

7 法量 :上段 =口径、中段 =器高、下段 =底径  ():復 元値 []

位置

層位

別

種

種

器
遺存度

法量
器形・技法の特徴 胎土 焼成 色 調 備  考

1

覆±2層 土師器

靖

体～底部 1/2

[22]

23

章盤玉状を呈する。外面 :ヨコナデ、内面に指す
デ・ヨコナデ。

石英 少

白色粒
71/

良好 黄茶褐色

2

覆±2層 土印器 口縁約 1/8 (180)

[44]
斤り直し口縁。外面 :口 縁部ヨコナデ後ミガキ。胴

fБ :ミガキ。頸部 :縦のケズリ後ナデ調整。内面全

本的に横のミガキ。

少

少

英

粒

石

砂

良好 外内

赤褐色

断 黄褐色

3

覆± 1層 土師器

甕

口縁 7/8 (210)

[6 5]

くJの字状を呈する。日縁～胴部 :昂 U毛 目調整

変にすデ調整。内面 :日 縁部刷毛 目。胴部 :すブ

周整。

石英 少

白色粒 /1/

良好 策茶褐色 刊毛 目10本 /cm。

4

覆± 1層 土師器 日縁 1/5

月同 1/5

(232)

E103]
存段口縁。日縁下端に明瞭な稜を伴う。外面〔タ
テのミガキ、内面:ナデ調整・部分的なミガキ調
堅。ナデ調整前に刷毛目が施される。

石英 少

白色粒 」

良好 橙色 刊毛 目10本 /cm。

5

覆±1層 土製品

Ft叶+錘

完形
直径27厚28穴径08

外面指すデが多く、ミガキがかかる。 重さ179g

石英 少 良好 茶褐色

18三そ ε雷26 =日 径 、中段 =器高 下段 =底径  ()

No
位置

層位

別

種

種

器
遺存度

法量

rttm、
器形・技法の特徴 胎土 焼成 色 調 備  考

1

覆±3層 土帥器

器 台

受イサ部 1/2

脚部 3/5 [138]
疼飾器台。外面 :赤彩・ミガキ。内面 :赤彩・ミガ

イ。脚内面 :ケズヅ調整。

石英 少

白色粒 ケ

良好 黄茶褐色 受け部内面摩滅。

つば部 :沈線状の

貼り付け線あり。

2

覆±2層 上師器

器台

受け部 と/と

脚部 1/3

90

[62]

穴径 1309

ハJの字状を呈する。受け部 :脚部に対し小さ
・ヽ外面 :タテのミガキ。内面 :受け部横のミガキ。

石英 多

砂粒 少

艮好

黒斑

暗茶褐色
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置

位

位

層

別

種

種

器
遺存度 鱚
ぐｃｍｊ

器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

3

覆±2層 土師器

lt

体部 4/5

E101]

52

球形を呈する。外面:ミガキ・下半にすデ。内面イ
明瞭。底部上げ底。

砂粒 少

石英 少

白色粒 ウ

良好

黒斑

赤褐色 貸熱の影響強い。

ヘゼ痕。

4

床 上 土師器

甕

底

胴 E265]

83

胴部 :球形を呈する。最大径をやや体部中位 に
持つ。外面ケズリ調整。内面ナデ調整。底部～

胴部に至るまで小さな立ち上がりを持つ。

石英 少

自色粒 参

良好 白茶褐色 彼熱による内外面の摩滅

著しい。

5

覆±2層 上自F器 口縁 ～頸部 4/5 ８

　

一

有段口縁。日縁下端に明瞭な稜を持つ。外面 :

刷毛目後タテのミガキ。内面!刷毛目後横のミガ
キ。

石英 多

白色粒 参

好

斑

良

黒

赤褐色

6

覆±2層 土師器 口縁 1/3 (158)

[58]
折り返し口縁。頸部 :直立気味に外反。外面 〔口

縁部下端所々にハケメ。内面 :一部にミガキ。

砂粒 多

石英 少

白色粒 多

良好 自茶褐色 季滅著しい。

7

覆±3層 土師器

碁

口縁―月同音[1/2 (183)

[100]

口縁 ゴく」の宇状の緩やかな外反。胴部 :肩部が

若干はる球状を呈する。外面 〔刷毛 目。内面 t口

縁言Бに刷毛 目、月同言[にナデ ]司整。

石英 多

雲母 多

匂色粒 ち

好

斑

良

黒

赤茶褐色 刷毛 目10本 /cm。

8

覆±2層 土師器

甕

日縁～頸部 4/5

月同 1/3

(180)

[125]
口縁 :きつい「く」の字状の外反。胴部 :球体状を
呈する。外面 :日縁部刷毛 目後ヨヨナデ、胴部刷
毛 目。内面 :日 縁部刷毛 目。胴 〔ナデ調整。

少

Ｊ嚇
却

好

班

良

里
ト

茶掲色 吊」毛 目10本 /cm。

9

覆±2層 土製品

球状土錘

完形
直径27厚 み23穴 径05

所々指ナデ。全誉的にミガキがかかる。 重さ178g

自色粒 良好 黒褐色

法量 :上段 =日 中

置

位

位

層

別

種

種

器
遺存度 漣
＜ｃｍヶ

器形・技法の特徴 胎 ± 焼成 色 調 備  考

]

覆± 1層 土師器

続

回縁約1/8

体部 1/2
本部 :扁平な半球形を呈する。口縁 〔体部より大
とく、強く外側へ外方すると推定。

砂粒 多

白色粒 修

石英 少

赤褐色 事滅が非常に激しい。

1号住居址 出土漬物 箕 =日 径、中段 =器高、下段 =底径  ():復元値 []:現存値

No
置

位

位

層

別

種

種

器
遺存度 燿
でｃｍｊ

器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

1

土

上

覆

床

土師器

高郭

口縁約 1/4 (210)

[43]
明瞭は稜を持ち、稜から口縁部緩やかな外反し
た後、大きく外方へ伸びる。外・内面、赤彩・ハケ
メ後にミガキ。

石英 多

白色粒 多

良好 外内

赤褐色

断 白茶色

器面が全体的に摩滅する。

2

床 上 土師器

壺

口縁 (150)

E20]
きつい外方を持つ。日唇部はつまみ出され、日
縁部中に段を持っている。内面はヨコナデが施さ
オtる。

自色粒 ひ 良好 暗褐色

3

覆±1層 土師器

台部

台部 1/4

[64]
直線的な「ハ]の宇状。下半に粘土帯の跡が確
認できる。外面 :タテ・ヨコのナデ調整。内面 :上

部を刷毛 目調整、下部をナデ調整。

白色粒 参 良好 茶褐色 刊毛 目11本 /cm。

4

床 上 土師器

三・甕

底部 1/1

E25]

57

氏部からやや内湾した後に大きく外反する。外面
まケズリ調整。内面はナデ調整。

石英 少

自色粒 少

良好 赤茶褐色

5

覆± 1層 土師器

甕

ほ 部 [/1

[38]

58

底部上げ底。胴部 :大きく開き、球状を呈すると

推定。外面 :刷毛 目後ヨコ・ナナメのナデ調整。
内面 !ハケメ調整。

少

少
蜘
穣

艮 好 暗黄色 吊」毛 目9本/cm。

生回りに施されている。

確認面 土製品

剣形 (?)

先端のみ
幅29長 さE52]厚み (105)
側面部に鋭利な筒箇あり。 重さ158g

リット時期外遺構出土 =日径、中段 =器高、下段 =底径  ():復元値 []:現存値

No
置

位

位

層

別

種

種

器
遺存度 煙

ｍ
器形・技法の特徴 胎土 焼成 色 調 備  考

1

覆±2層

18号住居

土目F器 頸都 1/2

[55]

頸部 :緩やかに外反し、長い直立を持つ。胴部 :

頸部から急な外反。(球形を呈すると推定 )。 外
面〔タテのミガキ。内面 〔ヨコミガキ。

自色粒 良好 黄褐色

2

覆± 1層

174号土坑

土師器

小型奉

口縁 折り返し日縁。胴部は肩が若干はると推定。外
面 :口 縁ヨヨナデ。頸部 :刷毛 目調整。内面 日縁 :

刷毛 目後ヨコナデ。頸部 :刷毛 目調整。

自色粒

石英

D

少

良好 赤茶褐色

3

覆± 1層

23号住居

土帥器

界台

胴 上半 2/3

[26]
中心部に孔径 lcmの穿孔。脚部 :「ハ」の字状に
開く。外面 :赤彩、縦のミガキ。内面 :指すデ・刷

毛 目。

細砂粒

白色粒

艮好 暗貢褐色 外面にハゼ痕あり。

刷毛 目9本/cm。

4

稜 上ツ盾

174号土坑

土師器 口縁 1/2

月同 1/4

180

[80]

「く」の宇に口縁が外反。肩部が若干はる。日縁
外面:2本の沈線の凹線、ヘラナデ、刷毛 目。内

面 :日縁部刷毛 日、胴部ナデ調整。

砂粒 少 良好 赤褐色 刷毛 目7本/cm。

外内面やや摩滅。

5
X28-b
ローム上面

勾玉 完形。

長さ 161幅 101、 厚041、 重さ10g。 石材 〔蛇紋岩

6

M23-d

6号溝
藩 +

土裂 品

昧崇 十缶

完 形
直径30厚 29底 径08
所々に指ナデ。 重さ214g

自色粒 ひ 艮好 茶褐色

7
w26-a
ローム上面

砥 石 端部欠損
長さ[130]幅 89 厚さ28 重さ373g。

石材 :凝灰岩か流紋岩砥面5面。欠損面も使用している。
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奈良・平安時代の概要

奈良・平安の遺構としては、竪穴住居JIL 18軒 、掘立

柱建物址 1棟、土坑 2基、焼土址 1基、方形区画溝 1基、

蔵骨器 3基である。東台地に竪穴住居址 9軒、それ以外

の遺構は西台地に展開する。西台地では、6軒が北部平

坦地に、3軒が中央部の東斜面地にあり、やや離れた位

置関係にある。カマ ドの位置をみると、多くの住居址が

北西～北東を採るなかで、西台地の第 2号住居址が西、

第 3号住居址と東台地の第 12号住居址が東を採つている。

北西～北東を採る住居IIの中でも谷部を望む住居址では、

斜面にほぼ平行な主軸をもつていて興味深い。

カマ ド内に土師器の小型甕を倒立させたり、筑波石を

直立させて据える例が数軒の住居跡でみられる。一方、

第 2号住居址や第 15号住居址のように袖部補強材として

土師器甕を埋め込んだ例がある。さらに、第 4号住居址

や第 17号住居址などからは床面から多量の炭化材が検

出されていて、焼失家屋であった可能性も考えられる◎

西台地中央部の南側には、掘立柱建物址、方形区画溝、

第 9号住居址がある。掘立柱建物址は時期が判然としな

いが、「Vま とめ」でふれるように、方形区画溝は 9世紀

前半には埋没が進んでいたことが出土遺物の層位から窺

われ、また住居址は 9世紀後半以降に位置づけられそう

であり、少なくとも構築時期にはずれがある。それでも

第 9号住居址の鉄鉢形土器や 「佛Jの墨書土器などの出

土遺物の在 り様は、蔵骨器とともに、西台地北部を含め

たこの地区の性格の一端を示しているようにも思われる。

遺物には、灰釉瓶・壺、須恵器蓋・盤・イ、須恵器技法

の土師質イ 。高台郵 。皿 。甕 。甑、土師器甕 。小型甕、

刀子、釘、針状鋼製品、砥石などがあり、住居址出土土

器では、須恵器はほとんどみられない。土師質の甕はそ

のほとんどが胴部上位に縦、あるいは斜めの叩き目を施

し胴部中位から下位に横方向のケズリを入れている。ま

た、土師質の不。高台不はロクロ成形がほぼ全てであり、

内面黒色処理を施したものが多く目立つ。他にも、年の

体部の調整として下端に横方向の回転ヘラ削りや手持ち

ヘラ削りを施すものが多い。無台のもの、高台付きのも

4.奈良 。平安時代の遺構と遺物

のと存在するが、足高でハの字に開くものもやや見受け

られる。土師器の甕は、薄手の長胴タイプもよく見られ

る。口縁部の形状は口唇部先端を摘み上げるもの、受け

口状に開くもの、先端部が平らになり、沈線がめぐるも

のなどがあり、まれに先端部を外側に折り込むものも見

られる。他にも注目すべき点として、大部分の住居址か

ら出土している筑波石の破片が挙げられる。先にも述べ

たカマ ド内の支脚として使用する例の他にも、ただ床面

に散乱しているケースも見られる。その大きさはまちま

ちで、手のひらにすつぽり収まるものから 30 cmを超える

ものもある。どのような目的でそれらを住居内に持ち込

んだのかは、今の段階でははつきりしていない。

竪穴住居 址

第 2号住居址 (第 65・ 66図、第 22表、図版 4,60,67)

グリッド P33。 西台地北側の平坦地。遺存・重複 南

壁に古い倒木痕がかかる。第 4号土坑に切られ、第 53

号土坑を切る。形状・規模 方形。上面径 3.96× 3.57m、

床面径 383× 3.20m、 最大壁高は南壁にあつて 34 cnl。

床面積約 12.3だ。主軸方位 N-80° ―W。 床面 '掘 り

方 ローム面を床面とする。壁周辺を除き、硬化面が広

く拡がる。住居中央に約 1.1× 056mの範囲で赤化面が

あり、 さら1こ この西側に径 33× 26 cm、 】ヒイ則イこ径 20× 17

cmの 円形の赤化面が点在する。火を使用した痕跡なのか、

住居焼失時の火勢で焼かれたものなのか、はっきりしな

い。床面には小さな木炭片がところどころみられる程度

であるが、覆土中には少量ながら焼上が広く分布するた

め、焼失住居の可能性もある。カマ ド 西カマ ド。西壁

中央のやや南寄りにある。カマ ド北壁に厚さ約 10mの赤

化壁が残るが、南壁には残っていない。南壁にも同様の

赤化壁があったとすると、カマ ドは本来、西壁を幅約 50

cm、 奥行き 53 cm、 深さ25側の半円径に掘 り込んで構築

されていたと推測される。左右袖部分には、ほぼ半我さ

れた底部欠損の土師器甕 (12)が、左袖部では横転して、

右袖部では倒立状態で検出された。袖部補強材として転

用された土器であろう。燃焼部は皿状の掘り込みで、赤
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第 2号住居址
1 黒褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒・礫少量、焼土ブロック o lHm・ 炭

化物微量。
2 茶褐色土 締ま りやや有、粘性有。ロームブロック o lmn・ 焼土ブロックゅ5mm

少量。
茶褐色土 締まり有、粘性有。ロームプロックやや多、焼土粒・礫微量。
暗黄褐色土 結まり弱、粘性やや有。ローム粒多量。壁崩落土。
暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・焼土粒少量。
黒茶褐色土 縮まり弱、粘性有。壁崩落上中に焼上の混 じつた層。
暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・焼土粒少量、ロームブロ

ックφ5Hn微量。

赤褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックφ2血微量、焼土粒・焼土プロッ
ク多量。

第 2号住居址 カマ ド SPA・ SPB
l 住居覆± 1層 と同一
2 住居覆± 2層 と同一
3 住居覆± 3層 と同一
4 赤褐色土 締まりやや有、粘性有。焼土粧 φ2mm・ 炭化物微量、焼土ブロック少

量

第 2号住居址 カマ ド壁 SPC
l 灰褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土粒・焼土プロック・礫少量。
2 黄褐色土 締まりやや有、粘性有。ロームブロックφ5m ll多量。
3 黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックゅ5m多量。

b'

３

ヽ

く―

B 2700

C.2700 b 2700

司

第65図 第 2号住居址 (1)

0        1:30        1m
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締まり有、粘性やや有。 ローム粒少量、礫微量。
締まりやや有、粘性やや有。ロームプロックφ lmm・ 礫少量。
締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック o lmm・ 礫少量、焼土ブ
ロック o5mm微 量。
締まり弱、粘性弱。 ロームブロック少量、炭化物微量。

締まり有、粘性弱。焼土ブロックo2mm・ ロームブロック o lmm・ 礫

少量。
b 2710

0            1:60           2m

第 3号住居址  Pl
l 茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。礫・ ロームブロックolm微量。
2 黒褐色土 締まりやや有、粘性やや有。礫微量。

第67図

化・硬化して、よく使い込まれている。この燃焼部と煙

道部との間に土師器小型甕 (9)が倒立状態で据え置かれ、

この上 (底部)に高台不 (8)が伏せ置かれていた。

住居内施設  Pllま深さ 21 cm、 P2は 20 cm、 小ピットな

がらしつかりした掘 り込みであり、柱穴と考えてよいと

思われる。出土遺物 器種は、年、姿、刀子。不・高台

不はロクロ使用の土師質であり、破片数 104点 (1、 2、 5)。

このうち内ミガキ片は、3個体 (5、 7、 8)の他、4′点。

内黒片は 3個体 (3、 4、 6)の他 43点。叩きをもつ土師

質甕 1個体 (12)。 土師器奏は、小型甕を含め 4個体 (9

～ 11、 13)の他、破片教 146点。このほか、刀子 1点 (14)、

磨石 1点 (15)。

第 3号住居址 (第 67・ 68図、第 23表、図版 4、 60)

グリッド Q33。 西台地北側の平坦地。遺存・重複 第

3号土坑を切る。当初、新旧が分からず、北西にかかる

ば
一 ▲2680 」 ぅ1蟹糧色圭

マ     3 茶褐色土
2

4 黄褐色土
5 黒褐色土

６

７

８

９

Ю

茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロックゅ6 nnl微量、礫少量、焼土粒多量。
茶褐色土 締まり有、粘性弱。礫微量。
茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム主体。
灰褐色土 締まり弱、粘性弱。礫微量。
茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックゅlmm・ 炭化物少量、焼

土粒多量。

第 3号土坑も同時進行で掘 り下げたため、この部分の住

居壁を損壊 した。形状・規模 方形。上面径 3.02× 2.93

m、 周溝を除く床面径 2.55× 2.35m、 最大壁高は南壁に

あって 30 cm。 床面積約 6N。 主軸方位 N-87° 一 E。

床面・掘 り方 ローム面を床面とする。周溝周辺を除き、

よく踏み固まって硬化する。カマ ド 東カマ ド。東壁の

ほぼ中央を幅約 55 cm、 奥行き約 60 cm、 深さ 34 cmの 半楕

円形状に掘 り込んで構築される。左袖部には地山のロー

ムが高さ 5～ 6 cmほど残 り、造り出しの袖部基礎部分 と思

われる。右袖部にはみられない。この東側 (裏側)に高

さ 12 cmほ どの段上部が造作されている。重複する坑状遺

構かとも思われたが、切 り合いはなく、カマ ド覆土と連

続する焼土混じりの堆積土であつた。燃焼部は赤イ監・硬

化してよく使い込まれている。掘り込みはほとんどなく、

床面とほぼ同じレベルにある。この燃焼部の奥に、煙道

壁と接するように、小型甕 (12)乃式倒立状態で据え置か

H 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。礫微量。
12 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土プロック o5aull少 量、焼土粒微量。
18 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック 02～ 3mm少 量。
14 黒褐色土 締まり有、粘性やや有。礫少量。
15 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量。
16 暗茶褐色土 締まり有。粘性やや有。ロームブロックφ lmm少 畳。
17 黄褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロック少量。

第 3号住居址 (1)
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(カ マ ド3層 )

0             1:3           10Cm

0        1:4       10Cm

れ、上 (底部)に郭片 (3)が伏せ置かれていた。住居内

施設 Plは深さ 18 cm。 周溝は東壁側には巡らない。幅

広く、しっかりした掘 り込みで、底面幅 8～ 15 cm、 深さ

5～ 10mほ どである。出土遺物 器種はイ、甕。郭はロ

クロ使用の土師質土器。不は 6個体 (2～ 7)。 内黒、内ミ

ガキの郭・高台イは 3個体 (1、 8、 9)その他の郭類の破

片として、22点あり、そのうち、内黒片は 7点。土師器

第68図 第 3号住居址 (2)

甕は小型甕を含め、3個体 (10～ 12)の他、破片数 59点。

遺物はカマ ド周辺に集中する。

第 4号住居址 (第 69・ 70図 、第 24表、図版 5、 61、 67)

グリッド P31。 西台地北寄りにある。遺存・重複 住

居址とカマ ドの上を現代の林道が南北に通り、住居址と

カマ ドの上部が削平されていた。さらに、カマドに木根

―-93-―



炭化材出土状況

第 4号住居址
1 暗茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。炭化物・礫 φ2～ 3nul少 量。
2 暗茶掲色土 締まり弱、粘性やや有。 ロームブロックφ20～ 30Ш少量。
3 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックφ2～3mm微量、炭化物やや多、木炭片少量。
4 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。炭化物・焼土粒少量。
5 暗茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。焼土ブロック ,2～ 3mm・ 炭化物少量。
6 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。炭化物・焼土ブロックφl～ 2rdl少 量、礫微量。
7 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。炭化材。
8 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。炭化物 ゅ20～ 30mmや や多。
9 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロックゅ10～ 20mm・ 炭化物少量、焼土ブロック o2mm微量。
10 茶褐色土 締ま り有、粘性有。
11 暗茶掲色土 締まり弱、粘性やや有。炭化材。
12 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックo lomm微量。
13 暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。斑状のローム多量。
14 暗茶褐色土 締まり弱、粘性有。斑状のローム多量。周溝。

<a'

甲

皇

ヽ

呵Ψ

0         1:60        2m
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第 4号住居址 カマ ド
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性有。焼土プロックφ5mm・ 炭化物少量。
2 暗茶褐色土 締ま り強、粘性有。焼土ブロック o lo～ 20mn多 量、灰少量、炭化

物微量。天丼崩落土。
3 赤褐色土 焼土ブロック・炭化物少量。
4 暗茶褐色土 締まり有、粘性やや有。焼土ブロックφ51un・ 炭化物少量。
5 暗灰褐色土 締まり有、粘性やや有。粘土プロンク・焼土ブロック o2～ 3mm少

量。
6 暗茶褐色土 締ま り有、粘性やや有。焼土ブロックゅlom多 量、炭化物 ゅ2～

10mn少量。壁崩落土。
7 赤褐色土 締まりやや有、粘性やや有。カマ ド構築材。
8 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土ブロックゅ5～ 10m n・ 炭化物少

亀 土器片包含。
9 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック 0 5mm・ 炭化物微量、

焼土ブロックゅ2～10mm少量。
10 暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ロームブロックゅ5mm・ 焼土ブロック

o2mm微 量、炭化物少量。
黄茶褐色土 締まり弱、粘性有。炭化物・焼土ブロックゅ2nlln少量。
明黄褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム主体。焼土ブロックφ2mm微 量。

掘 り方。
13 灰茶褐色土 締まり弱、粘性弱。炭化物・焼土ブロック o lmm・ 粘土ブロック

o2～ 3mH・ 灰少量。
14 灰茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。炭化物・焼土ブロックゅ2～ 5mm・ 灰少量。
15 灰 白色土 縮まり有、粘性有。粘土ブロック。カマ ド構築材。
16 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土プロックゅ2～ 5nl n・ 炭化物少量、

礫・粘土ブロック ol～ 2mm微 量。
17 暗褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土ブロック多量、灰やや多、本炭片

少量。
18 黒褐色土 締まり有、粘性やや有。炭化物多量、焼土ブロックφl～ 2mm少 量。
19 焼土層 締まりやや有、粘性弱。粘土ブロック o5～ 10mRl微量、炭化物少量、

焼土多量、土器片包含。
暗赤茶褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土粒少量。掘 り方。
焼土層 締まり強、粘性弱。燃焼面。
黄茶褐色土 締まり強、粘性やや有。ロームブロックφ10Hrlや や多。掘 り方。
暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。掘 り方。
暗茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。焼土ブロックφ5mmや や多、炭化物

微量、礫・灰少量。掘 り方。
25 黄茶褐色土 締まり強、粘性弱。礫少量、焼土ブロック o lo～ 20mnやや多。掘

り方。

第 4号住居址 (1)
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址が入る。第 31号住居址、第 215号土坑を切つている。

形状・規模 方形。上面径 310× 3.40m、 床面径 2.78

×2.94m、 最大壁高 41 cm、 床面積約 8.17∬。主軸方位

N-9.5° ―E。 床面・掘 り方 掘り方にロームブロック

を含むローム層主体の土を埋めて、床面を構築している。

硬化面は無い。カマ ド 北カマ ド。幅 74 cIIl、 長さ 82 cm、

深さ 38 cmの半楕円形の掘 り込み。燃焼部は床面よリー段

低く、燃焼面は硬化している。支脚として須恵器甕の胴

部片 2を利用。燃焼部から傾斜のある段がついて、浅い

煙道部がある。煙道は主軸よりやや北東側へ傾く。カマ

ドの壁は赤化し、強く硬イ監している。カマ ド袖部は白色

粘土を使って構築されており、カマ ド内に焼土と白色粘

土が混じった堆積層があることから、火災と共にカマ ド

が壊れたと推定。袖部白色粘土は、焼土と共に南西側の

床面に崩れて流れ出ている。床面に堆積したカマ ド袖部

の粘土と焼土の上に炭化材が乗つていることから、天丼

の柱材が崩れる前にカマ ドが崩落したことになり、カマ

ドから出火 した可能性がある。遺物は、小破片のほか、

カマ ド崩落と共に流れ込んだ土師質須恵器片が出土。住

居内施設 周溝は住居址北辺を除いて巡るが、南東部分

は幅が広い。深さ 4～ 10 cm。 出土遺物 器種は郭、を、

第70図 第 4号住居址 (2)

壺、刀子。土師質の不片はロクロ成形で 13点 出土 (2、 3)、

そのうち内黒の郭片は 5点で高台郵片は 1点。土師質甕

片は 11点 (4)で、斜めの叩きが胴部に確認できる個体

がある。土師器甕片は 38点で、あまり接合しない。灰釉

陶器の短頸壺が 1点 (1)。 刀子が 1点 (5)。 床面上で炭

化材が出土。炭化材は、住居全体から出土したが、特に

住居中心部分と南東部分に集中が認められた。断面形が

円形状の柱であり、柱の表面が調整されていたかは不明。

床面に柱穴が検出できないことから、住居中心部分の炭

化材は住居天丼の梁柱と推定。南東部分に集中した炭化

材は、この場所だけ壁際に集中していることから、住居

入 り口に利用した壁材か、入 り口への梯子の可能性もあ

る。

備考 火災に遭つている。北西に第 14号土坑が検出され

ており、覆土から焼土、炭化物が土器庫と共に検出され

ていることから、焼失した第 4号住居IIの遺物を第 14

号土坑に投棄した可能性がある。

第 5号住居址 (第 71図、第 25表、図版 5、 61)

グリッド 032。 西台地北側の平坦地。遺存・重複 他

遺構との重複なし。北側は トレンチで一部削平されてい

―-95-―
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第 5号住居址
1 灰褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロックo lmm微量、礫少量。
2 暗茶褐色土 結まりやや有、粘性やや有。ロームブロック o lnlll・ 礫 炭化物微量。
3 茶褐色土 締ま り弱、粘性やや有。 ローム粒 礫微量。
4 黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。礫微量。

0             1:3           10Cm

８

】

引

ユ  26 90

0       1:30       1m

カマ ド

締まり弱、粘性弱。礫微量。
締まりやや有、粘性やや有。焼土プロックゅ5mm少量、礫微量。
締まり弱、雅性弱。礫微量、焼土粒・娩土ブロック少量。

締まり有、粘性やや有。礫微量。
締まり弱、粘性やや有。礫少量。
締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック o3mm微量、焼土ブロッ
ク o lmm少 量。
締まりやや有、粘性やや有。礫少量。

第 5号住居址
1 黒褐色土
2 黒褐色土
3 黄褐色土
4 灰褐色土
5 灰褐色土
6 茶褐色土

7 黄褐色土

る。形状・規模 方形。上面径 3.13× 2.80m、 床面径 2,96

×2.67m、 最大壁高は北東壁の 25 cm。 床面積約 8ポ。主

軸方位 N-23° ― E。 床面・掘り方 ローム面を床面

とする。壁周辺を除きよく踏み固まるが、特に硬化面は

ない。カマ ド 北カマ ド。北壁のほぼ中央を、幅 68 cm、

奥行き 53 cm、 深さ 12 cmの 半楕円形状に掘り込んで構築

される。袖部は遺存しない。燃焼部は床面の外側にあり、

掘 り込みはほとんどない。赤化・硬化してよく使い込ま

れているが、焼土はそれほど多くはなく、灰もほとんど

みられない。燃焼部の北端に高さ 12.5 cmの 円柱状の上製

支脚が立ち、その上に郵片 (1)が伏せ置かれていた。カ

マ ド内の遺物は少なく、郭 。土師器甕片など 10点。住居

内施設 なし。出土遺物 器種は不、土師器甕。量的に

は少ない。イはカマ ド内の 1個体 (1)の ほか 26点。こ

のうち、内黒片 2点、高台片 1点。土師器登片は、1個

体 (2)のほか 5′く。叩きをもつ土師質の甕片が 1点ある①

第 9号住居址

(第 72・ 73図、第 26表、図版 7,61,65,66,67)

グリッド N21。 西台地南東寄りにある。遺存・重複 住

居址とカマ ドに木根址が入 り込み、住居址の壁を一部壊

している。第 6号溝状遺構を切つている。形状・規模 方

形。上面径 3.40× 3.62m、 床面径 2.94× 3.12rn、 最大壁

高 65 cm、 床面積 9.17∬。主軸方位 N-10° ― E。

床面・掘り方 掘 り方にロームブロックを含むローム層

の土を埋めて、床面を構築している。硬化面は無い。カ

第71図 第 5号住居址
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第 9号住居址
1 暗褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックφ5

～10mmやや多。
2 黄褐色土 締ま り弱、粘性有。ロームブロックゅ5Hlll・ 炭化

物微量。
3 暗黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ロームブロックゅ10～

201n ll'炭化物微量。
4 暗黄褐色土 縮まりやや有、粘性有。 ロームブロックゅ5～

10mm微量。
5 黄褐色土 締まり弱、粘性有。壁崩落土。
6 暗黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム主体。
7 暗黄褐色土 綿まり弱、粘性有。ローム主体。炭化物微量。
8 黄褐色土 締まりやや有、粘性有。壁崩落上。
9 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム主体。 ロームブ

ロック o2～ 3mm微量。
10 黄茶褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロックφ51nmやや

多。掘 り方。
11 黄褐色土 締まり強、粘性やや有。 ローム主体。据 り方。
12 淡自褐色土 締まり有、粘性弱。焼土粒やや多、炭化物微量、

自色粘土多量。カマ ド構築材。
13 暗赤褐色土 締まり有、粘性有。焼土プロックゅlmm少 量、

自色粘土ブロックo5m微量。カマ ド構築材。
14 暗赤褐色土 締まりやや有、粘性有。 白色粘土・ 焼土粒やや

多。カマ ド構築材。
15 黄褐色土 締まり有、粘性有。 ローム主体。掘 り方。曼
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第72図 第 9号住居址 (1)

第 9号住居址 土坑
1 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロックφ5mn・ 炭化物 φ2～ 3mm微 量

ローム粒やや多。

暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。炭化物微量。
暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローふ粒やや多。
暗黄茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒やや多。
暗黄茶掲色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームプロック o10～ 20mn・ 炭化物

微量、ローム粒やや多。

第 9号住居址 カマ ド
1 暗黄茶掲色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒多、炭化物微量。
2 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。燒土ブロックゅ5～ 10mll少量、自色

粘土ブロックo lomm微量。
3 暗赤褐色土 締まり弱、粘性やや有。自色粘土プロックφ〔0～ 20mnやや多。
4 赤茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。焼土粒・灰やや多、焼土ブロックゅ20mm

少量。

暗黄茶掲色土 締まりやや有、粘性有。ローム主体。
淡赤褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム主体。焼土粒少量。
淡茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土粒少量、白色粘上多量。
淡茶褐色土 締まり有、粘性やや有。自色粘土やや多、炭化物微量、焼土粒少

ど盈。

赤茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土粒多量、炭化物微量、灰やや多。
淡茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。自色粘土多量、焼土粒少量、炭化物

微量。

暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。灰多量、焼土ブロックφ5mm・ 焼土粒・炭
化物少量。掘 り方。

暗赤褐色土 締まり強、粘性やや有。ロームプロックゅ5mal微 量、灰少量・焼土
粒やや多。燃焼面。

13 暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。焼土粒少量、炭化物微量。掘 り方。
14 灰茶褐色土 締まり有、粘性有。 自色粒微量。掘 り方。
15 茶褐色土 締まり有、粘′性有。 白色粘土多、炭化物微量、焼土ブロンク ゆ2～

3Hun少量。掘 り方。
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(1層 )

マ ド 北カマ ド。住居北側のほぼ中央の壁面を、幅 77

cm、 長さ 70 cm、 深さ 51 clllの 半楕円形に掘 り込み構築し

ている。燃焼部はやや皿状に掘 り込んでいて、硬化 して

いる。煙道部は燃焼部との段差が殆ど無く、短く急に立

ち上がっている。白色粘土は、カマ ド堆積土に多く含ま

れていることから、カマ ド袖部だけではなく、カマ ド天

井部を作るのに利用されたと推測。カマ ドの壁は一部硬

化 し、焼上の量も多くないことから、カマ ドの使用期間

は長くはなかった可能性がある。カマ ド燃焼部の上で、

小破片と共に鉄鉢形土器が出土 (4)。 鉄鉢形土器は、火

を受けておらず、口縁部を逆さにして、カマ ド天丼部の

粘土が崩落流入する前に、カマ ド内に投棄されている。

住居内施設 住居址中心部やや東よりに、上面径 1.02×

0.92m、 深さ 30 cmの土坑が存在する。床面上で検出して

おり、住居址と同時期に利用されたものか。出土遺物 器

種は郵、鉢、甕、甑、鉄器で、土師質の不片はロクロ成

(3層 )

第73図  第 9号住居址 (2)

形で 92点出土 (1、 2、 3、 6)。 内黒の杯片がこのうち 54

点で、高台都片は 2点。塁書片が 3点含まれていて、「佛」・

「藤」と読めるもの、「O太」、「寺 ?」 と推測されるもの

などがある。土師質の鉢は 1点 (4)で、鉄鉢形土器 と思

われる。土師質の籍片は 54点 (5)。 土師質の甑片は 3

点。須恵器の不片は 10点。須恵器の甕片が 3点。土師器

の甕片は 63点 (5)。 不明鉄製品が 1点 (7)だが、鉄滓

かと思われるものが他に 8点出土。また、灰釉陶器 と思

われる小片が 1点出土している。

第 11号住居址 (第 74・ 75図、第 27表、図版 8,61,65)

グリッド Y29。 30、 Z30。 東台地北東部の斜面落ち際

に占地。遺存・重複 第 34号住居址の約 1/4を切る。住

居の南西側を現代の撹乱によって壊されている。形状・

規模 方形。上面径 3.48× 3.36m、 床面径 3.08× 3.06

m、 床面積 9.42雷。最大壁高 82 clll。 主軸方位 N―

0        1:4       10Cm
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第m号住居址
1 暗灰禍色土 締まり弱、粘性弱。砂質土。焼土粒・炭化物少量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロック o10～ 20mm・ 焼土粒・炭化物

少量。
3 茶櫓色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロック o10～ 20m n少量、焼土粒・炭化

物やや多。
4 暗茶褐色土 締ま り有、粘性弱。ロームプロック 01～ 10mm・ 焼土粒・炭化物少量、

ローム粒多。

5 壁崩落土か ?

第11号住居址  Pl
l 明黒褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロックゅ2～ 3mn少 量。
2 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。 ローム粒微量。

第11号住居址  P2
1 明黒褐色土 締まり弱、粘性弱。小礫多量。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームプロック o2～ 3mm少量。

第11号住居址  P3
1 灰褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック o2～ 3mm少量。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックφ2～3mm少量。

第11号住居址  P4
1 明黒褐色土 縮まり有、粘性有。ロームブロック o2～ 3mm少 量。
2 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒微量。

第11号住居址 カマ ド
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロックゅ1～ 10F m・ 焼土ブロックol～

10mm少 量、焼土粒・炭化物微量

灰褐色土 縮ま り強、粘性強。 ロームプロックφl～ 10mn少 量、焼土ブロンクφl
～ 101nm・ 焼土粒・炭化物微量。粘質上。天丼崩落土。

暗灰褐色土 締まり有、粘性有。ロームプロック ol～ 10m n・ 焼土粒・炭化物微量
焼土ブロックφl～ 101m少 量。粘質土。

暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロック ol～ 10n m焼土粒・炭化物微量、
焼土プロック o10～ 20n」n少量。

暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロックφl～ 10mm・ 焼土粒・炭化物
微量、焼土ブロック o10～ 20mm多 量。

暗赤褐色土 締まり有、粘性弱。ロームプロック ol～ 10tFdn微量、焼土ブロックゅ
10～ 20mln多量、焼土粒・炭化物・粘土ブロック ol～ 101n少 量。

暗茶掲色土 締まり有、粘性弱。ロームブロック ol～ 10mm微 量、焼上ブロックφ
10～ 201un・ 焼土粒・炭化物少量。

暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロックφl～ 10mm・ 焼土粒・炭化物微量
焼土プロック o10～ 20mm多 量。

暗灰自色土 締まり強、粘性強。焼土粒・炭化物少量、砂質粘土ブロック多量。

B 2550

0         1:30        1m

第74図 第11号住居址 (1)
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17° ―W。 カマ ド 北カマ ド。北壁中央のやや東寄りの

壁面を幅 78 cm、 長さ 155 cal、 深さ 63 cmの半精円形に掘

り込み、構築している。燃焼部は床面からさらに低く作

られており、やや赤化 。硬化したものが堆積する。袖は

白色で砂混じりの粘質土で構築されている。上層の覆土

には袖に用いたものと類似する粘質土が堆積するが、こ

れは天丼都に使用されたものが崩落したものと思われる。

このカマ ドの内部からは、土師質の高台郵 (5)や、土師

質の鉢 (1)、 さらに土師器の甕 (9)な どが出土している。

床面・掘り方 粘 り気のあるローム面を床面としており、

全面よく締まるが、特に中央部から東にかけてと、南に

向かつてガチガチに硬化する部分がある。住居内施設

計 4本のビットが確認された。

聰 上 面 径 cIIl 底面径伽 深 さ帥

Pl 41× 40 20× 17 10

P2 34× 25 16× 12

P3 B6× 33 27× 22 6

P4 42× 34 30× 25 6

各ピットとも、底面の精査においていわゆるアタリ痕は

見つかつておらず、また堆積する覆土についても住居覆

土と類似するところがなく、柱穴とするにはやや弱いか。

出土遺物 器種は不、皿、椀、甕、瓶。年片はロクロ成

形で土師質。46点出土 (3、 4、 5)。 このうち内黒の不片

は 26点で高台邪片は 4点。墨書土器は 1点 (4)で 「良」

と読める。土師質甕片は 63点 (6)。 土師器甕片は 34点

(7、 8、 9)① 須恵器甕片は 2ッミ。須恵器不片は 5点。灰

釉陶器の破片数は 1点のみで小片。

第 12号住居址 (第 76・ 77図 、第 28表、図版 8)

グリッド X・ Y28、 29。 東台地北東都、第 11号住居

址の南西、調査区東端の緩やかな斜面に占地。遺存・重

複 第 14号住居址の北側を切る。南側と東側に切 り株

が入り、特に東側はカマ ド直上に位置するため遺存は悪

い。形状・規模 方形。上面径 408× 4.20m、 床面径

3,78× 3.84m、 床面積 145だ。最大壁高 40 cm。 主軸方

位 N-67° ―W。 カマ ド 東カマ ド。幅 98 cm、 長さ

120 cm、 深さ 15 cmの 半楕円形。切 り株によつてほとんど

壊されていて、調査時も、掘り進めるのが困難なほど。

それでも、支脚の名残 りらしき赤化した砂岩がばらばら

になって出土し、焼土散布面を確認する事はできた。

床面・掘り方 ローム面を床面としており、全体によく

しまる。特に 1号炉から南西コーナー、P2の北側、Pl

の西側などガチガチに硬化する。また住居北都中央付近

では、焼土が多量に分布し、一部赤化するが硬化はしな

い。床面直上からは砕けた筑波石が広い範囲で検出され

ており特に大きなものは住居南西側に分布するようであ

る。炉 1号炉は幅 50 cm、 長さ 54 clll、 深さ 5 cmの精円

形で堆積した覆土には焼土ブロックが多量に混じる。燃

焼部は皿状を呈しており赤化・硬化してガチガチ。遺物

は出土していない①2号炉は幅 59 cm、 長さ 73 cm、 深さ

20 cmの楕円形で、燃焼部は皿状を呈して赤化・硬化して

いてガチガチ。堆積した覆土には焼土ブロックと炭化物

が多量に混じる。遺物は上層から土師器奏の胴部小片が

1点出土している。住居内施設 計 3本のピットが確認

された。

lb 上 面 径 飩 底 面 径 dn 深 さ Q4

P l 103 × 50 91 × 36

P 2 56× 42 38× 86 9

P 3 84× 59 65× 42

Pl、 P2については堆積した覆上の内容物、形状の同一

性から、住居に伴うものと考えられる。 P3については

形状・土質の違いからPl、 P2と は性格の違 う遺構と思

われるが確実なことはわかつていない。

出土遺物 器種は、杯、椀、甕、甑、灰釉陶器片。不は

ロクロ成形の土師質であり、不片数 80点 (1、 2、 3)。 内

面黒色処理をした破片は全部で 31点。この中で、内黒の

高台郵庫は覆土中出上の 3点。須恵器甕片は 8点。叩き

目を持つ土師質の甕片は 5点。土師器甕片は 272点ある

が、接合するものは少ない。灰釉陶器片は小片ばかり 3

′く。

第 15号住居址 (第 78・ 79図、第 29表、図版 9,61,66)

グリッド W28。 東台地北都中央よりやや東、第 19号

住居址の南東、第 18号住居址の南に占地。遺存・重複

他遺構との切 り合いはない。住居北西から南西にかけて

の壁に切り株の根が入り込み壊されてはいるが、概ね良

好な状態である。形状・規模 上面径 368× 3.56m、 床

面径 3.03× 2,98m、 最大壁高 42 cm。 床面積約 8,76だ。
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第12号住居址
1 暗黄褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロック 01o～ 2omm少 量、焼土粒・炭化物

微量
2 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロック 01～ lomn・ 焼土粒・炭化物少量。
3 暗赤褐色土 締まり有、粘性弱。ローム粒微量、焼土ブロックφ10～201nm少量、

焼土粒・炭化物多量。

第12号住居址 Pl
l 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。

微量。
2 焼土層

第12号住居址  P2
1 暗黄褐色土 締まり有、粘性弱。

微量。

第12号住居址  P3
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。
2 暗茶褐色土 締まり強、粘性有。

W

衰

ヽ

く―

B
第12号住居址 カマ ド
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロックゅ1～ loma・ 焼土粒・炭化物微量。
2 暗茶褐色土 結まり有、粘性弱。ロームブロックゅ1～ lomm少 量、焼土ブロック

ゅ10～20mmや や多、焼土粒・炭化物微量。
3 暗黄褐色土 絡まりやや有、粘性弱。 ロームブロックφl～ lomm少量、焼土粒・炭

化物微量。
4 明茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒・焼土粒・炭化物微量、焼土ブロック

ゆ1～ 101nm少 量。
※ 全体に木根がはびこる。

第12号住居址 炉 1
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロック 01～ lomn少量、焼土ブロック

φ10～20mln多量、炭化材少量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒少量、焼土粒・炭化物・焼土ブロッ

ク o20～30mmやや多。

第12号住居址 炉 2
1 暗黄褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロック o lo～ 20mm・ 焼土粒・炭化物少量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック 01o～ 20mm少 量、焼土ブロッ

クφ10～20mm・ 炭化物やや多。

C'

第76図 第12号住居址 (1)

く
生 25品
2 
笙

ー

▲ 26001 笙

IF

A'

ロームブロック ol～ lolnm少 量、焼土粒・炭化物

ロームプロック 01o～ 20mm少 量、焼土粒・炭化物

ロームブロックφ lo～ 2011・ 焼土粒・炭化物微量。
ロームブロック 010～ 20mlnやや多、炭化物微量。

b'
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主軸方位 N-45° ―W。 床面・掘り方 ローム面を床

面としており、全体に良く締まる。特にカマ ド前から住

居中央にかけてと、Pl、 P2の南側などはガチガチに硬

化する。また、住居の壁際よりも中央に行くほど盛り上

がるような造 りになっている。カマ ド 北カマ ド。住居

外北東方向に、幅 55 cm、 長さ 55 clll、 深さ 32 cmの半楕円

形に掘り込まれている。燃焼部は床面より5 cmほ ど低く、

赤化はするがそれほど硬化 しない。中央に土師器の小型

甕 (9)を伏せて置き、上に高台郵 (6)を逆さまに被せ、

さらに土師器甕の胴部片を乗せて支脚としていたようで

ある。この小型甕の直下には、支脚を配置するために施

したと思われる掘 り込みが確認できる。煙道部と左右の

壁面はガチガチに赤化・硬化している。袖部は土師器甕

(7)を ほぼ半載し、倒立させて埋め込み、構築している。

第 2層に入る砂混じりの粘土ブロックや、第 3層の多量

の焼土ブロックは天丼構築材の崩落土か。また、燃焼部

直上に堆積する第 4層には多量の焼土粒・焼土ブロック

とともに少量の灰が混ざる。住居内施設 ピット4本が

検出されている。

配 上面径伽 底 面径 帥 深 さ on

Pl 62× 66 8× 5

P 52× 57 5× 3

P3 33× 22 17× 8

P4 23× 18 15× 9 12

全てのピントに堆積 した覆土はいずれも、住居/1C土第 3

層と類似の土層で、住居に伴 うものと考えられる。周溝

は幅 12～ 22 cm、 深さ 1l cm。 カマ ド部分を除きほぼ全周

する。出土遺物 器種は郭、椀、蓋、甕、甑、瓶。不片

第77図 第12号住居址 (2)

はロクロ成形の土師質で 82点 (1、 2、 3、 4、 6)。 そのう

ち内黒で高台郭片は 4点。墨書土器片が 1点出土してい

る (4)が小片の為、文字は不明。土師質椀片 1点 (5)。

土師質秦片 15点。土師質甑片 4点 (11)。 土師器甕片は

245点 (7、 9、 10)。 須恵器不片 1点。須恵器蓋片 2′点。

須恵器籍片 3点。灰釉陶器瓶片 5点。

第 17号住居址 (第 80。 81図、第 30表、図版 17,61,62,65)

グリッ ド V・ W27。 東台地のほぼ中央、比較的平坦な

場所に占地。遺存・重複 住居東側中央付近を第 152土

坑によつて切られる。また、全ての方向に切 り株の根が

入 り込み、壁や床面に影響を与える。あまり良好な状態

ではない。形状・規模 方形。上面径 2,31× 2.91m、 床

面径 2.74× 2.57m、 床面積 7.04だ、最大壁高 30 cln。 主

軸方位 N-45° ―W。 床面・掘り方 ローム面を床面

としていて良く締まる。特にカマ ド前から南壁までの住

居中央付近はガチガチに硬化している。南西側の床面は

根が入 り込んだ影響でやや荒れている。カマ ド 北カマ

ド。北壁の中央よりやや東の住居外に向かつて、幅 42

cm、 長さ 78 cm、 深さ 40 cmの半精円形に掘 り込んで造ら

れてお り、煙道部先端はやや西側に傾く。燃焼部は床面

よりも低く皿状に掘 り込まれていて、赤化はするが硬化

′ましなヤヽ。煙道部は燃焼部よりも硬化 |まするが赤化′まし

ていない。左右の壁面は強く被熱していて赤化・硬化の

為ボロボロ。袖部は砂混じりの白色粘土で構築されてお

り、その両脇に棚状に残存する同様の白色粘上の堆積は、

袖が壊れる段階で流出したものの堆積かと推測される。

また、カマ ド第 2層、第 4b層に混じる粘土ブロックは赤

化してお り、天丼部の崩落土である可能性も考えられる。
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第15号住居址
1 暗灰褐色土 締まり弱、粘性弱。砂質土。焼土粒・炭化物微量。
2 黒褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック 01o～20m n'焼 土粒・炭化物

少量。
3 暗茶褐色土 締ま り有、粘性弱。 ロームプロックゅlo～ 20mm・ 焼土ブロック o lo

～20mm・ 焼土粒・炭化物少量。
4 茶褐色土 締ま り有、粘性弱。 ロームブロック 01～ loHm多 量、焼土粒・炭化物微

量。周溝。

第15号住居址 Pl
l 暗茶褐色土 縮まりやや有、粘性弱。 ロームブロック 01～ lomm・ 焼土粒・炭化物

微量。
2 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロックゅlo～ 20mm少 量、焼土粒微量。

０
】
卜
代

司

可   守
B 2710 B'

第15号住居址  P2
1 暗茶褐色土 締ま りやや有、粘性弱。

微量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。

炭化物微量。

ロームブロック ol～ loaun,焼 土粒・炭化物

ロームブロックゅlo～20mm少 量、焼土粒・

B'

Ｆ
一

第15号住居址 カマ ド
1 暗茶褐色土 縮まり有、粘性有。砂質土。ロームブロックφl～ lomm微 量、焼土粒

・炭化物少量。
2 暗茶褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロックφ lo～ 201m・ 焼土粒・炭化物・

粘土プロック少量。
3 橙褐色土 締まり有、粘性有。 ロームブロックゅ1～ lomm微 量、焼土ブロックゅ

10～20mmやや多、焼土粒・炭化物少量。
4 赤褐色土 締まり有、粘性やや有。 ロームブロック 01～ lomm微量、焼土ブロック

ゅ10～20mn多量、焼土粒・炭化物少量、灰。
5 黄褐色土 締まり強、粘性有。 ロームブロック 020～30m少量、焼土粒・炭化物

微量。壁崩落土。
6 暗黄褐色上 締まり強、粘性有。ローム粒・ ロームブロック 020～ 30mn多 量。

掘 り方。

げ
一

m

第78図 第15号住居址 (1)
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第80図 第17号住居址 (1)

炭化材出土状況

Cl (2層)く
|

0        1:60       2m

第17号住居址 カマ ド
la 黄掲色土 締まり有、粘性有。 ロームブロック 01～ lomff少 量、焼土粒・炭化

物微量。
lb 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。 ロームブロックゅ1～ lomm微 量、焼土プロッ

ク ol～ 10aun・ 焼土粒少量。
2 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。 ロームブロックφ lo～ 201un少量、焼土ブロッ

クゅ10～ 20mm・ 炭化材・粘土ブロックφ lo～ 20Hunやや多。
3 黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームプロックφl～ 10mm・ 焼土粒微量。
4a 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒少量、焼土ブロックゅ10～ 20

mn多量、炭化物微量。
4b 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒・赤化粘土ブロック少量、焼

土ブロックo lo～20mm多量、炭化材やや多。
5a 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロック 01～ 1011n,焼 土粒・炭

化物少量、灰。
5b 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒・焼土粒・炭化物微量。
6 暗赤褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒微量、焼土ブロックゅ1～ lom

・焼土多量。燃焼面。
7 暗黄褐色土 締まり有、粘性弱。 ロームブロックゅ1～ loHm微 量、焼土粒やや

多。カマ ド袖。
8 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。 ロームブロック01～ lomm微 量、焼土ブロッ

クゅ10～20m。 赤化粘土ブ
ロック多量、炭化材少量。

9 暗黄褐色土 縮まり有、粘性有。 ロームブロック 01o～20mmや や多、焼土粒・
炭化物微量。掘 り方。

10 暗灰褐色土 締まり強、粘性強。砂質粘土。 ローム粒微量、焼土プロックφ10
～20mm・ 粘土ブロック多量。カマ ド袖。

ビ
一

B 2710

第17号住居址
1 暗黄褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロック 01～ lomm・ 焼土粒・炭化物少量。切 り株による投乱を受ける。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロックゅ1～ lomm少 量、焼土ブロックφ lo～ 20mm・ 炭化材・赤化粘土ブロック多量。

第17号住居址 P2
1 黄褐色土 締まり強、粘性有。 ローム粒多量、焼土粒微量、炭化物やや多。
2 黒褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロック 01～ lo nm少量、焼土粒微量、炭化物やや多。

第17号住居址  P3
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ロームブロック 01～ lomm・ 焼土粒微量、 炭化物多量、炭化材少量。
2 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。 ロームプロック 01o～ 20H mやや多、焼土粒・炭化物微量。
3 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロックφl～ loT n少 量、焼土粒・炭化物微量。
4 黄褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロックφl～ lomln少量、ローム粒多量、炭化物微量。

く
|
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(カ マ ド4b層 )
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0             1 :3           10Cm

燃焼部直上の第 5層には多少ではあるが灰も混じるよう

だ。両袖の先端部にはそれぞれイの破片 (3、 5)が埋め

込まれていた。住居内施設 Pllま上面径 27× 29 cm、 底

面径 24X15 cm、 深さ68側。P2は上面径 28× 26 cm、 底

面径 14× 15 cm、 深さ 24 calo P 3は上面径 47× 31 cm、 底

面径 19× 9 cm、 深さ43 cm。 ピットの覆土は色調や締まり、

粘性にバラつきはあるが、住居覆土と混入物がほぼ類似

するため、住居に伴 うものと考える。出土遺物 器種は

年、甕。土師質邪片 24点でそのうち、内面黒色処理の破

片は 11点。高台不片 (4、 5)、 無台 (1、 2、 3)が ある。

墨書土器が出土しており、「冨」と読める。土師質の甕片

9点 (6)で 叩き目を持つ。須恵器の甕片 3点。土師器の

甕片は 28点。そのほかにカマ ド左袖部西側から丸みをお

びた石が出土。表面を加工したのか、かなり滑らか。石

材は玉髄と思われる。また、床面近くからは比較的大き

な炭化材が検出され、その直上には、赤化 した粘土ブロ

ックが多量に確認されている。炭化材は、カマ ド内部や

第81図  第 17号住居址 (2)

住居全体に広く分布するが、北西側・南東側に特に多く

見られる。このうち、取り上げN06、 7、 17は分析資料と

した。

備考 焼失住g。

第 18号住居址 (第 82図、第 31表、図版 10,62,67)

グリッド W29'30。 東台地北都中央のやや平坦地に占

地。遺存・重複 他遺構との切 り合い関係はない。現代

の撹乱が住居南側を削平、さらに住居西側から南側にか

けて 4本の切り株が立ち並び、根が入 り込んだ影響で一

部撹乱されている。形状・規模 方形。上面径 3.40× 3.40

m、 床面径 318× 3.14m、 最大壁高 25 cm。 床面積約 9,99

∬①主軸方位 N-45° ―W。 床面・掘り方 ローム面

を床面としている。カマ ド前面から住居中央まで、まば

らに硬化し、壁際に行くほど締まりがなくなる。カマ ド

北カマ ド。住居北壁の中央やや東寄 りに、幅 58 cm、 長さ

84 cm、 深さ 50 cmの半楕円形に掘 り込み構築する。左右
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第18号住居址
1 暗黄掲色土 締まり有、粘性弱。ロームプロック ol～ 10mm少 量、焼土粒・炭化

物微量。
2 暗茶掲色土 締まり有、粘性弱。 ロームブロック 01～ 10mm・ 焼土粒・炭化物少

量 。

3 黄褐色土 締まり強、粘性やや有。 ロームブロック o20～ 30mm少 量、ローム粒多
量。

第18号住居址  P2
1 1音茶褐色土 Intま り有、粘性弱。ロームブロック ol～ lomm少 量、焼土粒・炭化

物微量。
2 暗黄褐色土 縮まり弱、粘性弱。ロームブロックゅ10～20mn多 量。

0            113          10Cm

B2680 B'

ど3二  26 80

ユ_________―――どL十三ユ________―――ど甘
m

第18号住居址 カマ ド
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ロームブロックゅ1～ 10mm少量、焼土粒や

や多、炭化物微量。
2 暗灰褐色土 締まり強、粘性強。ロームブロックゅ1～ 10rm微量、焼土粒・炭化

物・赤化粘土ブロック ol～ lomtn少 量、砂質粘土ブロックやや多。
3 赤褐色土 縮まり強、粘性有。 ローム粒微量、焼土ブロックφ10～ 20m n多量、炭

化材少量、赤化粘土ブロック ol～ lommや や多。
4 暗赤褐色土 締まり有、粘性やや有。 ロームブロック o10～ 20rm少 量、焼土粒・

炭化物やや多。
明灰褐色土 結まり強、粘性有。粘質土。ロームプロック ol～ 10mm・ 焼土ブロ

ックφl～ 10mm少 量、炭化物微量。天丼崩落上。

茶褐色土 締まり有、粘性有。 ローム粒・焼土粒・炭化物微量、粘土ブロックo
l～ 10mm少 量。カマ ド袖構築材 ?

暗茶褐色土 縮まり有、粘性やや有。 ロームブロックゅ1～ lom・ 焼土粒・炭化
物微量。

黄褐色土 締まり強、粘性有。 ロームブロック o10～ 20mH・ 焼土プロックφ10～
20mmや や多、焼土粒・炭化物少量。掘 り方。

灰 自色土 締まり強、粘性強。砂質粘土プロック多量。カマ ド袖。
暗赤褐色土 締まり強、粘性やや有。 9a層 が被熱変化 したもの。

U      (是 )

第82図 第18号住居址
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の袖部には砂混じりの粘土を貼り付けていて、右側の袖

に関しては東側に一部崩壊・流出している形跡がある。

燃焼都は皿状の掘り込みで、赤化はしないがやや硬化し

ている。この燃焼部中央には板状に加工したと思われる

筑波石が直立した状態で検出されており、支脚として利

用されたのではないかと考えられる。左右の壁面は多少

赤化するが、それほど硬化はしていない。住居内施設

Plは上面径 30× 32 cm、 底面径 6× 6 cm、 深さ 24 cm、 P

2は上面径 40× 36 cm、 底面径 6× 4側、深さ 58cmo P2

はかなりしつかりと掘 り込まれており、柱穴と考えても

よいと思われる。出土遺物 器種は郭、甕、灰釉陶器、

刀子。イ片はロクロ成形の上師質で、30点出土 (1、 2、

3)。 このうち、内面黒色処理を施したもの 8点。その中

で高台不片は 1点。第 2層から出土した郭の底部片が、

第 19号住居址の第 3層から出土した底部片と接合。胴部

に叩き目を持つ土師質の甕片は 8点。土師器の密片は 18

点 (4)。 須恵器の甕と思われる小片が 2点。灰釉陶器の

小片が 2点。刀子 1点 (5)。

第 20号住居址 (第 83・ 84図 、第 32表、図版 11,62,66,67)

グリッド U27。 東台地北部西側傾斜地に位置する。

遺存・重複 住居北壁中央部とカマ ドが第 150号・151

号土坑に切られ、住居南壁中央部は第 199号土坑を切つ

ている。第 199号土坑の方が住居よりも古いが同時に掘

り進めたため壁の一部を壊してしまった。台地傾斜部付

近に位置するため住居西半分は床面・壁ともに明確なも

のはなかつた。 形状・規模 方形。上面径 3.45× 3.76

m、 床面径 3.0× 3.4m、 最大壁高は東壁にあり0.57m、

床面積約 10.2雷。 主軸方位 N-35° 一W。  床面・

掘り方 ローム面を床面とする。住居東半分は踏み固ま

つているが、西半分は台地傾斜の影響により低くなつて

いる。カマ ド 北カマ ド。北壁中央部にあり幅約 10m、

長さ 0.63m、 深さ 0.42mの精円形に掘り込んで構築さ

れている。左右袖部には灰白色の粘土があるためカマ ド

本体も同一の粘土で構築されたと考えられる。左袖部に

は高さ約 20 clllの段状部があるが、これをカマ ド袖部の

基礎部分としていて、右袖も同様の構造と考えられる①

燃焼部については、掘 り込みも硬化した燃焼面も確認で

きず、カマ ド中央部では焼土ブロックや焼土を確認でき

たが明確な範囲は確認できず、灰の分布も確認できなか

った。カマ ド内からは土師器甕片 11点、土師質須恵皿

片 1点 (4)、 甕片 28点、不片 8点、甑 3点が出土し、7

もカマ ドから出土している。住居内施設 北東隅に上面

径 77× 73 cm、 底面径 60× 60 clll、 深さ約 16 cmの浅い貯

蔵穴が検出された。ローム層主体の覆土で根穴が 2本か

らんでいる。出土遺物はない。ピットは計 5本検出され

た。 P2の覆土から土師器寮 2片が出土した。 P3の覆

土からは土師質の年片が 1点、甕片が 1点、須恵器甕片

が 1点出土した。覆土は貯蔵穴と同様の上であつた。

聰 上面径 dH 底面径ω 深 さ帥

Pl 48× 50 7× 18

P2 70× 67 10× 20

P3 74× 80 15× 32

P4 27× 24 9× 15

P5 45× 38 28× 22

出土位置やピットの形状から住居の主柱穴と考えられ

るものはなかつた①周溝は住居を全周せず断続的に確認

することができる。断面形はU字形で深さは 3～ 10 cmを

測る。出土遺物 カマ ド・ピット以外に住居内から土師

質須恵の皿が 3個体 (3・ 4・ 5)、 不 1個体 (2)、 灰釉陶

器の長頸壺が 1個体 (1)出土した。その他に土師質の

皿・不片が 144′点、甕片 54点、須恵器の郵片 6点、甕

片 8点、その他の不明小片が 6点、土師器甕片が 203点、

灰釉陶器片が 4点、鉄製品 2点 (2・ 9)んミ出土した。鉄

製品は刀子と不明鉄製品である。土師質の不で墨書が出

土している (6)力く、文字判読不能である◎

第 23号住居址 (第 85。 86図、第 33表、図版 11,62,63)

グリッド V25。  東台地南緩斜面に位置する。遺存・

重複 住居東壁一部を第 167号土坑により損なわれ、後

世の撹乱によつて住居西壁が切られている。形状・規模

方形。上面径は推定 4.55× 3.69m、 床面は南北径 4.35

m、 北壁 2.72m、 南壁 3.74m、 最大壁高は南東壁で 64

cm。 主軸方位 N-9° 一W。  床面・掘り方 ローム

面を床面としており、市東隅・西壁を除いて床面全体が

踏み固められている。特に床中央都が他の部分に比
べて

強く硬化し、その部分に焼土が集中的に分布している。

カマ ド 北カマ ド。住居北壁中央部付近を幅 1.37m、 長

さ 065m、 深さ約 0.40mの半楕円形に掘り込んで構築
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⑬

貯蔵穴
A 2620    ▲
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」全ヒ  26 10       」
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A  26 10    」

コ

第20号住居址
1 灰褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒少量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック 02～ 3嗣微量。
3 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームプロック2～ 3mm・ ローム粒・木

炭片微量。
4 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。小礫多量、ローム粒少量。
5 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒少量。
6 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒少量。
7 黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒少量、木炭片微量。
8 明黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームプロック多量。
9 暗茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ロームブロック o2～ 3mm微量。
10 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。ロームプロック o2～ 3mm少量。
11 明黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロック o5～ 10mm多量。

第20号住居址 Pl
l 暗黄褐色土 締まり有、粘性やや有。ロームブロックφ2～3mm少量。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームプロックφ2～5mm少量。
3 灰褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックφ2～31m少量。

第20号住居址 P2
1 灰褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム紅少量。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量。
3 暗黄褐色土 縮まり調、粘性やや有。ローム粒微量。
4 暗黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム主体。

第20号住居址 P3
1 黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックφ8～5mm多量。
2 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム糧少量。
3 黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック多量。
4 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒少量。

第20号住居址 P4
1 暗黄褐色土 縮まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量。
2 灰褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒少量。

第20号住居址  P5
1 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックゅ1～ 3nun少量。

第20号住居址 貯蔵穴
1 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックゅ2～3Em少量。

第20号住居址 カマ ド
1 灰褐色土 縮まり弱、粘性強。礫・焼土粒多量。
2 灰褐色土 締まり弱、粘性有。焼土ブロックφ2～31m少量、ロームブロックφ5

～ 10Hun少 量。
明黒褐色土 Ithま り弱、粘性弱。焼土粒多量、焼土プロックゅ2～5mm少量。
明黒褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土粒少量。
茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック2～3mm少量。
茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒微量、焼土ブロック・焼土粒多量。
黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック多量。
黒褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土ブロックφl～ 3mr少量。
黒褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土ブロック o2～ 3mm少量。
暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームプロック0 1mm微量、焼土ブロック多量。
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m

する。やや小規模な煙道があり、カマ ドの両側には粘土

を構成材とした造 り出しの袖が残存する。明確な燃焼部

は確認されていない。しかし、燃焼都とおぼしき皿状の

掘 り込み部には、上面径 7× 6 cm、 下面径 14× 10 clll、 高

さ 19 cmの 石製の支脚が存在し、被熱のためボロボロに

崩壊している。石材は不明である。他の住居のように支

脚に土器が伏せ置かれてはいなかった。支脚が確認され

た層からは焼土粒・炭化材が多量に検出されている。カ

マ ド内部からは土師器甕片 72点、土師質の皿片 4点、

郭片 20点、秦片 18点、不明 1片、須恵器密片 6点、器

種不明須恵器片 1点、灰釉陶器瓶 3点、水瓶 1点、鉄製

品 1点、不明土製品 2点が出土した。また、6、 8もカ

マ ド出土遺物である。住居内施設 ピットが計 5本検出

された。Plの覆土中から土師質の甕片 2点が出土した。

第84図  第20号住居址 (2)

酌 上面径 m 底 面径 Qn 深 さ crl

Pl 45× 55 20× 25

P2 60× 67 31× 34 17

P3 41× 41 19× 17

P4 45× 44 30× 30

P5 45× 43 28× 26

P2の覆土中から土師質の郵片 1点が出土する。 P5の

覆土中から土師質の不片 2点、器種不明須恵器片が 1点

出上している。検出位置から主柱穴と断定できるものは

ないが、Pl・ P2は貯臓穴の可能性が考えられる。 出

土遺物 カマ ドやピント以外に住居内から土師質の不 9

個体 (3・ 5・ 7・ 9・ 11・ 12含む)、 鉢 1個体、甑 1個体、

甕 3個体 (2含む)、 灰釉陶器の長頚壷 1個体 (1)、 水瓶

1個体、土師器甕 2個体が出土した。その他にも土師質

の不片 82点、皿片 5サミ、土師質の甕片 17点、甑席 2点、

須恵器の甕片 14点、その他の須恵器片 2点、灰釉陶器

10cn
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第23号住居址
1 暗灰褐色土 締まり弱、粘性弱。 ローム粒微量。
2 黒褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。焼土ブロックゅ2～ 3mm・ 木炭片微量。
3 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロックゅ2～ 31nm少量。
4 茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。 ローム粒微量。
5 暗黒褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームプロック 02～ 3mm微 量、焼土ブ

ロック o2～ 3mm少量。
6 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ローム粒 ゅ2～3mn微量。
7 黄褐色土 締ま り弱、粘性弱。ロームブロック少量。

第23号住居址  Pl
l 暗黄掲色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土粒微量、ロームブロック 05

ra少 亀

第23号住居址  P2
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックゅ6mm少量。

第23号住居址  P3
1 明黒褐色土 締まりやや有、粘性弱。焼土粒・焼土ブロック多量、炭化物少

量 。

2 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロック少量。

第23号住居址  P4・ 5
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームプロックφ5mm少量。

第23号住居址 カマ ド
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。焼土ブロックφ2～ 5mm少 量・ ロームブロッ

クφ5mm微量。
2 黒褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。 ロームブロック 02～ 3mm少 量、焼土

ブロック o2～ 3ml「微量。
3 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土粒・木炭片多量。
4 明黒褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームプロック 01～ 3mm・ 礫少量。
5 灰褐色土 締ま りやや有、粘性弱。焼土粒多量。
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第86図  第23号住居址 (2)

片 3点、土師器甕片 164点が出土している。

第 25号住居址 (第 87図、第 34表、図版 12,63)

グリッド U27・ 28。 東台地中央西側、谷部を望む斜面

地に占地。遺存・重複 他遺構との切 り合いはないが、

東壁の一部と南壁の中央は切 り株に、住居西側のほぼ

1/2は比較的新しい撹乱によつて破壊 されている。形

状・規模 方形。上面径 [2.58]× [1.74]m、 床面径 [2.33]

×[1.50]m、 最大壁高は東側で、46 cm。 床面積約 [3.50]

だ。主軸方位 N-23.5° ―W。 床面・掘 り方 ローム

面を床面としていて良く締まる。住居中央から南側にか

けてが特に硬化していてガチガチ。カマ ド 北カマ ド。

北壁を住居外に向かつて幅 33 cm、 長さ 40 clll、 深さ 24

cmの半楕円形に掘り込んで構築する。焼土粒を含む層は

あるが、撹乱のためか燃焼部として確定できる面は見つ

からなかった。また、左袖部は完全に失われているが、

右袖部にはやや粘性のある凸部が遺存 し、袖部の基礎部

分と思われる。住居内施設 上面径 58× 36 cm、 底面径

19× 16 clll、 深さ 21 clllの掘 り込みが住居北東コーナー付

近に検出された。貯蔵穴と思われる。床面から貯蔵穴に

落ち込む縁の部分には多量の白色粘土ブロンクが確認さ

れている。出土遺物 器種は不、甕、灰釉陶器瓶で、土

師質のイ片が 21点 (1、 2、 3、 4、 5)で、そのうち内面

黒色処理を施 したものが 11点、その中で高台邦片は 5

点。底部に「×」の刻書を持つ郵が出土している (5)。

土師質の終片は 11点 (6)。 須恵器甕片 1点。土師器養片

5′ミ。灰釉陶器瓶 1点。

備考 住居東壁際の中央付近第 5層から炭化材が検出さ

れていて、資料分析遺物とした。また、住居覆土の第 1

層 。第 5層からも形にはならないが炭化材が検出されて

いる。

第 28号住居址 (第 88図、第35表、図版 13,63)

グリッド O'P26。 27。 谷部を望む東斜面地に占地す
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第25号住居址
1 暗黄褐色土 締まり有、粘性弱。 ロームブロックゅlo～ 20mm・ 焼土ブロック o lo～ 20mm・

炭化材 焼土粒・炭化物少量。
2a 黄褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロックゎlo～20mn少 量、焼土粒・炭化物微量。
2b 暗黄褐色土 締まり有、粘性弱。 ローム粒少量、焼土粒・炭化物微量。
3 暗黄褐色土 締まり強、粘性有。 ロームブロックφ lo～ 20Hln少量、焼土粒・炭化物微量。
4 黄褐色土 締まり有、粘性弱。 ローム粒多量。
5 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。 ロームプロックφ lo～ 20m n・ 焼土粒少量、炭化材やや多。

第25号住居址 貯蔵穴
1 暗茶掲色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロックφl～ lomm・ 焼土ブロック ol～ lomm

・炭化物少量。

第87図 第25号住居址

第25号住居址 カマ ド
l R音茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームプロック 01～ lomn・ 焼土

粒・炭化物微量。
2 暗茶褐色土 締ま りやや有、粘性弱。 ローム粒微量、焼土粒・炭化物

少量。

＼      6
(貯穴 I層 )
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る。遺存・重複 南東壁は流出のためか遺存は悪い。形

状・規模 方形。上面径 2.71× 2.51m、 床面径 244× 2.17

m、 最大壁高は北西壁の 26 cm。 床面積約 53だ。主軸方

位 N-10° 一W。 床面・掘り方 ローム面を床面とし

ており、周溝周辺を除きよく踏み固まって、硬化する。

カマ ド 北カマ ド①北壁のほぼ中央を幅 66 clll、 奥行き

65 cm、 深さ 33 cmの半楕円形に掘 り込み、短い煙道を付

設する。カマ ド本体は灰色粘土を構築材としたらしく、

右袖部に硬化した灰色粘土ブロックが残存する。左袖部

は地山のロームが舌状に伸びており、造り出しの袖部基

礎部分と思われる①この端に甕上半部の約 1/2が横転し

た状態で検出された。袖部の補強材として転用された土

器かもしれない (3)。 燃焼部は皿状の掘り込みで、赤化・

硬化してよく使い込まれている。中央やや北寄りに板状

のつくば石を埋置して支脚としている。焼土は多くない

が、灰が住居内に流出して貯蔵穴の一部を覆つていた。

なお、赤化面の下から、径 22 cm、 深さ 10 cmの ピットが

検出された。古い段階の支脚据え付け痕らしいが、燃焼

部に 2面の使用面は確認されていない。カマ ド内からは、

内ミガキの高台郵片 3点 (1個体)(1)、 内黒片 5点、甕

小片 11点。住居内施設 北東隅に上面径 58× 43 cm、 底

面径 25× 23 cm、 深さ 10 cmの 浅い貯蔵穴がある。土師器

甕胴部片 1点。周溝は西壁から南壁下のみに巡つている。

深さ 5～ 8 cm。 出土遺物 器種はJ4h、 奏。住居覆土から床

面にかけて、不片 18点、内黒片 10点、小型竃 (2)を含

む甕片 36点。カマ ド内遺物と接合する土器片もあるが、

図示し得た遺物は少ない。1はカマ ド内出土。3はカマ ド

左袖部に横転していた甕である。

第 29号住居址 (第 89図、第 36表、図版 13,63)

グリッド Q28。 西台地の谷部を望む東斜面地。遺存・

重複 流出のためか、市東壁の遺存がやや悪い。床面に

木根による撹乱が二ヶ所ある。形状・規模 方形。上面

径 3.01× 2.94m、 床面径 2,71× 2.67m、 最大壁高は北西

壁にあつて 46 cm。 床面積約 7.2だ。主軸方位 N-50°

―E。 床面・掘り方 ローム面を床面とする。壁周辺を

除きよく踏み固まり、特に住屋中央は硬化する。カマ ド

北カマ ド。北西壁のやや南東側に寄る。北西壁を幅約

1.07m、 奥行き約 66側、深さ40 cmの半楕円形状に掘り

込んで構築される。左右袖部は段状に造作され、袖部の

基礎部分となっている。燃焼部は焼土がわずかに分布し

いている程度で、ほとんど焼けておらず、灰の分布もみ

られない。遺物は内黒片 2点、内ミガキ片 1点、高台不

片 3点、土師質の甕・甑片類 27点、土師器甕片 12点で、

図示しえたものは内ミガキの高台不 3、 内黒 2、 甕 4、 甕

5。 3以外は住居覆土中や床面出土遺物と接合関係をもつ。

住居内施設 なし。出土遺物 器種は年、甕、甑。カマ

ド以外の遺物総破片数 208点。イ片類 61点 (う ち内黒片

16点 )、 土師質の甕・甑片類 27点、土師器秦片 123点。

接合するものは少ない。年 1は床面出土。6は錐状の鉄

器で木質部が遺存する。現長 10.35 clll。 錐部長 5。 15側で、

断面は一辺 0 5 cIIlの方形を呈し、先端は断面円形となっ

ている。木質部は径約 1 05 cal、 端部は欠損するが断面

0.45× 0 35cmの 長方形状の鉄部が一部露出する。

第 30号住居址 (第 90図、第 37表、図版 13,14,63,67)

グリッド 030。 西台地北側の平坦地。遺存・重複 第

39号住居址を切る。形状・規模 方形。上面径 3.10× 2.59

m、 床面径 2.65× 2.31m、 最大壁高は東壁にあつて 34

cm。 床面積約 6.1雷。主軸方位 N-5° ―E。 床面・掘

り方 ローム面を床面とする。周溝周辺を除きよく踏み固

まるが、とくに硬質面はない。カマ ド 北カマ ド。北壁

のほぼ中央を幅 96 cm、 奥行き約 62 cm、 深さ約 27 cmの半

円形状に掘 り込んで構築されている。袖部は遺存しない

が、覆± 3層に灰黄色の粘質土粒が含まれるので、この

種の粘質土がカマ ド本体の構築材であつた可能性がある。

燃焼部はよく焼けて、赤化・硬化しているが、焼土は少

なく、灰はほとんどみられない。遺物は、郷片 4点、土

師質の甕・甑片類 11′点、土師器委片 5点。いずれも燃焼

部北寄りにまとまつて出土しており、とくに甑 3の大片

2枚と、図示しえないが土師質の甕胴部大片 2枚とが立

て並べたように検出されており、注意をひく。支脚の代

用であろうか。住居内施設 Plは 左袖部付近の小ピッ

トで、深さ 14 cm。 周溝は深さ 4～ 7 cmで、やや幅広の比

較的しつかりした掘 り込みである。北壁下には巡らない。

出土遺物 カマ ドを除く総破片数 373点。器種はイ、麦、

甑、刀子。郭類 29点 (う ち、内黒片 7点、内ミガキ片 2

点)、 土師質の甕・甑片類 38点、土師器甕片 305点、刀

子 1点。イ 1、 内ミガキ 2、 刀子 4は床面出土、甑 3はカ

マ ド内と住居覆± 1・ 2層の破片が接合した。刀子は背部

115-



2～ <|  ム

0           1:60          2m

第28号住居址
1 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック 02m■ l微量、ローム粒少

量 。

2 暗黄褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒・ロームブロック 01～ 5mmやや多、
IIE土粒・木炭少量。

3 黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒多、ロームブロック 01～ lo■ ■や
や多。

4 黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒・ロームブロックφ lo～ 20mm多 。周溝。
5 赤紫色土 締まりやや有、粘性有。焼土粒やや多、焼土プロックolm少量。
6 淡赤紫色士 締まりやや有、粘性有。焼土粒・灰 白粘質土粒やや多、焼土プロック

φ lmm少 電。
7 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックゅlmm微量、ローム粒・

焼土粒・木炭少量。

第28号住居址 貯蔵穴
1 暗茶色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒少量、木炭・焼土粒微量、灰。
2 黒茶色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒・焼土粒少量。
3 茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒やや多、ロームプロックφ lmm微 量、

焼土粒少量。

0            1 13           10Cm

B 2640

貯蔵穴  駕

<|

B'

支ll'         
。            1:30          1m

第23号住居址 カマ ド
1 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒少量。
2 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。炭化物 ゅ1～ 15mm多量。
3 暗褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土粒 ゅ1～ 10mm少量。
4 赤褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土粒 φl～ 10mm多。
5 赤褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土粒 ゅ1～ 10mm多量。
6 赤褐色土 締まり有、粘性有。カマ ド構築土。
7 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒 ol～ 2mm少 量。
8 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック 01～2mm少 量、ローム粒

やや多。掘 り方。
9 暗黄褐色土 締まり強、粘性弱。焼土粒・焼土ブロック o lmm少 量、彼熱で硬質

化 。

10 赤褐色土 火床部赤化。

(カマ ド3層 )

0        1:4       10Cm

く
|

側に関を持つ形状で、切先と茎部が欠損する。現長 9.25

cm。

第 35号住居址 (第 91図、第38表、図版 15,63)

グリッド V27。 東台地中央よりやや西よりの平坦地。

遺存・重複 他遺構との切り合いはないが、西側とカマ

ド前、北東側を切り株の根が入り込んだことによつて壊

されている。形状・規模 方形。上面径 2.64× 2.52m、

貯蔵穴
A 2630  ▲

第88図 第28号住居址
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B 2610

0             1 :60           2m

第29号住居址
1 暗黄褐色土 締まり強、粘性有。ローム粒微量。
2 暗褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロック o10mm少 量。
3 暗黄褐色土 F4ま り有、粘性弱。焼土ブロックφ5mm微 量。
4 暗黄褐色土 締まり有、粘性弱。炭化物・焼土プロックφ5m4少 量。
5 暗褐色土 結ま り有、粘性弱。ロームブロック o5mn少 量。
6 暗褐色土 締ま り有、粘性弱。ロームブロックo5mH・ 黒色土ブロックφ5mm少 量。
7 灰黄褐色土 締ま り強、粘性有。炭化物少量。
8 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックゅ5mm多量。壁崩落土。

0     1:4    10Cm

B.2600

0           1130          1m

第29号住居址 カマ ド
1 暗褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロックφ lomn少量。
2 暗褐色土 締まり弱、粘性弱。炭化物少量。
3 暗褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックゅ15nnや や多。
4 にぶい黄褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロック o5mm微量。
5 暗褐色上 締まり弱、粘性弱。焼土ブロックφ lomnゃや多。
6 にぶい赤褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土ブロックo lomn少 量。
7 にぶい黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロックゅlomn多 量。地山崩落

土。

6
(4層 )

ば
一

く
|

第29号住居址
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B 2680

0        1:60       2m

第30号住居址
1 黒褐色土 締まりやや有、粘性弱。砂質上。 ロームプロックゅ1～ lomm。 暗褐色

砂質土少量。
2 暗褐色土 締まりやや有、粘性弱。砂質土。黒褐色土プロック ol～ lomm少 量。
3 にぶい黄褐色土 締まり弱、粘性弱。 ローム堆積土。砂質土。
4 黒褐色土 締まりやや有、粘性弱。
5 にぶい黄褐色土 締まり有、粘性有。砂質土。 ロームブロックφl～ 5mll少 量。
6  2層 に類似。

第30号住居址  Pl
l 暗褐色土 締まりやや有、粘性弱。黒褐色土ブロンクφl～ 10m少 量、住居覆土

6層 と同一層。
2 暗褐色土 締まり強、粘性弱。 ロームブロック o5mm少 量。
3 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックφ5m微量。

0             1:3           10Cm

9

0       1:2       5 cm

B 2680

二3= 26 80

3                                           m

第30号住居址 カマ ド
1 黒褐色土 締まり有、お性弱。 ロームブロック o lomln微 量。住居覆土。
2 暗褐色土 締 まりやや有、粘性弱。黒褐色土ブロックφl～ 10mm少量。住居覆土。
3 灰黄褐色土 締まり弱、粘性有。 ロームブロックφ10mmゃや多。カマ ド袖崩落土。
4 赤褐色土 締ま り弱、粘′性弱。焼土粒多量。カマ ド天丼崩落土。
5 暗赤褐色土 締ま り弱、粘性有。焼土プロック o20mm少 量。

げ
一

８

、

く‐<|

ビ
一
A  Pl A'
2650再

日早1権 )
第90図 第30号住居址
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第35号住居址
1 暗黄褐色土

2 暗茶褐色土

3 暗茶糧色土

4 暗黄掲色土

Pl
A2660 ど

P2
A2660 A

V

P1            0         1:60        2m

締まり有、粘性弱。 ロームブロック ol～ 10mm少 量、焼土粒・炭化
物微量。
締ま り有、粘性弱。ロームブロック ol～ 10mm少 量、焼土粒・炭化
物微量。
締まり有、粘性有。ロームブロックφ10～ 20mm・ 焼土粒・炭化物や

や多、砂質粘土ブロックゅ20～ 30mln少量。

締まり有、粘性弱。ロームプロックゅ1～ 10mmや や多、炭化物微量。

⑭

m

第35号住居址 カマ ド
1 暗茶褐色土 締ま り有、粘性弱。 ロームブロック 010～ 20mtr・ 砂質土少量、焼

土粒・炭化物・白色土粒微量。
2 暗灰褐色土 締ま り強、粘性強。砂質土。 ロームブロックゅ10～20mm少 量、焼

土粒・炭化物微量、粘土ブロックゅlo～20mm多 量。
3 赤褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロックゅ1～ 10mm・ 炭化物・焼土プロッ

クゅ10～ 20mln少量、焼土粒多量。
4 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。 ロームブロックφ10～20mm多 量、焼土粒・炭

化物微量。
5 暗茶褐色土 締ま り有、粘性弱。ロームブロック 01～ 10mr少量、焼土粒・炭化

物微量。

第35号住居址  Pl
l 暗茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。ロームブロック ol～ lome多量、焼土粒・炭化

物少量。

第35号住居址  P2
1 暗黄褐色土 締ま り有、粘性有。ロームブロックφЮ～20mm多 量、焼土粒微量。

3権 )

Cm

床面径 2.41× 2.40Fll、 最大壁高は東側で、42 cm。 床面積

約 5。 78だ。主軸方位 N-45° 一W。 床面・掘り方 ロ

ーム面を床面としており、よく締まる。住居西側の床面

は切 り株などの影響でやや荒れるが、他は全体に良好。

特に住居中央から南側の壁際付近まではガチガチに硬化

する。カマ ド 北カマ ド。住居中央付近の北壁を幅 76

cm、 長さ 63 clll、 深さ 96 cmの半楕円形に掘 り込んで構築

している。左右袖部の残存はあまり良くないが、地山を

/旺

面ア
｀
騨

第91図 第35号住居址

3
(カ マ ド袖 3層 )

0        1:4       10Cm

掘り残した上に砂混じりの白色粘土を貼り付けて構築し

ていたものと思われる。壁面はところどころで赤化し、

硬化しているが、本の根による撹乱で穴が開いたように

硬化面が抜け落ちる。住居内施設 2本 のピットが検出

された。 Plは上面径 30× 32 clll、 底面径 18× 20 clll、 深

さ 23cmo P2は 上面径 30× 27 clll、 底面径 18× 7 cm、 深

さ 13 cm。 2本 とも掘 り込みはしつかりしており、住居に

伴 うものと考えられる。周溝は西の壁際と東の壁際に走
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B 2690

0        1130       1m

カマ ド

締まり有、粘性やや有。ローム粒・焼土粒少量。
締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量、焼土粒やや多、焼土ブロ

ック ol～ 2山微量。
締まり有、粘性やや有。 ローム粒少量、焼土粒やや多、焼土ブロック

o10ml・微量。
締ま り有、粘性やや有。ローム粒・焼土粒少量、焼土ブロックゅlmm

微量。

締まりやや有、粘性やや有で ローム粒やや多、焼土粒少量。
締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒 焼土ブロックφ5鰤少量、焼
土粒やや多。
締まり弱、粘性弱。焼土粒多、焼土ブロック ol～ lommや や多。
締まり有、粘性やや有。ローム粒やや多、焼土粒少量、焼土プロック

ゅlmm微量。
締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック 0 14Un・ 焼土粒少量、ロ

ーム粒やや多、焼土ブロック ol～ 5mm微量。
締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックゅlom m微 量、ローム粒多
量、焼土粒少量。
締まり弱、粘性やや有。硬化黄ロームブロックゅ5mm・ 焼土ブロック

o10mnl微量、ローム粒多量、焼土粒やや多。
締まり有、粘性やや有。 ローム粒・灰色粘質土粒 (カマ ド構築材 )。
焼土粒少量。

0         1:60         2m

第38号住居址
1 黒茶色土 締まり有、粘性やや有。黄ロームブロックゅ2mn・ 木炭片微量、ロー

ム粒少量。
2 暗黄色土 縮まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多。
3 暗黄色土 締まり有、粘性やや有。黄 ロームブロック 01～ lomn少量、ローム粒

やや多。

ユ_________―――:上|こと_______――――と与Fm

る。幅 14～ 6 clll、 深さ 4 clll。 出土遺物 器種はイ、皿、

甕で、土師質のイ片はロクロ成形。45点出土 (1、 2)の

内、内面黒色処理を施 したものは 30点で、その中で高台

イ片は 2点。土師質の皿片は 4点で全て内面黒色処理を

施す。土師質甕片は 17点 (3)。 須恵器イ片 1点。須恵器

蓋 (?)小片 2点。須恵器甕片 2点。土師器甕片 48点あ

るが接合するものは少ない。

〓

、

＜‐く
|

第38号住居址
1 暗茶色土
2 暗茶色士

3 暗茶色土

4 暗茶色土

5 暗黄色土
6 暗茶色土

7 暗茶色土
8 暗黄色土

9 暗黄色土

10 黄褐色土

H 黄褐色土

12 R言茶色土

4
(2層 )

0       114       10Cm

第 38号住居址 (第 92図、第 39表、図版 16,63)

グリッド 030。 遺存・重複 第 203号土坑に切 られ、

遺存は悪い。南西で第 39号住居址を、北東で第 37号住

居址を切る。形状・規模 方形。上面径 3.78× 3.13m、

床面径 3.60× 3.17m、 最大壁高は北西壁にあつて 28 cm。

床面積約 11.4ポ。主軸方位 N-10° 一E。 床面・掘 り

方 ローム面を床面とし、貼床はない。カマ ド前面がや

―-120-―
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第93図 第 1号掘立柱建物址 (1)
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や踏み固まる程度で、全体的に軟弱である。カマ ド 北

カマ ド。北壁中央やや東寄りを幅約 55 cm、 奥行き 40 cm、

深さ 27 cmの半円形に掘り込んで構築され、奥壁に高さ

14 cmの短い煙道が付設されている。右袖部は木根l■で損

壊する。左袖部は、高さ 10 cmほ どロームが舌状に残つて

おり、造り出しの袖部基礎部分と思われる。燃焼部は皿

状の掘 り込みで、赤化・硬化してよく使い込まれている。

焼土も比較的多いが、灰の分布はほとんどみられない。

燃焼部北側、奥壁に一部かかる位置に、ほぼ完形の土師

器小型甕 (3)が倒立状態で据え置かれており、この上層

に郵 (1)の破片がややまとまった状態で出土したが、置

かれた状況はみられない。その他、土師質の甕片 3点、

土師器甕片 9点。住居内施設 検出されない。出土遺物

カマ ド内以外では少ない。カマ ド内を除く総破片数 42

点。年、高台イ片 9点、土師質の甕片 4点、土師器甕片

27点。第 203号土坑内の高台邪は本住居址の遺物であろ

う。

掘立柱建物址

第1号掘立柱建物址 (第 93～95図 、第 42表、図版 18,67)

グリッド K・ L22・ 23。 西台地中央部の平坦地。遺存・

重複 P9、 P10には木根がはびこつて難儀な据り下げ

ではあつたが、埋土への影響はそれほど大きくはないよ

うに思われる。P4南側壁は木根址でかなり損壊してい

る①形状・規模 2間 ×3間の東西棟。建て替えが行われ

ているが、規模はほぼ同じで、新棟長軸 (棟行)方位N

-88° ―W、 同旧棟N-87° ―Wで、長軸がわずかにず

れる。新棟はEPA～ EPD、 旧棟はEPE～ EPHで

図示した。棟行総長約 6m、 桁行総長約 4.4m。 柱間距離

は棟行で約 2m、 桁行で約 2.2mを測る。各柱穴は径約 1

m前後の円形の掘り込みで、P10は新 。旧両棟の共有し

た掘り込みとなっている。柱痕は径約 20 cmで、新棟の P

4、 P6で確認される。P3や P10にみえる、底面径約 25

cm前後の凹部 (深さはP3で 5卿、P10で 13 cm)は 柱据

え付け痕と思われる。柱のアタリ痕は確認されない。柱

穴の深さは、新棟で 56～ 99 cm、 旧棟では Pl、 P7～ P10

が新棟と重複するため不明だが、確認される柱穴では 54

～70 cmと 概して新棟より浅めである。 Pl、 P4、 P6、

P9は他の柱穴より深めに掘り込まれている。この傾向

は新棟で顕著で、83～ 99 cmと 他の柱穴より20～ 30 cmほ

ど深い。 P9には 3段の掘り込みがあり、中央 (深さ 99

cm、 標高 25,48m)が 新棟の柱穴であるが、北の掘り込

み (深さ 85 cm、 標高 25.62m)≧ 南の掘り込み (深さ 66

cm、 標高 2581m)が、旧棟の掘り込みなのか、あるい

は柱抜き取り用の掘削痕なのか判然としない。このこと

は、2段掘 りの Pl、 P7についてもいえる。埋土 P2、

P3、 P5、 P7～ P9は、当初土坑として掘 り下げを行つ

たため、柱穴としての土層観察面の設定位置が良好とは

いえない。その上、遺構プランの確認が木根等の影響で

かなり難しく、とりあえず半我で掘 り下げを開始したた

め、その他の柱穴に関しても結果的に十分な土層観察が

できていない。その欠陥は、例えばP9の 3段掘りの意

味付けの不確かさに露呈していよう。P4～ P6は、黒茶

褐色土と暗黄褐色土との互層で、P9に も一部この互層

が認められる。この互層の埋土は全体的にはやや締まる

程度で、版築のような硬質化は認められない。 P5の 1

`・ 4'・ 6`・ 8'層は更に軟質である。 P2、 P3、 P7、

P9、 P10は ローム粒・ロームブロック混入土が主体と

なる土層、 Pl、 P8は斑状のロームを含む土層である。

なお、Plの 5層、P2の 6層、P4の柱痕内には少量な

がら焼土粒・焼土ブロックが混入するが、木炭片はみら

れない。出土遺物 総破片数 31点。土器はいずれも小・

細片で、須恵器蓋片 2点 (P5の 2層出土)(1)、 不片 19

点 (う ち、内黒片 4点 )、 甕片 6点、器種不明 3片、鉄器

1点①lは須恵器蓋、都 3は P10出土、不 2は P6出土、

4は器種不明の鉄器で P10の 9層出土。鉄器は銹化著し

いが、重量感がある。断面径 2.25× 1.50 cm、 長さ 12.50

cmの角柱状の縦棒に、断面径 1,0× 1.O cm、 長さ 7.90 cm

のやや細い角柱状の横棒が付いてTの字状を呈する鉄器

で、縦棒の先端はくさび状になっている。横棒の両端は

欠損するようで、片側先端がやや曲がっている。また、

縦棒に長さ 3.4 clll、 幅 2.25側、厚さ0.55釦の板状品が

付着している。銹化による鉄分の膨張ではなさそうであ

る。備考 遺物からみて、平安時代前半期以降と思われる。

平安時代の土坑

第 4号土坑 (第 96。 97図 、図版 28)

グリッド P34。 西台地北平野部に占地する。遺存・重
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E 2640

P9
1 2650 ?

♀_________――一二と1狙ビニ______――――と白
m

奪
1亮
異覇ぎ墾暫
殉
籍あヽ ゃ有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックゅ5
～10m微 量。

2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロックφ10
～20mT少 量。

3 暗黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック ol～ 5mm
少量。

4 暗黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック ol～ 3mm
少量。

5 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック o10
～20mm・ 焼土ブロックゅ2mn少量。

※ 全体に斑状のロームを含む。

憲尾覇爵ず奪暫
殉
無あ絶、粘tL3身。ローム質粘土カックo5～Юm少量。

ζ:嚢籟雹圭籍凄

'肇

雛糠致E二会詈尾ちBιり蹄 量。
4 黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。壁崩落土。

:i悟 嚢棄糧亀圭 嬬奎′零苺箸1痣荏算率疑 留 竺景ヶロック。5酬・焼土粒微量。
7 明黄褐色土 締まりやや有、粘性有。壁崩落土。
8 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックゅ20mm微 量。
9 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックゅ5～ 10mm少量。

奪
1鳥
桑爵麟聾暫
労
無罫9箸、稲琶著。ゃゃ赤みあり。ローム粒やや多、ロームプロッ
ク ol■lm少量。

2 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒やや多、ロームブロックψl～ 2mm少 量。
1層 よりやや暗色。

3 黒茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックゅ51m少
量 。

4 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒やや多、ロームブロック o5～
10mm少量。

5 暗黄褐色土 縮まりやや有、雅性有。ローム粒やや多、ロームブロックφ3mm少
量。

6 黒茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒やや多、ロームブロック o5～ 10aun少
量。

7 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒多、ロームプロックゅ10～20oun
少量。

8 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロックゅ1
～3mm少量。

そ羅繁雛 籍護サ徴雑疑E三会雄撃象E三我季EJ多 t酔里佑忌薇
量。

11 黄褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム主体。

揺芦辮 .写ヨ.修:写I猷酵ぞ輻紛ま喝隅筆。
締まり・粘性がなく、明確に分離可能。

第94図 第 1号掘立柱建物址 (2)

守鼻錫覇纂兵留棉働推ゃ有、粘性有。ローム粒やや多、ロームプロックφ5m微
量。

2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒やや多、ロームブロック o5mm少
量。

3 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒多量、ロームブロックφ5～
10m少量。

4 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック

5 茶褐色土 締豊りやや署〒託性やや有。ローム粒多量、ロームプロック ol～
10Hul少 量。

6 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックφ
5mr少量。

奪
1鼻
霙覇す墾暫
殉
無働み柔島裳塩性やや有。ローム粒やや多。

2 灰黄褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム主体。

二: 唇甍橿雹圭 揮董η算洋箸十羅椎旱幕客声管とム主体。ロームブロックo10mm少
量。

5 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・ロームブロックφ3m少量。
6 Л旨黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、黒色土粒少量、ロー

ムブロックゅ5～ 15mm少量。

7 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒 。ロームブロックφ3～15mm

8暗 黄褐色土 傘曇ちやや有、411■有。 ローム粒やや多、ロームプロック l lrm微
量。

9 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム紅やや多、ロームブロックo5
～10mm少量。

10 暗黄褐色土 縮まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックφ10
～20mm少 量。 9層 より明色。

※ P9に は木根がはびこる。

第 1号掘立柱建物址  P8

:1 暑目糧:と 籍g才岳
～
急進毒鷺暮
～
:と二こ竜毎歩号と全蚕易笞争,ザY惰諦

少量。

4 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック o10
～20mやや多。

5 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック ol
m少量。

,| ;g嚢彊色圭 籍まη専専暑i撼桂専専盈E三我雑専専多〔口_ムブロックol
mm・ 黒色土粒少量。

8 暗黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。 6層類似するが、より軟質で、締まり無

9暗 黄褐色土 幕&り 有、粘性有。ローム粒やや多、ロームブロックゅЮm・ 黒色
土粒少量。

世屠露信色圭籍ま

'黒

苺着特紀稚暑「台笙雲理そ率易厚き上盟多七ック‖～飾m
微量。

12 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多。
※ 全体に斑状のロームを含む。
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~   (2格
)

′        ｀ (覆 土)

∇露
(覆土)

0            113          10Cm

0      1:2      5 cn

複 第 2号住居址北西隅を切つている。形状・規模 円

形。上面径 93× 80 cm、 底面径 68× 67 cm、 深さ 41 cllを

測る。出土遺物 床面より5～ 10 cm浮いた状態で検出さ

れている。土師器の甕片 17点が出土し、その内の 11点

が第 2号住居址の 2の土師器甕に接合 した。土師器甕の

他に縄文土器も 3片出土している。

第 14号土坑 (第 96・ 97図、第 40表、図版 28,64,67)

グリッド P31。 西台地北西寄りにある。遺存・重複 土

坑壁部分に木根痕が入り、土坑壁が一部で破壊されてい

た。形状・規模 円形。上面径 2.66× 2.68m、 底面径 1.82

×1.88m、 最大壁高 0.50m。 出土遺物 器種は不、椀、

養、甑、灰釉陶器、銅器。土師質の不片は 40点 出土して

おり (2、 3、 4含む)、 そのうち内面黒色処理されたもの

が 25点。高台年は 1点のみ。土師質の郵片は 2点で、全

て内黒。土師質甕片は小片が多く、25点。土師質の甑片

第95図 第 1号掘立柱建物址 (3)

は 3′点出土している (5含む)。 また、須恵器のイ片は 5

点、須恵器甕片は 16点、須恵器の甑片は 5点出土。土師

器の甕片は 169点 出土しているが、接合するものは少な

い。灰釉陶器が 4点出土 (1含む)しており、3点は同一

個体か。さらに、不明銅器が 1点 (5)出土。石鏃 1点も

出土している。

備考 第 14号土坑は、火災に遭つた第 4号住居址の北西

側に位置する。350点を超える土器片は土坑全体から出

土したが、土坑南東部に遺物の集中が認められた。第 14

号土坑は、第 6層のように、南東から土砂の流入が認め

られ、第 1層、第 2層、第 6層 は炭化物と焼土粒、さら

に土器片を含む。第 4号住居址との位置関係から、第 14

号土坑は、第 4号住居址の廃材を捨てた、土器捨て場だ

つた可能性がある。
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第 4号土坑

§
|

A 2700      A

第14号土坑

A2710

第96図 平安時代の上坑 (1)

第4号焼土址

A 2640

CI

〇
〇

卜
氏

呵

A'

b 2700

0            1:60            2m

第14号土坑遺物分布状況

0         1:30        1m

m

A'

第 4号焼土址
1 明黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム主体。
2 淡赤褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土ブロックφl～ 3mm・ 炭化物少量。
3 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム主体。

０
「

卜
ｄ

司

第 4号土坑
1 黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。炭化物・焼土粒微亀
2 灰褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土ブロックゅ5nul・ 庚化物少量。
3 黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロンク0 10mm少量。

第14号土坑
1 暗褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土ブロック o05m・ 炭化物・礫微量。
2 黒褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック o2～ 3mm・ 焼土粒微量。
3 黒褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームプロックφ10mm微量。
4 暗茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。ロームプロック o5～ 10m4微 量。
5 暗茶褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロックφ5～10mmやや多。壁崩落土。
6 暗褐色土 締まり弱、粘性やや有。炭化物微量。土器片包含。
7 暗茶褐色土 締まり弱、粘性有。ロームブロックゅ10～20mmや や多。壁崩落土。
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第14号土坑

0        1:4       10Cm

9      □

|        |
二

十        1 5
(6層 )

0       1:2       5 cm

第97図 平安時代の上坑 (2)

Cn

第 4号焼土址

0            1:3          10Cm

焼 土址

第 4号焼土址 (第 96。 97図、第 43表、図版 29)

グリッド M27。 西台地西斜面上にある。遺存・重複 遺

構内に木根痕が入つていた。形状・規模 楕円形。上面

径 1.08× 1.44m、 底面径 0.52× 092m、 最大壁高 0.15

m。 出土遺物 須恵器の盤が 1個体 (1)出土している。

備考 第 2層の焼土は、盤と共に西から流れ込んだもの

である。第 2層の焼上の堆積が均―であることから、短

期間で遺構内に流入したものと考えている。第 4号焼土

址の西側は、東側より高さが低いことから、西側に何ら

かの構造物があり、それが崩落して第 4号焼土址の遺構

に流れ込んだものと推沢Jしている。しかしながら、第 4

号焼土址西側には、近世以降の遺構と推定される第 8号

溝状遺構があり、焼土を作り出した遺構は既に破壊され

ていると推測される。

蔵骨器

第 1号蔵骨器 (第 98図、第45表、図版 25,64)

グリッド 031。 西台地北平野部に占地する。遺存・

重複 他の遺構との重複関係なし。形状・規模 サブト
レンチ状の掘 り込みをいれたため全形をつかむ事はで

きなかったが、上面径約 51× 44 cm、 底面径約 24× 24 cm、

深さ約 23 cmの 円形の掘 り方内に、口縁部欠損の須恵器

甕を据え、蓋として須恵器盤を転用した蔵骨器である。

覆土 掘り込み部分のものはロームを主体とし、掘り込

み周辺部分の土と色調が若千異なる以外に変化はない。

備考 蔵骨器に使用されているのは須恵器の中型甕で、

頸部から上の部分は欠損しているが胴があまり張らずに、

最大径が上位にあり平底、叩き目は縦位平行線文とおも

われる。

第 2号蔵骨器 (第 98。 99図、第 45表、図版 26,64)

グリッド P29。 西台地北側にある。遺存・重複 遺構
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に木根痕が入つている。形状・規模 楕円形。上面径 1,41

×1.63m、 底面径 0,90X O,95m、 最大壁高 0.64m。 これ

に、上面径 0.69× 0.54m、 底面径 0.24× 0.34m、 最大壁

高 0.35mの 横穴状の小穴が掘り込まれ、中に蔵骨器が据

えられていた。

備考 土坑には、壁の西側に掘り込みの際に足場として

使われたと思われる段がある。土坑断面形の西壁と東壁

の傾斜の違いは、この土坑が西側から掘削されて作られ

たことを示すと考えている。土坑底面東lRlと 土坑東壁を

掘削して横穴を造った後、横穴底面に炭を少し敷いて、

炭の上に蔵骨器を据え付け、横穴全部を炭で埋めて、蔵

骨器を覆ったと推淑Jしている。土坑は埋め戻されている。

遺物だが、蓋と本体ともに灰釉陶器である。胎土や焼成

から、蓋とこは伴焼である。肩部から胴部中位にかけて

深緑色の釉薬がかかる。内面には重ね焼き痕か、あるい

は焼台痕が残つていて、径 12 5cm程のものである。

第 3号蔵骨器 (第 98・ 99図、第 45表、図版 27,65)

グリッド P28。 西台地北側にある。遺存・重複 土坑

北東側に木の株があり、土坑の北東壁、西壁、さらに南

壁が木根痕によリー部破壊されている。形状・規模 精

円形。上面径 1.38× 1.61m、 底面径 0.86× 0.59m、 最大

壁高 062m。 これに、上面径 0.43× 045m、 底面径 0.30

×034m、 最大壁高 0.30mの横穴状小穴が掘り込まれ、

中に蔵骨器が据えられていた。

備考 土坑は北側が浅く平場になっているが、深い土坑

南側を掘る際に、土坑北側を足場としたためであると考

えている。この深い土坑南側から、土坑底面北側溢土坑

北壁を掘つて横穴が造られ、横穴底面の地面の上に直接、

蔵骨器が据えられた。炭が、小穴と蔵骨器が半分ほど埋

まるまで入れられ、その後、炭混じりのローム土(第 5層 )

で蔵骨器を全て覆ったと推測している。蔵骨器が若千北

側へ傾いているのは、炭を蔵骨器周囲に入れる際に、南

側から北側奥へ炭を押しながら入れていったためと思わ

れる。土坑は埋め戻されている。遺物本体だが、蓋は完

形の須恵器郭蓋で内側に「大伴」の塁書が書かれている。

本体は須恵器の短頸壼で、肩部と内定面に自然釉 。降り

ものが付着している。底部はヘラ状の工具の先端を使用

し雑に調整。なお、本体と不蓋の時期はほぼ同時期か≧

思われる。

方形 区画構 (第 6号溝状遺構 )

(第 100。 101図、第 41表、図版 20,65,66,67)

グリッド M～ P21～ 25。 西台地中央部平坦地から東斜

面地にかけて占地する。遺存・重複 第 9号住居l■ 。第

130号土坑に切られ、第 8号住居址・第 128。 129号土坑

を切る。焼土を含む第 137号土坑との切り合いは不明。

Kl・ K5は I層土をもつ撹乱坑、K2・ K3・ K4は本根

址、K6は倒木痕である。形状・規模 北辺、西辺、南

辺がコの字に巡 り、それぞれの辺に橋状部を造り出した

区画溝である。西辺の走向方位 N-30° ―E、 南・北辺

はN-60° 一Wで、ほぼ直角に交わる。北辺全長約 17.45

mで、東端は斜面地にかかる。南辺現長約 18.40mで 、

東端部は調査しえなかったが、北辺と同様斜面地にかか

って消失するものと思われる。西辺は全長約 26.80m。

幅は西辺中央部で最大 2.85mを 測る。断面は、下半で逆

梯形、上半は漏非状にひらく形状で、底面はほぼ平坦で

ある。底面の標高をみると、北辺の橋状部東側直下で

2510m(深 さ 102m)、 斜面際は 2450mで かなり低く

なっている。他の地点ではおおむVEX 25,60m前 後にある

が、南西隅でやや高く 25,81m(深 さ 69 cm)、 西辺の橋

状部北側でやや低く25,40m(深 さ96 cm)を測り、北辺

に至る約 20 cmの段差にステップ状の掘り込みがみられ

る。また、南辺の橋状部東側の底面もほぼ同じ標高を保

持していることから、この東端部が北辺のように深くな

ることはないものと思われる。橋状部 北辺の橋状部は

幅 1.52m。 西辺では幅 1,38mで 、深さ 26 cm溢 43 cmの 2

段の掘り込みがある。南辺では、第 9号住居址とサブ ト

レンチのため一部損壊しているが、幅約 1.35mで 、深さ

24 cnlの 1段の掘り込みをもつている。覆上 自然埋没状

況を示す。断面 B― B'はサブ トレンチとその拡張のた

め約半分の土層断面となった。北辺の橋状部東側にも土

層断面を設定したが、造成工事への引き渡し時期が迫り、

図化しえなかった。この部分ではローム主体の暗褐色土

である。断面 B― B'の 3～ 5層は斑状のロームを含むほ

ぼ同質の覆土で、わずかに色調が異なる。このうち 3・ 4

層が断面A― A'には欠落する。出土遺物 大半が 3～ 5

層出土である。灰釉瓶、須恵器蓋・郭・甕・高台年、須

恵器技法の土師質土器の都・高台イ・委、土師器甕、鉄

滓など。灰釉瓶 (1)は 3片 2個体あるが、図示しえたの
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第 1号蔵骨器

ユ
(鷺

gS)

⑭

〓

第 1号蔵骨器
1 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・ロームプロック ol～ 2rm微量。

第 2号蔵骨器
1 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロックo10nlm微量。
2 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロックφ10mm微量。
3 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒多量。
4 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒多、ロームブロック o10～ 201「r少量。

第 3号蔵骨器
1 黄茶褐色土 縮まり有、粘性やや有。 ローム粒多量、ロームプロック o20～60mm少 量。
2 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ローム粒やや多、ロームブロックφ5mm少 量。
3 暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ロームブロック 01o～ 40mmやや多、炭化物少量。
4 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム主体。ロームブロックゅ5～ 201m少 量。
5 黄茶褐色土 締まり有、粘性有。 ローム主体。ロームブロックφ5～ 10mm。 木炭片少量。

第 3号蔵骨器

第98図 蔵骨器 (1)

a  2710

第 2号蔵骨器

m

第 1号蔵骨器

0             1 :30            1m

A 生  27 00

0        1:4       10Cm
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は 1個体のみである。須恵器きは 2,3の他 3点あるが、

それぞれ別個体のようである。須恵器不片は 3個体 (4

～6)の他 49点、高台イ片は 7の他 1点、甕片は 4点。

土師質ではイ・高台杯の内ミガキ片 2点 (10)、 内黒片 9

点 (8・ 9)で、8の底部に 「志太」の、9には 「良」 (?)

の塁書がある。土師質の甕片 14点、土師器甕片 15点あ

るが、小片で図示しえない。11は 2層出土の坑形滓で、

長さ 9 4 clll、 幅 11.5 clll、 厚さ 4.9 cm、 重さ 355g。 底面

に灰青色の硬化した砂質部分 (図 ドット範囲)が付着し

ている。備考 遺物はある程度埋没した段階で流入して

おり、構築時期は、遺物の年代より若干遡る可能性が強

い。

グ リッ ド出土遺物

グリッドからは761点の土器片が採取されている。東

第 3号蔵骨器

第99図 蔵骨器 (2)

台地では 391点あり、斜面地を除く各グリッドからほぼ

まんべんなく出土している。種別・器種による特徴的な

分布もみられない。ただ、平安住居の位置するグリッド

では、概して遺物分布がやや希薄になる傾向がある。土

師器弯類、土師質のイ・甕が主体であるが、灰釉片が 10

点、須恵器邦・甕片が 17点混じる。

西台地では 370点の土器片が採取されている。西側斜

面地、グリンド26ラ イン、Q～ U29・ 30の谷頭部とT

ライン(現代道路部分)にはほとんど分布はみられない。

27ラ イン以北の北部では 258点で、平坦部に広く分布

する。灰釉片が 8点、須恵器片が 14点まじるが、種別・

器種による偏在は認められない。グリッドP31の灰釉 3

点イま14号坑に、東接するQ31の墨書 (「寺」?)(図版 66)

は 4号住居に関わる遺物かもしれない。P28からは須恵

器高台イの大片が採取されている。

27ラ イン以南の中央部では 112点 で、1号掘立柱周辺

第 2号蔵骨器

0         1 :4       10Cm

配

寸

〇

一
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ユ  25 70        ユ

b 2700 b

⌒

‐  26 50           _O二

サ

生

肇

生

/○

＼
＼＼、、

＼＼＼_、 、＼
＼  キ

137D

0      1:200     5m

第 6号溝状遺構
1 黒褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒少量、ロームプロック 0 10n l微量、黒色土粒多。
2 暗黄褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒多、ロームブロック ol～ 2mmやや多。
3 茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックゅ1～ 5mm微量、斑状のローム少量。
4 暗茶褐色上 締まり有、粘性やや有。 3層類似。色調やや暗色。
5 黒茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒少量、焼土プロックゅ1●un微量、 fj■状のローム少量。
6 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒・ ロームブロック o5～ 20mmやや多、斑状のローム少量。
7 茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームプロックo lo～20mm少量。
8 茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒多。
9 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒多、ロームプロック ol～ 2mTやや多。斑状のローム少量、

ロームブロンクゆlm微量。
10 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒多、斑状のローム少量。
11 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒多、ロームプロックφ5～ 10mm少 量。
12 淡茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒多、ロームブロックゅ20～ 30mHやや多。
13 茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒多、灰黄ロームブロック o lo～ 20mlfやや多。

＼

‐

／

／

／

h 2700 h'

⌒

上  26 30            _■ _

珀 と

k 2650   k'

―9」

m 2700

第100図 第 6号溝状遺構 (1)

0    1:loo   2m

ー
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2

(2層 )
3

(2層 )

0       1:4      10Cm

0            1:3          10Cm

の」22で 33点、K22で 65点、 L22で 43点、N22で

79点 とややまとまった分布がみられる。特に須恵器が多

く、K22で 26点、 L22で 23点、M22で 11点、N22

で 30点 ときわだっている。器種は年・蓋・盤・甕であり、

6号溝 (方形区画溝)出土の須恵器との関連が窺われる。

接合するものが少なく、図示できる資料はないが、掘立

柱建物址のおおよその構築時期を推定する上でも、手が

かりを提供するグリンド遺物と思われる。

このほか、鉄滓 6点 と鉄製品 1,点が採取されている。

鉄滓イまN33、 P33、 Q27、 K22に各 1点、N22に 2点と

鉄釘片 1点である。

トレンチ出土遺物

トレンチからは 234′点の上器片が採取されている。西

(2層 )

＼
(覆土 )

第101図 第 6号溝状遺構 (2)

台地では 144点で、南部の lT～ 16Tで 67点、中央部の

17T～ 22Tで 36点、北部の 23T～29Tで 37点、谷部 31

Tの基本層序第Ⅱ層で 3点、同Vc層で 1点。東台地で

は 90点で、北半部の 33T～ 35Tで 24点、南半部の 36

T～42Tで 66点である。

西台地南部の lT～ 16Tでは、須恵器 (イ・蓋・甕 )

が 22点あり、中央部 5点、北部 1点、東台地南半部 5

点と比べ比較的目立つ数量である。グリッド22ラ インの

須恵器出土状況の延長線上にある現象のようにも思われ

る。土器以外では、鉄滓が 10点採取されている。12・ 14

～18。 20' 。21・ 39Tで、17Tで 2点、他は各 1点であ

る。西台地中央部から南部にほぼ限定されるが、これに

ともなって筑波石片が出土しているのが注意を引く。6・

11・ 13～ 15。 17・ 20Tで各 1点 と数は少ないが、他の ト

レンチではみられない現象である。
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時期外遺構出上の平安時代遺物

(第 102図、第 44表 )

平安期以外の遺構から出土した平安遺物に関しては、

各遺構および各項で触れておいたので、それを参照され

たい。第 102図は、墨書土器を中心に図示した。1～ 7は

内黒のイ・高台郷、8は叩き調整の甕あるいは甑、9は 2

個の焼成後穿孔を持つ密の破片である。

~(尋

三三こ:三三三三忌

~i子

7空
)10

第102図 時期外遺構出上の平安時代遺物

金属器のX線写真について

(Ⅳ 出土遺物の鑑定と分析 図版 2)

今回、第 29号住居址出土の錐状鉄器 (第 89図 6)、 第

1号掘立柱建物址出土の器種不明鉄器 (第 97図 4)、 第

14号土坑出土の銅器 (第 97図 5)の 3点について、X線

写真撮影を行つた。第 1号掘立柱の鉄器では、形状のや

や不明瞭な上部形状の透視であったが、著しい銹化のた

めか、良好なX線写真は得られなかった。また、第 29

号住居IIの鉄器についても、一部鉄分に置換された木質

部の遺存は比較的よく、期待したほどの結果は得られて

いない。従つて、実測図はあくまで肉眼観察による作図

である。
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第 22表 第 2号住居址出土遺物観察表 法量 :上段 =口 径、中段 =器高、下段 =底径  ()
位 置

層位

別

種

種

器
遺存度

法 量

(cm)
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

覆±2層 上帥負

郭

(内 早 )

縁

底部完存

227

33

166

体部内湾気味に立ち上がり、回縁わずかに外反。
ロクロ成形、ロクロロ弱い。底部回転ヘラ切り後、
外周回転ヘラクズリ。

砂粒

小礫

黒雲母

良好 淡橙褐色

本部外面ヨコ方向のユビナデ。

2

確認面 土自下質

杯

口縁 6/8

底部完存

130

36

88

体部ややきつめに内湾しながら立ち上がり、日縁
内湾。ロクロ成形、ロクロロ弱い。底部回転ヘラL91

り。体部下端に回転ヘラケズリ。

細砂粒 良好 茶褐色
全体的にゴツゴツした荒い作
り。

3

覆±3層 土自下質

不

(内 黒 )

口縁 6/8

底部一部

欠損

136

39

785

体部やや内湾しながら立ち上がる。ロクロ成形、ロ

クロロ弱い。底部回転ヘラ切り。体部下端手持ち
ヘラケズリ。内面黒色処理。ミガキ

細砂粒

黒雲母

鉱物粒

良好 茶褐色
平底。底部の外周に回転ヘラ
ケズリが入るようだ。

4

覆±2層 土日下質

イ

(内 黒 )

国縁 1/5 (1275)

[34]

麻部わずかに内湾して立ち上がる。ロクロ成形、E

クロロ強い。内面黒色処理。T寧なナデ。ミガキ
なし。

砂 粒 良好 茶褐色
コクロロが強く残るが、指では
よく工具使用か?

5

カマド2層 土宮下質

不

体部～

底部 6/8 58

[19]

'ク
ロ成形、ロクロロ弱い。凹底。体部下端に左方

向の手持ちヘラケズリ。底部一方向の手持ちヘラ
ケズリ。

細砂粒

赤色粒

良好 橙褐色

口縁部は全て欠損している。

6

覆±1層 土自下質

14N

(内黒 )

口縁 3/8

底部完存

(136)

42
65

本部内湾気味に立ち上がり、日縁わずかに外反。
ヨクロ成形、ロクロロほぼナシ。体部下端ヘラナデ
うゝ。底部平底、ヘラナデ。ミガキ。

細砂粒 良好

黒斑

淡灰茶褐色
日縁ややゆがむ。内面黒色処

理。体都ナデ。

7

カマド内

覆土

土師質

高台杯

口縁 2/3

高台完存

(140)

86

55

'への宇に開く貼付高台。体部直線的に開く。ロク
フ成形、ロクロロほとんど無し。底部切離し不明。
勺面ところどころミガキ。

細砂粒 良好

黒斑

暗黄掲色 勺面やや磨耗。

勺底面回転ナデ。

8

覆±2層 土師質

高台郭

(内黒 )

不部完存

高台

1/3残存

142

82

57

'ヽの宇に開く貼付高台。体部緩く立ち上がり、中
立から口縁部まで直線的に立ち上がる。ロクロ成
杉、ロクロロ弱。底部回転ヘラ切り。

微細粒

雲母

良好 茶褐色 本部下端に手持ちヘラケズリ。

勺面黒色処理。

9

覆±2層 土師器

小型菱

日縁 4/8 127

129

82

同部中位に最大径を持つ。肩部張らない。日縁
都やや外反。胴部外面上位からタテ方向、ヨヨ方

向のケズリに変化。底部ヘラケズリ調整。

細砂粒 良好 茶褐色 勺面ヨコ方向のナデが入る。

10

覆±2層 土日下器

甕

破片

(口 縁 1/8)

(240)

[565]

口縁部つまみ上げ、受け口状。肩言隅示とんど張ら
ず、そのまま月ΠttБに。日縁、顎吉Бヨコナデ。月同言トヨ
ヨナデか。内面あまり判然としない。

細砂粒

長石

雲母 少

良好 淡茶褐色 暑面平滑。

11

カマド内

覆±2層

土師器

小型養

口縁 2/8 (128)

[68]

口縁部つまみ上げ、肩部やや張る。肩部指オサ
エ。胴部右方向のヨコケズリ。胴部ヨコヘラナデ。
項部ヨヨナデ。

砂 粒 良好 淡茶褐色 勺外に被熱痕。内外煤付着。

頃著な調整痕なし。

12

覆土

2～3層

土自下質

甕

口*尿 6/8 222

21 5

167

口唇部つまみ上げ。日縁から票部ヨコナデ、外面
ヨロき(格子文か)後、左上方向ナナメヘラクズリ。お

面ヨコヘラナデ(ユビナデか )

細砂粒 良好 橙掲色 全面被熱痕。

カマド構築材付着。

ハゼ痕、底部ケズリ。

13

カマド 土自T器

盗

口縁 4/8 202

244
口縁部は受け口状で緩やかに外反。肩部張らず
に胴部中位に最大径。外面タテ方向のケズリから
ヨヨ方向のケズリに変化する。

粗砂粒

_―母 多

長石 ?

良好 自茶色 薄手。粘土紐痕。

脂頭押圧痕。

覆±2層 鉄器

刀子

[42]

13

035

刃部と茎部に分かれる。接合しないが同一個体
い。茎部には木が付着している。

覆±2層 石器

磨石

完存 74

625

285

両面に敲打痕。全面滑沢。

石材 :安山岩

重さ■920g

居 (

位置

層位

別

種

種

器
遺存度

法 量

(cn)
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

1

覆±4層 土自下質

不

(内 黒 )

完存 128

335

52

体部やや内湾しながら立ち上がる。ロクロ成形、ロ

クロロ弱い。体部下端手持ちヘラケズリ。底部回

転糸切り。内面黒色処理。ミガキ、一部のみ。

砂粒

黒雲母か

良好 暗茶褐色 勺面一部、赤茶 に変色。

2

覆±2層

覆±3層

土師質

杯

日縁 124

32

725

ロクロ成形、ロクロロ弱い。体部やや内湾気味に
立ち上がる。底都回転ヘラ切り。回転ヘラケズリ。
内面ナデ。

砂粒

黒雲母

小礫

良好 茶褐色 底部粘土残存。

3

覆±2層

覆±3層

覆±4層

土師質

郭

口縁 6/8 125

31

76

ロクロ成形、ロクロロ強く残る。体部やや内湾しな
がら立ち上がる。底部回転ヘラ切り。内面ヨコナ

デ。

砂粒

白雲母

良 好 明茶褐色

覆±1層

覆±2層

霧 +Я 層

土師質

杯

口縁 7/8

底部一部

欠損

124

29
68

ロクロ成形、ロクロロ弱い。体部やや内湾気味に
立ち上がる。体部下端回転ヘラケズリ。底部回転
ヘラ切り。内面ヨコ方向のユビナデ。

自色粒

白雲母

小礫

良好 暗青灰色

一部

明茶掲色

器厚薄手。

5

覆±4層 土師質

芥

口縁 4/8

底部完存

130

265

67

ロクロ成形、ロクロロ強い。体部内湾気味に立ち
上がり、日縁やや外反。底部ヘラ切り。外面ロクロ

目、工具等によるものか。

砂粒

赤色粒

良好 橙掲色

色むらあり

外面一部荒れる。

内面の器面荒れる。

6

覆±4層 土師質

年

口縁一部欠損

底部完存

129

35

76

ロクロ成形、ロクロロ強い。体部わずかに内湾気

味に立ち上がる。底部ヘラ切り。体部外面に残る

痕は工具等によるものか。

砂粒

赤色粒

良好

焼むら

橙褐色

色むら

底部には粘土が

かなり残されている。

カマド1層

覆±2層

土師質

杯

回縁～

体部 6/8

底都完存

15 1

45

68

ロクロ成形、ロクロロ強い。体部は内湾気味に立

ち上がり、日縁直線的に外反。底部2方向のヘラ
ナデヘラケズリ。体部下端手持ちヘラケズリ。

砂粒

赤色粒

良好

黒斑

茶褐色 大ぶりな容量。

クト面ロクロロ。

工具筆に主るギ、のか^
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位置

層位

別

種

種

器
違存度

法 量

(cm)
器形・技法の特徴 丹台土 焼 威 色 調 備  考

8

覆±4届 土師質

高台 14N

(内 早 )

口縁 6/8

高台 4/8

147

56
91

ハの宇状に開く貼付高台。ロクロ成形、ロクロロ強

め。体部内湾気味に立ち上がる。内面黒色処理。

ミガキ。底部ヘラ切り。体部下端弱いナデ。

細砂粒

′
Jヽ礫

赤色粒

艮好

黒斑

茶褐色 貼付高台はやや足高。

9

カマドー括 土師質

高台杯

(内黒 )

口縁部 6/8

高台端部

欠損

144

[45]

貼付高台。ロクロ成形、ロクロロ強め。体部内湾気

味に立ち上がる。内面黒色処理。ミガキ。底部ナ

デ。切り離し不明。

砂粒

赤色粒

白色粒

良好 橙褐色 体部下端に (左方向)の手持ち

ヘラケズリ。内面ハゼ痕。

10

カマドー橋 土師質

甕

日縁部 2/8 (200)

[88]

肩部あまり張らずに胴部膨らむ。日縁つまみ上げ

状、かなりゆがむ。不規則な指ナデ。内面上からこ

コナデ、ヘラナデ、指ナデと調整。

粗砂桂

多

金雲母

良 好 茶褐色 外面無調整部分あり。

粘土組痕。わず力ヽ こ

カマド構築材付着。

11

覆±3層

カマド2層

土自F質

甕

上半 4/8 (217)

[134]

桐部から肩部あまり区別なく、張らない。日縁外

灰。日唇部つまみ上げ。外面タテ上方向の弱い
ヘラナデ後ナナメ、ヨコの指すデ。内面ヨコナデ。

砂粒

赤色粒

良好 赤茶褐色 月整粗略。粘土紐痕、明脈。

勺外面被熱痕。ハゼ痕。

12

覆±4層 土師器

小型甕

口縁部 6/8 120

116

73

咽部中位に最大径を持つ。日縁ほぼ垂直に立ち

上がる。底部一方向の手持ちヘラケズリ後ナデが

入る。胴部中位から下にヨコ方向のヘラケズリ。

砂粒

黒雲母

艮好 淡橙褐色 面ヽ手持ちベラケズリ。

ムス付着。

段 =口 中段 =器高、下段 =底径  ():復元値 現存

No
位置 別

緒

種

突
遺存度

族 量

(cm)
器形・技法の特徴 胎土 焼成 色 調 備  考

I

覆±1層 灰釉陶器

瓶 ?

高台 1/8

[48]

(139)

ロクロ成形、外面施釉。やや足の短い貼付け高

台。内面も釉なし。

密。

暗灰黄色

黒色粒

良好 暗灰黄色

2

覆±1層 土師質

杯

口縁部 4/8 [119]

41

56

ロクロ成形、ロクロロ弱い。体部内湾気味に立ち

上がり、口縁外反。底部手持ちヘラケズリ調整。お

面ヨコナデ。体部下端手持ちヘラケズリ。

細砂粒

白雲母

良好 明茶褐色

3

覆±1層 土師質

高台坪

日縁言悟 2/8 (138)

445

(72)

ややハの字に開く貼付高台。ロクロ成形、ロクロロ

弱い。体部内湾気味に立ち上がり、日縁わずかに

外湾。底部回転ヘラナデ。内面ミガキ。

細砂粒

赤色粒

良好

黒斑

淡茶褐色 体部下端回転。

ヘラクズジ。

内面大きなハゼ痕。

4

カマト 土自下質

甕

国縁・

底面久損 [25]

159

底径が大きく、ずん胴。バケツ型か。胴部にタテ方

向の叩き目、下位には右方向のヘラケズリ。内面

ナナメの指ナデ。平底、調整不明。

砂粒

赤色粒

良好

黒斑

茶褐～

黒茶褐色

外面粘 土紐痕。

カマド構築材付着。

一部被熱痕ハ

5

覆± 1層 鉄器

刀子

刃部片 [55]

09
035

上段 =口径 、中段 = 下段 =底径  ()復 元値

No
位 置 別

結

種

渠
遺存度

法 量

(cm)
器形 技法の特徴 胎土 焼成 色 調 備  考

I

覆±1層

覆±2層

土師質
」TN

口縁～

底都 5/8

(109)

31

54

ロクロ灰形、ロクロ日菊い。1不部～ 日縁ぐヾ困俗

気味に立ち上がる。底部やや凹底。回転糸切り後

一方 向の手持ちヘラケズリ。体下端手持ちヘラケ

砂粒

赤色粒

雲母

良好 明黄褐色 胎土に銀 ?の雲母。

内外面ユビナデ。

やや薄手。

2

覆±1層

覆±2層

土師器

甕

口縁 2/8

胴部下半

～底都欠損

(148)

[6 0]
位タテ方向ヘラケズリ後ユビナデ。中位から下は

ナナメ右下方向ヘラケズリ。内面ヨコ方向ヘラナ
ヂ^

砂粒

黒雲母

未魯対

良 好 外 赤褐色

内 茶褐色

被熱のためか色むら。

胴部スス付着。

9号住 =口 径 、中 r身 =采高、下段 =庚径  ():復 元値 |卜 現存値

No
位置

層位

別

種

種

器
遺存度

法量

(cm)
器形・技法の特徴 月台土 焼 威 色 調 備  考

1

覆±2層

覆±4層

上帥賀

杯

(内 黒 )

口縁 3/8

底部完存

(117)

31

48

ロクロ成形、ロクロロほぼ見えず。体部内湾気味

に立ち上がり、回縁わずかに外湾。底部回転糸 ,
り後、周辺手持ちヘラクズリで内面ミガキ。

砂粒 艮好

黒斑

橙褐色

色むら

体部・底部外面に、

それぞれ「藤 J「佛」

の塁書。

2

覆 ±4層 土日下質

高台郭

(内黒 )

破片
ロクロ成形。底部回転ナデ。貼付高台。内面黒色

処理。ミガキ。

細砂 l‐

針状 白

色物

良好 淡茶褐色 底部高台の内側に墨書。

文字不明。

3

張±3層 土師質

14N

破 片

ロクロ成形か。

細砂粒

赤色粒

良 好 灰茶褐色 体都外面に塁書。

文字不明。

均

覆±4層 土師質

鉢

口縁音L 4/8 200

147
肩部に最大径を持つ。胴部下端にヨコ方向のヘラ

ケズリ。上位はヨコナデか。日縁わずかに外反。い

面ヨコ方向のケズリ後ユどナデか。

砂粒

白色粒

白雲母

良好 暗灰掲色 底部は丸く、器厚は薄い

5

カマド4層 土師器

養

上 半 2/8 (212)

(155)
胴部中位に最大径を持ち肩部は張らない。口縁

は受け日状。胴部タテ方向のヘラケズリ後ユごナ

デ。内面ヨコ方向のヘラナデ後指ナデ。

粗砂粒

雲母

良好 茶褐色 器面摩滅し調整判別し難い。

器厚薄手。

6

覆 ± 1層 鉄器

鉄釘

先端部

欠損
頭部は敲打のためか本体部と密着。錆化著しヽ

本体部にもう1本の鉄製品が付着しているよう。

呪長 [44]

太さ0 8cm X0 9cm(上 )

Э7cm× 0 65cm(下 )

上段 =口径、中段 =器高、下段 =底径  ():復 元値

No
位置 別

締

種

梨
遺存度

法 量

(cm)
器形・枝法の特徴 胎土 焼成 色 調 備  考

1

カマト 土師質

鉢

(内黒 )

口縁 220

94
88

ロクロ成形、ロクロロやや強。体部内湾しながら立

ち上がり口縁外反。底部、平底。荒れて調整不

明。下端に右方向の幅広ヘラケズリ。

細砂粒

雲母

赤色粒

良好

黒班

茶褐色 内面黒色処理。

ミガキ。被熱痕。

カマド粘峯材付譜
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No
位置

層倫

別

種

種

器
遺存度

法量
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

2

床 上 土日T質

皿

(内 黒 )

口縁 5/8

底部完存

149

29

67

ロクロ成形、ロクロロナデ消したか。体部外反しな
がら立ち上がる。ハの宇に開く貼付高台。底部回
転糸切り。内面黒色処理。ミガキ。

砂粒

黒雲母

赤色粒

良好 茶褐色 口縁多少ゆがむ。

3

覆±4層 上師質

皿

口縁欠損

高台 6/8 [31]

695

ハの字に開く貼付高台。ロクロ成形。器面摩滅の
為、ロクロロ見えず。体部外反。底部回転ヘラナ
デ。

砂粒

白雲母

赤色粒

良好 黒色処理

(地は灰 茶

褐色 )

厚手。器面ひどく摩滅。

長石 目立つ。

4

覆±2層 土師質

高台郭

(内 黒 )

底部 6/8

日縁欠損

[118]

[23]

[56]

帖付高台ハクリ痕。ロクロ成形、ロクロロ弱い。体
rБ緩やかに内湾しながら立ち上がる。底部回転糸
刀り。内面黒色処理。ミガキ。

細砂粒

小礫

良好 茶掲色 底部外面に「良」の墨書。

色が抜け落ちているか。

5

覆±4層

覆±6層

上師質

高台イ

口縁音[4/8
底部完存

136

46
52

ややハの宇に開く貼付高台。ロクロ成形、ロクロロ
弱い。内湾気味に立ち上がり日縁外反。底部回
転糸切り後、高台貼付け。内面ミガキ。

細砂粒

黒雲母

小礫

良好

黒斑

薄橙褐色 被熟痕。

一部内面に黒色処理。

カマド構築材付着。

6

覆 ± 3層 土師質

姿

口縁～

舟同音Б 2/8

(315)

[177]
胴部わずかに内湾気味に立ち上がり、日縁水平
に屈曲。外面にはタテ方向の叩き目。内面指当
痕、粗略な指ナデ。内外とも黒色処理 (漆 ?)

細砂粒

小礫

赤色粒

良好 黒色処理

(地は

茶褐色 )

胴部下位ナナメ

右方向のヘラケズリ。

器面の凸凹 目立つ。
覆±4層 土師器

甕

口縁～

月同音[ 2/8

底部 欠損

(216)

[319]
胴都最大径を上位に持つ長胴甕。日縁受け口状
器厚は薄手。器面はやや荒れる。外面右方向の
ヘラケズリ後、タテのヘラミガキ。内面指ナデ。

粗砂粒

長石

赤色粒

良好 赤橙褐色 外面スス付着。

内面部分的に押し付けた

ような指ナデ。

8

覆±4層 土師器

菱

口縁 4/8

底部完存

(198)

179

78

胴部最大径を中位に持つ小型甕。日縁受け口
状。日唇部つまみ上げ。胴部下位右方向のヘラ
ケズリ。底部ナデ、木葉痕あり。器厚薄手。

粗砂粒

長石

白雲母

良好 黄茶褐色 下位ヘラケズリは、中位

近くまで及ぶ。内面

ヨコナデ。

9

カマド

覆±6層

土自市器

甕

口縁 朝ヽ同言Б

上半久損

下半 4/8

[98]

82

1同部わずかに内湾気味に立ち上がる。底部には
木葉痕。やや凹底か。内底面かきまわしたように
乱れている。外面下位に幅広右方向のケズリ。

砂粒

白色粗粒

雲母

良好 茶褐色 器面比較的平滑。

調整痕はっきりしなし

下望製市盛勝

28三見 う再12 法量 :上段 =日 中 下段 =底径  ():復 元値 [卜現存値

No
位置

層位

別

種

種

器
遺存度

法 量

(cm)
器形・技 法の特徴 胎土 焼成 色 調 備  考

l

覆±2層 土HT質

邦

口縁 2/8 (116)

365

(42)

ロクロ成形、ロクロロ弱い。体部から口縁部、内湾
気味に立ち上がる。底部平底。ケズリ。体部下端
に手持ちヘラケズリ。

粗砂粒 良好 暗黄掲色 内面 にススが付着。

覆±2層

覆±3層

土師質

杯

口縁 2/8

底部 4/8

(118)

30

[54]

ロクロ成形、ロクロロ弱い。体部から日縁部、内湾
気味に立ち上がる。底部回転糸切り。平底。体部
下端に手持ちヘラケズリ。内面ユビナデ。

粗砂粒

黒雲母

赤色粒

良好 明茶掲色 内面黒斑。やや薄手。

3

覆 土 土師質

不

口縁 2/8

底部欠損

(152)

[365]
ヨクロ成形、ロクロロ弱い。底部欠損。体部わずカ
こ内湾気味に立ち上がる。

細砂粒

雲母 多

良好 外 橙褐色

内 灰褐色

器面摩滅。

炭熱痕薄手。

4

覆 土 土師器

鉢

日縁 3/8

底部欠損

(196)

139

(95)

体部内湾して立ち上がり、頸部～日縁わず力Hこ刻
反気味。底部ほぼ欠損、平底か。体部下端右方
向ヘラケズリ。内面黒色処理。ミガキ密。

細砂粒

小礫

良好

黒斑

暗黄褐色 応部上位ヨコナデ後、

やや粗なミガキ。

中位ヘラナデ。

址出土土器 法量 :上段 =口 径、中段 =器高、下段 =底径  ():復

No
位 置 別

種

種

器
遺存度

法 量

(cm)
器形・技法の特徴 房台土 焼成 色 調 備  考

1

カマド 主印 婆

不

ほぼ完形 120

31

63

ロクロ成形、ロクロロ弱い。体部から口縁、直線的
に外反。底部手持ちヘラケズリ。体部下端に左方
向の手持ちヘラケズリ。口縁岩干ゆがむ.

細砂粒 良好 橙褐色 底部厚手。内外面

被熱による変色部あり。

蝶付着。

2

カマド 土師質

然

日縁 2/8

底部 6/8

(1245)

36

65

ロクロ成形、ロクロロ弱い。体部内湾気味に立ち
上がる。底部一方向の手持ちヘラケズリ。内面ヨコ

方向のユビナデか。

細砂粒

黒雲母

小礫

良好

黒斑

茶褐色 やや薄手。体部にハゼ痕。

体部内面帯状に変色部。

3

覆±3層 土師質

杯

日縁欠損

底部完存 [20]

62

コクロ成形、ロクロロ糸日かいが弓弓い。体言Б内湾気
来に立ち上がるよう。底部回転糸切り。

細砂粒 良好 茶褐色 やや薄手。

4

覆±3層 土師質

14N

(内 黒 )

IE片
ロクロ成形、内面黒色処理。細かいミガキ。底部回
転糸切り。

細砂粒

石英 ?

良好 暗貢褐色 小片。

底部に塁書。

文字不明。

5

覆±2層 土宦下質

椀

口縁 2/8

底部欠損

(168)

[60]

ロクロ成形、細かいロクロロ。体部内湾しながら立
ち上がり、日縁ゆるや力Чこ外湾。内面は細かいミ
ガキ。椀形に近い。

細砂粒

雲母 多

良好

黒斑

淡橙褐色 口縁ナデ、平滑。

外面被熱による

変色部あリハ

6

カマド

覆±3層

土師質

高台郭

日縁 5/8

高台略

完存

159

54

81

′への字 1こ開く貝占イ寸高台。ロクロ成形、ロクロロ尋弓
い。体部～ 口縁わずかに内湾して立ち上がる。底
部回転ヘラナデ。内面ヨコ方向のミガキ粗略。

細砂粒 良好

黒班

茶褐色 彼熱のため器面荒れる。

大きなハゼ痕。薄手。

7

カマド

床上

土師器

奎

口縁～

胴部 6/8

底部 2/8

268

139

(138)

咽部上位に最大径を持つ。日径大きい。底部ヘラ
ケズヅ。胴部上位指ナデ。直下から右方向のヘラ
ケズリ、日縁受け日状。内面ヨヨ方向ケズリ。

細砂粒

赤色粒

雲母

良好 暗橙褐色 NOH31まカマド向かつて右。

N0114は向かつて左 に倒 立

状熊ですえられていたハ

カマド

カマド4層

土師器

甕

口縁欠損

胴部下半 1/5

底部 6/8

[142]

72

胴下半のみ残存。薄手。底部には木葉痕。器面
には凸凹があり、外面タテ方向のすデからヨコ方
向のヘラケズツに。内面ヨコ方向のヘラナデか。

粗砂粒

赤色粒

/Jヽ礫

良好 暗茶褐色 外面カマド構築材付着。

内面摩滅。

9

カマド3層 土師器

奏

完 形 132

174

84

やや肩部が張り、胴部最大径が上位に来る。顕吉「
「くJの字に外反し、日縁つまみ上げ。受け日状。
胴部中位から下ヨコ方向のヘラケズリ。小型姿。

微細粒 良好 明茶褐色 カマド支脚、被熟のため

底部～胴部まで変色。

スス付着 ^
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No
位置

曜 付

別

種

種

器
遺存度

法量

(cm)
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

10

覆±3層 土師器

甕

上半都 2/3

下半部欠損

(240)

[166]
つまみ上げ (受け回状 )。 胴都外面タテのヘラナ

デ後ややランダムな指ナデ、中位からタテのヘラ
ケズリ密ョコのケズリ̂

細砂粒

赤色粒

黒雲母

良好 茶掲色 やや厚手の重みのある土器。

朴面比較的平滑。

11

カマド

覆±2層

土師器

甑

口縁欠損

胴 ～

底言る 3/8

[177]

(16 7)

胴部内湾して立ち上がる。外面ナナメ右下にヘラ

ケズリ。平底、穿孔。内面ヨコ方向のヘラすデ。バ

ケツ型か ?

細砂粒 良好 暗黄褐色 被熱痕。カマド

構築材付着。内面

ハゼ痕、器面荒れる。

7 =口径、中段 =器高、下段 =底径  ()〔 復元値

位置

層 締

別

種

種

器
遺存度

法量

(cm)
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

I

カマド1層

2層

須恵器

邦

口縁 7/8

底面欠損

142

[37]

88

体都は直線的に外反し、日縁部外 ll■。ロクロ成

形、ロクロロ強め。底部やや凸底。切り離し不明。

日縁、若干ゆがむ。底径大きめ。

小礫 多

雲母 微

良好 青灰色 カマド構築材付着。

煤付着。

2

カマド2層 土師質

不

口縁 2/3

底部完存

14 ユ

39
685

本部力ち 口縁部、直線的に外反する。ロクロ成

杉、ロクロロ強め。底部一方向の手持ちヘラケズ

)。 体部下端に手持ちヘラクズリ。

小礫 多

砂粒

赤色粒

良好 茶褐色 器面やや荒れる。

カマド構築材付着。

3

カマド3層 土師質

イ

(内 黒 )

口縁 3/4

底部略

完存

165

51

71

体部から口縁部、内湾気味に立ち上がる。ロクロ

成形、ロクロロ弱い。底部一方向の手持ちヘラケ
ズリ。内面黒色処理。ミガキ。

�砂柾

赤色粒

良好

黒斑

暗茶褐色

色むら

椀状に容量大。日唇部

玉縁状に丸みおびる。

4

覆±2層 土師質

高台杯

(内具 )

口縁部

一部欠損

他 完存

131

48
66

ハの字に開く貼付高台。日縁部、わず力ヽ こ外反。
ロクロ成形、ロクロロ弱い。底部静止糸切り後、周

囲回転ヘラクズリ。内面黒色処理。ミガキ。

細砂粒

黒雲母

良好 外 茶褐色

内 黒色

体部外面に「冨」の墨書。

5

カマド2層 土師質

高台杯

(内黒 )

口縁 3/4

高台完存

140

50

70

ハの宇に開く貼付高台。口縁部わず力ヽ 研B厚。ロ

クロ成形、ロクロロ弱い。底部回転糸切り後、高台

貼付け。内面黒色処理。ミガキ。

細砂l~

赤色粒

良好

黒斑

外 茶掲色

内 黒色

器面荒れる。一部変色。

本部下半～内底面、

.ヽゼ痕顕者。

6

カマド5層 土師質

甕

日縁言[

―月同吉Б

上半 1/5

(330)

[167]

胴部はわず力Чこ内湾しながら立ち上がり、頸部か

ら口縁部にかけて急激に外反。胴部外面タテ方

向の叩き調整、内面ヘラナデ調整。

細砂粒

石英 多

良好 灰褐色 日唇部内側に折りたたむ。

外側つまみあげる。

l表 第 18号 量 :上段 =口径、中段 =器高、下段 = ):復元値 |卜 現存 IE

No
位置

層位

別

種

種

界
遺存度

法 量

(cm)
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

1

覆±2層 土師質

不

口縁 6/8
６

　

５

　

１

‐２

４

５

ロクロ成形、ロクロロ弱い。やや内湾気味に立ち

上がり日縁わず力ヽ こ外反。底部回転糸切り。手持

ちヘラケズリ。内面、ヨコ方向のすデ。

砂粒

黒雲母

良好

黒斑

小 暗茶褐在

勺 暗橙褐在

内外面ともに被熱痕。
ハクリが激しい。

2

覆±2層 土師質

杯

口縁 1/8

底部完存

(139)

40
61

ロクロ成形、ロクロロ強め。体部直線的に外反し、

日縁わず力Чこ外湾。底部一方向の手持ちヘラケ
ズリ。体部下端手持ちヘラケズリ。

小礫多

赤色粒

良好 暗茶褐色 ツヤのある黒色。

底都外周に沿つて摩滅。

3

カマド

覆±2層

土師質

不

完形 132

39

60

ロクロ成形、ロクロロ弱い。ゆるやんヽ こ外反しなが

ら立ち上がる。底部ヘラ切りか。外面指すデ。内

面指すデ。

微細粒 良好 茶褐色 外面に一部被熱痕。

底部やや薄手。

4

覆±2層 土師器

甕

下半のみ

底部一部

欠損

[79]

74

胴下半に右方向のヘラケズリ。底部には木葉痕。

内面はヨコ・ナナメのベラナデ。内底面はかなり乱

れた感じ。

粗砂粒

小礫

細雲母

良好 茶褐色 友熱痕。

査色部あり。

5

覆±2層 鉄器

刀子 現長

「l A 61ρ rn

背幅0 3cm   刀幅 18～ 0 5cm
幅 12～0 5cm  厚 0 3cm

刀部現長 [12 6cm]

彗部現長 [6 0cm]

法量 :上段三日径、中段 =器高、下段 = ) 現存 4E

位置

層位

別

種

種

界
遺存度

法 量

(cm)
器形・技法の特徴 胎土 焼成 色 調 備  考

1

覆±3層 灰和

長頸壺

口縁欠損

だ重音卜1ま tゴ

完存

[150]

90

タクロ成形、ロクロロ細かい。月同言[中位からやや上

こ最大径。底部糸切り後、高台貼付け。やや幅広

つ高台。外面、内底面に濃い緑の釉がかかる。

黒色粒

長石 ?

良好 内 灰褐色

外 暗灰掲色

朴面発泡痕。胴部片2点

薯4号住居址からの

要合、3層。

2

覆±3層 土師質

鉢

日縁 4/8

底部完存

[124]

[45]

58

ロクロ成形、やや強いロクロロ。体部～口縁やや

内湾気味に立ち上がる。底部平底で、一方向の

手持ちヘラケズリ。体部下端手持ちヘラケズリ。

微細粒

赤色粒

良好 橙褐色

一部暗灰

褐色

底部やや凹低か ?

内外面、ロクロロを

指ですデ消す。

3

覆±2層 土師質

皿

日縁 2/8

高台部 4/8

(142)

29

(62)

ロクロ成形、ロクロロ弱い。体部～ 口縁、直線的に

外反。ハの宇に開く貼付高台。回転糸切り。内外

面ナデか。

細砂粒

小礫

黒雲母

良好 明灰褐色

断 橙褐色

口縁～体言るにかけての

一部に被熱痕。

4

覆±3層

覆±8層

土師質

皿

(内黒 )

口縁ほぼ完存

高台一部欠損

139

33

56

ロクロ成形、ロクロロやや残る。ハの字に開く貼付

高台。底部回転ヘラ切り。体部下端に回転ヘラケ

ズリ。内面黒色処理。ミガキ。

細砂粒

黒雲母

艮好

黒斑

茶褐色 口縁多少ゆがむ。

カマド2層 上師質

皿

(内黒 )

口縁 4/8

底部 4/8

高台ハクリ

(136)

[20]

[22]

ロクロ成形、ロクロ弱い。体部やや内湾気味に立

ち上がり口縁外反。高台ハクリ。底部調整不明。

内面一部黒色処理。ミガキ。

細砂粒

/1ヽ礫

黒雲母

良好 橙褐色 口唇部の一部摩滅する。

体部外面ナデか。

6

覆±3層 土師質

不

破片
ロクロ成形。体部やや内湾気味に立ち上がり、口

縁外反。内面ナデか。

細砂粒

赤色粒

自雲母

良好 茶褐色 体部外面に墨書。

文字不明。

覆±9層 土師質

よ

口縁 2/8

底部欠損

(240)

[167]

胴部やや内湾しながらほぼ直線的に立ち上がる。
バケツ型。日唇わず力ヽ こふくらむ。外面上～中位

タテ方向のナデ、下位ヨコ方向のヘラケズリ。

細砂粒 良好 暗黄褐色 内面には粘土紐反。

横方向のヘラナデ。
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位置

雇 村

別

種

種

器
遺存度 耀

ｍ
器形・技法の特徴 月台土 焼成 色 調 備  考

8

覆±2層 鉄器

不明

現長 L62

中冨 33
FH  o3

本の葉状の鉄器、器種不明。下端欠損するが、上
側と同様に木葉状になるものかわからない。刃部
のような鋭角部も見当たらない。

覆±3層 鉄器

刀子

刃部のみ 茎部や 切先は欠損、銹化が著しい。茎部寄りに繊
維質 (すでに鉄質に置換されている)の帯状のも
ので巻いた痕跡。本質ではなさそう。

刃部現長 [6 0cШ ]

刃部幅  1 lcm
背幅  0 4cm

表 法量 :上段 =口径、中段 =器高、下

No
位置

塵 締

別

緒

種

架
遺存度

法 量

(cm)
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

1

床 上 灰釉陶器

長頸壺

口縁欠損

胴 ～

底部 4/8

[215]

(90)

ロクロ成形、ロクロロ弱い。肩部やや張る。底部静
止糸切り後高台貼付け。高台は太く短いハの宇
型。胴部下位に、右方向のヘラケズリか。

細砂粒

黒色粒

赤色粒

良好 白灰色

断 黄灰色

頸部～肩部、内底面に薄緑

の釉がかかる。肩の一部

不自然に集中したハクリ痕ぅ

2

覆 ± 3層 土師質

甕

口縁 6/8

底部欠損

230

[164]

(136)

月同部上イ立ロクロ成形、ロクロロカ埓存。受
`ナ

ロ状口
縁。胴部中位～下位幅広ヘラケズリ。内面ヨコ方
向のユビナデ。粘土紐痕目立つ。

細砂 t_~

赤色粒

白雲母

良好

黒斑

茶褐色

色むら

胴部中位粘上を寄せた

ような痕。頚部～胴部

平らで均等な調整。

3

覆±2層 土師質

llN

回縁～

体部 2/8

底部 6/8

(130)

42
54

ロクロ成形、ロクロロ弱。体部～口縁直線的に外
反。日唇部やや内側に寄る。底部凹底。手持ち分

ラケズリ。体部下端手持ちヘラケズリ。

細砂粒

赤色粒

良好

黒斑

橙褐色

色むら

全体的にやや厚手。

器面整う。

覆± 1層 土師質

イ

口縁 6/8

底部完存

120

405

56

ロクロ成形、ロクロロ強く残存 (工具使用 ?)。 体叡
から日縁、やや内湾気味に立ち上がる。底部回軽
ヘラ切り。体部下端に回転ヘラケズリ。

細砂粒

赤色粒

具雲母

良好 明茶褐色 外面一部橙色に変色、

披熱によるものか。

5

覆± 1層 土師質

高台杯

(内具 )

曰縁 6/8

体部～

高台部 7/8

159

61

82

ロクロ成形、ロクロロほぼ見えず。体部～日縁わ
ずかに内湾して立ち上がる。体部最下端に回転
ヘラケズリ。高台貼付後、回転ケズリ(ナデ ?)

細砂粒 良好 暗灰茶褐色 内黒。全面ミガキ。

漆塗膜 ?全体 に厚 手。
器面整うハ

6

カマド1層 土師質

皿

(内黒 )

口縁 7/8

高台一部

欠損

５

６

０

陀
　
２
　
６

ヨクロ成形、ロクロロ弱い。体部～ 口縁外側に開
(。 内面黒色処理。ミガキ。底部高台貼付後、回
云ナデか。

細砂粒

黒雲母

赤色粒

良好 茶褐色 口縁外面の一部、

赤橙色の変色。

彼熱のため ?
覆± 1層 土師質

高台イ

(内黒 )

破 片
ロクロ成形。底部高台貼付後、回転ナデ。内面黒
色処理。ミガキ。

砂粒 良好 橙褐色 底部に墨書。

文字不明。

8

カマド1層 土師質

イ

(内黒 )

口縁欠損

底部完存 [32]

70

ロクロ成形、ロクロロやや残存。体部やや内湾気
味に立ち上がる。底部2方 向の手持ちヘラケズリ。
平底。体部下端右方向の回転ヘラケズリぐ

細砂粒

赤色粒

自色粒

良好

黒斑

(底部 )

茶褐色 外面ユビナデか。

内面黒色処理。

9

覆± 1層 土師質

高台杯

(内黒 )

日縁 4/8

底部 6/8

高台 ノ＼クリ

145

47
66

ロクロ成形、ロクロロ弱。体部～日縁、外反。底部
2方向のヘラケズリ後、高台貼付。体部下端に回
転ヘラケズリ。内面黒色処理。ミガキ。

細砂粒

赤色粒

雲母

艮好

黒班

橙褐 色 外面全体的に被熱痕。

スス付着。

変色。

10

覆± 1層 土師質

高台不

口縁 6/8

高台部 7/8

と49
66
84

ロクロ成形、ロクロロやや強い。体部内湾気味に
立ち上がり日縁外反。底部回転ヘラ切り後、高台
噛付。体部下端ヘラケズリ。

砂粒

赤色粒

黒雲母

良好

黒斑

明茶掲色 全体的に器形ゆがむ。

体部内外面に粘土紐痕 ?

内面ミガキ。

11

覆± 1層 土師質

不

(内 黒 )

破片
ロクロ成形。口縁わずかに外湾。内面黒色処理。
ミガキ。

網砂粒 良好

黒斑

暗責褐色 体部に墨書。

文字不明。

12

覆± 1層 土師質

杯

(内 黒 )

破 片

ロクロ成形。内面黒色処理。ミガキ。

細砂粒 良好 責褐色 体部に塁書。

文字不明。

ここ 9325 上段 =口径、中段 =器高、下段 =底径  ()

No
位置

層位

別

種

種

器
遺存度

法量

`cm)

器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

覆±2層 土師質

杯

口縁 4/8

底部ほぼ

完存

３

　

‐

２

‐２
　
４

ａ

ヨクロ成形、ロクロロ弱。体部内湾気味に立ち上
ドリロ縁外反。底部回転糸切り。内外面ともに指
ナデ。凹底。器厚やや薄手。

細砂粒

黒色粒

雲母

良好 黄褐色 勺面ていねいなナデ。

2

貯穴直上 土営T質

イ

口縁 5/8

底部完存

126

37

70

ヨクロ成形、ロクロロほぼ見えず。体部内湾しなが
あ立ち上がり、日縁外反。底部回転ヘラ切り。外
面、内面ともに指すデか。

糸田砂粒

黒雲母

良好 暗橙掲色 被熱痕。底部切り離し

位置を間違えたか

粘土残る。

3

確認面 土師質

高台郭

(内 黒 )

口縁 2/8

高台完存

(148)

54
70

コクロ成形、ロクロロやや強く残る。体部内湾気味
に立ち上がり口縁外反。底部回転ヘラ切り後、回
臨ヘラケズリ。体部下端回転ヘラクズリ。

細砂粒

小礫 多

銀雲母

良好 淡橙褐色 やや足高な高台。

内黒。ミガキ。

雲母 目立つハ薄手ハ

4

覆±2層 土師質

高台14N

(内黒 )

口縁 2/8

高台完存

(138)

59
81

ロクロ成形、ロクロロやや強い。体部やや内湾しを
がら立ち上がり、日縁わずかに外反。底部静止糸
切り後、高台貼付。体部下端回転ヘラケズリ。

細砂粒

黒雲母

赤色粒

良 好 茶褐色 やや足高な高台。

内黒。ミガキ。

彼熱痕変色。

5

貯穴直上 土師質

高台邦

口縁 1/8

高台完存

160

57

88

ロクロ成形、ロクロロ弱。体部～口縁、外反しなが
ら立ち上がる。体部下端回転ヘラケズリ。底部回
転ヘラケズリ後高台貼付。内面ミガキ。

細砂粒

黒雲母

赤色粒

良好

黒斑

明橙褐色 底部に「XJの亥1書。

やや足高なハの字に

調く高台ハ

6

貯 穴直上 土師質

菱

口縁久損

胴下半 3/8 [100]

(145)

同部やや内湾しながら立ち上がる。平底。格子文
甲きが強く残り、下位に有方向の手持ちヘラケズ

'。

器厚はやや厚め、内面指ナデ。

細砂粒

雲母

良好 暗茶褐色 外面に多量のススが

付着。全体に被熱。
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5ヲ箕 号 上段 =口 径 、中段 =器高 下段 =底径  ():復 元値 | :現 存値

No
位置

層位

別

種

種

界
遺存度

法量

`cm)

器 形・技 法の特徴 胎土 焼成 色 調 備  差

1

カマド2層 土 師 賃

高台不

日縁欠損

体部～

底吉Б 7/8

[50]

38

ロクロ成形、やや足高のハの字に開く貼付高台。
底部静止糸切りか。体部やや内湾。内面ミガキ。

細砂粒

雲母

良好 橙褐色 内底面の中央くイぎみ。

断面にカマド構築材

付着、被熱痕。

2

覆±1層 土師器

甕

口縁 4/8

底部完存

(140)

11 5

70

肩部やや張る。胴部中位よりやや上に最大径。底

部平底、ヘラ切りか。胴部下端に右方向の手持ち
ヘラケズリ。口縁部つまみ上げ。

細砂粒

黒雲母

朱榔対

良好

黒斑

橙褐色

色むら

勺面調整 に工具使用か、

ヘケ ロ状の痕。

彦執 埼笏対

3

カマド2層 土師質

甕

日縁 6/8

月同音Б 2/8

底部久損

(190)

[194]
し、日唇部平らに仕上げる。頸部直下からタテ方

向の幅広ヘラクズリ。下位にはナナメ右下方向の

細砂粒

赤色粒

黒色粒

良好 橙褐色

色むら

口縁外面にタテに

並ぶ叩き目のような痕。

スス付着。

法量 :上段 =口径、中段 =器高、下段 =底径  ():復 元値 []!現 存値

No
位置 別

結

種

聖
遺存度

法量

(cm)
器形・技法の特徴 胎土 焼成 色 調 備  考

1

床 上 土宮下質

14N

口縁 4/8

体部～

底都 3/3

(116)

[50]

(50)

タクロ成形、ロクロロほぼ確認できず。体部～口

象、内湾気味に立ち上がる。体部下端手持ちヘラ
ケズリ。底部外周ヘラケズリか。

細砂粒

赤色粒

雲母

良好

黒斑

淡橙褐色 内面スス付着。

彼熱痕。

2

覆±3層 土印箕

高台 14・

(内黒 )

口縁 1/8

底部～高台

ほぼ字存

(154)

60

80

'ヽの字に開く貼付高台。ロクロ成形、ロクロロや(
陰い。わずかに内湾して立ち上がり、日縁外反。

本部下端回転ヘラクズリ。底都調整不明。

砂粒

赤色粒

雲母

良好 橙褐色 勺面ミガキ入るが、

ヘクリ多く確認 困難。

士執荒 _

3

床 上 土師質

高台不

日縁 2/8

底部

高台完存

(143)

56
84

ヨクロロ強い。底部回転ヘラケズヅ。やや内湾気

漿に立ち上がり、口縁外反。体部下端手持ちヘラ
ケフヾり̂

細砂粒

赤色粒

黒雲母

良好 暗茶褐色 勺面ミガキ。

ルマド構築材付着。

スス付着。

4

カマド4層 土師質

甕

口縁 1/8

胴上半 3/8

胴下半欠損

(191)

[133]

オテ肩。胴罰
`甲
IArかなり膨 らむ。口稼外反。口唇

邪深い沈線入る。顕部直下からタテ方向のヘラク
だり。内面ヨコ方 向のヘラケズリ後タテ、すナメの

網砂 l~

赤色粒

白蜜母

艮好

黒斑

橙褐色 勺タト面ともイこ

'マ
ド構築材付着。

ペス付着。

5

カマド3層 土師質

甕

口縁～

月同言[ 3/8

胴下半欠損

(196)

[165]

ナデ肩。胴部中位 に最大径を持つ。日縁外反し、
口唇部沈線入る。外面タテ方向のヘラケズリ。内

面タテ、ナナメのケズリ後、ヨコ方向の指ナデか。

砂粒

赤色粒

雲母

良好 明茶褐色 木面被熱痕。

'マ
ド構築材付着。

ドロボロ。

6

覆±4層 鉄器

錐

現長

[104]

柄部現長 [52]

柄部径 [11]

錐部長  5 2cm
径    05× 0 4cm
先端断面は丸みを帯びる。

37表 第 30号住居址出 =口径、中段 =器高、下段 =庚径  (〕

No
位置

層位

別

種

種

器
遺存度

法量

(cm)
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

1

覆±2層 土師質

杯

口縁欠損

底部完存 E25]

62

7クロ成形、ロクロロ弱い。底部やや凹底。回転糸

刀り。内面ヨコ方向の指ナデ。器厚やや薄手。

細砂粒

小礫

黒雲母

良好

黒斑

橙褐色 茂損した断面等に被熱痕が

あるため、廃葉後に被熱か。

2

覆±2層 土師質

杯

日縁 2/8

体部～

底部 3/8

(136)

46

(68)

ロクロ成形、ロクロロやや強い。体部内湾気味に
立ち上がり、口縁外反。底部やや凹。回転糸切

り。内外面ココ方向のユビナデ。

細砂粒

赤色粒

黒雲母

良好 橙褐色 全体的にススが付着している。

寺に底部に多く見られる。

3

床 上 須忘器

甑

口縁 3/8

月同吉る 1/8

底部ほぼ欠損

(350)

278

150

バケツ型か。月同部外傾しながらほぼ垂直に立ち上

がり、口縁部外に屈曲。受け口状。日唇部つまみ
上げ。胴部縦位の叩き目。下位左方向ケズリ。

砂粒

/1ヽ礫

銀雲母

良好 青灰色 芍面タテ方 向ユビナデ。

告土紐痕残る。

]コ、ナナメ方 向も見える。

4

覆±1層 鉄器

刀 子

呪長 [9 0cm] 刃部現長 [61]

刃幅  11
背幅  04

整部現長 [2 9cm]、 幅 0 6cm、 厚0 4cm

※茎尻と切先欠損、背の側に関を持つ。銹化して

やや膨張する。

法量〔上段 =口 径、中段 =器高、下段 =底径  ():復元値 []:

No
位 置 別

霜

種

興
遺存度

法量

(cm)
器形・技法の特徴 胎土 焼成 色 調 備  考

1

覆±3層 土師質

不

(内 黒 )

底部 2/8

[12]

80

コクロ成形、ロクロロ弱い。体部下端ヘラケズリ

)、 底部ヘラケズリ後、ナデ ?内黒黒色処理。ミ方
や。

細砂粒

赤色粒

黒雲母

良好 掲色 内底部に刻書 ?

「*J記号か。

体部外面ナデているか。

2

確認面 土師質

杯

(内黒 )

破 片
コクロ成形、ロクロロ弱い。体部やや内湾気味か。
勺面黒色処理。ミガキ。

細砂粒

赤色粒

良好 茶褐色 体部に墨書、文字不明。

日唇部内面、捺れたような痕。

3

カマド 土師質

奏

破片 厨部ほぼ垂直に立ち上がり、口縁受け口状に屈
勘する。外面タテ方向の叩き目。頸部ヨコ方向の
■ビナデ。

細砂粒

小礫

白雲母

良好 黒褐色

色むら

バケツ型甕か。

内外面雲母 目立つ。

法量 :上段 =口 径、中段 =器高、下段 =底径  ():復元値 []:

位 置 別

霜

種

異
遺存度

法量

(cm)
器形・技法の特徴 胎土 焼成 色 調 備  考

1

覆±2層 土師質

杯

口縁 5/8

底部 6/8

11 5

34

60

ロクロ成形、ロクロロ弱く一部ナデ消す。体都下端

手持ちヘラケズリ。やや内湾気味に立ち上がり日

尿外反。底部 2方向の手持ちヘラケズリ。

細砂粒

赤色粒

雲母

良好 薄茶褐色 平底。

内外面とも摩滅激しく、

少量スス付着。

2

覆土 上師質

高台年

底部 2/8

[35]

80

区クロ成形、ロクロロ弱い。ハの字に開く貼付高

台。体部やや内湾気味か。内面ユビナデ。体部

下端に回転ヘラケズリ。

黒雲母

白色粒

赤色粒

良好 褐 色 底部回転ヘラ切り後、

高台貼付け。

3

カマド2層 上師器

甕

口縁 7/8

底部完存

128

120

76

肩部張らずに口縁つまみ上げ。胴部最大径中位
に持ち、器厚はやや厚め。底部やや丸みをおび

て安定しない。すデか。胴部中位ヘラケズリ。

細砂粒

小礫

良好 橙色 小型奏。

外面上位タテ方向のすデ。

内而ョコ方向のサデ^
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No
位 置 別

冠

種

栗
遺存度

法量

(cm)
器形・技法の特徴 胎土 焼成 色 調 備  考

4

カマド2層 土師質

甕

口縁 2/8

胴部～久損

250

[74]

胴部ほぼ垂直に立ち上がり口縁外反。胴部外面
タテ方向の叩き目。頸部ヨヨ方向のユビナデ。ロ

唇部に沈線 ?めぐる。工具によるものか。

細砂粒

赤色粒

雲母

良好 薄茶掲色 口縁内面ヘラナデ ?

疲熱痕。少量のスス付着。

40Ξ髭 号雷14 法量 :上段 =口 径、中段 =器高、下段 =底径  ()1復 元値 []:現存値

No
位置

腟締

別

種

種

器
遺存度

法量

(cm)
器形・技法の特徴 胎土 焼成 色 調 備  考

1

覆±6層 灰釉陶器

長頸三

口縁～頸部

欠損 [139]

144

ロクロ成形、ロクロロやや強い。底部回転ヘラケズ

リ後、足の短い太 目の高台貼付け。胴部中位より
やや上に最大径。中位下位左方向ヘラクズリ。

黒色粒

/よ 礫ヽ

良好 灰 自色 わず力ヽ こ残存する肩部と、

内底面に薄緑色の

釉がかかる。

2

覆±4層 土師質

不

(内黒 )

口縁 5/8

底部完存

128

45
76

ロクロ成形、ロクロロ弱。体部内湾気味に立ち上
がり、日縁外反。底部やや凸底か。3方向の手持
ちヘラケズツ。体部下端手持ちヘラケズリ。

細砂粒

赤色粒

黒雲母

良好

黒斑

明橙褐色 内面黒色処理。

ミガキ。体都外面指ナデか。

3

覆±6層 土師質

年

(内 黒 )

口縁 3/8

底部 4/8

(148)

50

(68)

ロクロ成形、ロクロロやや弱。体部内湾気味に立
ち上がり、日縁外反。底部回転糸切り後、周辺手
持ちヘラケズリ。体部下端手持ちヘラケズリ。

細砂粒

赤色粒

雲母

良好 橙褐色

色むら

内面黒色処理。ミガキ。

彼熱のためか、

黒色にむらあり。

4

覆±4層 土師質

高台年

(内具 )

口縁 6/8

底部・高台部

=海

13 1

49
62

ヨクロ成形、ロクロロやや弱。体部内湾気味に立
ち上がり、日縁わず力ヽ こ外反。静上回転糸切り
愛、高台貼り付け。体部外面ユビナデ。

細砂粒

赤色粒

雲母

艮好

黒班

橙褐色 内面黒色処理。

ミガキ。椀状を程する。

5

覆±6層 針状銅器 尻長 [47]
)35cm X 0 35cmの 角柱状。先端はとくにとがって
まいない。先端0 3cm× 0 2cmの 拓状。

1表 第6号溝址出 上段 =口 径、中段 =器高、下段 =底径  ():復元値 []!現存値
位置

層位

別

種

種

器
遺存度

法量

(cm)
器形・技法の特徴 胎 士 焼成 色 調 備  考

1

覆±1層 灰釉陶器

瓶 ?

胴下半～

底部のみ E50]

78

ロクロ成形、ロクロロ外面弱いが内面強い。太く短
お貼付高台。底部回転ヘラケズリ。胴部内湾気味
に立ち上がる。

細砂粒

黒色粒

良好 暗灰褐色 内底面にやや濃緑色の

釉がたまり、滓が付着。

2

覆± 1層 須忘器

蓋

日縁 5/8 153

35
ロクロ成形、ロクロロやや弱い。つまみはやや扁
平。天丼部外面回転ヘラケズリ。内面はユビナ
デ。端部をわずかに内方へ屈曲させる。

細砂粒

黒色粒

銀雲母

良好 薄青灰色 雲母 目立つ。

天丼回転ヘラケズリは

右方向ぅ

3

覆±2層 須恵器

蓋

口縁 2/8

天丼部 7/8

(130)

30
ロクロ成形、ロクロロやや弱い。天丼部内湾。日縁
端部やや下方へ伸びる。つまみは低くて扁平。外
面天丼部右方向のヘラケズリ。

黒色粒

長石 ?

良好 青灰色 つまみ端部力Чよぽ欠損。

意図的なものか。

4

覆±2層 須恵器

杯

口縁 5/8

底部完存

11 7

39
67

ロクロ成形、ロクロロやや強い。体部やや直線的
に外反しながら立ち上がる。下端に回転ヘラケズ

リ。底部回転ヘラケズリ。やや凹低か。

細砂粒

黒雲母

/」 礫ヽ

良好 薄青灰色 勺面ヨコ方向ユビナデ。

朴面に一部木質片?

寸善

5

覆±3層 須恵器

杯

日縁 6/8

底部完存

187

46
66

ロクロ成形、ロクロロやや強い。体部～日縁直線
的に外反。底部2方 向の手持ちヘラケズリ。体部
下端に左方向の手持ちヘラケズリ。

細砂粒

長石 ?

白雲母

良好 青灰色 勺外面スス付着。

6

覆±2層 須恵器

不

日縁 3/8

底部 5/8

(143)

49
74

ロクロ成形、ロクロロやや強い。体部やや直線的
に立ち上がり、日縁外反。底部2方向の手持ちへ

ラケズリ。体部下端に左方向手持ちヘラケズリ。

自色 l~修

小礫

赤色粒

良好 暗青灰色 昌母入る。

やや凹底。底部厚め。

7

覆±2層 須恵器

高台杯

口縁 1/8

高台 5/8

(1335)

54
775

ロクロ成形、ロクロロ弱い。体部わずかに内湾しな
がら立ち上がり、日縁外反。ハの字に開く貼付高
台。底部回転ヘラ切り。体部下端回転ヘラケズツ。

砂粒

オヽ礫

雲母

良好 青灰色 小礫多 立｀。

内面ヨコ方向のユビナデ。

3

M23d

覆土

土目T質

杯

(内黒 )

日縁欠損

底部 4/8 [20]

(122)

コクロ成形。体部下端に右方向の手持ちヘラケズ
)。 底部回転糸切り後、外周手持ちヘラケズリ。内
面黒色処理。ミガキ。底部やや凹底。

細砂粒

赤色粒

黒三母

良好

黒斑

茶褐色 巨部に墨書「良」か。

9

024a

覆土と層

土師質

高台郭

(内具 )

口縁欠損

底部完存

高台一部欠損

[18]

rA R、

ロクロ成形、ロクロロ弱。ややハの字に開く貼付高
台。底部回転糸切り。内面黒色処理。細かいミガ
キ。

細砂粒

赤色粒

雲母

良好 明茶褐色 足が短い貼付高台。

底部に塁書「志太」力、

N25

覆±1層

土師質

高台不

(内黒 ?)

口縁欠損

底部～高台

吉Б 6/8

[19]

60

ロクロ成形、ロクロロやや弱い。底部回転糸切り
後、高台貼付け。内面一部黒色処理。ミガキ。

細砂粒

赤色粒

黒雲母

良好 明茶褐色

内面色むら

嗣かい雲母 目立つ。

11

覆±2層 鉄 滓 重量

355g

長  94
幅 H5 底面には灰青色の砂質部分が貼付いている。

法 上段 =日径 、中段 =器高、下段 =庚径  ():
位置 別

緒

種

哭
遺存度

法量

(cm)
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

1

P5

覆±2層

須恵器

蓋

端部 2/8

天丼部ほば

仕娼

[10]

(176)

ロクロ成形、ロクロロ弱い。残存部上位に回転ヘラ
ケズリ。内面ユビによるヨコナデ。日縁端部内部ヘ

屈曲せず外にわずかに反る。

細砂粒

黒色粒

白雲母

良好 明青灰色 銀に近い白雲母 目立つ。

小礫。器厚やや薄手。

2

P6

覆土

土師質

杯

口縁 2/8

底部欠損

(130)

45

(52)

ロクロ成形、ロクロロほぼ見えず。体部内湾気味
に立ち上がり、日縁外反。体部下端手持ちヘラケ
ズリ。右方向か。内面ユビナデ。

細砂粒

赤色粒

黒雲母

良好 橙茶褐色 体部内外面にスス付着。

被熱痕。

3

P10

覆土

土師質

杯

破 片
コクロ成形、ロクロロほぼ見えない。日縁わずかに

朴湾。内外面、ヨコ方向のユビナデ。

細砂粒

赤色粒

黒雲母

良好 茶褐色 体部外面に塁書。

「寺Jか ?
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No
イヱ直

層位

別

種

種

器
遺存度

法 量
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

4

P10

覆土 不 明

T宇型の鉄器。本来の使用 目的が不明。T字の短
いほうの一の片方は折れている。長いほうの先端

部は元のままの姿であるらしい。

法量 :上段 =口 径、中段 =器高 、下段 =底径  ():復 元値 存 値

No
位置 別

繕

種

果
遺存度

法量

(cm)
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

1

覆±2層 須恵器

盤

完形 20 1

43
ロクロ成形、ロクロロ弱い。ハの字に開く貼付高

台。底部回転ヘラケズリ。体部大きく外反し上位カ

ら口縁やや内傾。

細砂粒

小礫

良好 青灰色 勺外面にクラック入る。

勺面ヨコ方向のユビナデ。

4表 時期外遺構 出土土器観察表

No
位置

層位

別

種

種

器
遺存度

法 量

(cm)
器形・技法の特徴 胎 土 焼成 色 調 備  考

1

覆± 1層 土師質

イ

(内 黒 )

破 片
ロクロ成形。日唇部わず力Чこ外湾。内面黒色処
理。ミガキ。

細砂粒

赤色粒

黒雲母

良好 暗茶褐色 体部に墨書。

文字不明。

2

覆±1層 土師質

fT

(内黒 )

破片 ロクロ成形。底部ヘラケズリ。やや凹低か。体部や

や内湾気味に立ち上がる。内面黒色処理。ミガ

キ。

細砂粒

石英

良好 黄茶褐色 底部に墨書。

文字不明。

3

覆±1層 土師質

tTN

(内黒 )

破片
ロクロ成形。底部糸切り痕 ?体部下端に左方向の
回転ヘラクズリ。内面黒色処理。ミガキ。

細砂粒

赤色粒

雲母

良 好 黄茶褐色 底部に墨書。

文字不明。

覆±2層 土師質

杯

(内黒 )

口縁～

体部 4/8

底部完存

146

45

69

ロクロ成形、ロクロロほぼ見えない。体都直線的に

外反し、日縁わずかに外湾気味。平底。底部周辺

回転ヘラナデ。内面黒色処理。ミガキ。

細砂粒

赤色粒

良好

黒斑

茶掲色 口縁ややゆがむ。

体部下端左方向の

回転ヘラナデ。

5

覆± 1層 土師質

高台郭

(内黒 )

日縁欠損

底部～高台

部 4/8

[21]

61

ロクロ成形。底部回転糸切り後、高台貼付。高台
はややハの宇に開く。内面黒色処理。ミガキ。

細砂粒

赤色粒

雲母

良好 茶褐色 底部に昌書。

「良」か。

6

覆±1層 土師質

高台坪

(内 黒 )

口縁欠損

底部～

高台部 6/8

[17]

58

ロクロ成形、ロクロロ確認できず。底部回転糸切り

後、貼付高台。内面黒色処理。ミガキ。外面ナ
デ ?

細砂粒

黒雲母

良 好 橙褐色 医部に墨書。

文字不明。

「・・太 か ?

7

覆± 1層 土師質

高台t4N

(内黒 )

高台約 2/8

[19]

(62)

ロクロ成形。底都回転糸切り後、周辺ナデ。貼付

高台。内面黒色処理。ミガキ。

細砂粒

赤色粒

良好 茶褐色 嘆部に墨書。

文字不明。

8

覆 土 土師質

高台杯

(内黒 )

日縁欠損

底部～高台部

一部欠損

[22]

70

ロクロ成形、体部下端わずかに残存。底都回転ヘ

ラケズリ後、高台貼付け。内面黒色処理。確認で

きる部分に関しては一方向のミガキ。

細砂粒

赤色粒

雲母

良好

黒斑

茶褐色 体部下端に塁書。

文字不明。

9

覆±2層 土師質

甕

口縁 2/8

月同下半～

底部欠損

(342)

[125]

胴部ほぼ直線的に立ち上がり、日縁部外に屈曲。

受け口状。タテ方向の叩き目。内面はヨヨ方向の

指すデ。指圧痕。

細砂粒

小礫

銀雲母

良好 暗青灰色 雲母 目立つ。

長(白 ?)。

やや薄手。

覆±1層 土師質

甕

破片 口縁の一部のみ残存。ロクロ成形。日唇部つまみ
上げる。受け口状口縁。外面タテ方向の叩き目。
内面ナデ。

細砂粒

小礫

雲母

良好 暗茶褐色 頂部に二つの穿子Lあり

完成前か。

第45表 蔵骨器観察表

No
位置

層位

別

種

種

器
遺存度

法 量
器形・技法の特徴 胎 土 焼 成 色 調 備  考

1

覆± 1層 須恵器

盤

高台欠損

6/8

(210)

30
98

ロクロ成形、ロクロロやや強い。外面下端ケズリ、
内面ナデ。

粗白粒

透明粒

白雲母

艮好 白灰～

青灰色

2

覆± 1層 須恵器

窒

日縁欠損

7/8 [293]

140

方向の叩き日、中位に斜めの叩き目、下位には榜
方向のケズリ。内面上位タタキ後ナデか。底部無

白色粒

透明粒

白雲母

黒灰色 胎土から新治産か。

8

覆±4層 灰釉陶器

蓋

完形 154

535
ロクロ成形、天丼部回転ヘラ削り。下端～内面ロク
ロナデ。

石英 /1~

長石粒

少量

民好 全体的に鈍�

橙色。釉は雰

緑色に発色

胎土・焼成から三と伴焼。内面

に径12 5cmの 重ね焼痕、ある

いは焼台痕が残存。

覆±4層 灰釉陶器

短頸壷

疱形 127

22 15

154

ハの字に開くやや短めの貼り付け高台。ロクロ成
形。底部雑なナデ。外面上位から内面上位、ロク
ロナデ。内面中位から下位、回転ヘラ削り。

石英粒

長石粒

良好 笹体的に鈍�

登色。釉は粉

緑色に発色

右回リロクロ使用。

井ヶ谷78号窯式。

5

覆±5層 須恵器

杯蓋

完形 170

48
ロクロ成形、ロクロロやや弱い。天丼部上面ナデ。
肩部手持ちヘラ削り、あるいは少しづつ回転台を

回してのヘラ削り。

石英粒

長石粒

普 通 掲灰色 内面に「大伴」の昌書。

窯は不明だが8世紀中葉。内

面に径 11 5cn程の重ね焼痕。

6

覆±5層 灰釉陶器

短頸壺

完 形 142

22 1

145

ハの字に開く貼り付け高台。ロクロ成形、ロクロロ

やや弱い。外面下位右回リロクロ使用の回転ヘラ

削り。内面中位ロクロナデ。下位回転ヘラ削り。

長石粒多

石英粒少

良 好 褐灰色。自身

釉は灰緑色。

(正面剥落 )

鉄分 (黒色粒)吹き出し顕著。

肩部に降りもの多数付着。tT妻

とほぼ同時期か ?
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概 要

ここでは時期不明の遺構を一括して取り扱った。遺物

がなく、あつても数点の小細片か、あるいは有意義な出

土状況を示さない遺構である。切り合い関係や覆土、掘

り込み状態で時代・時期が推定される遺構もあるが、こ

うした遺構も、一部を除き、ここで扱っておくことにし

たい。

以下にみるよう、遺構名称にやや不統一な点があるが、

現地では遺物洗浄・注記を併行して行つていたため、混

乱を避けるため、現地の遺構番号を変えることなく、そ

のまま使用している。なお、出土した遺物に関しては、

各時代の 「時期外遺構出土の遺物」の項に掲載した。

焼 土址

現地調査において焼土址としたのは、確認面で焼上分布

のみられる遺構である。第 1。 3～8号焼土址、第 56。 136

～139号土坑がこの種の遺構である。第 2号焼土址 。第

132号土坑は、赤化した壁体や底面をもち、屋外炉とで

もいうべき遺構であるが、ここで扱っておく。第 174・

198号土坑は、わずかに赤化 。硬化した底面をもつもの

で、平面形状から炉穴の可能性があるが、ここで扱って

おくことにしたい。第 4号焼土址は、時期の判明した唯

―の焼土址で、平安時代の章に掲載した。また、覆土に

ところどころ、わずかに焼土を含む土坑については、「そ

の他の土坑」の項で言及することにしたい。土坑のデー

タについては、「第 45表  土坑一覧表」を参照されたい。

なお、第 103図 「第 2号焼土址確認状況」図中の網掛け

は、本図のみ通用の凡例である。

第 1号焼土址 (第 104図、図版 29)

グリッド 124。 西台地中央部の西斜面地。東側斜面上

方に包含層No 2土器群 (縄文中期)が位置する。遺存・

重複 良好。形状・規模 楕円形。上面径 92.5× 56 cm、

底面径 89× 49.5 cul、 深さ 4.5 cm。 底面にはわずかに赤化・

硬化面がみられる。焼土は多くない。出土遺物 なし。

第 2号焼土址 (第 104図、図版 29)

グリッド N22。 第 6号溝状遺構 (方形区画溝)内北寄

りの、平坦部から東に下る緩斜面地。確認状況・調査経

過 径約 4.8× 44mの方形プランの南東部に焼土。焼土

ブロックの分布がみられ、当初住居l■として調査を開始

した。掘 り下げ直後に南側より弥生土器片が出土。層位

は第 1・ 2層である。さらに 10 cmほ ど掘り下げた段階で、

南側から焼土・焼土ブロックを含む赤紫色土が多量に検

出され、火を使用したなんらかの遺構であることが確認

された。北側には焼上の分布は全くみられなかった。こ

の段階で、当初の方形プランは、壁の立ち上がりが確認

できず、床面らしい痕跡もなく、遺物も出土しないこと、

第 1・ 2層は第 6号溝状遺構 (方形区画溝)第 2層 と類似

の二次移動したロームらしいことなど、住居l■ではない

と判断して、南側の焼土分布範囲を調査対象とした。形

状・規模 炉体状の赤化壁をもつ P10と 、崩la・ した赤化

壁ブロックの集積をもつ P5～ 8、 その他のピットからな

る。Plは円形のピットで、深さ 15 cm、 覆土は焼土粒混

入の黒灰色砂質上の単一層。P2・ 4は不整形の掘り込み

で、P2は深さ 34 cm、 P4は木根址のため底面は安定し

ないが、深さ約 12 cm。 いずれも赤化壁ブロックの集積は

みられず、上面を赤化ブロック混じりの焼土が覆つてい

た。 P3は楕円形で深さ 15 cm、 東側に深さ 30 clllの ピッ

トが重複するが切 り合いはなく、覆土はP10類似の焼土

混じりの赤紫色土。P5～8は楕円形状の掘り込みで、赤

化壁ブロックの集積をもつ。P6・ 7には木根址が斜めに

入 り込み、赤化壁を一部破壊している。赤化壁ブロック

下の覆土は焼土混じりの砂質土で、被熱による地山ロー

ムの変質か、赤化壁裏側にもともと付着していた砂質土

なのかはつきりしない。P10は赤化壁をもつ炉体で、南

壁に赤化壁が遺存する。かなり深く、太い木根址が底面

を破壊するが、復元すると、上面径約 80× 60 clll、 底面径

約 35× 20 cm、 深さ約 90 cmの隅丸方形の掘り方に厚さ約

10 cmの粘質土を貼り付けて構築されていたと思われる。

赤化壁裏側 (第 12層 )は被熱のためか地山ロームが軟弱

な砂質土に変質しており、調査途次にかなり崩落した。

底面は地山ロームで、赤化部分は認められず、フカフカ

の木根址が下方に続いている。赤化部分はすでに除去さ

5。 その他の遺構
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第 2号焼土址確認状況
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れたものであろう。なお、東側の トレンチは、P10を煙

道とする窯址の可能性を考慮して、斜面側を掘り下げた

ものであるが、窯体を示すような痕跡は認められなかっ

た。造成工事による台地掘削時にもこの点を再確認した。

P9は西端部にあつて、上面径 52× 49 cm、 深さ 36 cmで、

P8に切られ、覆土も斑状のロームを含む暗茶褐色土で、

焼土を含まず、別遺構の可能性が強い。出土遺物 断面

A・ Bの第 1・ 2層から縄文土器小片 (前期前半～後半)

5点 と底部を含む弥生後期土器片 11点、P6確認面の焼

土ブロック上面から縄文早期条痕文系と思われる小片が

1点出土。

備考 出土遺物から弥生時代の可能性も否定しえないが、

出土層位が、第 6号溝状遺構の第 2層同様の二次移動し

たロームであるとすると、時代はさらに下ることになる。

第 3号焼土址 (第 104図、図版 29)

グリッド K27。 西台地中央部の西斜面地①北西に接し

て第 109号土坑がある。遺存・重複 木根址で底面一部

損壊。図の網掛けは上面の焼土範囲。形状・規模 円形。

上面径 70× 60 cm、 底面径 [32]× 28 cm、 深さ 29 cnl。 覆

土に焼土粒・焼土ブロック含むが、多くはない。赤化・

硬化面はない。出土遺物 なし。

第 5号焼土址 (第 104図、図版 30)

グリッド R31。 西台地北部の平坦地。遺存・重複 良

好。図の網掛けは上面の焼土範囲。形状・規模 隅丸方

形、上半は漏斗状に開く。上面径 78× 73 cIIl、 底面径 43

×33側、深さ 37 cm。 覆土第 4層は焼土層。赤化・硬化

面はない。出土遺物 縄文土器小片 2点、弥生土器小片

1点。

第 6号焼土址 (第 104図 、図版 30)

グリッド S27。 谷頭部の南に下る斜面地。遺存・重複

一部木根址が入る。図の網掛けは上面焼土範囲。形状 i

規模 上面径 72× 42 cm、 深さ約 3～ 6 cmの浅い精円形状
の掘り込み北側に、底面径 15× 12 clll、 深さ24 cmの ピッ

ト状の落ち込みを伴う。この落ち込みは木根址の可能性

もある。出土遺物 なし。

第 7号焼土址 (第 104図 、図版 30)

グリッド W22。 東台地南端の南斜面地。遺存・重複 良

好。図の網掛けは上面の焼土範囲。形状・規模 隅丸方

形。上面径 2.35× 1.95m、 底面径 2.25× 1.85m、 深さ

15 clll。 覆土中の焼土は比較的多い。出土遺物 なし。

第 8号焼土址 (第 104図、図版 30)

グリッド U・ V24。 東台地南半部の西斜面地。遺存・

重複 良好。図の網掛けは底面の焼土範囲。形状・規模

不整形。南北長軸約 2m、 北西―南東位長軸約 1.45mの

精円形状の 2遺構が重複したような形状である。深さ約

22 cm。 底面の焼土範囲はやや赤化・硬化している。出土

遺物 縄文土器小片 1点、弥生土器小片 1点、須恵器小

片 3点、土師質の郭・甕小片 3点。

第 56・ 136～ 139号 土坑 (第 104図、図版 31)

グリッド 第 56号土坑は西台地北部の西緩斜面地 (グ リ

ッドL33)、 第 136～ 139号土坑は西台地中央部東寄り平

坦地 (グ リンドM22)に 占地する。遺存・重複 良好。

第 137号土坑が第 2号溝状遺構 (方形区画溝)と 重複す

るが、土坑が新しいようである。形状・規模 楕円形、

円形を呈する、小規模な、浅い掘り込みである。覆土は

焼土少量の単一層。出土遺物 56号で縄文片 1点、137

号より縄文片 1点 (前期後半)、 時期不明 2片。

第 132号上坑 (第 104図、図版 31)

グリッド K24。 西台地中央部の西緩斜面地。遺存・重

複 木根、木根址が入 り込み、本来の形状をかなり損な

うようである。形状・規模 上面径 2.85× 2.08m、 深さ

約 20 cnIの隅丸方形状の掘り方内に、2枚の茶褐色土を敷

いて整地し、赤化壁をもつ炉体とピット4本を掘り込ん

だ遺構である。炉体は、現状では、ほぼ円形の掘り込み

と思われ、上面径 1.18× 1,07m、 底面径 0.7× 0.19m、 深

さ約 50 cmを測る。南側には幅約 30 cm、 深さ約 5～ 10 cm

の段状の掘り込みがあり、あるいは足場的な掘り込みで

あろうか。底面は木根址の影響をうけたためか、0,7×

0.19mの細長い楕円形状を呈し、この部分周辺の底面と

壁が赤化・硬化している。覆土には、焼土ブロック層や

焼土層 (第 5層 )がみられる。第 6層は被熱により硬化

したロームブロックの崩落層である。ピットは斜面上方

側に 4本あり、整地面内に掘り込まれていることから、
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第 1号焼土址
1 暗黄褐色上 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックゅ5mm・ 焼土粒・焼土ブ

ロックゅ1～ 2m微量。

第 2号焼土址 SPA・ SPB
l 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック 02● uf

少量。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック olヽ

3mm微量。
3 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒多、ロームブロックφl～ 5mm

少量。 1・ 2層 より明色。
4 暗黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。 2層 に焼土の混 じった層。ローム粒・焼土

粒やや多、焼土ブロックφl～ 2mI少量。
5 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 2層に焼上の混 じつた層。ローム粒・

焼土粒やや多、焼土ブロックφl～ 2mm微量、同ブロック o10～ 201nm少量。
6 暗黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、焼土粒少量。
7 暗黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックφl～ 5mm・

焼土粒・焼土ブロック o lmm少 量。

8 暗黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック o10mm微 量、
焼土粒・焼土ブロックゅlmm少量。

9 H音黄掲色土 縮まりやや有、粘性やや有。暗色、一部赤紫色。ローム粒・焼土粒・
焼土ブロック ol～ 2mm少量。

10 赤紫色土 締まりやや有、粘性有。底面近くはボツボツ。焼土粒多、焼土ブロック
01～ 10nllや や多、同ブロックφ50mm少 量。

11 焼土ブロック層 ボツボン。
12 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。被熱でボツボツになつた地山ローム。

第 2号焼土址 EPA～ EPD
l 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。 ローム粒多、焼土粒やや多。
2 暗黄褐色土 縮まり弱、粘性弱。ローム粒多、比熱による硬化ロームブロックゅlomm

少量。
3 黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム主体。ロームブロック 01～ 2nllnやや多、

焼土粒・焼土ブロック ol～ 3mn少量。
4 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。SPA'SPBの 12層 に同じ。

第 3号焼土址
1 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土l_・ 炭化物少量、ロームブロック o5mm微 量。
2 暗赤褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土プロック o5～ 10mm・ 炭化物少量。
3 黄茶褐色土 締まりやや有。粘性有。ローム主体。
4 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム主体。
5 黄茶褐色土 締まり有、粘性有。焼土ブロック ol～ 2mm・ 炭化物少量。

第 5号焼土址
1 茶褐色土 締まり有、粘性やや有。赤茶ロームやや多、焼土粒少量。
2 茶褐色土 締まりやや有、粘性有。赤茶ロームやや多、斑状の黄ローム少量。
3 茶褐色土 締まり有、粘性有。黄ローム粒やや多、班状の黄ローム 焼土粒少量。
4 赤茶掲色土 締まりやや有、粘性有。焼土粒多量、黄ローム粒・斑状の黄ローム少量。
5 明茶褐色土 締まりやや有、粘性有。黄ローム粒多、黄ロームブロック 01～ 5mm少量。
6 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。黄ローム粒多量、黄ロームプロック o llul少 量。

第 6号焼土址
1 赤茶褐色土 締まりやや有、粘性有。焼土粒やや多、焼土ブロックφ lmn少 量。
2 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土粒・焼土ブロック o lllal微 量。
3 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。黄ローム粒多、焼土粒少量。
4 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性有。焼土粒少量、黒色土粒やや多。

第 7号焼土址
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。焼土粒 焼土ブロック多量、ロームブロッ

ク・炭化物少量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。焼土粒・炭化物微量、ロームブロック少量。
3 暗赤褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土ブロック多。

第 8号焼土址
1 暗茶褐色土 締ま りやや有、粘性弱。焼土ブロックやや多、ロームブロック 炭化物

少量。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土粒・炭化物微量、ロームブロック少量。

当遺構に伴 うピットである。深さは、 Pl-15 cm(底面

標高 26.06m)、 P2-15 cm(同 26.09m)、 P3-15 cm(同

26.08m)、 P4-17 clll(同 26.03m)で、なんらかの上屋

構造が想定される。出土遺物 時期不明の土器片 5点。

第 174号土坑 (第 104図 )

グリッド U28。 東台地北半部の平坦地。遺存・重複 北

西都は斜面にかかるためか、確実な壁の検出ができなか

った。壁崩落土の第 5層の堆積状況から北西壁を復元し

た。形状・規模 隅丸方形状を呈する。長軸約 3m前後、

深さ55セ ンチを測り、規模が大きく、竪穴状遺構とでも

称すべき遺構である。底面中央北寄りに赤化 。硬化した

第56号土坑
1 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロンク 02～

5mm・ 焼土粒微量。

第132号土坑 SPA
l 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土ブロックφ2～ 3mm少量、炭化

物微量。
2 暗黄茶掲色土 締まりやや有、粘性弱。焼土粒やや多。
3 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。焼土ブロックφ8～ 5nun少量、炭化物微

量 。

4 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。焼土粒やや多、焼土ブロック o lo～ 20
mm少 量。

5 暗赤褐色土 締まり強、粘性弱。赤化ブロック多量。
6 黄茶褐色土 締まり強、粘性弱。碩化したブロック多量。
7 黄茶褐色土 締まり弱、粘性有。焼土ブロック ol～ 3mm少量、炭化物微量。
8 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。焼土ブロックφ5mm微量。

第132号土坑 SPB
l 明黄赤褐色土 締まりやや有、粘性弱。焼土プロックφ5～ 10mmやや多、炭化物

少量。
2 黄茶褐色土 締まり有、粘性弱。焼土ブロック o5～ 10mやや多、炭化物少量。

掘 り方。
3 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックゅ5～ 10Hul少 量。掘 り方。

第132号土坑 Pl
l 責茶褐色土 締まり有、粘性やや有。炭化物少量。
2 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土ブロック ol～ 5m少量。

第132号土坑 P2
1 暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。焼土ブロック o ltlur少 量。
2 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。礫少量。
3 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性有。 ローム粒やや多。

第132号土坑 P3
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。焼土ブロック o lmm・ 炭化物少量。

第132号土坑 P4
1 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。焼土ブロックゅ2～3nm少量。

第136～ 139号土坑

第136号土坑
1 茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒多、焼土粒子 焼土プロックφl～

2mm少 量。

第137号土坑
1 茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒多

φ lmm少 量。

第 138 139号土坑
1 茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒多

焼土粒やや多、焼土ブロック

焼土粒子少量、焼土プロック

ゅ1～ 3剛少量。

第174号土坑
1 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック o2～ 3atal少量、焼土ブロ

ック o lmm微 量。
2 黒褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土ブロックゅlmm・ ロームプロック 02～ 5mm少

量、炭化物 φ2～3mmやや多。

3 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロック少量。
4 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックψ10m41少 量。
5 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロック少量。

第174号土坑 焼土
1 黒褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土ブロック o2～ 3mm少量。

第198号土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量。
2 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。焼土粒多量。
3 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量。
4 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒微量。

面があるが、木根IILに よる撹乱のためか、遺存はよくな

い。出土遺物 確認面より縄文片 25点、弥生後期片 42

点、古墳前期片 127点 (壺・秦・対 。高郭 )。

第 198号土坑 (第 104図 )

グリッド X・ Y27・ 28。 東台地北半部の東斜面地、第

16号住居址東壁に隣接する。図の網掛けは底面の焼土範

囲。形状・規模 隅丸方形の西側に半楕円形状の突出部

をもつ形状で、この部分がやや赤化・硬化している。出

土遺物 なし。

備考 第 8号焼土IIと 溢もに、縄文期の炉穴の可能性が

ある。
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土

土

　

士

土

期駆鶏　鶏誨

第

１

２

　

３

４

締まりやや有、粘性弱。 ローム粒・木炭片微量。

締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・被熱硬化ロームブロックφ indn
・木炭片・赤化ロームブロック o2m船量。
締まり弱、粘性やや有。 2層類似だが赤化ロームブロックを含まない。
締まりやや有、粘性やや有。ローム粒 。ロームプロックφ3mm・ 木炭片
・黒色土粒少量。

5 黒茶色± 3層類似だがやや明色。
6 黒茶色土 やや明色。 4層類似だが黒色土粒を含まない。
7 黒茶色土 締まりやや有、粘性やや有。 3層類似だが木炭片をより多く含む。
8 黒茶色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒・被熱硬化・赤化ロームブロック

o5Hm少 量。
9 黒茶色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・赤化ロームブロック o lmm・

木炭片少量。
10 黒茶色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム粒少量、木炭片やや多、赤化ロームブ

ロック o2mm微 量。
H 黒色土 締まり弱、粘性やや有。木炭片・本炭粒多、ローム粒少量。
12 黒色土 締まり弱、粘性弱。木炭層。赤化ロームブロックφ5mm微量。

第102号土坑
1 暗灰黄色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒 木炭片少量。
2 暗灰黄色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・ロームブロックゅ1鰤少量、

木炭片微量。 1層 より暗色。
3 灰黄色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックφl～ 5mI・

木炭片少量。
4 黒褐色土 木炭粒・木炭片の純層。

第135号土坑
1 木炭層
2 暗黄褐色土 締まり弱、粘性有。ローム粒多、ロームプロック o10～ 20mmや や多

木炭片少量。
3 黒茶掲色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム粒・木炭片・木炭粒少量。

第166号土坑
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロックやや多、炭化物多量、焼土粒少

量。

暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック・炭化物多量、焼土粒少量。
暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック・炭化物多量、焼土粒やや

多。
4 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック・炭化物多量、焼土粒やや

多。最下層に灰層。

土坑

(第 105～ 117図、第 46表、図版 32～ 38)

概要 この項では、縄文時代の 10基、平安時代の 4基、

焼土址の項で扱った 6基以外の 195基の土坑を対象とす

る。その際、覆土に木炭あるいは木炭層をもつ土坑と、

その他の土坑とに大別して記述することにしたい。前者

のうち、最下層に木炭層をもつ土坑は壁が赤化して、炭

焼き窯かとも思われる遺構で、第 48・ 166。 203号土坑が

これにあたる。遺跡内ではすでに蔵骨器が検出されてい

たため、火葬址の可含旨性も考えられたが、火葬骨片・粉

が全く検出されないことから火葬址でないことは確実で

ある◎また、覆土全体に木炭が混入する土坑は、第 2・

102・ 135号土坑で、この 3基では壁の赤化はみられない。

なお、第 5。 7・ 41・ 58・ 75。 80'141・ 153号は現地調査

中あるいは整理段階で倒木痕と判断したもので、この 8

基は欠番とした。

木炭層をもつ土坑 (第 105図、図版 32・ 33)

グリッド 西台地北部の平坦地に 2基 (第 48・ 203号土

坑 )、 東台地南半部の平坦地に 1基 (第 166号土坑 )。 遺

存・重複 第 48号が 5溝を、第 203号が平安時代の第

第203号 上坑
1 暗黄色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒・黄ロームブロック ol～ 80mmやや

多、焼土ブロック ol～ 5mm微量。
2 黒茶色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量、黄ロームプロックφl～

10mm微量。
3 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、黄ロームブロック o10

～40mm多 。
4 黒茶色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、黄ロームブロック o5～ 30

mn少 量。
5 黒茶色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・黄ロームブロックφ10～ 5011m

・焼土ブロック o2mm少 量。
6 黒茶色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒やや多、黄ロームブロック o5～ 30

mm・ 焼土ブロックφ3mm少量。

7 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、黒色土粒少量。
8 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、黄ロームプロックφ5

mm微 量。
9 黒茶色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒・被熱榎化ロームブロックo3mm・ 焼土

ブロック o lmr少 量、黄ロームブロック o2mI微 量。
10 黒茶色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒少量。
11 黒褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒・黄ロームブロック ol～ 10mm少量、黒

色土粒多。
12 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多。
13 暗茶色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、焼土粒少量。
14 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、焼土粒やや多。
15 黒褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒・ ロームブロックo5mm・ 炭粒・木

炭片少量。
16 茶褐色土 締ま り弱、粘性やや有。ローム粒  ロームブロックφ20mm少 量。
17 黒褐色土 締まり弱、粘性やや有。ロームブロック o lmm少 量、木炭粒・木炭片

やや多。
18 暗茶掲色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム柾やや多、ロームブロック o10

mm・ 木炭片少量。
19 黒褐色土 締まり弱、粘性やや有。ロームプロックφlm微量、木炭粒・木炭片

やや多。

木炭層

黄褐色土

暗茶色土

暗茶色土

締まり弱、粘性やや有。ローム粒多、ロームプロンク 010～ 20mmや や

多。
縮まり弱、粘性弱。ローム粒少量。

締まり弱、粘性弱。ローム粒少量、焼土粒・焼土ブロック ol～ 2mm微

量 。

24 赤褐色土 焼土粒・焼土ブロック層。
25 黄掲色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・ロームブロックゅ10～ 50HIn多 。

38号住居址を切る。形状・規模 第 48号は円形。第 166・

203号は方形を呈し、規模も大きく、掘り込みも深い。

いずれも底面に接する最下層に木炭片・粒の純層があり、

壁下半部が赤化 しているが、48号では西壁、166・ 203

号では一段深い掘 り込みのあるコーナー部分の壁は赤化

していない。166。 203号では壁が一部オーバーハングし

ていて天丼部があった可能性が強く、コーナー部分に円

形の竪坑が掘削され、ここから横穴状に燃焼室が造り出

されたという掘削工程が想定される。構築後は出入 り口

として使用されたであろう。なお、203号の周辺には深

さ約 10～ 20 cm前後の一段低い掘り込みがあり、第 38号

住居址のため一部未検出であるが、作業場的な空間であ

ろうか。また、166号の東壁 。西壁際には炭化物を含む

136。 138Pがあり、あるいは上屋構造を支えるピットか

もしれない。出土遺物 48号 より土器片 56点 (縄文前

期前半～後半 30、 時期不明 26点 )。 166号より縄文片 5

点、灰釉片 2点、須恵器片 1点、土師器片 1点、時期不

明 6点①203号より縄文片 43点 (前期主体)、 灰釉片 3

点、土師器・須恵器片 84点、時期不明 56′点。

木炭を混入する土坑 (第 105図、図版 32)

グリッド いずれも西台地にある。南部平坦地 (第 2号
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第 1号土坑
I 黒茶褐色土 表土。
Ⅱ 黄茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームヘの漸移層。
Ⅲ  黄茶褐色土 地山ローム層。
1 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。
2 黒茶掲色土 締まり弱、粘性やや有。斑状のローム・炭化物少量。
3 黄茶褐色土 締まり弱、粘性有。黒褐色土ブロック o20～ 301n少 量。
4 黒茶褐色土 締まり弱、粘性弱。斑状のローム少量。
5 黄茶褐色土 締まり弱、粘性有。ローム主体。

第 3号土坑
1 灰褐色土 締まり有、粘性やや有。 ロームブロックφ ll n少量。
2 暗黄褐色土 締まり有、粘性やや有。ロームブロックφl～ 2HJn微量。
3 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック 0 1nlm微 量。
4 灰褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック 0 2mm微 量。
5 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック o2～ 3mm少量、ローム

ブロック o10mm微 量
6 黄褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロック多量。

第 6号土坑
1 淡茶褐色土 締まり弱、粘性弱。斑状のローム多量。

第 8号土坑
1 黒褐色土 締まり有、粘性弱。 ローム粒少量、炭化物多量。

第 9・ 67号土坑

第 9号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のローム・炭化物微量。
2 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム主体。
第67号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。斑状のローム・炭化物少量。土器片包含。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。
3 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性有。斑状のローム少量。
4 黄褐色土 締まり強、粘性有。ロームブロック多。
5 黄褐色土 締まり有、粘性有。炭化物微量。
6 暗黄茶掲色土 締まりやや有、粘性有。炭化物微量。

第10号土坑
1 黒茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ロームブロックo lommやや多、炭化物微量。
2 黒褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロック o5～ 10mm少量。
3 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多。
4 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多。
5 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒やや多、焼土ブロックゅlmm微

量 。

第 11・ 12号土坑

第11号土坑
1 黒茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。ロームブロックゅ5mm少量。土器片包

含。

第12号土坑
1 淡茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ロームブロックφ10Hun少 量。

生《匡至]》宅

第13号土坑
1 暗褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のロームやや多、炭化物少量。
2 黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックφ101m 炭化物微量。
3 黄褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒多量。
4 黄褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒多量。
5 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、炭化物微量。

第16号土坑
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性やや有。斑状のロームやや多、炭化物微量。
2 黄茶褐色土 締まり有、粘性有。 ローム主体。壁崩落土。
3 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性有。斑状のローム少量。
4 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム主体。

第17号土坑
1 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のローム少量。
2 黒茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒少量、ロームプロック 05～ 10mm

微量。
3 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒やや多。
4 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のロームやや多。

第18号土坑
1 暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。斑状のローム多量。土器片包含。

第19号土坑
1 茶褐色土 締まり有、粘性やや有。斑状のローム・炭化物微量。
2 茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック o2～ 101 nl

少量。土器片包含。
3 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロックφ2～ 5m微量。
4 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のローム微量。
5 黄茶褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロックo lommやや多。

第20号土坑
1 暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。斑状のローム多量。

第21号土坑
1 黒褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のローム少量。
2 茶褐色土 結まり弱、粘性やや有。斑状のローム少量。
3 暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。斑状のローム多量。

第22号土坑
1 茶褐色土 締まり有、粘性やや有。斑状のローム少量。
2 暗黄偶色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックφ2～ 3mm・ 炭化物微量。
3 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多。
4 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒多、ロームブロックゅlomm

微量。
5 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム主体。

第23号土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のローム微量。

①

-161-



第24号土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックφ5mm 炭化物微量。
2 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒やや多、ロームブロックφ5mm

微量。
3 黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム主体。

第25号土坑
1 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。斑状のロームやや多、炭化物微量。
2 暗黄茶褐色圭 締まり弱、粘性やや有。斑状のロームやや多。
3 暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ロームブロックφ5m微量。
4 暗茶褐色土 締まり弱、粘性有。

第26号土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のローム多量。

第27号土坑
1 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックやゃ多、炭化物少量。

第28号土坑
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロック少量。
2 黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロック多。

第29号土坑
1 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックやや多。

第30号土坑
1 暗黄褐色土 締ま り有、粘性弱。ローム主体。 ロームブロック少量。
2 茶褐色土 締まり有、粘性弱。ローム主体。
3 明茶褐色土 締ま り有、粘性やや有。ローム主体。 ロームブロック多、炭化物微

量。
4 明茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。ローム主体。 ロームブロック多。
5 暗茶褐色土 締ま り有、粘性有。ロームブロック・炭化物・焼土粒やや多。
6 暗茶褐色土 締ま り有、粘性弱。ロームブロック少量。

第31号土坑
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒少量。

第32号土坑
1 明茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックやや多。
2 暗茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。ロームブロック少量。

第33号土坑
1 橙褐色土 締まり有、粘性有。焼土粒・炭化物微量。
2 暗橙褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロック少量。

第34・ 35号土坑

第34号土坑
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロック少量。
2 黄褐色土 締まり強、粘性強。ロームブロック多量。
第35号土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロックやや多。

第36・ 37号土坑

第36号土坑
1 暗黄掲色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やゃ多、班状のローム少量。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、斑状のローム少量。

1層 より明色。
3 茶掲色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、斑状のローム少量。 1

・ 2層より暗色。
4 黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒多、ロームプロックゅ5mnやや

多。

第37号土坑
1 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒多。36号土坑 3層より明色。
2 茶掲色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒やや多、斑状のローム少量。36号土

坑 3層 より暗色。
茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームプロックゅlomm微量、

斑状のローム少量。
茶褐色土 締まり有、粘性やや有。斑状のローム少量、ロームブロックφ3mm微

量。

茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒やや多、班状のローム少量。土器片
包含。

暗茶色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒少量、ロームプロックゅ1～ 5mm
微量。

7 暗黄色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒やや多。壁崩落土。
8 暗黄色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒・斑状のローム少量、ロームブロッ

ク o10mm微 量。
9 暗黄色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒少量、ロームブロックゅ10mm微量。壁崩

落土。
10 暗黄色土 締まり弱、粘性弱。

第38号土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームプロックゅlommゃや多。
2 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックφ51u lやや多。
3 黒茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。ロームブロックゅ5■ur少量。
4 暗茶褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロックo lomm多量。
5 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム主体。壁崩落土。
6 黄茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム主体。

第39号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック 02～ 311m少量。

第40号土坑
1 黒褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒やや多、ロームブロック01m少量。
2 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒やや多。

第42号土坑
1 黒褐色土 締まりやや有、粘性やや有。土器片包含。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック 01o～ 20mm微 量。
3 黄茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム主体。 F_r崩 落土。
4 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ロームブロック 01o～ 20m少 量。

第43号土坑
1 黒茶色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のローム少量。
2 黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒多量。

第44号土坑
1 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性有。黒色土粒少量、ローム粒やや多。
2 黒褐色土 締まり有、粘性有。斑状のローム少量。
3 黄褐色土 締まり弱、粘性有。ローム粒多量。
4 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒やや多、黒色土粒少量。

第45,46号 土坑
第45号土坑
1 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック o lmm微 量、斑状のロー

ム少量。
2 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロック 0 5mn

微量、斑状のローム少量。
3 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。やや明色。ローム粒・ロームブロックφ

5～ 10Hulや や多。
4 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック o5mm

微量、斑状のローム少量。
第46号土坑
1 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒 斑状のローム少量。
2 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のローム少量。 1層 よりやや暗色。
3 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・斑状のローム少量、ロームブ

ロックφ5m微量。
4 暗黄色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多。
5 黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックゅ2～5mm少

量。

第47号土坑
1 暗茶色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量。
2 黒茶色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量。
3 黒茶色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のローム少量。
4 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、斑状のローム少量。
5 黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒多量。

第49～ 51・ 54号土坑

第49号土坑
1 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のロームやや多。土器片包含。
2 暗黄褐色土 締まり有、粘性弱。斑状のロームやや多。
3 暗黄褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒多量、炭化物微量。
4 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のローム多量。
5 黒褐色土 締まり有、粘性弱。斑状のローム少量。
6 暗黄茶掲色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のロームやや多。
7 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のロームやや多。
8 暗黄茶掲色土  粘性やや有。斑状のローム・炭化物微量。
9 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のローム微量。
10 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。斑状のローム微量。
11 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性有。斑状のローム多量。壁崩落土。
12 黄茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックφ10mm微量。壁崩落土。
13 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性有。斑状のローム多量。
14 暗茶褐色土 締まり有、粘性有。斑状のローム多量。
15 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム主体。壁脇落土。
16 暗黄茶褐色土 縮まりやや有、粘性有。斑状のローム少量。
17 黄茶褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロック0 10nm少量。壁崩落土。
18 黄茶褐色土 締まりやや有、結性有。ロームブロックゅ5～10mm少量。壁崩落土。
第50号土坑
1 暗茶褐色土

2 黒茶褐色土
3 黄茶褐色土
第51号土坑
1 暗黄茶褐色土
2 暗茶褐色土
3 黄茶褐色土
4 黄茶褐色土
第54号土坑
1 暗茶褐色土
2 F音黄茶褐色土

締まり有、粘性やや有。斑状のロームやや多、炭化物・ 白色粒微
量。

締まり弱、粘性やや有。斑状のロームやや多、自色粒微量。
締まり弱、粘性有。ロームブロック o lo～ 20mmや や多。

締まり有、粘性弱。斑状のロームやや多、炭化物・礫微量。
締まり有斑状のローム少量。

締まりやや有、粘性有。斑状のロームやや多。

締まり弱、粘性有。ロームブロックφ5～10mm少量。

締まり有、粘性やや有。斑状のローム少量。
縮まりやや有、粘性有。斑状のローム多量。

第52号土坑
1 黒茶色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量。
2 黒茶色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・斑状のローム少量、ロームブ

ロックφ2mm微 量。
3 暗黄色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックφ2～5m微

量。壁崩落土。
4 黒茶色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量。
5 黒茶色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・斑状のローム少量、ロームブ

ロックφ2mm微 量。

第53号土坑
1 黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒多量。
2 暗黄色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック 051u「 少量。
3 黒茶色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・斑状のローム少量、ロームブ

ロックφ2～ 5tJun微量。

第55号土坑
1 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のローム少量、炭化物微量。
2 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のローム少量。
3 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム主体。壁崩落土。

第57号土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・斑状のローム少量、、焼土

粒微量。
2 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、斑状のローム少量、焼

土粒微量。
3 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、斑状のローム・ローム

ブロックゅ5～20mm少 量。
4 暗黄色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒多量、ロームブロックφ5nm少量。
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第61号土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性有。斑状のローム微量。
2 黒黄茶褐色土 締ま りやや有、粘性有。斑状のローム微量。
3 暗黄茶褐色土 締ま りやや有、粘性有。斑状のロームやや多。
4 黄茶褐色土 締ま り弱、粘性有。ローム主体。

第62号土坑
1 暗茶掲色土 締ま りやや有、粘性有。斑状のロームやや多。
2 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性有。斑状のローム少量。土器片包含。
3 暗黄茶褐色土 締ま りやや有、粘性有。班状のローム微量。
4 暗黄茶褐色土 締ま り有、粘性やや有。斑状のローム少量。
5 暗黄茶褐色土 締ま りやや有、粘性有。斑状のロームやや多。
6 暗黄茶褐色土 締 まり弱、粘性有。 ロームブロック o5～ 10mm少 量。
7 暗黄茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。斑状のローム微呈。
8 暗黄茶褐色土 締ま り有、粘性やや有。ロームブロックゅlomm・ 斑状のローム少

量 。

9 黄茶掲色土 締ま り弱、粘性やや有。ローム主体。壁崩落土。
10 暗黄茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。斑状のローム微量。

第63・ 64号 土坑

第63号土坑
1 暗黄茶褐色土 締ま りやや有、粘性弱。斑状のローム微量。土器片包含。
2 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム主体。
3 黄茶褐色土 締ま り弱、粘性有。ローム主体。
第64号土坑
1 黒黄茶褐色土 締ま り有、粘性やや有。斑状のローム・炭化物微量。

第65号土坑
1 暗黄茶褐色土 締ま り有、粘性やや有。斑状のローム少量。
2 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム主体。
3 黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム主体。
4 黄茶褐色土 締ま りやや有、粘性有。 ローム主体。
5 黄茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。 ローム主体。

第66号土坑
l R普黄茶IE色土 締ま り有、粘性弱。斑状のローム少量。

第70号土坑
1 黒褐色土 締まりやや有、粘性有。斑状のローム少量、炭化物微量。
2 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒多量。
3 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム主体。

第71号土坑
1 暗茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。斑状のローム少量。
2 暗茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多。
3 暗黄茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。
4 暗黄茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。ローム粒多量。
5 茶褐色土 締ま り弱、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックo lomm微量。
6 黄茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム主体。

第72号土坑
1 暗茶褐色土 締ま りやや有、粘性有。 ローム粒やや多。
2 黄茶褐色土 締ま りやや有、粘性有。ローム主体。

第73号土坑
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒やや多。土器片包含。
2 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒多。
3 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒やや多。

第74号土坑
1 黒褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、炭化物微量。
2 暗黄茶褐色土 締ま りやや有、粘性有。 ローム粒多。
3 黄茶褐色土 締ま りやや有、粘性有。ローム粒多量。

第78号土坑
1 黒褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒微量、斑状のローム少量。
2 暗茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒少量、斑状のロームやや多。
3 暗茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム泣 斑状のローム少量。 2層 よりやや暗

色。

暗茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒やや多、斑状のローム少量。
よりやや明色。

暗茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒やや多、斑状のローム少量。
よりやや明色。

暗茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒やや多、斑状のローム少量。
よりやや明色。

7 暗茶褐色土 締ま り有、粘性有。ローム粒やや多、斑状のローム少量。
8 黒茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒少量、斑状のローム少量。
9 暗茶色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒やや多、斑状のローム少量。
10 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒・斑状のローム少量。
11 黒茶褐色土 締ま り有、粘性有。ローム粒・斑状のローム少量。
12 F音茶褐色土 締ま りやや有、粘性有。ローム粒・斑状のロームやや多。
13 暗茶褐色土 締ま りやや有、粘性有。ローム粒やや多、斑状のローム少量。
14 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、斑状のローム少量。
15 暗茶色± 25層類似。やや明色。
16 黒色土 締ま りやや有、粘性有。 ローム粒少量。
17 暗黄褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。ローム粒多、ロームプロックφ10～30

mmやや多。
18 茶褐色土 締ま り弱、粘性やや有。ローム粒多、ロームブロックゅ1～ワmmやや多。
19 茶褐色土 締ま り弱、粘性やや有。ローム粒多、ロームブロックゅ1～ 5mm o少 量。

7層 よりやや明色。
20 茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。 ローム粒多、ロームブロックφl～ 10mm

少量。
21 暗黄色土 締ま りやや有、粘性やや有。 ローム粒多、ロームブロック o10～ 20mm

少量。

暗黄色上 締まり弱、粘性やや有。ローム粒多、ロームブロック ol～ 10mmやや多。
暗黄色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒多量、ロームプロックφ5～20mmやや

多。

暗茶色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒多、ロームブロック o20～50mm少 量。
暗茶色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒やや多、ロームプロックφ5～ 30■ ll l

少量。13層 よりやや明色。

第76号土坑
1 暗褐色土 締ま り弱、粘性弱。斑状のローム少量。
2 暗褐色土 締ま りやや有、粘性弱。 ローム粒少量。
3 暗褐色土 締まり有、粘性弱。 3層 より黒味強い。 ローム粒 T・k量。
4 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。 ローム粒やや多。
5 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。 5層類似。
6 暗褐色土 締まり弱、粘性やや弱。 ローム粒・黒色土ブロック微量。

第77号土坑
1 茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。斑状のローム・炭化物微量
2 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロック 0 10nm・ 斑状のローム微量。
3 黄褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム主体。
4 茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。斑状のローム少量。

第79。 94号 土坑

第79号土坑
1 暗灰黄掲色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒・ ロームプロック 0 1mm少 量。
第94号土坑
1 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多。 ロームブロック o5～

10mm微 量。
3 黄褐色土 締ま り弱、粘性やや有。ローム粒多量、ロームブロック o10～ 20mm少

量 。

第81号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒多量、ロームプロンクφ5mm

・炭化物微量。
2 茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム主体。
3 Π音黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のローム少量。

第82号土坑
1 暗黄茶褐色土 結まりやや有、粘性やや有。ロームブロックφ10～ 20mm・ 炭化物

・焼土ブロック o2～ 5mI少量。
2 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、 ロームブロックφ20Hun

少量。
3 黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック
4 暗黄茶掲色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多

微量。

黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ロームプロックゅ5～ 10mm多 量。
暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームプロックφ5～10mm多。
暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒 。ロームブロックφ5～ 30mm少 量。

第33号土坑
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性やや有。斑状のローム少量。
2 黒茶褐色土 締まりやや有、粘陛やや有。ローム粒やや多。土器片包含。
3 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、炭化物微量。
4 暗黄茶掲色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒少量、ロームブロックφ2～ 3mm

微量。

暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒 。ロームブロック o2～ 5ml微 量。
暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒少量、ロームブロックゅ2mm微 量。
暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多。
黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック o10mm多量。
暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、炭化物微量。 ロームブ

ロックゅ5mm少量。

第84・ 89号土坑

第84号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・ ロームブロックφ5～ 10

mn少 量、炭化物微量。
2 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒多量、ロームプロック o10～ 20mn

やや多。
3 黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多。
4 黄茶褐色土 締まり有、粘性有。 ローム粒多量、ロームブロック o10mm少 量。
5 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性有。ロームブロックφ5mm少量、斑状のローム多。
第89号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックo5mm・

炭化物・焼土粒少量。
2 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロック

ゅ10m微量。
3 黄茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。ローム粒多量、ロームブロック o10～

20mm微 量。
4 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム主体。 ロームブロックゅ10～ 30mm少

量。

第86号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒少量。
2 黄茶掲色土 締まり弱、粘性やや有。ローム主体。
3 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒やや多。

第87号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロック o3mn・ 礫少量。
2 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒多量、 ロームプロックゅ20n」 R

微量。
3 暗茶禍色上 締まり弱、粘性やや有。ロームブロック 0 31fll・ 斑状のローム微量。

第88号 土坑
1 暗黄色土 締まり強、粘性やや有。 ローム粒多、ロームブロック o10～ 30Hunやや

多。

茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ローム粒多、ロームブロックゅ5～ 10mm少量。
茶褐色上 締まりやや有、粘性弱。 ローム粒多、ロームブロック o10～ 20mm・ 焼

土粒・焼土プロックo lmm少量。

茶掲色土 締ま り弱、粘性弱。 ローム粒多、ロームブロック o10～ 40mmや や多。
茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。ローム粒多、ロームプロックゅ10mmゃや多。

第90号土坑
ユ 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒・ ロームプロック o2～ 10

mm微量。
2 黒茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒やや多、ロームブロックゅ101「 m微量。
3 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム主体。 ロームブロック o10～20

1m少 量。

o20mm多量。
ロームブロックo10mm

層

　

層

　

層

３

　

　

４

　

　

１６
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第91号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性弱。 ローム粒やや多、ロームブロックゅlomm少量。
2 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒多。
3 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒多量。

第92号土坑
1 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒少量。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒 。ロームプロックゅ1～ 2mm少

量 。

3 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロックφ5m少
量。

4 暗茶褐色土 締まり有、粘性有。 ローム粒・黒色土粒  ロームブロンクゆ1～2m
少量。

第93号土坑
1 暗黄褐色土 締まり有、粘性やや有。やや赤みあ り。 ローム粒やや多、斑状のロ

ーム少量。
2 暗斎褐色土 締まり有、粘性有。 ローム粒やや多、斑状のローム少量、ロームブ

ロックo lmm微里  1層 より暗色。
3 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒多、ロームブロックφ lo～

20mnl微量、黒色士粒少量。
4 暗黄褐色上 締まりやや有、粘性やや有。 ロームl‐やや多、ロームプロックφ5～

10mm少 量。
5 黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ローム粒多量、ロームプロック 01o～20mmや

や多。

第95号土坑
1 茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム粒 灰黄色の粘土粒・粘土ブロンク少

量。
2 暗茶色土 締まり有、粘性有。ローム粒やや多、ロームブロックφ5mm少 量。
3 暗茶色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒やや多、ロームブロックφ lomm少量。
4 茶褐色土 締まり有、な性有。 ローム粒やや多、ロームブロック 01om微 量。
5 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒多、ロームプロックφ lo～ 40mm

少量。
6 黄褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒多、ロームブロックφ lo～ 20mmや や

多。

第97号土坑
1 暗黄色土 締まりやや有、

第98号土坑
1 黒灰色土 締まりやや有、
2 黒灰色土 締まりやや有、

り明色。
3 暗灰色土 締まりやや有、

5mm少量。
4 暗灰色土 締まりやや有、

量。
5 暗灰黄色土 締まりやや有

量。

粘性やや有。 ローム粒多、斑状のローム少量。

粘性有。 ローム粒・斑状のローム少量。
粘性有。 ローム粒・ロームブロックφ lmm少 量。 1層 よ

粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロックφ2～

粘性有。 ローム粒やや多、ロームブロックゅ2～5mm微

、粘性有。 ローム粒やや多、ロームブロックゅ5mm少

第100号土坑
1 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、斑状のローム少量。
2 暗黄色土 結まりやや有、粘性やや有。 ローム粒多、ロームブロック0 1mm微量。

1層 より明色。
3 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、斑状のローム少量、ロ

ームブロックゅ1～ 2mm微 量。
4 黒灰色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒少量。
5 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロックゅ5～

10mm少量。

第 101・ 232号 土坑
第101号土坑
1 黒茶色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒少量。
2 黒茶色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒 。ロームブロックφl～ 2mm・ 斑状の

ローム少量。
3 暗茶色土 締まり有、粘性有。ローム粒やや多、ロームブロック 01o～ 30mm少 量。
4 暗茶色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多。
5 暗茶色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロック 02～

5mm少量。
第232号 土坑
1 黒褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒少量。
2 暗茶色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多。

第103号土坑
1 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、班状のローム少量
2 R音黄色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多。
3 暗茶色土 締まり有、粘‖生有。 ローム粒・斑状のローム少量。
4 黒茶色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒微量、斑状のローム少量。
5 暗黄色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックφl～

2tlrl少量。

第104号土坑
1 黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多。
2 暗黄茶褐色土 結まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多。
3 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒多。

第105号土坑
1 赤茶掲色土 締まり有、粘性やや有。赤茶 ローム粒多、斑状のローム少量。
2 黄褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒多量。
3 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒多、黒色土粒少量。
4 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。赤茶ローム粒やや多、班状のローム少

量。
5 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒少量、黒色土粒多。
6 暗茶掲色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、斑状のローム少量。
7 黒茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒やや多、黄ロームブロック 0 1mm少

量。 5層 より明色。
8 暗黄色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒多、黄ロームブロック 01～ lomm少量。
9 暗黄色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒やや多、ロームブロックφl～ 2nlm・

黒色土粒少量。

第106号土坑
1 黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒多量、焼土ブロック o lnll微 量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック o2

Hun微量。
3 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒多量。
4 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロック 010

mm微量。
5 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム主体。
6 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム主体。

第107号土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームプロック o2～ 3mm微 量。土器片

包合。
2 黄茶掲色土 締まり有、粘性やや有。ローム主体。
3 黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム主体。

第109号土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土ブロックゅ3～ 5mn・ 炭化物少量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロンクゆ5mm少 量。
3 暗茶褐色土 締 まりやや有、粘性やや有。 ロームプロックゅ5～ 20mm少量。
4 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロック 05～ 10mmやや多。土器片包

含。
5 暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロックゅlomm微

量 。

6 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒多量、ロームブロック 020
1nnl微 量。

7 暗黄茶掲色土 締まり弱、粘性弱。 ローム粒・ ロームブロックφ5～ 10mm多 量。

第110号土坑
l F音茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロック 0 5mm少 量、焼土プロック

ゅ1～ 2m「・炭化物微量。

第111号土坑
1 暗褐色土 締ま り弱、粘性弱。ロームブロンク 0 5mm微 量、炭化物少量。
2 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ローム粒多。
3 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒やや多、ロームブロックφ2～

3mm微 量。
4 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ローム粒少量。
5 黄掲色土 締ま り有、粘性やや有。 ロームブロンクφ5～ 10mmやや多。
6 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックo lommやや多、焼土

ブロック 0 1mm・ 炭化物微量。

第H2号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒多量、炭化物微量。
2 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒多量、ロームブロック 05

mm微 量。
3 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ローム粒多。
4 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ローム粒やや多、炭化物微量。土器片包

含。
5 暗黄茶掲色土 締まりやや有、粘性弱。 ローム粒やや多。

第113号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック

φ5mm・ 焼土ブロック ol～ 2m・ 炭化物微量。
2 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ロームブロックφ5mm少量。
3 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ローム粒やや多、ロームブロックゅlo～

20nlm少量。

第 H4号土坑
1 黒褐色土 締ま り有、粘性弱。炭化物少量。
2 黄茶褐色土 締ま り有、粘性やや有。 ローム粒多量、ロームブロック0 10mm微 量。
3 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームプロック

φ2～3m・ 炭化物微量。
4 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒多、ロームブロック o2～ 5mrF微量。
5 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ロームブロックφ lommゃ や多、炭化物少

量。
6 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックゅ5～ 10mmや や多、

炭化物微量。
7 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒多量、炭化物微量。

第115号土坑
1 暗黄茶褐包土 締ま り有、粘性弱。 ロームブロックゅ5～20mm少 量。
2 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックφ5mm微 量。
3 茶掲色土 締まり有、粘性やや有。 ロームブロック 01o～ 20mm少 量。

第116号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒少量。土器片包含。

第117号土坑
1 暗黄茶褐色土 ‐14ま りやや有、粘性やや有。炭化物微量。
2 暗黄茶褐色土 締ま り有、粘性やや有。ロームブロックゅlomm微 量。
3 黄茶褐色土 結まり有、粘性弱。 ローム主体。
4 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム主体。ロームブロックゅ5～ 10mmやや

多。
5 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム主体。ロームブロックφ5mm微量。

第119号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ロームブロックφ5～ 10mm少量。
2 F音黄茶褐色土 締まり有、粘性有。 ロームブロックゅ5mm・ 炭化物微量。
3 黄褐色土 締ま り有、粘性有。ローム主体。ロームブロックφ lol n微 量。
4 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム主体。

第 120・ 121号土坑
第120号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック

ゅ5mm・ 炭化物微量。
第121号土坑
1 暗黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム粒多、炭化物やや多。
2 黄褐色土 締まり弱、粘性弱。 ローム主体。
3 黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム主体。
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第122号土坑
1 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックφ5mm微 量。
2 黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックφ20～ 30mm多 。
3 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロック o5mm微量。
4 茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロック o5mm微量。

第123号土坑
1 暗黄茶掲色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック o10mnt 炭化物微量。

第124号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ローム粒・黒色土粒・炭化物やや多。
2 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒多、礫微量。
3 黄褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム主体。
4 黄褐色土 締まり有、粘性有。ローム主体。ロームプロック o20mm少 量。
5 黄掲色土 締まり有、粘性やや有。 ローム主体。 ロームブロック o10mmや や多。
6 ローム主体。

第125号土坑
1 暗黄茶掲色土 縮まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多。

第126号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、炭化物微量。

第127号土坑
1 暗黄茶褐色土 Fp~ま りやや有、粘性弱。 ローム粒少量。
2 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム主体。 ロームブロックo51nm微量。

第128号上坑
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック o2～ 5mm微量。
2 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックφ3mm

微量。
3 黄茶褐色土 締まり有、粘性弱。ローム主体。 ロームブロックφ5mm少量。

第129号土坑
ユ 茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒多、ロームブロックゅ5～ 10mm少量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒多、ロームブロック ol～ 2mm少 量。
3 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒多、ロームブロックゅ10～ 20

mmやや多。

第130号土坑
1 暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックゅ10～ 20

1nla少 量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロックφ5

～ 10 1un少 量。
3 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒少量、ロームブロックゅ51ult微量。
4 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒少量。

第131号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロックゅ5rlm微量。
2 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ロームブロックφ5～ 10mmやや多。
3 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性有。 ローム主体。
4 暗糞茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム主体。

第133号土坑
1 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームプロックφ5mm微 量。
2 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム主体。
3 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒多。
4 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒やや多、ロームブロック o5mn

少量。
5 黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム主体。
6 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ロームプロックゅ5mm少 量。
7 黄茶褐色土 締まり強、粘性やや有。 ロームブロック多量。

第134号土坑
1 黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム粒多。
2 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒多量。
3 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒やや多。
4 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒多量。
5 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒多、ロームブロックゅ5mmやや多。

第140号土坑
1 茶褐色土 締ま りやや有、粘性有。黄ローム粒多。
2 茶褐色土 締まりやや有、粘性有。黄ローム粒多、ロームブロックゅ10mm少量。
3 茶褐色土 締まりやや有、粘性有。黄ローム粒多、ロームブロック o10～ 20mn少

量。
4 茶褐色土 締まりやや有、粘性有。黄ローム粒多。 1層類似だがやや明色。
5 茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ロームブロック o10mm微 量。

第142号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロックゅ10mmゃや多、炭化物微量。
2 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロックゅ5mm微 量。
3 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロックφ10mm少 量、炭化物微量。
4 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックφ5～10mH微 量。

第143号土坑
1 暗黄色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒・焼土粒やや多、焼土ブロックゅlmm

少量。

第144号土坑
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。
2 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ロームブロックφ5～ 10m微量。
3 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム主体。
4 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム粒やや多。
5 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロックφ5mm

少量。
6 黄茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ローム主体。

第145号 土坑
1 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ロームブロックφ5mm微量。
2 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム主体。 ロームブロックφ5～ 10nl「

微量。

第147号土坑
1 茶掲色土 締ま り弱、粘性やや有。やや明色。 ローム粒やや多。
2 茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。ローム粒やや多。
3 茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロ

少量。
4 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。やや明色。ローム粒やや多、

ック o5mm少量。
5 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。やや明色。ローム粒やや多、

ック o10mm少量。

ックゅlmm

ロームブロ

ロームブロ

第148号土坑
1 暗黄褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。 ローム粒多量、ロームブロック o lmn

少量。
2 黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒多量、ロームブロックφ2～3mm微 量。

第149号土坑
1 暗黄褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。ローム粒多量、焼土粒微量、焼土ブロ

ックφ2Hun少 量。
2 黄褐色土 締ま り弱、粘性弱。 ローム粒多量、焼土粒 T・k量。

第 150・ 151号土坑

第150号土坑
1 暗茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。礫 ゅ2mm微 量。
2 明黄褐色土 締ま り弱、粘性弱。ロームプロック多量。
3 黒褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒微量。
第151号土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒微量。

第152土坑
1 黒茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ロームブロック微量、焼土粒・炭化物少量。
2 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロック・焼土粒・炭化物少量。
3 暗黄褐色土 締ま り有、粘性有。 ロームブロックやや多、焼土粒・炭化物微量。

第 154・ 230号 土坑

第154号土坑
1 茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。ロームブロックφ2～3mm少量。
第230号 土坑
1 暗茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。 ロームブロック o lHunゃ や多。
2 暗茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。ロームプロックφ2～3mR少 量。

第155号土坑
1 暗茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。 ロームブロックφ lmm少 量。
2 茶褐色土 締ま りやや有、粘性弱。ロームブロックφ2～3剛やや多。

第156号土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック o5mm少 量。
2 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック2～3mm少量。

第157号土坑
1 黒褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック o2～ 3mm微量。
2 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック o2～ 3mm少量。
3 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックゅ2～3mm少量。
4 暗黄褐色土 締ま り有、粘性弱。ロームブロック o2～ 3mm少量。

第153号土坑
1 晴茶掲色土 締ま りやや有、粘性弱。礫やや多。
2 茶褐色土 締ま りやや有、粘性弱。ロームプロック o2～ 3ndnやや多。

第159号土坑
1 暗茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。 ロームブロックゅ2～3剛少量。
2 暗黄褐色土 締ま り有、粘性弱。 ロームブロック少量。

第160号土坑
1 暗黄褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。 ロームブロック o2～ 3mm微 量。

第161号土坑
1 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック o2～ 3oln微 量。

第162号土坑
1 明茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。 ロームブロックφ2～ 3mm少 量。

第168号土坑
1 黒褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロックゅlmm少量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックφ2～3m微量。
3 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック少量。
4 黄掲色土 締ま りやや有、粘性やや有。ロームブロック微量。

第164号土坑
1 暗茶掲色土 締ま りやや有、粘性やや有。 ロームブロックφ5m少量。
2 暗黄褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。 ロームブロックφ5mn少量。

第165号土坑
1 暗茶掲色土 締ま り有、粘性やや有。 ロームブロックφ2～3mm少 量。

第167号土坑
1 暗茶掲色土 締ま りやや有、粘性やや有。ロームプロック o2～ 3mm少 量。
2 茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。ロームブロック少量。
3 暗黄褐色土 締ま り弱、粘性弱。 ロームブロック o2～ 3mH少 量。
4 R音黒褐色土 締ま りやや有、粘性弱。ロームブロック o2～ 8■Ln少量。
5 暗黄褐色土 締ま り弱、粘性弱。 ロームブロックφ2～3mm少 量。

第 168・ 169号土坑

第168号土坑
1 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロック o lmm少 量。
2 暗黒褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。 ロームブロック o2～3m少量。
3 暗黄褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。 ロームブロック少量。
第169号土坑
1 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロック o2～ 3mm少量。
2 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックφ2～ 3mnl少量。
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第170号上坑
1 暗黒褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロック0 1mm少量。
2 F音茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロック少量。

第 171・ 172号土坑
第171号土坑
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。 ロームブロック少量、焼土粒・炭化物微畳。
2 黒褐色土 締まり強、粘性弱。ロームブロック・焼土粒 炭化物微量。
第172号土坑
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。 ロームブロック・炭化物少量。
2 暗黄掲色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームプロック多量。
3 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。 ロームブロック少量、炭化物微量。
4 暗黄掲色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロックゃゃ多。
5 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロック多量。

第173号 土坑
1 明茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロック少量、焼土粒・炭化物微量。
2 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロックやゃ多、焼土粒・炭化物微量。
3 赤褐色土 縮まり有、粘性弱。 ロームブロック・炭化物少量、焼土ブロック多量。
4 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。 ロームブロックやゃ多、焼土粒微量、炭化物少

量。
明茶褐色土 締まり有、粘性有。 ロームブロック・炭化物やや多。
暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。 ロームブロンク少量、焼土ブロック多量、炭化

物やや多。
赤褐色土 締まり有、粘‖生弱。砂質土。 ロームブロック少量、焼土プロンク・焼

土粒多量。
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物微量。

第175号土坑
1 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。 ロームブロック少曇、焼土粒・炭化物微量。

第176号土抗
1 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロック少量。

第177号 土坑
1 暗茶褐色土 締ま り有、粘性有。 ロームブロック少量、焼土粒・炭化物微量。
2 暗黄褐色土 締まり強、粘性有。 ロームブロックゃゃ多い、焼土粒微量。

第178号土坑
1 暗茶褐色土 結まりやや有、粘性弱。 ロームブロック少量、焼土粒・炭化物微量。

第179号土坑
1 黒褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロック微量、焼土粒・炭化物少量。

第180号土坑
1 黒褐色土 締 まりやや有、粘性弱。 ロームブロック少量、焼土粒・炭化物微昆。

第181号土坑
1 暗黄褐色上 締ま り有、粘性有。 ローム粒・焼土粒・炭化物やや多。

第182号土坑
1 暗黄褐色土 締まり有、粘性弱。ローム粒やや多、焼土粒 炭化物少呈。

第183号土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロンク少量、焼土粒 炭化物微量。

第184号土坑

】: 蟹麓糧皇
土
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化物少量、焼土粒微量。

第185号土坑
1 暗茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。 ローム粒少量。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒少量。

第186号 土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土粒やや多。
2 暗黄掲色土 締ま りやや有、粘性やや有。ローム粒少量。
3 暗黄褐色土 締ま りやや有、粘性弱。 ローム粒微量。
4 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒少量。

第187号土坑
1 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒少量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒少量。

第188号 土坑
1 黒褐色土 締まり強、粘性有。 ロームブロック微量、焼土粒・炭化物やや多。
2 黒掲色士 締まり有、粘性弱。 ロームブロック少量、炭化物微量。
3 黒褐色土 締ま りやや有、粘性弱。 ロームブロック少量、焼土粒微量、炭化物や

や多。

第189号土坑

ちi 宴君窪i―土締誓音(写者管雑荏嘉「七二頂参ご;〉み窒S｀
焼土粒 炭化物微量。

第190号土坑
1 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。ロームプロックゃゃ多、炭化物微量。

第191号土坑
1 黒褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロックやや多、焼土粒微量、炭化物

少量。

第192号 土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。焼土プロック少量、ロームブロック・焼土

粒・炭化物微量。
2 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームプロックゃゃ多、焼土粒微量、炭化物少

量 。

3 暗黄褐色土 締まり強、粘性弱。 ロームブロック・ローム粒やや多、炭化物微邑

第193号土坑
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・炭化物微量。

第194号土坑
1 暗黄褐色上 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロック少量、焼上粒・炭化物微量。
2 黄褐色土 締まり有、給性有。 ロームプロック多量。
凛 木根がはびこる

第195号土坑
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。 ロームブロック少量 。ローム粒多量、焼土粒

炭化物微量。

第 196・ 225号土坑 174P
第196号土坑
1 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。 ローム粒少量。
2 ☆褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒少量。
第225号 土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックφ2～ 3mn・ 焼土ブロッ

ク少量。
174P
l 暗茶褐色土 締まりやや弱、粘性やや弱。ローム粒・焼土粒多量、炭化物微量。

第197号土坑
1 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。 ロームブロック少量、焼土粒・炭化物少量。
2 黄褐色土 締まり強、粘性有。 ロームブロック多量、炭化物微量。

第199号土坑
1 黒掲色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロックやや多、焼土粒微量、炭化物

少量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック少量・ ローム粒やや多、焼

土粒・炭化物微量。

第200号 土坑
1 暗褐色土 締まり強、粘性有。 ローム粒やや多。土器片包含。
2 にぶい黄掲色土 締まり有、粘性弱。ローム粒・焼土粒多量。
3 にぶい黄褐色土 締まり有、粘性やや弱。ローム粒少量。土器片包含。
4 暗褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒少量。
5 にぶい黄褐色土 締まり強、粘性有。ローム粒やや多。地山風化土。

第201号 土坑
1 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒多畳、ロームブロック 0 5mm微量。

土器片包含。
2 黄茶掲色土 締まりやや有、粘性弱。ローム主体。

第202号 土坑
1 暗茶褐色土 締ま り有、粘性やや有。ローム粒多量、ロームブロック o lo～ 30nlm

やや多。
2 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。斑状のロームやゃ多。
3 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ローム粒やや多、ロームブロック 05～ 40mm少量。

第204号 土坑
1 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒多量。
2 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム主体。ロームブロックφ5～ 10mm多 量。
3 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ロームブロックφ5mm微 量。
4 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒多量、ロームブロック 01o

mm微 量。
5 暗黄茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。ローム粒多量、ロームブロックゅ2～

5mm少 量、焼土プロックゅlmm微量。
6 黄茶褐色土 締ま り弱、粘性やや有。ローム主体。 ロームブロックφ5mm少量。
7 黄茶褐色土 締まり強、粘性やや有。 ローム主体。ロームブロック o lomlt少 量。

第205号 土坑
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のローム多。
2 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロック

ゅ10mm少 量。

第206号 土坑
1 茶褐色土 締まり有、粘性やゃ有。ローム粒多、ロームブロック 01～ 3mm少量。
2 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒多、斑状のローム少量、ローム

ブロックφ lomm微量。
3 黒茶色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム柾・黒色土粒やや多、ロームブロ

ック o5mm微 量、斑状のローム少量。
4 暗茶色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックゅ1～ 5

mm少 量。
5 暗茶色土 縮まりやや有、粘性やや有。 ローム粒 。ロームブロックゅlo～ 30HInや

や多。
6 黒茶色土 締まりやや冶、粘性やや有。ローム粒・黒色土粒やや多、斑状のロー

ム少量。
7 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ローム粒多、ロームブロックφ5～ 10mmや や多。
8 茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒多、ロームブロックゅ5～ 20m nやや多。

第207号 土坑
1 暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム粒やや多、焼土ブロックゅlmla・ 炭化

物微量。
2 暗黄褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒多量、ロームブロックφ5～ 10mm少量。
3 暗茶褐色土  締まりやや有、北性やや有。ローム粒やや多。
4 暗茶褐色土 締まり有、 粘性やや有。 ローム粒やや多。
5 黄茶褐色土 締まり有、粘性有。 ローム主体。ロームプロックゅlomm少 量、焼土

ブロックφ2mm微 量。
6 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ロームプロック 02～ 51un・ 炭化物微量。

第208号土坑
1 暗褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロックφとtlun少 量。土器片包含。
2 暗褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロックゅlmm微量。
3 にぶい黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロック0 1mmやや多。

第209号 土坑
1 暗褐色土 縮まりやや有、粘性弱。
2 暗褐色土 締まりやや有、粘性弱。

が;食い。

ローム粒少量。
含有物ほとんどない。 1層類似だがやや黒み

3 黒褐色上 締まり弱、粘性弱。 ローム粒少量。
4 にぶい黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム主体。
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第211号土坑
l R音黄掲色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒やや多、ロームブロック 05～ 10mm少

量 。

2 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒少量、ロームブロンクφ2～10mmや
や多。

3 茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。斑状のロームやや多。
4 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量、ロームブロックφ5

～lmm少量。
5 茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームプロック 01om微 量。
6 暗黄茶褐色土 締ま りやや有、粘性有。ローム粒多量、ロームブロック o lo～ 20

ml少 量。
7 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ローム粒やや多、ロームブロック o5nm微 量。
8 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のローム多量。
9 暗黄茶掲色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多。

第212号 土坑
1 黒茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒やや多。土器片包含。
2 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多。
3 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒多。

第218号 土坑
1 暗黄茶褐色土 締ま り有、粘性有。 ローム粒やや多。
2 黄茶褐色土 締まり有、粘性有。 ローム粒やや多。
3 黄茶褐色土 締まり有、粘性有。 ローム粒多、ロームブロックゅlo～ 60ntll少 量。
4 黄茶褐色土 締まり有、粘性有。 ローム主体。土器片包含。

第214号 土坑
1 茶褐色土 締まり有、粘性有。 ローム粒やや多。
2 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム主体。
3 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒やや多。

第215号土坑
1 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多。
2 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム主体。
3 明黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム主体。

第216号 土坑
1 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒やや多、炭化物微量。
2 黄茶褐色土 縮まりやや有、粘性やや有。ローム主体。

第219号 土坑
1 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ロームブロックφ5～40mm少 量、炭化物微

量。

土坑)、 中央部の平坦地 (第 135号土坑)と 東斜面地 (第

102号土坑 )。 遺存・重複 2号は第 6号溝状遺構覆土上

面構築。形状・規模 円形で、上面径約 lm前後。比較

的浅い掘り込みで、最下層に木炭片・粒のほぼ純層をも

つが、焼土や壁・底面の赤化はみられない。出土遺物 2

号より土師器片 5点、時期不明 5点。135号より筑波石

片 1点。

その他の上坑 (第 106～ 117図、図版 34～ 38)

分布 全体的にみると、西台地北部の北側中央と、東台

地南半部とにまとまった分布がみられる。他の地区では

それほどまとまつた分布はみられず、とくに西台地中央

部から北部南側にかけてはやや希薄な分布状況である。

重複 時代。時期の判明する遺構との重複関係をみる≧、

縄文住居 (1号住居)溢 の切 り合いでは 6号が新、以下、

弥生～古墳前期住居 (7・ 8・ 41号住居)では 9・ 64・ 66

号が古く、47・ 142・ 224号が新、平安前半期 (6号溝 )

では 129号が古く、130号が新、平安後期 (2・ 17・ 20・

21。 31号住居)では 3。 167。 199号が古く、150～ 152

号が新である。まとめると、縄文前期以降に位置付けら

れる 6号、以下、弥生後期～古墳前期以前の 9。 64・ 66

第220号 土坑
1 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性有。 ローム粒多、ロームブロックゅ5～ 20rlm少量。
2 黄茶褐色土 締まり弱、粘性有、ローム主体。
3 黄茶褐色土 締まり有、粘性有。硬質。ロームブロック多。
4 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック o5～

20mm少 量。

第221号 土坑
1 暗掲色土 締まりやや弱、粘性弱。ローム粒少量。
2 にぶい黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒少量。
3 暗褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒少量。
4 暗褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームプロック0 1ommやや多。
5 暗褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックo lomm少量。
6 にぶい黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックφ20帥やや多。

第222号 土坑
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。 ロームブロック少量、焼土粒・炭化物微量。
2 H音黄褐色土 締まり強、粘性有。ロームプロック多量、炭化物少量。

第223号土坑
1 暗黄褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロックやや多、ローム粒多量、焼土粒

・炭化物微量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロックやや多、焼土粒少量、炭化

物微量。
3 暗黄褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロックやや多、焼土粒微量、炭化物少

量。

第224号 土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック o lmn多 量。

第226号 土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック 02～ 3mm少量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック少量。

第227号 土坑
1 暗茶褐色土 締まり有、粘性弱。ロームブロック・焼土粒・炭化物少量。
2 明黄褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロック o20～ 30mm多 量。
3 暗黄褐色土 締まり強、粘性有。ロームブロック o10～ 20 1nlや や多。

第228号 土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック・焼土粒・炭化物微量。

第229号 土坑
1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック o2～ 3剛少量。
2 暗茶掲色土 締まり有、粘性やや有。ロームブロックやや多。

号、以降の 47・ 142・ 224号、平安前半期以前の 129号、

以降の 130号、平安後期以降の 150～ 152号である。出土

した遺物や覆上の状況を加味すると、9。 64・ 66号は縄

文前期から中期、47・ 130。 142・ 150～ 152。 224号は平

安期の可能性が強いと考えられる。他の土坑は構築時の

上限や下限が知られるのみである。

形状・規模 円形、精円形、長方形、隅丸方形、隅丸長

方形とあるが、撹乱等で形状のはっきりしない不整形や、

2基の重複かと思われるような形状のものも若千ある。

このうち、隅丸長方形や長軸の長い楕円形状の土坑をみ

ると、東台地に 7基 (154・ 165。 182・ 189・ 191・ 197・

224号 )、 西台地に 11基 (59・ 62・ 73・ 78・ 81・ 83・ 93・

100。 105。 109・ 110号)あ る。分布状況をみると、西台

地の 93・ 101・ 105号は東斜面地に長軸をほぼ斜面に平行

させて、等間隔 (約 13m)に並んでいるのが注意を引く。

東台地の 154・ 182。 191号も類似した分布状況を示すが、

掘り込みは浅く、西台地の 3基 とは若千様相を異にして

いる。西台地の 59・ 62・ 81号 も浅い掘り込みであるが、

北部平坦地に 3基がまとまり、59。 62号は長軸方位をほ

ぼ同じくしている。同じく西台地北部の東西両端に位置

する 78・ 83号は規模が比較的大きく、掘 り込みも深い点
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で類似した土坑であるが、83号の壁上半は漏>状にやや

開いた形状を呈している。その他、特徴的な土坑につい

て、簡単に触れておきたい。

27・ 32・ 34・ 35・ 76。 107。 111, 112・  114・ 115。 117 ・

140。 211号は木根址のため底面が安定しないが、32号に

はステップ状の掘り込みが南側に付設されている。

東台地南半部の 173号は、当初地下室かとも思われた

遺構であるが、掘り上がりは不整形となった。東西上面

径 573× 304m、 南北上面径 4.89× 2.25mの二つの楕円

形が Lの字状に合体したような平面形で、切り合いはな

く、一体の遺構である。

西台地の 204号は、径 1,7X[1.1]m、 深さ0.13mの

精円形の掘 り込み内に径 0.88m、 深さ0.68mの円形の掘

り込みをもつ形状であるが、覆土の状況からみて、精円

形と円形との 2基重複の可能性が強い。

覆土 黒褐色土や黒茶褐色土など分層の比較的容易な覆

土をもつ土坑は、東台地では少なく、茶褐色や黄褐色系

の上層が大半である。一方、西台地では、この種の覆土

をもつ土坑は少なからず確認されるが、特徴的な土坑分

布はみられない。時代・時期的にも、縄文期 (99号等 )

から平安期 (14号等)まで認められる覆土である。

斑状ロームを含む黒褐色～暗茶褐色系の覆土をもつ土

坑は、東台地にはなく、ほぼ西台地に限られる。隅丸長

方形土坑はほとんどこの/1E土をもつが、この覆土が特定

の時代・時期を示さないことは、縄文期の第 37号住居や

15号土坑、平安期の第 6号溝 (方形区画溝)をみてもわ

かる。そのためか、この覆土をもつ土坑の分布にも特徴

的な様相を見て取ることはできない◎

ロームブロックを含むややボツ付いた覆土をもつ土坑

は、西台地北部の西斜面地に多い。27～ 29・ 31・ 32・ 34・

35・ 82・ 84・ 211・ 217号で、概して底面の安定しない土

坑が目に付く。時期的には、本遺跡の遺構のなかでもも

つとも新しい段階の遺構と思われる。84号より「寛永通

宝」 (古寛永)が出土しているので、近世以降であろう。

西台地東端の、現代の道路下に検出された 88号 も同種の

覆土をもち、平面形もきつかりした長方形を呈する。

焼土をわずかに含む覆土をもつ土坑は、東台地北半部

の西側にまとまった分布を示す。 171・ 175・ 177～ 184・

188 ・ 189・  191-195 。 197 ・ 199・ 222 ・223 。225 。227 ・

228号の 24基であるが、この地区の 29ラ イン以北の平

▲ 2630ご
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第 1号滞状遺構
1 黒褐色土 締まり有、粘性弱。 ロームブロッ

ク少量。
2 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒や

や多、ロームブロック少量。

ユ  26 30           _gヒ

一

第118図

0     1:loo   2m

ー第 1号溝状遺構

坦地は以前あつた宅地造成で削平を受けており、先述し

たように第 1号埋甕の上半部がこの時破壊されている。

したがって、消滅した土坑もあつたものと思われる。焼

土の由来は判然としないものだが、東台地では炉穴かと

も思われる遺構が散見され、縄文早期条痕文系の土器も

比較的目立った出土量をもつことなどから、焼土の由来

もこのあたりの現象のなかに求められるかもしれない。

前述した 173号も焼土をもつが、東台地南半部ではほ

かに 7・ 8号焼土址のみで、焼土をもつ土坑の分布は希薄
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である。西台地では、基数こそ少ないが、30・ 33・ 89・

207・ 143・ 149号と西斜面地寄りに分布の偏りがある。

遺物 縄文から平安遺物までの小片が多いが、その中で

も 36。 37号は、いずれも縄文前期後半の土器片がそれぞ

れ 31点、22点出土しており、縄文期の土坑の可能性が

つよい。42号 も縄文前期前半から後半を主体≧した土器

片が出土しているが、時期不明瞭な小細奸も多い。 173

号は確認面から第 2層にかけて 111点ほどの土器片が出

土している。主体は縄文早期条痕文で、図中の ドットは

すべて同時期の上器片である。

溝 状遺構

第 1号溝状遺構 (第 118図、図版 39)

グリッド M・ N33。 西台地北端部平坦地から西に下る

緩斜面地。遺存・重複 2溝に切られ、古墳周溝を切る。

2溝西側には検出されない。東側は調査区外にかかる。

走向方位 N-53° ―E。 形状・規模 現長 15.25m、

幅 092～ 0.5m、 深さ 10～ 26 cm。底面標高は東端で 26.08

伍、西端で 26.00mを 測り、底面の高低差はほとんど無

い。断面は浅い逆梯形で、底面は凹凸があつて安定しな

い。覆土 ロームブロックを含む黒褐色土。出土遺物

縄文片 53点 (早期～中期、前期後半主体)、 土師器・須

恵器片 8点 (郷、皿、甕 )。

備考 切 り合いから古墳時代以降。

第 2号溝状遺構 (第 H9。 120図、図版 39)

グリッド K～ 026～ 35。 西台地中央部～北西部。グリ

ッド32ラ イン以北はほぼ西斜面に平行に走向するが、以

南では平坦部を斜めに縦断して谷部を望む東斜面地際ま

で続く。遺存・重複 縄文期の 43住や 218坑、古墳周溝、

107坑、217坑など重複する全ての遺構を切る。南端部は

一部未調査であるが、グリッド26ラ インで当溝と合流す

る現代道路の掘 り下げ所見では、2溝の続きは確認され

ていないので、この合流地点で現代道路に切られている

と思われる。古墳周溝と重複する部分の壁は検出できな

かった。走向方位 N-20° ―W。 グリンド027地点で

やや東向きに方位を変え、N-38° ―W。 形状・規模 現

長 90.05m。 断面土層から 3段階の掘削状況が確認でき

る。第 1段階は、幅約 125m、 底面幅約 50 cm、 深さ約

30 cIIlの 断面逆梯形の掘り込みで、側溝を伴 う溝である。

底面は硬質化しており、道路状遺構であろう。側溝は部

分的に左右 2条 となるため新旧が考えられるが確認でき

なかった。第 2段階は、長方形の坑状の落ち込みの掘削

で、この落ち込みは北側にのみみられる。溝の左右に掘

削されるが、恐らく根切り坑と思われる。第 3段階は第

1層の現代の道路であるが、他の現代道路とは違つて腐

植土が厚く、廃道になって久しい感 じである。出土遺物

土器片 136点。縄文土器片 110点、平安期土器片 25点、

近世の陶器賽片 1点。M32地点の底面から、張り付いた

ようとこ「1銭⇔同貨」が出土しているので、近代以降の溝

であろう。

第 3号溝状遺構 (第 121図、図版 39)

グリッド I・ 」36Q西台地北西端部。遺存・重複 大

半が調査区外。走向方位 N-62° ― E。 形状・規模 現

長 2.07m、 幅約 47 cm、 深さ約 12 cm、 断面は浅い逆梯形。

覆土 ロームブロックを含む茶褐色の単一層。出土遺物

なし◎

第 4号溝状遺構 (第 121図、図版 39)

グリッド 」36。 遺存・重複 27坑に切られる。2Pと

の新旧不明。大半が調査区外。走向方位 N-62° ―E。

形状・規模 現長 4.22m、 幅約 1.6m、 深さ約 22 cm、 断

面は浅く、幅広の逆梯形。覆土 第 1層は 3溝の 1層 と

同質。出土遺物 縄文土器片 5点。

第 5号溝状遺構 (第 121図、図版 40)

グリッド N～ R33。 西台地北部の平坦地。西端は西緩

斜面地にかかる。遺存・重複 西端部は消失。東端部は

調査区外。 1・ 2住、48・ 52坑に切られ、43坑を切る。

走向方位 東側でN-78° ―E、 中央部はほぼ東西位、

西側でN-84° ―E。 形状・規模 現長 34.5m、 幅 0.4

～115m、 底面幅 0.2～ 0.63m、 深さは約 14 clll、 底面標

高は東端で 26.89m、 西端で 26.28mと 、地形に沿つてゆ

るやかに底面を下げ、同時に幅員も減じている。覆土 ロ

ーム主体の暗黄褐色土。出土遺物 縄文土器片 19点 (前

期後半主体)。 備考 切り合いから見ると、縄文前期後半

期の 1住より新しい段階の溝のようである。
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第119図 第 2号溝状遺構 (1)
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第 2号溝状遺構
1 灰黄色土
2 暗黄褐色土
3 暗茶褐色土
4 暗茶褐色土
5 茶褐色土
6 茶褐色土
7 黄褐色土

締まり強、粘性やや有。ローム粒やや多。現代道路の踏み固め部分。
締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・黄ロームプロックゅ5～101m少量。
締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量、黄ロームブロック 01～ 2mm微 量。
締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量。
締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒やや多、黄ロームプロックψ51un少量。
締まりやや有、粘性有。ローム粒やや多、黄ロームブロック0 5mm少量。
締まり有、粘性やや有。ローム粒多量。軟質化 した地山土。

_O= 26 70

0    1:loo   2n

―第120図 第 2号溝状遺構 (2)
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○

第 3・ 4号溝状遺構
基本層序
I 表土層
Ⅲ  暗黄褐色土 締ま り弱、粘性弱。ローム粒多、ロームブロックφ5～ 10mm少 量。
第 3号溝
1 茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒やや多、ロームブロックゅ1～ 2mn微量。
第 4号溝
1 茶褐色土 締まり弱、雅性弱。 ローム粒やや多、ロームブロックφ lmll少 量。 3号溝 1層類似。
2 暗黄掲色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックゅ5～ 10m n少 量。

=塗
ヒ  26 90         ▲

予

B2710      B'

D 2660     ど
1

一
第 5号溝状遺構
基本層序
I  表土層
Ⅱ' 茶褐色土
I 赤茶褐色土
第 5号溝

同 ヒしたⅡ層土。球 の銚 面。  中
m

1 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒少量。
2 黄褐色土 締ま り弱、粘性やや有。 ローム粒・ ロームブロックゅ5～ 10mmやや多。
3 暗黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム粒やや多。

第 7号溝状遺構 (第 122図、図版 40)

グリッド M～ 025。 26。 西台地中央部平坦地～東斜面

地。遺存・重複 115坑を切る。117坑 との新旧不明。木

根がからむ。走向方位 N-68° 一E、 東端でN-37°

―Wと 南に折れる。形状・規模 東西現長約 16.2m、 幅

約 1.22～ 1.5m、 深さ 10～ 23 clll。 南北現長約 6m、 幅約

0.42～ lm、 深さ 2～ 10 cm。 断面逆梯状で、東西辺には深

さ 10 cmほ どの側溝状の細い溝が断続して併走する。この

溝は断面A― A'で は覆土第 3層 ≧して南側に、 B―

B'では第 6層 として北側に確認されるが、恐らく新旧

の切 り合いではなく、一体の溝であろう。底面標高は東

西辺で 26.36m前後とほぼ一定であるが、南北辺南端で

は 26.23mと 地形に沿つて漸次低くなる。覆土 ローム

を含む茶褐色土。出土遺物 縄文土器片 2点。

第 8号溝状遺構 (第 122図、図版 40)

グリッド L27・ 28① 西台地北側の西斜面地。遺存・重

複 110坑に切られる。両端の 1lⅢ 211坑との新旧不明。

走向方位 N-17° ―W。 形状・規模 長さ 11.15m、

幅 0.72～ 1.5m、 深さ 12～ 24 clll。 断面逆梯状。底面標高

第 5号溝状遺構

/ω
く

(

|

ヽ

52D

出
出
Ш

第121図  第 3・ 4・ 5号溝状遺構
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第 7号溝状遺構 第 3号溝状遺構

A.2630         .す 」延

奪f勇轟禁黄簾締まり就粘性輔 ロームブロ
ック o5～10m少 魏

よ %  ▲

守_7身騒 で 締まりやや有、粘性やや有。ロー本プウ ク03-5即
少量、焼土プロックo2mm・ 炭化物微量。

2. 暗黄本褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロッタo5～10m
微亀

二: 悪甕繰名者土 轟豊琴浩Ⅲ鎌蓬専奪者。ローム粒やや多、ロームブ

孵 締誓芽嘲 蓬苺黒署,警ど要念・.口 _ムブロン
タo2～� 少量:

第 9号溝状遺構

Ｂ
一

A 2620

―号溝状過構

〆
一

第

１ 暗黄恭褐色土 締まりやや有(粘性弱。ローム粧多量
小礫微量

2 責茶褐色上 締まりやや有、粘性やや有。ローム主体。

第122図 第 7・ 8・ 9号溝状遺構
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は南端で 26.10m、 北端で 25.77mと 、地形に沿って漸次

低くなる。底面の凹凸著しい。覆土 ロームブロック含

む茶褐色土の単一層。出土遺物 縄文土器片 1点、須恵

器郭片 1点。

備考 覆土の状況からみて、溝と 111・ 211坑 との時間差

はあまりないように思われる。

第 9号溝状遺構 (第 122図、図版 2)

グリッド L o M30。 31。 西台地北側の西斜面地。遺存・

重複 82坑 に切られる。走向方位 N-13° ―W。 形

状・規模 長さ 7.7m、 幅 0.62～ 1,lm、 深さ 12～ 20 cm。

断面U宇状。底面標高は南端で 26.06m、 北端で 25.83

mと 、地形に沿つて漸次低くなる。覆土 ロームを含む

暗茶褐色土。出土遺物 なし。

備考 8溝 と同様、2溝と併走する′ミや覆上の状況から、

2溝と近い時期が考えられる。

ピット

(第 123～ 127図、第 47表、図版 41)

概要 lPか ら 181P(70P～ 89Pは欠番)まで番号を付

したが、68Pは第 96号土坑に伴 うピットとしたため、単

独のピットは計 160本である。確認面は他の遺構同様ロ

ーム面 (基本層序Ⅲ層上面)であるが、グリンドN30・

31の、縄文住居 33・ 37・ 39・ 43号住居に囲まれた範囲

では、掘立柱建物址検出の可能性も考えられたため、人

力による数回にわたる遺構確認を行つた。そのため、確

認面はさらに低くなっている。結果として、掘立柱は検

出されなかった。

平面径では、小規模な土坑とさして違わない大きさの

ピットもあるが、主として掘り込みや覆土の状況から、

ピットと土坑を区別している。木根址や自然薯掘りの穴

も相当数あつたが、全て没遺構として埋め戻した。

分布状況 ほぼ 5群のまとまりが抽出できる。西台地で

は、グリンド」、・K35。 36の古墳周溝内 (周溝を切る)、

N30・ 31の第 33。 39。 43号住居に囲まれた地区、東台

地では、グリンドV28周辺、W25周辺とV24周辺であ

る。このうち、V24の 109-H2-115-H7P、 W25。 26

の 132-149-151-159-155-152P、 またグリンドU26

の 140-142-144Pな どの並びは、柵列の可能性が考え

られるが、現地で検討を行つたものではなく、あくまで

図上での復元のため、推測の域を出ない。西台地でも、

グリッドN30の 67-66-53-64-69-68P、 中央部の

96-97-98Pな どが候補となる。

覆土 土坑とはやや異なり、単純に分層されることが多

い。大別すると、ローム粒やロームブロックが主体とな

る茶褐色土、斑状ロームを含む黒茶褐色土、ローム粒少

量の黒褐色土がある。こうした覆土の違いが時代や時期

の差なのか、検証できる材料がない。土坑のように時代・

時期の判明する場合がほとんどないからである。

以上の覆土に焼土を含むピントがある。90～ 92・ 136・

138・ 160。 161・ 164。 166・ 170～ 178Pな どで、90～ 92

Pは西台地グリッドL26・ 27の西緩斜面地、160。 161・

164。 166・ 170～ 178Pは東台地北半部の西側であり、こ

の分布は、焼土をもつ土坑の分布と重なっている。この

ことは、とくに東台地の場合、土坑とピットの時期がそ

れほどかけはなれていないことを示しているように思わ

れる。

136・ 138Pの覆土には炭化物が含まれる。先述したよ

うに、東台地第 166号土坑の東壁と西壁際にあるピット

で、当土坑は炭焼き窯かと推定される遺構であるため、

なんらかの上屋構造を推定した。

出土遺物 西台地で 9本、東台地で 20本のピットから土

器片が出土している。西台地北部では、縄文住居に囲ま

れたピット群のうち、61～65Pから縄文前期を主体に中

期前半までの土器片が出上している。中央部の 96～98P

では縄文中期片が出土し、包含層N02土器群など包含層

NO土器群との関連が窺われる。1号掘立柱建物址南西の

99Pでは縄文片のほか須恵器蓋片、不片があり、西台地

では総じて、ピット近辺の遺構と関連した遺物の出土が

多い点が注意を引く。

東台地では、小細片が多く、土器の時期判定がむずか

しいが、縄文では繊維を含む土器はなく、前期後半から

中期の土器片が主体と思われる。南半部 13本のうち、弥

生片が 123・ 127Pで、土師器・須恵器片が 120。 126。 131・

148Pで出土しており、他の 125。 132～ 134・ 138。 139・

159Pでは縄文片や土師片が目立つ。北半部 7本のうち、

176Pか ら土師器・須恵器片が、179・ 181Pでは縄文片が

出土している。他の 160。 163・ 178・ 180Pも 縄文片と思

われるがはつきりしない。
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16・ 17P
16P
l 暗茶褐色土

2 暗茶褐色土
3 黒茶褐色土
4 暗黄褐色土
5 暗黄褐色土
17P
l 暗茶褐色土

締まりやや有、粘性やや有。

微量。

締まりやや有、粘性やや有。

締まりやや有、粘性やや有。

縮まりやや有、粘性やや有。

締まりやや有、粘性やや有。

締まりやや有、粘性やや有。

量。

ローム粒やや多、ロームプロック o2mm

斑状の黒色土少量、ローム粒やや多。

ローム粒少量。
ローム粒やや多、黒色土粒少量。
ローム粒多量。

ローム粒少量、ロームブロック o lmm微

179P

ど3二  26 50     _⊇ L

一Ｕ

19P
1

2

3

4

‐８

１

２０

１

２

黒茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒  ロームブロック o lRnl少 量、黒
色土粒やや多。

∃量暑音土 岳ヒ手毒量を手権[推二を,こ
と会筵景準多、ロームブロック o5mm

暗策掲色土 絡討 やや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームプロック o5m
少量。

尋蟹亀査土 驀笠】専尋岩Ⅲ塩荏蔦写者F百全接雀昇率多、ロームプロック
o10Hun少量。

守FΠ音黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。黒色土粒少量、ローム粒やや多
ムブロックφ5～ 10mm少量。181P
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IF暗 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、黒色土粒少量。

:「 悪会信且圭 幕凄′葛
=嘉

桂箪埓暮声こと去最冬そ場身
°

3P

ち: 隻雹窪皇
上
締暫チ巣胃雄極埓専薯免二蛋途壕ダ

や多。

::隻落糧皇
土
締管所晶:嘉紀導尊砦ダ喜f払是蓼♪

粒やや多、斑状の黒色土粒少量。

::羅蜜糧色圭 籍まη尋専客t薙権暮:吾色去揺専奪多汗
状のローム少量。

9F暗 黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒・ロームブロック多。

::隻落糧皇
土
締寧チそ蔦薯f焙種埓専暮免邑雲憲夢算

量、ローム粒やや多。

こF暗 黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。黒色土粒少量、ローム粒やや有。

::籍 奎掲亀圭 籍登η蔦蔦客i範性専専客:吾
皇去極専蔦多:斑

状のローム少量。

ピF黒 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。黒色土粒やや多、斑状のローム少量。

1l P

ち: 羅餐名蒼土 轟笠

'墓

〒濫権埓算者F百全鞍念最轡、口_ムブロックやや多。

彗:羅甕絶色圭 籍ま

'専

専客キ権惟尋尋写:吾色去雑蓼戸
多、ローム粒少量。

∵F暗 黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック o5～ 10m
少量。

サ:羅套握色圭 籍ま

'寒

専客i絶惟蔦専霧:Eこ会雑革で参P黒
色土少量。

∵F茶 褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、黒色土粒少量、ローム

2 茶褐色土 幕曇ぢ(隼箸∵瑠雀尋率有。ローム粒やや多。

黒茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒・黒色土ブロック 010～ 20mm ローム
ブロック o10mm少 量。

昌暑三圭 籍gみ毒
～
号漣 F:と二;ど与ケ量ほデームブロックφ lmm微量。

羅饗亀査土 轟笠

'毎

写浩∵姥荏専写者F百全桜筵昇率多、ロームブロックゅ5～

黒茶褐色土 締ま修鼻率有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックゅ5～

黒茶褐色土 締ま争景祥有、粘性やや有。ローム粒 。ロームブロック o5mm少 量。

黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量、ロームプロック o5～ 10
mm微量。

29P
l 黒茶褐色土 縮まり弱、粘性やや有。黒色土粒・ ローム粒やや多、ロームプロッ

ク o5mn少 量。

10mmやや多。

無ま塚専専獄絶性専専盈資雹呈易百今ケ岳～Юm少量、ローム
粒やや多。

締まり弱、粘性やや有。黒色上粒・ ローム粒やや多、
ロームブロッ

クゅ5mm少量。

籍ま絡 紹隆尋蔦欲 吾
皇去揺ウ:筈と長チ台霧ケ記 ～2mmR・や

多。

24P
l 黒茶褐色土
2 暗茶褐色土

30P
l 黒茶褐色土

31P
l 黒茶褐色土
2 暗黄褐色土
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暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームプロックゆ5mHl少量。

暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロンク 0 5mm少 量。

暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロンクゆ5■un少量。

黒掲色土 締まりやや有、壮性やや有。ローム粒少量。

茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ローム粒・ロームブロックゅ5～ 10mm多量。

暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックφ51「 n少量。
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黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒少量。

黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量。

茶褐色土 縮まりやや有、粘性やや有。ローム粒多、ロームブロック0 1omm少量。
暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒多、ロームブロックゅ5～ 10mm

やや多。

41P
l 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量。

42P
l 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック

φl～ 5mm微量、同ブロック o10～ 20mm少 量。

43P
l 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量、ロームブロック 05～

10mm微量。

茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。やや赤味あり。ローム粒多。
明茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロックφ5mm微

量。

黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒少量。

暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。混貝土。 ローム粒少量。

暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多。
暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームプロックφ5mm微量。
暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量、ロームブロックφ2

～3mm微量。
暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒多量、ロームブロック0 1omm微

量。
暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ロームブロックφ2～ 3mm微量。

暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量、ロームブロック 02～
5mm微量。

暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム糧多、ロームブロック 0 20mm
微量。

黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム主体。ロームブロック 020～
30mm多 量。

暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロックφ201ul
少量。

黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム主体。ロームブロック0 1omm少
量。

暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム粒少量、ロームプロックφ2～
5m微量。

暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒多量。
暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒少量。
暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒多量。

暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒少量。
暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多。

暗黄茶掲色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロック
o10mm微 量。

53P
l 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量。
2 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やゃ有。ローム粒やや多。
3 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性弱。柱痕か。
4 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ロームブロンク 010～ 20Hun多 量。

54P
l 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。斑状のロームやや多。

55P
l 暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム粒やや有。

56P
l 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒多量。
2 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム主体。

57P
l 黒茶褐色土 締まり有、粘性やや有。斑状の黄ローム少量。

58P
l 黒茶褐色土 締まり有、粘性やや有。斑状の責ローム少量。

59P
l 黒茶褐色土 締まり有、粘性やや有。斑状の黄ローム少量。

60P
l 黒茶褐色土 締まり有、粘性やや有。斑状の黄ローム少量。

61P
l 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒多。
2 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ローム主体。
3 黄着火埴土 締まり有、粘性やや有。 ローム主体、ロームブロックゅlomm微量。
4 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム粒多量。

茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土プロックゅ1～ 2mm・ 炭化物微量。
暗茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒やや多。
暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームプロックφ2～ 3nul・ 炭化物微量。
暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒やや多。
茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒多量。
黒褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒やや多。

暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多。土器片包含。
暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ローム粒やや多。
暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒少量。

茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロックゅ5～ 10mm少
量、炭化物・焼土粒微量。

暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒多量。土器片包含。
暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒少量。

淡茶掲色土 締まりやや有、粘性やや有。焼土ブロックφl～ 2mm微量、炭化物少

黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム主体。
茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒やや多、ロームブロック05m微量。

土器片包含。
茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・ロームブロックゅ3～5mm少量。

茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒多、ロームブロックゅ5mm・ 炭化物少
量 。

暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ローム粒やや多、炭化物微量。
黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ローム主林。

黒茶褐色土 締まりやや有。粘性やや有、斑状のロームやや多。

暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒多量、焼土粒・炭化物微量。

暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ローム主体。焼土ブロックφ5mm・ 炭化物
微量。

92P
l 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックφ2～ 3mm・ 炭化物微量。
2 暗黄茶掲色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多。

98P
l 黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム主体。

95P
l 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量、ロームブロック 0 5mm

微量。
2 暗黄茶褐色土 締ま り弱、粘性有。ローム粒やや多。

94P
l 暗黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒少量、ロームブロックφ5mm

微量。
2 黄茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム主体。ロームプロックφ lomln微

量。

96P
l 茶褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロック0 5mm微量。
2 暗黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。炭化物微量。
3 茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。炭化物微量。
4 暗茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ロームブロック少量。

97P
l 茶褐色土 締まり有、粘性有。ロームプロックφ51un微量。土器片包含 :
2 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ロームブロック 0 5mm微 量。土器片包含。
3 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒やや多。
4 茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ローム粒やや多、ロームブロックφ5m微量。
5 茶褐色土 締まり弱、粘性有。ロームプロック少量。

98P
l 茶褐色土 締まり有、粘性有。ロームブロックゅ54Un微量。土器片包含。
2 黄茶褐色土 締まり有、粘性やや有。ロームブロックゅ5mm微量。土器片包含。
3 暗黄茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒少量。
4 茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ローム粒少量。

99P
l 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性有。ローム粒・斑状のローム少量。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームブロックφ5n ld

微量。
3 黒茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒・斑状のローム少量。

100,
1 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性有。 ローム粒・斑状のローム少量。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒やや多、ロームプロックゅ5mn

微量。
3 黒茶掲色土 締まり有、粘性有。ローム粒・斑状のローム少量。
4 黒茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ローム粒・斑状のローム少量。
5 黒茶褐色土 締まり有、粘性有。ローム粒 斑状のローム少量。

101P
l 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームプロック 02～ 34tnl微量。

102P
l 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックφ2～3mm微量。
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103P
l 黒褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックφ2～3mm微 量。
2 茶褐色土 締まり有、粘性やや有。 ロームブロックゅ2～3mm微 量。

104P
l 暗黄掲色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームプロック o2～ 3mm微 量。

105P
l 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック o2～ 3mm微 量。

106P
l 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック o2～ 3mm微 量。
2 明茶褐色土 締まり弱、粘性やや有。ロームブロック少量。

107P
l 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームブロック o2～剛 量。
2 茶褐色土 締ま りやや有、粘性弱。ロームブロックゅ2～3mm少 量。

108P
l 黒褐色土 縮まりやや有、粘性やや有。ロームブロックゅ2～3mm微 量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック o2～ 3mm少 量。

109P
l 黒褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックゅ2～3mm微量。
2 茶幅色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック o2～ 3mn少 量。

110P
l 暗黄褐色土 締まり弱、粘性やや有。 ロームブロック少量。

11l P

l 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックφ2～ 3m n少 量。
2 明茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックφ2～ 3mrn少量。

■2P
l 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロック o2～ 3mn少 量。

113P
l 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックφ3～ 4mll少 量。

114P
l 黒褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック o2～ 3mm微 量。
2 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロック o2～ 3mm微 量。

115P
l 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロック o2～ 3mn少 量。
2 暗茶褐色上 締まり弱、粘性弱。ロームブロック o2～ 3帥微量。

116P
l 暗黄褐色土 締ま り弱、粘性弱。ロームブロックφ3～4a m少 量。

117P
l 黒IPJ色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームプロックゅ2～3mm少 量。
2 茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームプロックゅ5mn少 量。

118P
l 茶褐色上 締ま りやや有、粘性やや有。 ロームブロックφ2～ 3m n少 量。

119P
l 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックφ2～ 3m少量。

120P
l 暗黄褐色土 締ま り弱、粘性弱。ロームブロンク 02～ 3mm少 量。
2 茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。ロームブロック o2～ 3mm少 量。

121P
l 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ロームプロックφ lmn少量。
2 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロックo lTm少量。

122P
l 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック o2～ 3m p少 量。

123P
l 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックゅlm微量。

124P
l 茶褐色土 締ま りやや有、粘性やや有。 ロームブロックo lmm少量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック o2～ 3rm少 量。

125P
l 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロックゅ2～3mn少 量。

126P
l 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックφ2～3mm少 量。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロックゅ2～3mmやや多。

127P
l 茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック o2～ 3mmやや多。

128P
l 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック o5m微量。

129P
l 茶掲色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック o5mm微量。

130P
l 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロックφ2～3mm微 量。

131P
l 茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。ロームブロックo lmm微量。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック少量。

132P
l 黒褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックo lmH少量。
2 明黄褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロック o2～ 3H m微 量。

133P
l 暗茶褐色上 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックゅ2～3mm少量。

134P
l 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック少量。

135P
l 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック少量。

136P
1 暗茶褐色土
2 暗茶褐色土

137P
l 暗黄褐色土

138P
l 黒褐色土 ―
2 暗茶褐色土
3 暗黄褐色土

139P
l 暗茶褐色土
2 暗黄褐色土

140P
l 暗黄褐色土

141P

締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックゅlmm 炭化物少量。
締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック少量。

締まり弱、粘性弱。 ロームブロック 02～ 3mn微量。

締まりやや有、粘性やや有。ロームプロックφ lmm・ 炭化物少量。

締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック少量。

締まり弱、粘性弱。 ロームブロック多量。

締まり弱、粘性弱。 ロームブロック2～3mm少 量。

締まり弱、粘性弱。 ロームブロック少量。

締まり弱、粘性弱。ロームプロック少量。

1 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック o2～ 3mm少量

142P
l 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームプロック o2～ 3m14少量。

143P
l 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームプロックφ2～3mm微量。
2 暗黄褐色土 結まりやや有、粘性やや有。ロームブロック少量。

144P
l 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロックφ2～3mn微量。
2 暗黄褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームプロンクゆ2～3mm少量。

145・ 146P
145P
l 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームプロックo lmm少量。
2 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームプロック o2～ 3m少量。
146P
l Π音黄褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロックゅ2～3mmやや多。

147P
l 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロック o2～ 3mm少量。

148P
l 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロック o2～ 3m少量。
2 黄褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロック o2～ 3mm少 量。

149P
l 暗黄褐色土 縮まり弱、粘性弱。 ロームブロック o2～ 3H m少 量。

150P
l 暗黄褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック o2～ 3mm少量。

151P
l 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームプロックゅ2～3mm少量。

152P
l 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロック o2～ 3mm少 量。
2 明茶褐色土 締まり弱、粘性弱。ロームブロック o2～ 31dm少量。

153P
l 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロック o2～ 3mm少 量。

154P
l 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロックゅ2～3mm少量。

155P
l 暗茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロックゅ2～3mm少量。
2 茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。 ロームブロックゅ2～ 3mlF少 量。

156P
l 茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。 ロームブロックゅlmn微 量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有。粘性やや有、ローム粒少量。

157P
l 茶褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロック o2～ 3mm少 量。
2 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック少量。

158P
l 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性やや有。ロームブロック o2～ 31un少量。

159P
l 茶褐色土 締ま り弱、粘性弱。 ロームプロックゅ2～3mm少 量。
2 暗黄橿色土 締まり弱、粘性弱。ロームプロック多量。

160P
l 暗褐色土 締ま りやや有、粘性弱。焼土ブロック o laun少 量。
2 暗褐色土 締ま りやや有、粘性弱。黒色土ブロック少量、焼土ブロックゅlmmや

や多。
3 黒褐色土 締まり弱、粘性弱。 ロームブロックゅlm敵量。
4 にぶい黄褐色土 締ま り弱、粘性弱。ローム主体。
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16と P
l  Ft茶褐色土 締 まりやや有、粘 t弱。 ローム粒やや多、ロームブロ           171P

土粒・炭化物微運
ック少量、焼     l F音 茶褐色上 締まりやや有、粘性弱。ローム

162P                                                                

ブロツク・焼士粒・炭化物少量。

172P

l 暗茶褐色土 締ま りやや有、粘性弱。ロームブロック・焼土粒・炭ィ          1 
暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。粗粒。

|ヒ物少量。

168P                                                                

口~ム 粒やゃ多、焼土粒・炭化物微

2 暗茶掲造  
量°

1暗 茶褐笠 脚 やや私 粘性溺。 叶 ムカ 刀 臥 焼J併 瑠 ヒ物やや  矛 箋君雹皇

圭 癖 篠 専獄 嬉能致 距 会をみ量
「

ムカ

"艶

多。
二 締まり有、粘性やや有。 ロームブ

164P                                                                   

ロツク多量。

173P

l暗茶褐色上締まりやや有、lb■弱。ロームブロック微量、焼土粒・
疫生紹?員
。 ち:虐姿糧畳圭綽董′驀専獄懲陛曼E二次2 暗茶掲色土 締ま り弱、粘性弱。ローム粒  ロームブロンクやや多、

化物微量。                                                     

ブロツク・焼土粒・炭化物少量。
ブロックやや多。

175P

165P
l 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。 ローム

1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘性弱。ロームブロック少呈、焼土粒                   
そ°            

ブロツクやや多、焼土粒・炭化物微

・炭化物微量。
2 R=黄 褐色 上 締まりやや有、粘性弱。ロームプロック少モ。 176P

166P
l 暗茶褐色上 締まりやや有、粘性弱。ローム

1 暗茶褐色土 締まりやや有、粘憫 。 ロームブロンク少量、焼土粒・周 物 微量。
2暗 黄褐色土 締まりやや有、4b t弱。 ローム乏

ロツク少呈、焼土粒・炭化物微量。

167P                                                                

位やや多、ロームブロック少量、炭

1  暗茶褐色土 締まりやや有、粘                           3 

暗茶掲在  
化物微量。

J土 締まりやや有、粘性弱。ローム

電。      
性弱。ロームブロックゃゃ多、焼土粒・炭化物少     177P                    

ブロツク少モ。

168 P                                         l  
暗茶褐色土 縮まりやや有、粘性弱。 ロームブロック・焼土粒・炭化物微量。

1 黒掲色土 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックφ2～3mm少 ど          178P

169P                               

と°         1 暗黄褐色土 締まりやや有、粘‖t弱。 ロームブロック少量、焼土粒・炭化物微量。

1 時黄褐色上 締まりやや有、粘性やや有。 ロームブロックφ2～3mm4          180 P

170P                               

歩量°        1 暗茶掲色土 締まりやや有、粘性やや有。 口ヽ

1 黒褐色土 締まりやや有、粘性                                                ~ム

ブロック 02～ 3mm少量。

弱。ロームブロックゃゃ多、焼土粒           181P炭化物少量て    1 暗茶褐色上 締まりやや有、粘性やや有。口‐―ムブロック 02～ 3mm少量。

第46表 土 (): ロー ムブ ロ

NO グリンド 平面形 上径m 底径m 深さm 覆 土 備考

ユ N15 円 形 298× 275 195× 175 黒茶褐色土 土器片 18(須恵・土師器 )

2 M18 楕円形 130X098 085× 072 033 炭化物多量の早茶褐色土 土器 片9(土師器 )

3 Q33 隅丸方形 130× 118 113× 087 050 暗黄褐色土 3住より古。縄文片 H、 磨石片 ]

4 P34 円 形 098× 078 069× 060 032 焼土含む黄掲色土 2住より新。土師器甕片H点
5 (欠番 )

6 033 楕円形 095× 058 070× 036 022 淡茶褐色土 1住・5溝より新。縄文片8

7 (欠番 )

3 K35 不整形 (194)× (172) 179× 133 020 炭化物含む黒褐色土 周溝より新。縄文片7

9 精 円形 [195]× 123 [178]× 084 斑状ロームの暗茶褐色土 67・ 68坑より新、7住より古。

R31 楕 円形 1 49Xl l 062× 039 黒褐色～暗黄茶褐色土 縄 文片 3

11 032 楕円形 07× 089 095X064 018 黒茶褐色土 12坑より新。縄文片2

12 032 円形 ? 078× [053] 055× [030] 0 13 淡茶褐色土 H坑より古。上器片 1
13 S30 円 形 102× 083 056× 047 023 炭化物含む黄掲色土 縄文片 2

14 円形 272× 265 205X175 焼土含む暗・早褐色土 遺物 325点。灰和、須恵器等
15 M・ N32 円形 189X170 182× 197 斑状ロームの黒茶褐色土 フラスコ形。縄文片61

031 精 円形 172× 134 050× 037 斑状ロームの暗茶褐色土 土器片 17(縄 文片、土師片 )

17 R31 円 形 090× 075 068× 057 黒茶褐色土 縄文片 12

N31 惰円形 145× 119 132× 096 0 14 斑状ロームの暗茶褐色土 26坑より新。縄文片10

R31 円形 086× 083 063X052 032 斑状ロームの茶褐色土 弥生片 2

N31 円 形 133× 110 036× 033 022 斑状ロームの暗茶褐色土 縄文片10

N31 楕円形 083× 078 066× 028 班状ロームの暗茶掲色土 26坑より新。縄文片4

S31・ 32 円形 132× 119 088× 071 032 斑状ロームの茶褐色土

N33 円形 067X065 052× 047 0 15 斑状ロームの茶褐色土

円 形 073× 065 036X021 027 暗茶褐色土 縄文か。縄文片2

楕 円形 104× 077 066× 050 斑状ロームの茶褐色土 縄文片2

N31 円形 [198]X132 [152]× 085 020 斑状ロームの暗茶褐色土 18,21坑 より古。縄文片 12

K35 隅丸方形 157X135 119× 112 034 RB多の暗茶褐色土 4溝より新。縄文片2

隅丸方形 087× 068 069× 058 022 RB多の暗茶褐色土 土器片 2(土師器か )

隅丸方形 lH× 103 087× 079 022 RB多 の茶褐色土

K34 隅九方形 163× 154 096× 067 1 32 焼土含む茶褐色土

K33 隅丸方形 099× 081 088X040 037 RB多の暗茶褐色土 縄文片ユ
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No グリット 平面形 上径m 底径m 深さm 覆土 備 考

K・ L33 隅丸方形 59× 115 083× 043 RB多の明茶褐色土 土器片 1

K32 円形 43X125 097× 048 焼土含む橙褐色土 縄文片 H

K34 隅丸方形 1 2× (098) 092× 031 RB多の暗茶褐色土 35坑より古。土器片 1

K34 隅丸長方形 ( 30)× 070 114× 051 RB多の暗茶褐色土 34坑より新。縄文片 3

R33 楕円形 ( 70)× 141 [112]× 113 斑状ロームの暗黄褐色土 縄文か。縄文片31

37 R33 円形 099× 082 062× 058 斑状ロームの茶褐色土 縄文か。36坑より新。縄文片22

楕 円形 104× 085 062× 050 暗茶褐色上 土器片9(縄文片 4、 他土師片 )

033 円形 089X078 074× 061 0 17 暗黄茶褐色土 土器片 ]

P33・ 34 円 形 072× 060 047X039 024 黒褐色土 4坑に接する。高台片 1

(欠 香 )

N33 長方形 243X132 195× 085 l音茶褐色土 縄文か。縄文片 9、 他土器片21

円形 087× 084 075× 070 011 斑状ロームの黒茶褐色土 5溝より古。

円 形 H3× 096 058X045 斑状ロームの黒褐色土 縄文か。縄文片 3

033 円 形 107× (084) 052× 042 姓状ロームの黒茶褐色土 46坑より新。縄文か。縄文片2

033 円形 37× 120 097× 090 斑状ロームの暗黄褐色土 45坑より古。縄文片 4、 不片 1

円形 12× 096 085× 076 027 斑状ロームの嗜黄褐色土 7住より新。土器片46(縄文片21)

Q33 円 形 59× 140 038× 093 056 木炭層、焼土ブロック 5溝より新。縄文片 30、 他 26片

033 不整形 03X164 110× 054 班状ロームの黒茶褐色土 50坑より古。縄文片 21、 他6片

033 精 円形 ? 0]× 115 [081]× 075 斑状ロームの暗茶褐色土 49抗より新。

51 034 隅九方形 11 077× 051 斑状ロームの暗茶褐色土 54坑より新。縄文片 13、 他 10片

楕 円形 18× 082 039× 032 斑状ロームの黒茶褐色土 5溝より新。土器片 31(縄文片 H)

楕 円形 094× 050 075X039 斑状ロームの黒茶褐色土 縄文か。2住より古。

034 円形 076× [048] 050× [042] 0 17 斑状ロームの暗茶褐色土 縄文片 3、 他 2片

Q32 円形 094× 097 083× 076 斑状ロームの黒茶褐色上 縄文片 2

L33 楕 円形 068× 046 059× 035 焼土粒含む茶褐色土 縄文片 1

L32 円形 086× 076 064× 058 斑状ロームの暗黄褐色土 縄文片 4、 他 4片

欠番 (倒木根 )

N32 隅丸長方形 207X075 189× 052 茶褐色上 縄文片 5、 他2片

N32 精 円形 089× 068 065× 046 055 炭化物含む暗黄茶褐色土 縄文前期。舟形土器。縄文片22

031 円形 062× 060 043× 040 037 斑状ロームの暗茶褐色土 縄文片 1

N32 隅丸長方形 208× 068 195× 047 斑状ロームの暗茶掲色土 60坑より新。縄文片 6、 他3戸

精 円形 ? [110]× [062] [085]× [043] 0 17 斑状ロームの暗茶褐色土 7住より古。縄文か。土器小片 9

P32・ 33 隅丸長方形 ? [068]× E095] [034]X033 斑状ロームの黒茶褐色土 7住。63坑より古。土器片 3

O・ P33 隅丸長方形 ? 192X180 155X102 021 斑状ロームの黒茶褐色土 縄文か。

隅丸方形 ? E042]× 095 [030]X082 斑状ロームの黒茶褐色土 7住より古。縄文片 1

楕 円形 204× 131 と77X096 037 斑状ロームの暗茶褐色土 縄文片 11、 高台片 1、 他7片

円 形 217× 192 104X086 斑状ロームの暗茶褐色土 縄文片 25、 杯片 7、 他 16片

Q32 円形 205× 193 164× 142 斑状ロームの暗茶褐色土 縄文中期。43片

70 S31・ 32 円形 097× 078 068X058 022 班状ロームの黒褐色土 縄文片 4、 弥生片 1

71 Q30・ 31 円 形 121× 099 063× 041 024 斑状ロームの暗茶褐色土 72坑より古。

Q30・ 31 円形 127× 120 077× 071 暗茶褐色土 71坑より新。

楕円形 157× 085 121× 054 023 暗茶褐色土 縄文片 8、 土師器片 4、 他 5片

Q3〕 円形 104× 096 066× 051 黒褐色土

75 欠番 (倒本痕 )

N30 隅丸方形 087× 077 053× 051 052 暗褐色土 縄文片21

77 R30 円形 112× 097 090× 069 班状ロームの茶掲色土 縄文片 2

T31 隅丸長方形 340× 176 260× 101 班状ロームの黒茶褐色土 縄文か。

楕 円形 ? [089]X089 [084]× 066 026 暗灰黄色土 94坑より新。土器小片 1

(欠番 )

N31 精 円形 179× 091 132× 047 021 Π音黄茶褐色土 縄文か。縄 文片 1

L・ 卜430 不整 円形 214× 193 165× 117 077 RB含む暗黄茶褐色土 9溝より新。縄文片4

L・ 卜131 隅丸長方形 263× 145 224× 10 斑状ロームの黒茶褐色土 縄文か。縄文片 27、 他 20片

L29,30 楕円形 275× 192 225× 167 071 RB含む黄茶褐色土 数基の重複か。寛永通宝出土。

円形 157X135 098× 067 065 木炭層。黄茶褐色土 2号蔵骨器。平安。

円形 084× 075 049× 043 暗黄茶褐色土 弥生片ユ

円形 075X059 040× 034 021 黄茶褐色土 縄文片 1、 他 2片

T31 長方形 149× 093 103X056 RB含 む茶褐色土

不整形 [104]× 085 [092]× 052 焼土含む暗黄茶褐色土 84坑と重複。

S29 円形 099× 087 079× 072 027 暗黄～黒茶褐色土 縄文片 1

91 Q29 円 形 077× 063 043× 035 暗黄～黒茶褐色土 縄文片 2、 土師片 2、 他3片

T29 円 形 090× 086 060× 059 026 暗茶褐色土 土器片 1
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NO グリッド 平面形 上径 m 底径 rn 深さm 覆土 備考

S29 隅丸長方形 181× [075] 170× [050] 斑状ロームの暗黄掲色土 縄文か。縄文片 5

S・ T29 円形 105× 100 066× 045 033 暗黄褐色土 79坑より古。縄文片 1、 高台片 ]

S29 楕 円形 108X080 085× 054 茶褐色土 縄文片と、弥生片 1

N29 円形 116× 118 139× 138 068 黒褐色～暗茶掲色土 縄文中期。2個体と53片

97 R29 円形 085× 082 065× 064 斑状ロームの暗黄褐色土

R28 楕円形 098× 075 058× 041 042 斑状ロームの黒灰色土 谷頭部。縄文片 4

N29 円形 150× 147 150× 145 黒褐色～茶褐色土 縄文中期。188片

Q28 円形 123× 116 101× 093 斑状ロームの暗責褐色土 231坑より古。縄文片6

Q28 隅九長方形 234× 080 203× 054 斑状ロームの暗茶褐色土 232坑より古。縄文片 9

Q28 円形 094× 085 065× 052 木炭層。

Q28 円形 089× 092 049× 046 032 班状ロームの茶褐色土

031 円形 061× 060 039× 036 027 黄茶褐色土 土器片 1

P27 隅丸長方形 127× 073 084× 042 斑状ロームの暗茶褐色土 縄文片 1

P26 楕円形 102× 082 068× 043 暗茶～黒茶褐色土

N28 楕円形 21× 070 071× 040 暗茶～黄茶褐色土 土器片 7、 剥片 1

N/127 円形 075 茶褐色土 縄文中期。縄文片 285

K27 隅丸長方形 173× 159 101× 066 1 02 暗茶褐色土 縄文か。縄文片 3

10 狂ヽ27 隅丸長方形 258× 087 231× 047 029 焼土粒含む暗茶褐色土 111坑・8溝より新。

ll Lo M26・ 27 隅丸方形 248× 176 068× 037 087 暗黄茶掲色土 と10坑より古。

12 N,025・ 26 不整形 268X123 087× 011 暗黄茶掲色土 倒木痕か。縄文片12

3 K27 円形 065X063 031X027 017 暗黄茶褐色土

4 026 楕 円形 157× 123 120X057 黒褐～暗黄茶褐色土 2溝より古。イ片 1

5 025 楕 円形 097× 074 047× 028 暗黄茶褐色土 7溝より古。

6 024 円形 066X062 047× 041 暗黄茶褐色土 縄文片 1

7 L―卜425 隅丸方形 202× 165 077× 048 暗黄茶褐色土 縄文片 1、 他1片、礫片 1

8 L26 円 形 155× 148 088× 085 暗黄茶褐色土 縄文か。縄文片 1、 他 1片

9 N24 円形 092× 090 070× 058 021 暗黄茶褐色土

M25 楕円形 031X052 (058)× 028 015 暗黄褐色土

卜125 隅丸方形 110X082 059× 045 030 暗黄褐色土

卜126 円形 089× 083 [036]× 053 茶褐色土

N24 円形 [17× [071] 097× [066] 0 13 茶帽色土

L・ M24 楕円形 [72× 118 t48× 083 023 暗黄茶褐色土 93Pより古。

M24 精円形 085× 076 063× 042 暗黄茶褐色土

卜(24 楕円形 094× 069 052X045 017 暗黄茶褐色土

27 N25 円形 080× 070 043× 035 017 暗黄茶褐色土

M24 円形 127× [079] 118× [068] 暗黄茶褐色土

024・ 25 円 形 [188]× [148] [161]× [129] 茶褐～暗茶褐色上 6濤より古。縄文片 2

No021・ 22 円形 109× 101 072× 060 暗黄茶褐色土 6溝より新。

1 円形 131X124 088× 078 暗黄茶褐色土

K24 円形 118× 107 070× 019 焼土粒、焼土ブロック 縄文片 1、 土器片4

精 円形 137× 106 113× 086 茶褐色土

円形 107X100 061× 055 黄茶褐色土

M23 円形 080× 076 058X050 021 木炭層 6溝上面構築。

M22 楕 円形 060× 047 039× 027 011 焼土含む茶褐色土

h/122 円 形 057× 053 027× 022 焼土含む茶褐色土 縄文片 1、 土器片 2

M22 円形 092X080 049× 048 014 焼上含む茶褐色土

1ヽ22 円形 054× [043] 036× [030] 015 焼土含む茶褐色土

卜123 円形 103× 095 076× 068 0 15 茶褐色土 土器片 1

1 (欠番 )

N22 精円形 t36X107 098× 064 056 暗黄茶褐色上 8住より新。

3 K23 精円形 041× 028 029× 020 焼土含む暗黄褐色土

4 円形 095× 090 053× 038 026 暗黄茶褐色上

L24 楕 円形 138× 095 091× 048 暗責茶掲色土 須恵器片 1

隅丸方形 233× 202 180× 173 077 茶褐色土 縄文片 6、 土器片 5、 剥片 1

7 円形 098× 091 061X058 茶褐色土

楕円形 085× 061 065× 047 暗黄褐色土

円形 076× 072 055× 047 焼土含む暗黄褐色土

U27・ 28 円形 078× 065 051X038 032 暗茶褐色土 20住・151坑より新。上器片 5

1 U28 円形 090× [082] 079× E072] 027 暗茶褐色土 20住より新。土師・須恵片3など

郡「 27 円形 136× 117 100× 087 050 17住より新

(欠番 )
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No グリッド 平面形 上径m 底径m 深さm 覆土 備 考

V23・ 24 隅丸長方形 264× 114 207× 081 053 暗茶褐色土 230坑 より古。

V24 楕円形 098× 077 062× 046 暗茶褐色土

V24 隅丸方形 112× 093 085× 064 暗茶褐色土

V24 精円形 088× 076 054× 029 黒褐～茶褐色土

へ′24 精 円形 124× 099 088× 058 H音茶褐色土

都/24 楕 円形 133× 099 090× 063 暗茶褐色土 灰釉片 1

U24 隅丸方形 114× 073 047× 039 暗黄褐色土 縄文片 1、 土師・須恵片2

U24 円形 094× 079 061× 048 暗黄褐色土 土師・須恵片8

U25 円形 142× 130 057× 038 明茶褐色土

¶/25 円形 168× 146 096× 091 051 黒褐～暗茶掲色土 弥生片 2、 土師・須恵片 14など

耶/25 円形 102× 091 064× 062 暗茶褐色土

W25 楕円形 210× 093 165× 063 暗茶褐色上 土器片6

W25 方形 267× 240 235× 210 1 35 木炭層、RB多、焼土粒 赤化壁

V25 円形 E134]× 157 [126]× 131 暗茶褐色上 23住より古。

V25 精 円形 134× 113 082× 059 暗茶掲色土 169坑より新。縄文片1など

Ⅵr25 楕 円形 151× 102 106× 039 033 暗茶褐色土 2基重複か。

Ⅵr25 隅丸方形 095× 088 057× 056 黒褐～暗茶褐色土

71 M/27 楕 円形 ? E106]X[070] [085]× [045] 焼土含む暗茶褐色土 172坑より新。縄文片12など

瓢/26・ 27 精 円形 235× 137 と35× 061 144 暗茶褐色土 171坑より古。

Ⅵr24・ 25 不整形 573× 487 388× 309 173 焼上含む暗茶褐色土 縄文片78、 他土器片33

U28 隅丸長方形 (310)× 235 (266)× 201 焼土含む暗茶～黒褐色土 確認面に弥生・古墳土器片169

U30 円形 060× 059 046× 041 焼土含む暗黄褐色土

「ヽ30・ 31 円 形 051× 045 027X021 034 暗黄褐色土

77 V29 円形 073× 069 048X040 焼土含む暗茶褐色土

Ⅵ/30 円形 069× 058 042X037 焼土含む暗茶褐色土

V・ W30 円形 061× 053 033× 032 焼土含む黒褐色土 縄文片 1、 土器片2

X30 楕 円形 094× 073 070× 052 034 焼土含む黒褐色土 縄文片 4

U29 隅丸方形 130× 115 108× 092 022 焼土含む暗黄褐色土

【)29。 30 隅九長方形 124× 080 112× 067 焼土含む暗黄褐色土

V29 円形 063× 062 051× 044 焼土含む H音茶褐色土

覇「29 楕 円形 086× 063 062× 037 焼土含む暗茶褐色土

X29。 30 楕円形 093X062 067× 040 H吉茶褐色土 13住 に接する。縄文片 J

Y23 不整円形 118× 108 096× 093 暗茶褐色土 12住に接する。

X30 隅九方形 063× 057 055× 042 暗茶褐色土 229坑より新。弥生片 2

U28 隅丸方形 112× 105 091× 085 焼土含む黒褐色土 土師・須忘片 7

V28 楕円形 125× 075 092× 041 037 焼土含む黄褐色土 縄文片 2

V28 不整形 56× 170 140× 145 037 炭化物含む暗黄褐色土 縄文片 2

U27 隅丸長方形 169× 085 151× 070 焼土含む黒褐色土 20住に按する。上師・須恵片2

U28 lFJ九方形 123× 101 098× 073 055 焼土含む暗茶褐色土 縄文片 3、 土師片 7

U28 円形 069× 066 052× 045 焼土含む暗茶褐色土

U27 l「l九方形 148× 129 129× 096 焼土含む暗黄褐色土

U27 隅丸方形 091× 087 074X069 027 焼土含む暗茶褐色土

ふ′27 楕 円形 103× 053 062× 027 暗黄褐色土 225坑より新。上器片1

U29 惰円形 294× 121 277× 095 焼土含む暗黄褐色土 縄文片 4、 土器片 4

X27・ 28 隅九方形 t42× 195 125× 083 暗茶褐色土 赤化部あり。炉穴 ?16住 に接する

U27 円 形 102× 077 064× 052 焼土粒含む黒褐色土 20住より古。土師・須恵片15

M/28 隅九方形 202× 147 167× 092 032 暗黄褐色土 縄文片 1、 土器片 1

023 楕円形 164× 133 127X100 0 18 黄茶褐色土 縄文片 1、 土器片 1

202 N28 円形 と40× 126 098× 070 暗茶褐色土 縄文片 1、 土器片 4

030 方形 274× 262 264× 231 1 35 木炭層、焼土ブロック 縄文片 43、 土師・須恵片84など

204 L・ 1ヽ28 円形 088× 082 052× 043 068 暗黄茶褐色土 縄文片 1

K28 円形 083X073 053× 035 541状口_ムの暗茶褐色土

T28 円形 (170)× i43 087× 068 斑状ロームの暗茶褐色土 縄文片 2、 土器片 2

N27 円形 223× 195 184× 162 焼土含む暗茶褐色土 縄文か。縄文片 51、 土器片8

P27 円形 066× 060 045× 037 021 暗褐色土 邦片 1、 上師片 1

Q31 円形 063× 047 043× 032 016 暗褐～黒褐色土 縄文片 1

暗茶褐色上。木炭層 3号蔵骨器。

L29・ 30 隅丸方形 208× 200 [35× 105 RB含む暗黄茶禍色土 縄文片 2、 土師・須恵片3

212 Q31 隅丸方形 157× 135 138× 100 013 黒茶褐色土 縄文片 5、 弥生片と、杯片 1など

M28 精 円形 116× 093 088× 051 030 黄茶褐色土 土器片 1

029 円形 090× 078 064× 053 013 茶褐色土
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No グリッド 平面乃 上径 m 底 径 m 深さm 覆土 備考

5 030 惰円形 ? 120× [066] 094× E033] 029 茶褐色土 30住より古、39住より新。

216 N30 円形 100× 089 075× 068 010 暗黄茶褐色土 縄 文か。

217 027 円形 134× [113] 080× [093] 037 RB含む茶褐色土 2溝と重複。新旧不明。

8 M30 円形 157× 152 148X146 黒掲～茶褐色土 2溝下検出。縄文片23

026 脩円形 102X084 065× 049 035 黄茶褐色土 2溝より古。縄文片 1

026 円 形 091X090 031× 030 074 黄茶掲色土 2溝より古。

W・ X28 楕円形 188× [125] 165× 095 023 暗褐色土 縄文片 9、 土器片 3

U27 円形 130× 118 084× 079 038 焼土含む暗茶褐色土

223 V30 楕 円形 248× 167 114× 068 075 焼土含む暗茶褐色土 縄文片 16、 弥生片 1、 土器片8

7ヽ28 精円形 122× 068 111× 058 030 暗茶褐色土 41住より新。土器片6

V27 隅丸長方形 [070]× 058 [065]× 052 焼土ブロック 196坑より古。縄文片 1

U31 隅丸方形 118× 099 073× 061 077 暗茶褐色土 縄文片 1、 土器片 2

/ヽ28 円形 075× 064 057× 045 焼土含む茶褐色土 縄文片 2

V30 楕 円形 081× 052 029× 018 焼土含む茶褐色土

X30 円形 251× 213 214 1 93 047 暗茶褐 色土 187坑より古。縄文片16など

V23・ 24 隅丸方形 ? 130× [043] 105× [029] 暗茶褐色土

Q28 楕 円形 ? [087]× 090 [075]X080 100坑より新。

Q28 隅丸方形 ? [114]× [043] [085]X[025] 032 黒褐色土 101坑 より新。

第47表 ビットー覧表

N0 グリッド 平面形 上 面径 cm 底面径 cm 深さcn 底面標高m 覆土 備 考

1 円形 380× 340 170× 35 2527 茶褐色

2 楕円形 520× 360 360× 240 170 2534 茶褐色

3 楕円形 495× 350 175× 140 2529 茶褐色

4 楕円形 795× 380 440× 165 2540 茶褐色

5 隅丸方形 305× 230 11 5 2538 黒茶掲色

K35 精円形 510× 370 150× 90 2455 茶褐色

円 形 420× 330 280× 210 110 2535 茶褐色

8 円 形 370× 320 240× 205 75 2547 茶褐色

9 円形 410× 350 200× 170 260 2537 黒茶褐色

円形 410× 340 250× 210 245 2539 黒茶褐色

11 J・ K36 円形 340× 185 250× 180 2528 黒茶掲色

12 円形 390× 320 70× 65 780 2484 黒茶褐色

円形 340× 290 240× 190 2529 茶褐色

円形 380× 375 250× 220 2527 黒茶褐色

15 K86 隅丸方形 460× 440 330× 290 2521 茶褐色

16 不整形 700× 675 90× 70 2504 黒茶褐色 17Pを切る

17 不整形 [48]× 510 [37]× 270 2527 茶褐色

円形 350× 320 210X180 2533 黒茶掲色

楕 円形 440X310 170× 160 2535 黒茶褐色

楕円形 420× 330 155 2525 黒褐色

惰円形 530× 380 125 2525 茶褐色

K35 楕 円形 575X430 100× 95 2501 黒褐色

K35 楕円形 570× 350 300× 105 2509 黒褐色

K35・ 36 惰円形 625× 320 340× 180 190 2516 黒褐色

K86 円形 440× 400 270× 230 2520 黒褐色

K35 精 円形 470× 380 300× 220 150 2521 黒褐色

K35 楕円形 780× 500 160× 120 2515 黒褐色

K35 楕円形 5 840× 140 240 2523 黒褐色

円形 450× 390 260× 210 2530 黒褐色

楕円形 590× 410 200× 180 250 2526 黒褐色

31 円形 390× 360 210× 190 2533 黒褐色

K35 楕円形 480× 320 1140X135 2469 茶褐色 8Dと重複

K35 円形 330× 280 90× 85 2482 茶褐色

K34 隅丸 方形 650× 570 110× 75 620 2502 茶褐色

K34 楕円形 ? [45]× [40] [23]× [20] 2587 黒褐色 30坑 に切られる

K34 惰円形 [57]X340 200× 180 2478 茶褐色 30坑に切られる

K34 楕円形 720× 620 430× 310 2505 茶褐色

K34 円形 400× 370 230X200 205 2531 黒茶掲色 2溝覆土中構築

L32 円形 230× 260 160× 130 黒茶褐色

円形 650X590 250× 210 茶褐色

―-186-―



No グリンド 平面形 上面径 cm 底面径cm 深さcm 底面標高m 覆 土 備 考

41 L32 円形 550× 460 810× 270 2549 黒褐色

L33 楕円形 870× 720 230× 200 2535 茶褐色

楕円形 610× 400 370× 220 2524 黒茶褐色

卜132 精 円形 530× 430 270× 205 茶褐色

N32 精 円形 550× 420 380× 260 2635 黒茶褐色

Q32 円形 (45)× (43) 190× 95 2653 Sec無 し

047 円形 270× 210 120× 90 2663 混貝土

N29 円形 530× 470 220× 170 茶褐色 33住を切る

N31 円形 470× 430 290× 250 茶掲色

N31 円形 380× 360 80× 75 2615 茶褐色

51 N30 円形 360× 305 190× 140 茶褐色

N30 円形 230× 225 90× 80 茶褐色

N30 円形 410× 400 30× 65 2622 茶褐色

N30 円形 240× 230 130× 95 2634 茶褐色

N30 円形 270× 215 150× 140 2631 茶褐色

M・ N28 円形 520× 440 270× 250 茶褐色

P28 円形 570× 505 170× 130 2577 黒茶褐色

Q・ R28 円形 570× 530 270× 260 220 2580 黒茶褐色

R29 隅 形 430× 410 230× 95 2611 黒茶褐色

Q28 楕 円形 470× 405 320× 305 黒茶褐色

N31 楕円形 790× 650 200× 150 1590 2510 黒茶褐色 縄文片 13

N31 円形 490× 420 250× 240 1250 2543 茶褐色 縄文片 3

N31 円形 680× 505 240× 225 2599 茶褐色 縄文片 3

N30 円形 570× 530 230× 220 2561 茶褐色 縄文片7

N30 精 円形 1020× 690 160× 150 2571 茶褐色 縄文片12

N30 円形 430× 420 190× 185 2568 茶褐色

N30 円形 560× 510 850× 340 2642 茶掲色

N29 円形 270× 200 170× 120 2563 黒褐色 96坑に伴うピット

N30 円形 500× 460 250× 230 2644 黒茶褐色

70-89 欠番

円形 320× 305 180× 170 2614 焼土粒

円形 370× 330 250× 230 2610 炭化物

円形 390× 340 80× (7) 330 2599 炭化物

卜124 円形 400× 350 220× 205 2613 茶褐色 124坑 を切る

N25 円形 470× 400 130× 90 150 2633 茶褐色

K25 円形 380× 370 230× 170 26 13 茶褐色

K24 楕 円形 545× 860 220× 130 890 2520 茶褐色 縄文片」

K24 円形 505× 470 240× 200 210 2488 茶褐色 縄文片 15

K24 円形 530× 520 230× 190 2562 茶褐色 縄文片 3

K22 円形 700× 605 330× 260 690 2561 黒茶褐色 縄文片 5

K22 円形 460× 380 200× 140 750 2552 黒茶褐色

01 V23 円形 480× 440 210× 205 2553 茶褐色

ふ′23 円形 870× 360 220× 210 2522 茶褐色

U23 円形 600× 470 330× 305 2447 黒褐色

U24 円形 460× 390 140× 75 380 2488 茶褐色

V24 円形 490× 450 310× 260 2570 茶褐色

/ヽ23 隅丸方形 670× 560 260× 250 450 茶褐色

07 V24 精 円形 940× 690 520× 380 390 茶褐色

V24 円形 410× 370 205× 190 150 2572 黒褐色

′ヽ24 円形 520× 450 240× 190 670 黒褐色

t)24 円形 240× 210 60× 50 茶褐色

1 V24 円形 770× 680 560× 480 2572 茶褐色

2 ふ′24 隅丸方形 410× 400 140× 90 2595 茶褐色

8 V24 楕 円形 800× 660 640× 510 2597 茶褐色

14 ふ/24 円形 300× 290 130× 65 2597 黒褐色

15 V24 隅丸方形 450× 430 280× 230 440 2591 茶褐色

6 V24 円形 90× 350 220× 150 2598 茶掲色

7 V24 円形 460× 430 240× 165 2603 黒褐色

V24 円形 500× 450 230× 200 2579 茶褐色

Vヽ24 隅丸方形 370× 320 220× 185 2603 茶褐色

Vヽ24 精円形 580× 480 450× 280 2590 茶褐色
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NO グリッド 平面形 上面径 cm 底面径 cm 深さcm 底面標高m 覆 土 備考

121 蹴/24 円形 410× 370 270× 220 2597 茶褐色

Ⅵ/24 楕円形 500× 400 370× 280 2606 茶褐色

Mr23 隅丸方形 870× 830 440× 280 2536 茶褐色

覇/24 楕 円形 1320× 840 740× 460 620 2575 茶褐色

M/25 楕円形 560× 420 260× 180 580 26 12 茶褐色

覇/25 隅丸方形 870× 750 450× 330 480 2626 茶掲色

27 ∬/25 隅丸方形 (57)× 470 150× 140 660 2612 茶褐色

Mr25 楕円形 870× 720 320× 210 320 2646 茶褐色

覇′25 円 形 590× 530 340× 330 370 2641 茶褐色

Mr25 円形 730× 720 470× 150 2645 茶褐色

Vヽ25 隅丸方形 (68)× 580 (35)× 300 2650 茶褐色

X25 隅丸方形 810× 780 620× 470 300 2643 黒褐色

X25 円形 480× 450 260× 230 270 2634 茶掲色

X25 精 円形 750× 430 520× 210 2619 茶褐色

X25 円形 440× 350 160× 140 2617 茶褐 色

X25 円形 430× 350 230× 210 310 2644 炭化物

U25 円形 530× 470 230× 95 2523 茶掲色

瓢/25 楕円形 900× 620 150× 105 炭化物

耶/25 楕 円形 850× 710 170× 120 2626 茶褐色

U26 円形 510× 460 160× 120 2577 茶褐色

41 U26 円形 520× 460 120× 70 300 2566 茶褐色

U26 円形 570× 490 330× 260 茶褐色

U26 楕円形 870× 710 670× 490 270 2597 茶褐色

144 U26 楕円形 690× 500 210× 80 2588 茶褐色

U26 円形 ? 450× 430 360×― 2598 茶褐色

146 U26 精円形 ? 690× 一 520× ― 2590 茶褐色

Mr25 円形 450× 870 160× 140 2644 茶褐色

覇r25 円形 980× 930 180× 130 550 2633 茶褐色

149 V・ X26 円形 50× 760 620× 470 2638 茶掲色

X26 精円形 830× 570 670× 270 2647 茶褐色

覇/26 隅丸方形 790× 705 200× 160 250 2660 茶褐色

ふ′27 円形 530× 480 390× 330 220 2663 茶褐色

V27 精 円形 580× 410 360× 260 茶褐色

V27 円形 610× 550 380× 350 2679 茶褐色

V27 楕 円形 660× 400 E37]× 250 310 茶褐色

W,X23 隅丸方形 720× 610 540× 470 2569 茶褐色

W・ X23・ 24 隅丸方形 850× 680 260× 150 2549 茶褐色

X26 円形 380× 875 110× 70 茶褐色

¶/26 楕円形 900× 700 730× 530 茶褐色

V27 精 円形 700× 520 460× 310 310 2671 焼土粒

U30 円形 870× 350 240× 230 570 2603 焼土・炭化 7//J

U30 円形 420× 340 170X150 茶褐色

V30 円形 390× 330 130× 110 890 2560 茶褐色

ふ′29 円形 550× 410 290× 190 2533 焼土・炭化物

V29 楕円形 670× 560 400× 290 2635 茶褐色

V・ W29 円形 290× 220 70× 50 2612 焼土・炭化物

V・ W29 円形 280× 260 170X160 2624 茶褐色

ふ′28 楕円形 610× 470 460× 290 2660 黒褐色

ふ′28 楕円形 560× 390 330× 210 2637 茶褐色

U28 円形 480× 420 130× 110 2640 焼土・炭化物

1 V28 円形 490× 430 300× 160 2673 焼土・炭化物

V28 円形 580× 560 470× 180 2674 焼土・炭化物

U27・ 28 円形 680× 610 260× 170 26 19 焼上・炭化物

V27 隅丸方形 80× 260 200× 50 2595 焼上・炭化物 196坑を切る

V28 円形 340× 310 130× 80 500 2655 焼土・炭化物

V28 楕円形 660× 500 510× 240 570 2648 燒土・炭化物

U・ V28 精円形 840× 600 690× 340 2669 焼土・炭化物 2本重複か ?

U27 隅丸方形 620× 500 380× 270 170 2654 焼土・炭化物

V30 隅丸方形 705× 550 220× 140 320 2601 Secなし

X・ Y29 円形 (55)× 480 (33)× 290 700 2568 茶褐色

1 Ⅵr29 円 形 750× 650 550× 420 茶褐色 倒木痕より新
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Ⅳ 出土遺物の鑑定と分析、保存処理

1.信太入子ノ台遺跡出土古代人骨について

谷畑美帆

(明治大学研究知財戦略機構・客員研究員)

本稿では平成 21年 10月 1日～平成 22年 6月 1日 に実施された発掘調査により、信太入子ノ台遺跡から出上し

た壷内に納められていた人骨片についての記載をする。詳細は下記のとおりである。

①第 1号蔵骨器

壷内には土混じりの人骨が納められている。壷内に納められている人骨には部位によつて焼成時の温度差があり、

大艦骨など下肢骨が特に白つぽい色調 (5 RP、 9/0.5)を呈している。

壷内の上層には大腿骨などの下肢骨が配され、下層には頭蓋骨片が納められている。そのため壷には頭蓋骨片な

ど頭部に位置する人骨が先に収納され、大腿骨など下肢の骨が最後に納められたと考えられる。成人個体であるが、

微 lullの詳細については不明である。

②第 2号蔵骨器 (灰釉碑翻

壷内には土混じりの人骨が納められている。壷内に納められている人骨には部位によって焼成時の温度差があり、

大腿骨など羽岐骨が特に自っぽい色調 (5 RP、 9/0,5)を呈している。

壺内の上層には大腿骨などの下肢骨が配され、腰椎は検出されていないが、中層に肋骨 。頚骨 。上肢骨などが配

されている。また下層には下顎骨や頭蓋骨片が納められている。

焼成人骨の場合は、比熱による収縮が生じるため、困難であるが、本個体の場合、検出された寛骨国の大きさか

ら男性の可合旨性がある。また本個体の年齢は、頭蓋骨の外ル更が未閉鎖、内板閉鎖が終了していることから、壮年と

考えられる。

③第 3号蔵骨器 (須恵質・蓋裏に「大伴」墨∋

壷内には、土混じりの人骨が納められている。鑑定を実施した結果、都位によっては被熱差が見られる。人骨片

は、下肢骨片が上層に配され、下肢骨は特に自っぽい色調 (5 RP、 9/0.5)を呈しており、被熱による変形も見ら

れる。寛骨と推される破片は検出されていない。この他、頚椎や肋骨片が中層から見つかつている。また上肢骨の

一部も中層から検出されている。

羽岐骨の中でも大腿骨は近位端を上に遠位端を下にして納められていることが明らかとなつた。下層には頭蓋骨

片などが納められており、歯牙片も 1本検出されている。歯牙は、焼成の際に消失してしまうことが多いらしく、

今回のような焼成人骨の場合は遺存していないことが多い。性別については不明であるが、頭蓋骨内板の縫合が終

了していることから本個体の年齢は壮年以降と考えられる。

焼成人骨については、遺存状態の不良さ等からこれまであまり注目されてこなかつた。しかし、比熱による温度

差が部位によつて存在することから、焼成時の様相を考察する手がかりとなるものもあり、興味深い。またすべて

の壷内には重複している部位が存在しないことから、 1個体分のみが納められていると考えられる。
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2.信太入子ノ台遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

`よ

じめに

信太入子ノ台遺跡 (茨城県稲敷郡美浦村信太)は、霞ケ浦の東側、小野川左岸の台地 (稲敷台地)上
に位置する。発掘調査の結果、本遺跡は縄文時代前期後半から平安時代の集落であることが確認されて

いる。

本報告では、平安時代の焼失住居と考えられる住居址から出土 した炭化材の樹種、および木材利用の

検討を目的として樹種同定を実施する。

1.試料

試料は、平安時代の住居址から出土 した柱材あるいは屋根材 と推定される炭化材 10点である。その

内訳は、4号住居址が 6点 (陥 1～ 5,8)、 17号住居址が 3点 (配 6,7,17)、 25号住居址が 1点 (陥 3)

である (表 1)。

試料に供された炭化材は、いずれも棒状を呈し、木口 (横断面)の観察から芯持丸木材 (4号住居址 :

No l,17号住居址 ;No 6・ 17)、 芯持材 (4号住居址 ;h3・ 4)、 および芯材部が欠損する、あるいは不明瞭

なものに分類された。

2分析方法

試料を自然乾燥させた後、本国 (横断面 )・ 柾目 (放射断面 )・ 板 目 (接線断面)の 3断面の割断面

を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の種類や配列を観察 し、その特徴を現

生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較して種類を同定する。

木材組織の名称や特徴は、島地・伊東 (1982)や Wheeler他 (1998)を参考にする。また、日本産

木材の組織配列については、林 (1991)や伊東 (1995,1996,1997,1998,1999)を 参考にする。

3結果

結果を表 1に示す。炭化材は、広葉樹 3分類群 (コ ナラ属ヨナラ亜属クヌギ節・ コナラ属コナラ亜

属コナラ節・クリ)に同定された。以下に、各分類群の解剖学的特徴等を記す。
・ コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (2ク ?rfクd subgen.2ク9κクS Sect.働 rrrd)ブ ナ科

環孔材で、孔圏部は 1-3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、単独で放射方向に配列 し、年輪界

に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、

1-20細胞高のものと複合放射組織 とがある。

・コナラ属ヨナラ亜属コナラ節 (2ク9rftt subgcn 2″ 9rftt scct,P/・力熔)ブ ナ科
環孔材で、孔圏部は 13列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減 しながら火炎状に配列する。道

管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1-20細胞高のものと複合放射

組織とがある。

・ ク リ に 務 勉ηθα θ胞 ヵαtt SiCb.ct Zucc.)ブ ナ 科 ク リ 属

環孔材で、孔圏部は 3-4列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減 しながら火炎状に配列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 115細胞高。
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1 種 同定結

試料番号 遺構 時代 遺物番号
観祭所 見

樹種
形 状 径 (cm)*

No4 4号仁 居 士 平安時代 NO.1 芯 芋 丸 木 ク リ

Nα 5 4号住居址 平安時代 N02 ク リ

No6 4考仁 居 立 平安 時代 N03 十心 材 コナラ属コナラ亜属コナラ飾

Nα 7 4号住居址 平安時代 N04 芯持材 ク リ

Nα8 4号住居上 平安 時代 Nα5 コナラ属コナラ亜属コナラ節

N09 4号住居址 平安時代 No 8 ク リ

NO 17号住居址 平安時代 No6 芯持丸木 コナラ属コナラ亜属コナラ節

NO 1 17号住居址 平安時代 〈o7 2.5 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

配 2 17号住居址 平安時代 N。 17 芯持丸木 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

No 25号住居址 平安時代 Wo3 コナラ属コナラ亜属コナラ節
*径は、形状が芯持丸木のものは直径、芯持材は半径、その他は残存する木日(横断面)の幅に相当

4.考察

平安時代の住居址から出土 した炭化材からは、クヌギ節、コナラ節、クリの落葉広棄樹 3分類群が

認められた。これらは、二次林等を構成する落葉高木であり、木材は重硬で強度が高い材質を有する種

類である。また、いずれも人里周辺に普通に見られる分類群であることから、遺跡周辺に生育した樹木

のうち強度の高い木材が選択、利用されたと考えられる。

各住居址の炭化材の出土状況 と樹種構成についてみると、4号住居址の壁際出土試料 (血 1,2,8)に

クリが多いという傾向や、 17号住居址および 25号住居址はクリが認められずクヌギ節、コナラ節を主

体とするという特徴が窺われる。

本遺跡周辺における調査事例では、興津白井遺跡 (美浦村)の平安時代の住居址より出土した炭化材

にクヌギ節が確認されている (パ リノ・サーヴェイ株式会社 ,2000)。 この他、馬場遺跡や行人田遺跡 (牛

久市)の 8世紀後半～ 9世紀初頭の住居址から出土した炭化材にクヌギ節やコナラ節 (パ リノ・サーヴェ

イ株式会社 ,1996)、 霞ケ浦の対岸に位置する木工台遺跡 (行方市)の 9世紀中頃～後半の住居址から

出土 した炭化材にクリ、サクラ属、ヤマウルシが確認されている (パ リノ・サーヴェイ株式会社 ,1998)。

これらの調査事例を踏まえると、今回の分析調査で確認されたクヌギ節、コナラ節、クリは、本遺跡周

辺の平安時代と考えられる住居跡の建築部材の主要な用材であったことが推定される。
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理センター建設に伴 う埋蔵文化財の調査― ,美浦村教育委員会埋蔵文化財発掘調査報告 9,美浦村教育
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3.金属遺物の保存処理

信太入子ノ台遺跡より出土した金属遺物 3点の保存処理工程を記す。

1.保存処理方法および工程

(1)鉄製品

1)事前記録 (処理前状況)

2)X線写真撮影 (装置 :(株)理学電気 R卜250 X― ray)
3)脱塩処理 (アルカリ溶液による脱塩処理後、脱アルカリ処理)

4)ク リーニング (ミ ニグラインダー・エアーブラシ等による)

5)合成樹脂による強化処理 (アクリル樹脂プライマルMV-1の 減圧含浸・塗布 )
6)乾燥 (脱水処理)

7)接合 (エボキシ系接着材による)

8)写真撮影 (処理跡後状況)

9)脱酸素剤を封入したフィルムパックヘ梱包

(2)銅製品

1)事前記録

2)X線写真撮影 (装置 :(株)理学電気 U250 X― ray)
3)脱塩処理 (アルカリ溶液による脱塩処理後、脱アルカジ処理)

4)ク リーニング (ミ ニグラインダー・エアーブラシ等による)

5)合成樹l旨による強化処理 (ア クリル樹脂パラロイ ドB72の減圧含浸・塗布)
6)乾燥 (脱水処理)

7)接合 (エポキシ系接着剤による)

8)写真撮影

9)脱酸素斉」を封入したフィルムパックヘ梱包
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図版1炭化材

1.コ ナラ属コナラ亜属クヌギ節 (17号住 ;配 17)

2.コナラ属ヨナラ亜属コナラ節 (4号住 ;N03)

3.ク リ(4号住 ;配 8)

a:木 口,b:柾 目,c:板 目

-200μ

 m:a
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図版2 金属器のX線写真

(左)第 14号土坑・銅器  (中央)第 1号掘立柱建物址・鉄器  (右)第29号住居址 。鉄器
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V まとめ

縄文時代

縄文時代のものと考えている遺構は、竪穴住居址 7軒、

土坑 10基である。その他、時期不明とした、いくつかの

土坑とピントは、遺構の形状、堆積土、出土遺物を考慮

すると、縄文時代のものである可能性がある。竪穴住居

IIはいずれも前期のもので、前期前半と思われる住居址

が 2軒、前期後半の、浮島式～興津式の時期のものと思

われる住居址が 3軒、前期の住居址が 2軒である。土坑

は、前期後半の浮島・興津式期 2基、中期中葉 4基、中

期後葉 2基である。

土器片は、早期～後期までの土器が出土した。土器編

年は、茨城県における最新の縄文土器研究をまとめてい

る「茨城の縄文土器」(茨城県立歴史館史料部 2006)を

基準にしている。

早期の土器片では、器面を横にヘラ削りした土器片が

出土してお り、一部は横に凹状に器面を削っている。胎

土が灰黄褐色で、白色粒や礫を多く含み、胎土の密度が

疎である点は、早期中葉の沈線文系土器 と同じである。

この器面を横にヘラ削りした土器は、撚糸文系土器と沈

線文系土器の間に位置する土器群と考えており、本遺跡

出土土器の中ではもつとも古い土器である。出土した土

器片数は、沈線文系土器と同様、多くは無い。早期の後

半の条痕文系土器は、東台地を中心に比較的多く出土し

た。特に早期の終末期と考えられる、土器の外面と内面

に条痕や擦痕を施すものが多く出土している。胎土に繊

維を含み、条痕を施さず、縄文を器面に施した、前期前

半の土器群は、東台地・西台地の北側を中心に出土して

いる。器面に、単節縄文、無節縄文、羽状縄文、木目状

撚糸文や付加条縄文を施しており、沈線は単沈線を横方

向に並べて巡らしたものが多い。黒浜式を中心に出土し

ていると考えている。同じく調査区北側を中心に出土す

る前期後半の土器は、胎土に繊維を含まず、黄褐色～橙

褐色を呈し、一部の土器片は白色粒や礫を多く含み、雲

母を含むこともある。文様では、半裁竹管状工具を使つ

た平行沈線文や、貝殻を使つた波状貝殻文が多く、輪積

み痕を残 しているものも少なくない。浮島式～興津式を

中心に出土している。中期は、器厚が厚くなり、沈線と

隆帯を器面に施す。単沈線を組み合わせた文様が多い中

期前葉の工領ヶ台式と見られるものは少なく、隆帯や沈

線、角押文を使つて区画を作 り、中に縄文や条線を充填

させる、中期中葉～後葉の土器片が多い。中期中葉の土

器は、胎土に自色粒や礫、雲母を含む①後期の上器は、

器面に磨消縄文を施している。

信太入子ノ台遺跡において、土器片の時期別出土数で

は、3時期に土器片数が増加する。最初の時期が、早期

後半の条痕文系土器の時期で、特に外面と内面に条痕文

のみが施された早期終末の時期ものが、東台地北部で多

く出土する。次の時期が、前期前半の黒浜式から、前期

後半の興津式までの時期で、土器片は調査区北側を中心

に出土する。最後の時期が、中期中葉から後葉の時期で、

土器片が西台地南よりで出土する。竪穴住居址は前期の

もの、土坑は中期中葉～後葉のものが多いと推定してお

り、土器片数の増加 と信太入子ノ台遺跡の利用された時

期には関連性があると考えられる。早期の遺構は確認で

きなかったが、早期の土器片が多く出土した東台地の北

側は、現在の宅地跡や、弥生時代から平安時代までの遺

構が多く出土しており、早期後半の遺構は、これらの後

世の遺構によつて破壊されているものと考えられる。

要するに、今回の発掘調査で分かつたことは、調査箇

所は、早期後半に何らかの利用がなされ、前期に竪穴住

居址が建てられ、中期中葉から後葉には土坑が存在した

ということである。

弥生 ヨ古墳時代

今回の調査の結果、弥生時代に属する遺構として竪穴

住居址 9軒、古墳時代に属する遺構として竪穴住居跡 9

軒、周溝 1基が検出された。両時代の住居のほとんどが

東台地に占地し、東台地より広い平野部を持つ西台地に

は第 7号住居llLと 第 8号住居址の 2軒が確認されるだけ

であつた。

出土遺物をみると弥生時代の住居内では第 13号住居

址の大型壷や、第 34号住居址の完形の壺など、ほとん
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どの住居址で胴部下半から底部、口縁から胴部上半と遺

存率の良い資料が出土した。しかも、住居内出土の弥生

土器片の半数近くがこれらの資料に接合した。一方、古

墳時代では第 26号住居址を除く住居では遺存率の良い

資料の出土は少なかった。また、両時代の住居址からは

土器以外の遺物の出土は少なく、紡錘車・球状土錘も各

1～2点の出土と出土数は非常に少なかった。

弥生・古墳の住居址に共通する個体数の少なさは主に

住居廃絶時に伴 う住居の解体・清掃によるものと考えら

れる。第 13号住居址や第 26号住居址では床面付近に炭

化材が確認でき、第 10。 27号住居址では床面が粘土質

に変化し、その他の住居でも床面付近の層から焼土が確

認 され住居のピッ トには焼土が含まれない傾向が見ら

れた。このことから住居廃絶に解体が行われ、解体に伴

つて住居内を清掃が行われたため住居覆土内から遺存

率の良い資料の出土が少なかった≧考えることができ

る。弥生時代の住居では床面からは弥生土器 。上層から

は古墳時代の遺物が出土する傾向を持ち第 13。 16号住

居址のように遺存率の良い古墳時代の遺物も出土して

いる。断言はできないが、古墳時代の住居廃絶時との関

係′性も考えられる。

しかし、弥生時代の住居址に関しては廃絶に伴 う清掃

だけでは説明しきれない。第 16号住居址の東壁で出土

した壺は、床面を掘 り込み、隣に磨石をそえて重を据え

ていた事からみても意図的な行為である事は明白であ

る。また、先述したが住居内出土土器の大半が同一個体

に接合する事がほとんどの弥生時代の住居址に確認で

き、第 16。 32号住居址出上の小型甕や第 13号住居II出

土の胴部に穿孔を施 した壺の出土とあわせて第 16号住

居址のみに意図的な行為が行われていたと考えにくく、

他の目的を持っていると考える事ができる。古墳時代の

住居は弥生時代の住居IIほ ど全体的に接合はないため

同様の行為があったとは考えにくく、この遺物出土状況

は弥生時代後期を考える上で留意した方がよいと思わ

れる。

今回の調査では台地上に弥生後期後半～古墳時代前

期の住居が密集したが、両時代の住居址が台地上に密集

して検出される例は少なく、弥生時代から古墳時代の過

渡期や当時の台地利用を考える上で良い資料を提供 し

た遺跡と言える。今後の弥生・古墳時代の研究及び美浦

村の古代史の解明に少しでも役に立てば幸いである。

奈良・平安時代

今回の調査で確認された住居llLや土坑などについて、

その覆土中から出土した遺物の傾向などを参考にしなが

ら見ていきたい。

まず、出土遺物による遺構の時期認定については、今

後詳細な検討を行 う必要があるが、おおまかにみると、

住居址群では、供膳具が土師質土器主体の構成をとり、

削り整形の土師質菱が多いことから、おおよそ 9世紀後

半から 10世紀代の時期が想定される (浅井 1992,1993

他 )。 一方、方形区画溝 (第 6号溝状遺構)の覆土中から

纏まって検出された須恵器群のうち、胎土に自雲母を含

み新治窯跡群産と思われる第 101図 5のイは、器高指数

(器高/口径×100)が 33.58、 底径指数 (底径/口径×

100)が 48.18を 示し、9世紀第 2四半期の東城寺寄居前

B段階におおよそ位置付けられる (赤井 1998)。 また、

蔵骨器では、新治窯跡群産と思われる第 1号の甕は、平

底で胴部に縦位の平行線文叩きがみられ、8世紀末～9

世紀前半の時期が与えられる (佐々木 2001)。 さらに、

第 2号の灰釉陶器は、川井正一氏の御教示によると、9

世紀初頭に位置付けられる猿投窯編年の井ヶ谷 78号窯

式に比定される可能性がある。このように、住居址群と

西台地に展開する方形区画溝や蔵骨器などとの遺構群と

は構築時期にずれが認められる。

次に住居址だが、第 2・ 3・ 15号住居址のカマ ドには、

いずれも土師器の小型甕を倒立させて支脚の代わ りとし

て使用 したという共通点がある。さらに第 2。 15号住居

址については袖部に半裁した土師器密を配置し、補強目

的で使用した形跡もある。そして、第 4・ 17号住居址な

どは床面付近から多量の炭化材が検出されてお り、焼失

住居であると思われる。また東台地の谷部を望む西側斜

面には第 20・ 23号住居址があり、谷を挟んで反対側にあ

たる西台地の東側斜面には第 28・ 29号住居址がある。こ

のうち、第 29号住居址を除きカマ ドの軸線が同様の方向

を向いている点も注意をひく。住居址は全体を見渡すと、

北カマ ドが多いことに気が付く。東カマ ドを持つ住居 2

軒、西カマ ドを持つ住居 1軒に紺し、北カマ ドを持つ住

居は 15軒である。

平安時代の土坑と考えられるものは、第 4号土坑、第
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14号土坑である。このうち第 14号土坑からはかなりの

数の土器片が出土している。これだけの遺物数がありな

がら小片が多く、接合するものがほとんどなかった。周

辺住居の土器捨て場だつたのだろう。

さて、この時代の遺構の中でひときわ目を引くものと

しては、やはり第 1号～第 3号蔵骨器と方形区画溝 (第

6号溝状遺構)であろう。前述したように、蔵骨器 と方

形区画溝は、住居II群 より先行する互いに近い時期の所

産と思われ、方形区画溝も墓もしくは宗教的施設であつ

た可能性も考えられる。また、第 6号溝を切る形で第 9

号住居址が占地するのだが、その覆土中からは「佛」
。「藤」

や「寺」(?)と 推測される塁書土器が、カマ ド内部から

は鉄鉢形土器などが出土している点、近辺に住居址があ

まり見られず、空白地になっている点、さらに西側にあ

る堀立柱建物址の存在と合わせて考えてみたときに、こ

の地区になんらかの仏教施設があつたのではないかとい

う解釈をした。

ここでは第 3号蔵骨器の蓋の裏側に書かれていた 「大

伴」について少し触れておきたい。

蔵骨器の見つかつている遺跡として、茨城県内では土

浦市の前谷遺跡、金澤遺跡、石橋北遺跡、石橋南遺跡、

人幡脇遺跡、尻替遺跡などから出土しており、正確な出

土地点は不明ながらも土浦市田村町からも蔵骨器が見つ

かつている。また、本遺跡が所在する美浦村では池端遺

跡から、阿見町では手接遺跡、花房遺跡、大日遺跡など

から、稲敷市では小野遺跡から見つかつている。さらに、

石岡市染谷、桜川市大国玉、玉里村栗又四ヶからは灰釉

陶器短頸壺の蔵骨器が出土している (上高津貝塚ふるさ

と歴史の広場 第 11回特別展 2006)。

さて、本遺跡の第 2号蔵骨器は蓋と本体が灰釉陶器で

あつたが、第 3号蔵骨器については、本体・蓋、ともに

須恵器で、蓋裏側に塁書で「大伴」と書かれてある。大

伴氏といえば畿内で工世紀から九世紀にかけて繁栄した

古代豪族である。物部氏とともに大和国家の軍事を担当

し、政治面でも活躍した有力氏族だつたが、貞観 8年 (866

年)に 「応天門の変」が起こり没落。それ以降は政治の

中心から遠ざかる。

さて、茨城県のこの地域において「大伴」というと、7

世紀半ばに古代信太郡中家郷 (現在の土浦市近辺)に「大

伴部」が存在していたという指摘がある (千葉 2009)。

本遺跡の位置と推定される時代に若千のずれがあるよう

に思われるが、大伴氏は『古屋家家譜』 (『 甲斐国一ノ宮

浅間神社誌』資料編及び『各家系譜』所収)に よれば高

皇産霊神からおこつたとされており、その祭祀などにも

関係があつたとされている。高皇産霊神を祀る神社が美

浦村周辺にもあることや、今回出土した資料と合わせて

考えると何らかの関連があるかと推測されるが、問題点

も多く課題は残る。

第 2号・第 3号蔵骨器に関しての類例だが、桜川市大国

玉出土例や、稲敷市小野遺跡出土例などが挙げられるだ

ろう。

最後に本遺跡の土師質の不についての編年を多少なり

とも試みようとしたが、今回は見送ることとし、幾つか

の問題点とともに今後の課題としたい。
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PL.4

第 1号住居址 (西より) 第 1号住居址炉 (南より)

第2号住居址 (東より)
i■■lrlドと|.・・ II

第2号住居址カマド土器出土状況 (東より)

第 3号住居址 (西より)

第 3号住居址カマド土層 (西より)

第 2号住居址カマド (東より) 第 3号住居址カマド (西より)



PL。 5

|('テ |ヽ |

一，
一上
一
一一一
一
一

一

一

一
一一
一
一一
・

一
一一一一一一一
一
一
一一
一
一一

|||1挙

第4号住居址カマド

|||||||||||||||||||||||||,オ ||

■IIIIIIIIIIlil111i
l!|III■「■■|||● |■■●■||■|:|||

(南 より)

とが

一一一）一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一〓一

一一一一一，ｒ一一一， 一一一一一一一一一一一一一・一一・一一一一一一・・一一一一一一一一

II■■■■|■

■ 11,||:,|||||||

集1鍵||
● I― ||||■ ―

警韓善と癬■
■||l ir. |■ |||||   _

群  |

簸

ⅢⅢⅢ■
=

第 4号住居址炭化司出土状況

Ⅷ i

第 4号住居址カマ ド支「と,出土状況 1南東より
'

第 5号住居址カマ ト 1南西より,

|| I        Ⅲ・ ||| |||■ |

li●|.1絨i

|■―■||■■
=||第 6号住居址炉 1商 より)

鍵電

襲

一韓

第 5号住居址 (南西より,
I癬

!■‐
軋 !―慈

鰈 |

ェr1111
一ユ
　
一

|   |1  譲

第 6号住居址 1西より,

i顧|



PL.6

1警
――葵 絆

一　
■
奪

一

蔦浄
，
一撃

■
ｒ．・一・一一一轟

一
鶏
一

―
蜂 =

Ⅷ
一

綾
一
一

　

・一一
一
一一
一一一

■イ|:肇lr→本|

第 7号住居址土層 (A― A′ )

第 7号住居址 (空中撮影

41森浮 1囀

離|1建1筆

〓・・・一一一．一一一一・一エ
一
一
一一
一
一・一一一
一

一

下か北 )

第 7号住居址炉 (南より) 第 7号住居址炉土層 (A― A′ )



第 8号住居址 (南より)

第 9号住居址 (南より)

第 8号住居址炉 (南より)

第 9号住居址カマ ド (南より)

第 9号住居址土器出土状況 (南より)

第10号住居址 (南より)

第 9号住居址カマド出土土器 (No 4)近接

第10号住居址土層 (南より)



"執
薇ユ1線ユ1囀韓 輔

第11号住居址 (南より) 第12号住居址 (西より)

第11号住居址カマド (南より) 第12号住居址 1号炉 (東より)

第11号住居址土器出土状況 (南より) 第12号住居址筑波石出土状況 (西より)

第13号住居址 (南より) 第13号住居址出土土器 (No l)(東 より)



Pと。9

第14号住居址 (南より) 第14号住居址土器出土状況 (南より)

第15号住居址 (南より) 第15号住居址土器出土状況 (南より)

第15号住居址カマド土器出土状況 (東より)第15号住居址カマド (南より)

第16号住居址 (南より) 第16号住居址出土土器 (N62)(西より)



第17号住居址 (南より)

第17号住居址炭化材出土状況 (南より)

第17号住居址カマド (南より)

第17号住居址出土土器 (Nc 4)(南 より)

第18号住居址 (南より) 第18号住居址カマド (南より)

第19号住居址 (空中撮影 右が北) 第19号住居址土器 (手前No l)出土状況 (東より)
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第20号住居址 (南より) 第20号住居址カマド (南より)

第21号住居址 (空中撮影 上が北) 第21号住居址出土土器 (No 3)(南 より)

第22号住居址 (空中撮影 南より)
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:持1禁碗簾
隷

第23号住居址カマド (南より)

‡ →

第23号住居址 (南より)
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第24号住居址 (南より)

第25号住居址 (南より)

第24号住居址炉 (南より)

第25号住居址貯蔵穴 (南より)

第26号住居址 (空中撮影 左が北) 第26号住居址土器出土状況 (西より)

第27号住居址土器出土状況 (南より)第27号住居址 (南より)
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第28号住居址 (南より) 第28号住居址カマド (南より)

第28号住居址カマ ド土器 (No 3)出 土状況 (南より) 第28号住居址出土土器 (No 3)(南 より)近接
■■Ⅲ
―
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第29号住居址 (南西より) 第29号住居址カマド土層 (南西より)

第30号住居址カマド土器出土状況 (南より)
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第30号住居址 (南より)

第31号住居址 (南より)

第30号住居址カマド (商より)

第32号住居址 (東より)

撃

第32号住居址土層 (南西より)

第32号住居址出土土器 (No 5)(東 より)近接 第32号住居址炉土層 (南より)
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||1戸|1顧
―

第34号住居址 (南より)
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第34号住居址土器出土状況 (南東より,
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第35号住居址カマ ド (南より)
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第36弓住居址 (南より)
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第37号住居址土層 (束より)

第38号住居址カマド (南より)
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第39号住居址 (商より
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第40号住居址 1南 より)
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第41号住居址炉 (南より)

第42号住居址 (南より) 第42号住居址炉 (東より)

第42号住居址出土土器 (No 4)(北 より)近接 第42号住居址土器出土状況 (南より)

第43号住居址土層 (北東より) 第43号住居址 (東より)
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第 1号掘立柱建物址 (空中撮影 上が北)

第 1号掘立柱建物址 P4土層 (南より) 第 1号掘立柱建物址 P6土層 (南より)

第 1号掘立柱建物址 P8土層 (南より) 第 1号掘立柱建物址 P10土層 (南より)
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周溝 (南より 奥は墳丘)

周溝西側 (南より)

周溝東側 (南西より 左奥は墳丘 )

周溝西側土層 (南より)

周浦東側 (東より 右奥は墳丘 )
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第6号溝状遺構 (空中撮影 上が北西)

第 6号溝状遺構土層 (南より)

第 6号溝状遺構出土土器 (No 4)(南 より)

第 6号溝状遺構南側ブリッジ (南西より)

第 6号溝状遺構出土土器 (No 2)(東 より)
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第15号土坑 (南より)

第60号土坑 (東より)

第15号土坑土層 (南より)

第60号土坑土層 (東より)

第60号土坑土器出土状況 第60号土坑土器出土状況 (東より)近接

第68号土坑 (東より) 第68号土坑土層 (東より)
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第69号土坑 (南より) 第69号土坑土器出土状況 (南より)

第96号土坑土層 (西より)第96号土坑 (南より)

第96号土坑土器出土状況 (西より) 第96号土坑土器出土状況 (東より)近接

第99号土坑 (南より) 第99号土坑土層 (南より)
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第99号土坑土器出土状況 (南より)近接

■||  イ:..ユ i■・■
`i第218号土坑土層 (北より)

第99号土坑土器出土状況 (南より)

第108号土坑 (南より) 第108号土坑土器出土状況近接

第146号土坑 (南西より) 第146号土坑土層

第218号土坑 (北より)
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谷頭部包含層 (南東より)

包含層No 3土器群 (北より)

機■蛛■韓 1言導線
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辞 i麓

第 1号蔵骨器検出状況 (南東より) 第 1号蔵骨器完掘状況 (南より)

第 1号蔵骨器内部第 1号蔵骨器出土状況 (西より)



第 2号蔵骨器 (西より)

第 2号蔵骨器出土状況 (南より) 第 2号蔵骨器土層 (南より)

第 2号蔵骨器出土状況 (西側直上より) 第 2号蔵骨器出土状況 (西より)近接



PL.27

第3号蔵骨器 (西より)

第 3号蔵骨器出土状況 (南より) 第 3号蔵骨器出土状況 (南より)

第 3号蔵骨器出土状況 (南より)近接 第 3号蔵骨器出土状況 (南より)近接
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第 4号土坑 (南より)

第4号土坑土器出土状況 (南より)

第 4号土坑土層 (南より)

第14号土坑 (南西より)

第14号土坑土器出土状況 (西より)

第14号土坑土層 (南西より)

第14号土坑土器出土状況 (西より)近接



第 1号焼土址確認状況 (南より) 第 2号焼土址土層 (南西より)

第 2号焼土址 (南より) 第 2号焼土址 P10(北西より)

第 3号焼土址土層 (南より)第 3号焼土址 (南より)

第4号焼土址 (南より) 第 4号焼土址土層 (南より)



第 5号焼土址 (南より) 第 5号焼土址土層 (南より)

第 6号焼土址 (西より)

第 7号焼土址 (南より)

第 6号焼土址確認状況 (南より)

第 7号焼土址土層 (南より)

第 8号焼土址 (西より) 第 8号焼土址土層 (南西より)
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第56号土坑 (西より)

第132号土坑 (南より)

第56号土坑土層 (東より)

第 132号土坑土層 (南より)

第136～ 139号土坑 (北より)

第137号土坑土層 (西より) 第138。 139号土坑土層 (南西より)



第 2号土坑 (南より) 第 2号土坑土層 (南より)

第48号土坑土層 (西より)第48号土坑 (西より)

第100。 102号土坑 (南より)

第135号土坑 (南より)

第102号土坑土層 (南西より)

第135号土坑土層 (南より)
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第166号土坑 (南より)

第203号土坑 (南より) 第203号土坑土層 (南より)

第 3号土坑 (西より)

第11・ 12号土坑 (南より)

第 3号土坑土層 (西より)

第11。 12号土坑土層 (南より)



第16号土坑 (南西より) 第18号土坑 (南西より)

第30号土坑 (南より) 第31号土坑 (南より)

第38号土坑 (南より)

第37号土坑 (南より)

第78号土坑 (南西より)
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第83号土坑 (南より) 第88号土坑 (南より)

第91号土坑 (北西より) 第98号土坑 (西より)

第105号土坑 (東より)

第118号土坑 (南より) 第131号土坑 (南より)
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第154号土坑 (南より)

第156号土坑 (南より)

第155号土坑 (南より)

第157号土坑 (南より)

第158号土坑 (南より) 第159号土坑 (東より)

第161号土坑 (南より) 第162号土坑 (南より)



第163号土坑 (南より)

Pと。37

第165号土坑 (南より)

第173号土坑 (南より) 第184号土坑 (北より)

第185号土坑 (北より)

第192号土坑 (南より)

第186号土坑 (南より)

第194号土坑 (南より)
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第195・ 222号土坑 (南より) 第197号土坑 (南より)

第200号土坑 (南より) 第201号土坑 (南より)

第221号土坑 (北より)第205号土坑 (南より)

第226号土坑 (北より) 第227号土坑 (南より)



喜輿肇者

第 2号溝状遺構土層

第 2号溝状遺構 (北佃1)

澪

“

t群 |ヽヽ通津 I縫I

院

第 1号溝状遺構 (左が北)

第 1号滝状遺構土層 第 2号溝状遺構 (上が北)

第 2号溝状遺構 (南側)

第 3・ 4号溝状遺構 (西より)
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第 5号浦状違構

第 5号溝状遺構土層

(左が北 ) 第 7号溝状遺構 (右が北 ) 第 8号浦状遺構 (上が北)

第 7号溝状遺構土層 第 8号溝状遺構土層
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第 1号住居址出土土器

第 6号住居址出土土器
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第31,33号住居址出土土器

悦  鵜
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第37号住居址出土土器



PL.44

第39・ 43号住居址出土土器

第15号土坑出土土器

蔭

第60号土坑出土土器 (1) 第60号土坑出土土器 (2)
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第69号土坑出土土器

第96号土坑 2

第96号土坑 1

第99号土坑 7

第99号土坑 5 第99号土坑 6
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第108号土坑 1 第108号土坑 2 第108号土坑 5

第108号土坑 7～ 9 第 1号埋甕

包含層No 2土器群 1

包含層No 2土器群 2 包含層No 2土器群 4
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包含層No 3土器群 1

包含層No 4土器群 2

包含層Nα 4土器群 4

包含層No 4土器群 1

包含層Nα 4土器群 8 包含層No 4土器群 9

包含層No 5土器群 1 包含層No 5土器群 2 包含層Nα 5土器群 3
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磯
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悦

グリッド出土土器 (西台地)(1)
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Ⅷ

グリッド出土土器 (西台地)(2)
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グリッド出土土器 (東台地)
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時期外遺構出土の縄文土器 (東台地)(1)
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時期外遺構出上の縄文土器 (東台地)(2)
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時期外遺構出土の縄文土器 (西台地)
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石器 (3)

土製品
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第 7号住居址 2

第13号住居址 10

第 7号住居址 3 第 8号住居址 1

第13号住居址 7
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第13号住居址

第13号住居址 4

第13号住居址 1 第13号住居址 9
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第16号住居址 3 第16号住居址 2

|||||||||||||||||||IIIIIIII!|||lllIIIIIIIIIIIIIIIIIIII

第 16号住居址 1

第16号住居址 7

第16号住居址 4

第19号住居址 3

第19号住居址 1

第24号住居址 1第24号住居址 2
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第26号住居址 1

第26号住居址 2 第26号住居址 4

第26号住居址 第26号住居址 5 第26号住居址 7

第32号住居址 2 第32号住居址 4 第32号住居址
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第34号住居址 1

第41号住居址 6 第42号住居址 包含層No l土器群 9

グリッド出土遺物 7(砥石)
一一器一一」一一一一ｒ一一一一一一一一一一ホ】】一れ““一一一贈い一よ

包含層No l土器群 11 グリッド出土遺物 5(勾玉)
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13号住居

第13号住居址 12

16号住居

1警

21号住居

22号住居

球状土錘

ア号住居

40号住居

26号住居

6号溝

第42号住居址 6第21号住居址 4
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第 2号住居址 2

第 2号住居址 3

第 2号住居址 15

第 3号住居址 1

第 2号住居址 12

第 3号住居址 7

第 3号住居址 2

第 2号住居址 第 2号住居址 8

第 2号住居址 13

第 2号住居址 6

第 2号住居址 9

第 3号住居址 12

第 3号住居址 4第 3号住居址 8 第 3号住居址 9
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第 5号住居址 1

第 9号住居址 4

第11号住居址 2

第15号住居址 9

第15号住居址 1

第4号住居址 4

第11号住居址 5

第11号住居址 6

第15号住居址 7

第11号住居址 8

第15号住居址 6

第17号住居址 1 第17号住居址 2第15号住居址 11
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第17号住居址 3

第17号住居址 6

第21号住居址 4

第17号住居址 4

第20号住居址 4

第17号住居址 5

第18号住居址 3

第20号住居址

第18号住居址

第23号住居址 10

第23号住居址 5

第23号住居址 1 第23号住居址 2 第23号住居址
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第25号住居址 6

第28号住居址 3

第23号住居址

第25号住居址 1

第28号住居址 2

第25号住居址

第29号住居址 5

第23号住居址 4

第25号住居址 5亥」書

第38号住居址 1

第30号住居址 3 第35号住居址 1刻書 第38号住居址 3



PL.64

第14号土坑 1

第 6号溝状遺構 7

第14号土坑 2

第 6号溝状遺構 2

第14号土坑 4

第 6号湾状遺構 5

第 6号溝状遺構 4

第4号焼土址

第 1号蔵骨器 第 2号蔵骨器



墨書土器 (17号住居 4) 「冨」

PL.65

第 3号蔵骨器

墨書土器 (6号溝 9) 「志太」  墨書土器 (6号溝 8) 「良」

墨書土器 (21号住居 5) 「良」 墨書土器 (9号住居 1) 「佛」「藤」 墨書土器 (11号住居 4) 「良」



PL.66

悦

韓

』

臨

］

韓

¶
9号住居

15号住居

14イ

|||||||↓ ,

21号住居

∝
塩

21号住居

23号ra居

墨書土器



不明鉄器 (1号掘立柱建物)

PL.67

錐 (29号住居)

銅器 (14号土坑)

釘 (9号住居)

|

2号住居
20号住居

刀子

金属製品

不明鉄器 (20号住居)



PL.68

調査風景 (西台地中央部)

調査風景 (7号住居)

調査風景 (西台地北部)

調査風景 (21号住居)

洗浄作業 注記作業

遺物接合作業 デジタル編集作業

調査・整理作業風景
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シリーズ番号
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド
】ヒ糸単 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

信太入子ノ台

遺跡

いばらきけんラヽなしきぐん

茨城県 稲敷郡

錦 籍鐸誤
きつねづか ばんち
狐塚 2361番地

08442 144

度
分
秒

140度

18分

53秒

20091006

20100601
衡13,200�

美浦 トレーニング・

センター乗馬苑移
設に伴なう発掘調
査

所収遺跡為 種男町 主な時代 主な遺溝 主な遺物 特記事項

信太入子ノ台

遺跡

集落 縄文時代
竪穴住居址7軒

(前期 )
土坑10基 (中期 )
埋甕 1基 (前期前半)
土器集中地点 4ヶ所
(中期 )

土器 (早期中葉～後期 )
石器 (石鏃・石錐・石匙 。

磨石・凹石・石皿等 )
土製品 (耳飾・土器片錘等 )

。土器は前期後半が
主体
・土坑にはフラスコ

形の貯蔵穴がある

弥生時代 竪穴住居址9軒

(後期 )
土器集中地点
lヶ 所 (後期 )

土器 (後別 ,

土製 品 (紡錘草 )

古墳時代 竪穴住居址9軒

(前期 )
古墳周溝 (後期 )

竪穴住居址18軒

掘立柱建物址1棟

土坑2基 焼土址 1基
溝 (方形区画溝)1基
蔵骨器3基

土器 (前期 )
土製品 (紡錘車・管状土錘 )
石器 (砥石)石製品 (勾玉 )

平安時代
土器 (灰判・須息呑 。

土師器 )

金属器 (刀子・釘・針 ?)
石器 (砥石)鉄 滓

墨書 1寺」 1沸」
「藤」 「大伴」等
第9号住居址より
鉄鉢形土器

時期不明 土坑201基  溝8条
ピット161本 焼土l■7



茨城県稲敷郡美浦村 信太入子ノ台遺跡
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移設に伴う造成工事」に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―
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